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例 言

１．本書は兵庫県丹波市青垣町遠阪に所在する、田ノ口遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は一般国道４８３号北近畿豊岡自動車道（春日・和田山道路�）建設事業に伴うもので、国土

交通省近畿整備局兵庫国道工事事務所の依頼を受けて、兵庫県教育委員会が平成１３年度・１４年度・１５

年度・１６年度に本発掘調査を実施した。

３．出土品整理は国土交通省近畿整備局豊岡河川国道事務所の依頼を受けて、平成１９年度・平成２０年

度・平成２２年度に兵庫県立考古博物館で実施した。

４．遺構全体の航空写真測量を平成１３年度は㈱パスコ、平成１４年度は写測エンジニアリング株式会社、

平成１５年度は㈱リオプラン、平成１６年度は日本テクノ株式会社に委託して行った。

５．写真は、遺構を調査員が担当し、遺物については�谷口フォトに委託した。

６．本書の図版１は国土地理院発行の１／２００，０００「鳥取・宮津・姫路・京都及大阪」を使用した。図版３

は、国土地理院発行の１／２５，０００「矢名瀬・大名草・福知山西部・黒井」を使用した。また、図版４は、

旧氷上郡青垣町発行の１／２，５００「青垣町全図№５・№１０」を使用した。

７．本書に使用した方位は国土座標（第Ⅴ系）の座標北を示す。また、標高値は東京湾平均海水面（T.P.）

を基準とした。（世界測地系に変換）

８．出土品の分析は、年代測定を㈱加速器分析研究所に、土器の胎土分析および木製品の樹種同定をパ

リノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

９．本書の執筆は、以下のとおりである。

第１章を西口圭介・篠宮正

第２章を篠宮

第３章第１節・第２節～第４節の遺構を篠宮

第５節・第６節の遺構を西口

第２節～第６節の遺物のうち古墳時代以前の土器と石器を篠宮、

奈良時代以降の土器を岡田章一、金属器を岡本一秀

第７節を山田清朝

第４章第１節を㈱加速器分析研究所

第２節を立命館大学青木哲哉

第３節・第４節をパリノ・サーヴェイ株式会社

第５章第１節を岡田

第２節を西口

第３節を山田

第４節を篠宮

１０．本書の編集は篠宮が行った。

１１．本書にかかる写真・図面などの記録や出土した遺物などは、兵庫県立考古博物館に保管している。

１２．発掘調査および報告書の作成にあたり、

丹波市教育委員会・旧氷上郡教育委員会・旧青垣町

青木哲哉（立命館大学）・小林基伸（大手前大学）・下山文隆（丹波市教育委員会）・徳原多喜雄（丹

波市教育委員会）

の各機関・各氏にご援助・ご指導・ご教示頂いた。記して深く感謝の意を表する。
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集石SS００７D（１/２０） 集石SS００６D（１/２０）
木棺墓ST２１５D（１/２０）
溝SD３７４D（１/２０） 溝SD２１６D（１/２０） 溝SD３７５D（１/２０） 溝SD２１０D（１/２０） 溝SD２０９D（１/２０）
溝SD１５２D（１/２０） 溝SD１８９D（１/２０） 溝SD３７６D（１/２０） 土坑SK２０７D（１/１０）
土器１（３０２～３４５）
土器２（３４６～３８８）
土器３（３８９～４１１）
土器４（４１２～４３８）
土器５（４３９～４７２）
土器６（４７３～５１０）
土器７（５１１～５３５）
土器８（５３６～５４７）
石器・玉（S７～S１０・J１）
金属器１（M１７～Ｍ２９）
金属器２（Ｍ３０～Ｍ３２）
遺構配置図（１/５００）
遺構配置図（１/４００）
土層断面（１/２００・１/４０）
遺構配置図（１/２００）
遺構配置図（１/２００）
遺構配置図（１/２００）
遺構配置図（１/２００）
掘立柱建物SB００１E（１/１００） 掘立柱建物SB００２E（１/１００）
掘立柱建物SB００３E（１/１００） 掘立柱建物SB００４E（１/１００）
掘立柱建物SB００５E（１/１００） 掘立柱建物SB００６E（１/１００）
掘立柱建物SB００７E（１/１００） 掘立柱建物SB００８E（１/１００）
掘立柱建物SB００９E（１/１００） 掘立柱建物SB０１０E（１/１００）
掘立柱建物SB０１１E（１/１００） 掘立柱建物SB０１２E（１/１００）
掘立柱建物SB０１３E（１/１００） 掘立柱建物SB０１４E（１/１００）
掘立柱建物SB０１５E（１/１００） 掘立柱建物SB０１６E（１/１００）
掘立柱建物SB０１７E（１/１００） 掘立柱建物SB０１８E（１/１００）
掘立柱建物SB０１９E（１/１００） 掘立柱建物SB０２０E（１/１００）
掘立柱建物SB０２１E（１/１００） 掘立柱建物SB０２２E（１/１００）
掘立柱建物SB０２３E（１/１００） 掘立柱建物SB０２４E（１/１００）
掘立柱建物SB０２５E（１/１００） 掘立柱建物SB０２６E（１/１００）
掘立柱建物SB０２７E（１/１００） 掘立柱建物SB０２８E（１/１００）
掘立柱建物SB０２９E（１/１００） 掘立柱建物SB０３０E（１/１００）
掘立柱建物SB０３１E（１/１００） 掘立柱建物SB０３２E（１/１００） 掘立柱建物SB０３３E（１/１００）
土坑SK００６E（１/２０） 土坑SK０２３E（１/２０） 土坑SK０６５E（１/２０） 土坑SK０５５E（１/２０）
土坑SK０７２E（１/２０） 土坑SK０７６E（１/２０） 土坑SK０８２E（１/２０）
焼土SF００３E（１/２０） 焼土SF００２E（１/２０） 焼土SF００１E（１/２０）
竪穴住居SH００１E・SH００２E（１/５０）
縄文土器堆積土層断面（１/５０）
土器１（５４８～５９１）
土器２（５９２～６２９）
土器３・金属器（６３０～６６３・M３３～M３８）
土器４ 縄文土器１（６６４～６７６）
土器５ 縄文土器２・石器（６７７～６９６・S１１）
土器６ 弥生土器（６９７～７１８）
遺構配置図（１/３００）
遺構配置図（１/２００）
掘立柱建物SB０３４F・SB０３５F（１/１００） 掘立柱建物SB０３７F（１/１００）
掘立柱建物SB０３６F（１/１００） 掘立柱建物SB０３８F（１/１００） 掘立柱建物SB０３９F（１/１００）
掘立柱建物SB０４０F（１/１００）
掘立柱建物SB０４１F（１/１００） 掘立柱建物SB０４２F（１/１００） 掘立柱建物SB０４３F（１/１００）
掘立柱建物SB０４４F（１/１００）
井戸SE００１F（１/４０）
井戸SX００２F（１/５０） 井戸SE００３F（１/５０）
水田（１/２００） 旧河道（１/２００）
水田土層断面１（１/５０） 水田・旧河道土層断面２（１/５０）
水田・旧河道土層断面３（１/５０） 旧河道土層断面４（１/５０）
土器・木器・石器・金属器（７１９～７４９・W１・S１２・M３９）
調査区位置図（１/１００）
Ｇ－１区 墓ST００１G（１/２０）
Ｇ－２区 経塚SX００１G（１/２０）
土器（７５０～７５６）
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Ｂ・Ａ地区
Ｂ地区
Ｂ地区
Ｂ地区
Ｂ地区

Ｂ地区

Ｂ地区

Ｂ地区
Ｂ地区

Ｂ地区

１ 田ノ口遺跡 遠景（南東から） ２ 田ノ口遺跡 遠景（南西から）
３ 田ノ口遺跡 近景（南東から） ４ Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（北西から）
５ Ａ地区全景（上が北東） ６ Ｂ・Ｃ地区全景（上が北東）
土器（白磁）
土器（白磁・青磁・施釉陶器）
土器（白磁・青磁）
土器（青磁）
７ Ｄ・Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（南東から） ８ Ｄ地区全景（西から）
９ 全景（上が北西）
１０鍛冶炉群SF００２D（北西から） １１鍛冶炉群SF００２D断面（北西から）
１２柱穴P０５６２D（南西から） １３鍛冶炉SF００２DSF９０３D（南西から）
１４柱穴P０５６２D断面（南西から） １５鍛冶炉SF００２DSF９０３D断面（南西から）
１６鍛冶炉SF００２DSF９０５D断面（南東から）１７鍛冶炉SF５８９D断面（南東から）
１８焼土SF２６６D（南から） １９焼土SF００１DSF１８７D（南西から）
２０木棺墓ST２１５D（西から） 木棺墓ST２１５D出土遺物
土器（白磁・青花）
土器（白磁・青磁・青花）
土器（施釉陶器）
土器（青磁）
土器（青花）
２１田ノ口遺跡全景（南西から） ２２Ｅ・Ｆ地区全景（西から）
２３Ｅ地区全景（西から） ２４Ｅ地区全景（南西から）
２５Ｅ地区全景（上が北東）
２６焼土SF００１E検出状況（北から） ２７焼土SF００１E（南から）
２８焼土SF００１E断割り（北西から）
２９焼土SF００１E埋土土層断面（南から） ３０焼土SF００１E（東から）
３１焼土SF００２E（北東から） ３２焼土SF００３E（北から）
３３焼土SF００２E断割り（南西から） ３４焼土SF００３E断割り（南西から）
３５土坑SK００６E土層断面（東から） ３６土坑SK０８２E土層断面（南東から）
土器（白磁・陶器・青花）
３７Ｆ地区全景（西から） ３８Ｆ地区全景（上が南東）
３９Ｇ地区遠景（南東から） ４０Ｇ地区全景（南西から）
４１Ｇ‐１区 墓ST００１G検出状況（南西から） Ｇ‐１区 墓ST００１G出土土器
４２Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒検出状況（南西から）
Ｇ‐２区 経塚SX００１G出土土器・鏡
Ｇ‐２区 経塚SX００１G出土土器・鏡
胎土薄片（１）
胎土薄片（２）
胎土薄片（３）
胎土薄片（４）
胎土薄片（５）
胎土薄片（６）
４３Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（上が北西）
４４Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（南西から） ４５Ａ地区全景（南東から）
４６Ａ地区全景（南から） ４７Ａ地区全景（南西から）
４８東半部全景（北東から） ４９柱穴P００５７A（南東から）
５０柱穴P００４６A遺物出土状況（南東から）
５１掘立柱建物SB００６A 柱穴P００５３A土層断面（北西から）
５２溝SD００２A土層断面（南西から）
土器（１）
土器（２）・金属器
５３Ｂ・Ａ地区全景（東から）
５４Ｂ地区全景（南から） ５５Ｂ地区全景（北東から）
５６Ｂ地区全景（南西から） ５７Ｂ地区全景（西から）
５８Ｂ地区全景（東から） ５９Ｂ地区全景（南から）
６０掘立柱建物SB０１０B～SB０１９B（東から）
６１掘立柱建物SB００１B～SB０１６B（南から）
６２掘立柱建物SB０１０B～SB０１６B（南西から）
６３掘立柱建物SB０１７B～SB０２４B（南から）
６４掘立柱建物SB００１B～SB００９B、土坑SK１３０B（北東から）
６５掘立柱建物SB００１B～SB００９B（北東から）
６６掘立柱建物SB００７B（北東から） ６７掘立柱建物SB００１B～SB００３B（西から）
６８掘立柱建物SB０１２B・SB０１３B（北東から）
６９掘立柱建物SB０１１B～SB０１３B（北東から）
７０柱穴P０４５７B（北西から） ７１柱穴P００９３B（南西から）
７２柱穴P０３９３B遺物出土状況（北西から）７３柱穴P０１０５B遺物出土状況（北西から）
７４柱穴P０１８０B遺物出土状況（北から） ７５柱穴P０３５２B遺物出土状況（北東から）
７６掘立柱建物SB０１７B 柱穴P０１８５B遺物出土状況（北から）
７７掘立柱建物SB０１９B 柱穴P０１７９B遺物出土状況（北から）
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遺物
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Ｂ地区
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Ｂ地区
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Ｃ地区
Ｄ地区
Ｄ地区
Ｄ地区
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Ｄ地区

Ｄ地区

Ｄ地区
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７８掘立柱建物SB００６B 柱穴P０７５３B（南東から）
７９掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７６６B（南西から）
８０掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７６８B（南東から）
８１掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７６９B（南東から）
８２掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７０B（東から）
８３掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７１B（北東から）
８４掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７４B（北東から）
８５掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７５B（北東から）
８６掘立柱建物SB００９B 柱穴P０２８３B（南東から）
８７掘立柱建物SB００９B 柱穴P０４７５B（南東から）
８８掘立柱建物SB００９B 柱穴P０２７２B（南西から）
８９掘立柱建物SB００９B 柱穴P０４７６B（南西から）
９０掘立柱建物SB００９B 柱穴P０４９１B（南西から）
９１掘立柱建物SB００９B 柱穴P０１６５B（北西から）
９２掘立柱建物SB０１３B 柱穴P０１１８B（南西から）
９３掘立柱建物SB０１４B 柱穴P０２６０B（南西から）
９４掘立柱建物SB０１６B 柱穴P０３６４B（南西から）
９５掘立柱建物SB０２３B 柱穴P０５４０B（北西から）９６柱穴P０４６７B（北東から）
９７柱穴P０２９７B（南西から） ９８柱穴P０１８１B（北西から）
９９柱穴P０５３９B（北西から） １００柱穴P０５３８B（南東から）
１０１柱穴P０４７２B（北東から）
１０２土坑SK１３０B・SK１６０B、溝SD１２８B（北から）
１０３土坑SK１３０B・SK１６０B・SK２１３B（北西から）
１０４土坑SK１３０B・SK１６０B・SK１６１B、溝SD１２８B（東から）
１０５土坑SK１３０B・SK２１３B（南東から）
１０６土坑SK１６１B（北東から） １０７土坑SK１６１B遺物出土状況（北東から）
１０８土坑SK２１３B（南東から） １０９土坑SK２１３B北端下層（南西から）
１１０土坑SK２１３B北端上層（南西から）
１１１溝SD１１３B土層断面（南西から） １１２溝SD１２８B土層断面（南東から）
１１３溝SD１３２Ｂ土層断面（南西から） １１４溝SD１４３B土層断面（南東から）
１１５溝SD１７１B土層断面（南東から） １１６鍛冶炉SF１１１B（北東から）
１１７土坑SK５３７B（南西から） １１８鍛冶炉SF１１１B土層断面（南西から）
１１９Ｂ‐２地区全景（西から） １２０Ｂ‐２地区全景（南から）
土器（１）
土器（２）
土器（３）
土器（４）
土器（５）
土器（６）
土器（７）
土器（８）
土器（９）
土器（１０）
土器（１１）
土器（１２）
土器（１３）
土器（１４）
土器（１５）
石器（１）
石器（２）・金属器
１２１Ｃ地区全景（南東から） 土器（１）
土器（２）・石器・金属器
１２２Ｄ地区全景（南西から）
１２３Ｄ地区全景（北から） １２４Ｄ地区全景（北から）
１２５Ｄ地区全景（南東から） １２６Ｄ地区全景（南東から）
１２７掘立柱建物SB００７D・SB００８D・SB００９D・SB０１１D（北東から）
１２８掘立柱建物SB００７D・SB００８D・SB００９D・SB０１１D（南東から）
１２９掘立柱建物SB００８D～SB０１９D（西から）
１３０掘立柱建物SB００８D～SB０１９D（南東から）
１３１掘立柱建物SB０１５D～SB０１９D（北西から）
１３２掘立柱建物SB０１６D～SB０１９D（南西から）
１３３掘立柱建物SB００１D・SB００２D、鍛冶炉群（北西から）１３４鍛冶炉群（南東から）
１３５柱穴P０１２２D遺物出土状況（北西から）１３６柱穴P００７５D遺物出土状況（南西から）
１３７柱穴P０１３７D（南西から） １３８柱穴P００２８D（北西から）
１３９柱穴P０１０１D土層断面（南東から） １４０柱穴P００８９D遺物出土状況（北西から）
１４１柱穴P０３４１D土層断面（南東から） １４２柱穴P０３２７D土層断面（北西から）
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１４３土坑SK００５D検出状況（南から） １４４土坑SK１５４D遺物出土状況（南から）
１４５土坑SK２１２D土層断面（南から） １４６土坑SK２１３D土層断面（南東から）
１４７土坑SK２１４D土層断面（北西から） １４８土坑SK２１８D土層断面（北西から）
１４９土坑SK２６２D土層断面（南東から） １５０土坑SK６１７D土層断面（北東から）
１５１土坑SK２１７D土層断面（南西から） １５２土坑SK２２６D遺物出土状況（西から）
１５３土坑SK１２３D・SK１６１D・SK１６２D（西から）
１５４土坑SK１６２D土層断面（西から） １５５土坑SK００４D土層断面（南から）
１５６土坑SK１５３D土層断面（南から）
１５７集石SS１０８D（東から） １５８集石SS１０８D（北東から）
１５９土坑SK１０３D（西から） １６０焼土SF２７１D検出状況（南西から）
１６１焼土SF００１DSF１８７D検出状況（南西から）
１６２焼土SF２７１D土層断面（南西から） １６３焼土SF２７９D土層断面（北西から）
１６４集石SS００６D（南東から） １６５集石SS００７D（南西から）
１６６木棺墓ST２１５D検出状況（北から） １６７木棺墓ST２１５D（北から）
１６８木棺墓ST２１５D（西から） １６９木棺墓ST２１５D遺物出土状況（北から）
１７０木棺墓ST２１５D（北西から） １７１木棺墓ST２１５D遺物出土状況（東から）
１７２溝SD１８９D土層断面（北西から） １７３溝SD２０９D土層断面（南西から）
１７４溝SD２１０D土層断面（南西から） １７５溝SD３７４D土層断面（南西から）
１７６溝SD３７５D土層断面（南西から） １７７溝SD３７６D土層断面（北西から）
１７８土坑SK２０７D検出状況（南西から）
１７９Ｄ‐３区遠景（西から） １８０Ｄ‐３区全景（北東から）
１８１Ｄ‐３区全景（西から）
土器（１）
土器（２）
土器（３）
土器（４）
土器（５）
土器（６）
土器（７）
土器（８）
土器（９）
土器（１０）
土器（１１）
土器（１２）
土器（１３）
土器（１４）
土器（１５）
土器（１６）
土器（１７）
土器（１８）
土器（１９）・石器（１）・玉
石器（２）
金属器（１）
金属器（２）
１８２Ｅ地区全景（南東から） １８３Ｅ地区全景（北東から）
１８４全景（上が北西）
１８５全景（北から） １８６全景（北西から）
１８７全景（南東から） １８８北部の掘立柱建物群（北西から）
１８９北部の柱穴群（西から） １９０中部の柱穴群（北西から）
１９１南部の柱穴群（東から）
１９２掘立柱建物SB００１E～SB００３E（北西から）
１９３掘立柱建物SB００３E・SB００５E・SB００９E（北西から）
１９４掘立柱建物SB００３E・SB００５E・SB００９E（南から）
１９５掘立柱建物SB０１３E（南から）１９６掘立柱建物SB０１３E・SB０１４E（南から）
１９７掘立柱建物SB０１５E～SB０２２E（南西から）１９８掘立柱建物SB０１６E（南西から）
１９９掘立柱建物SB０２５E～SB０２７E（南西から）２００掘立柱建物SB０２８E（北から）
２０１掘立柱建物SB０１５E（南西から） ２０２柱穴Ｐ４１１４E土層断面（北東から）
２０３柱穴P４１１５E土層断面（北東から） ２０４柱穴Ｐ４１１６E土層断面（北東から）
２０５柱穴P４１１８E土層断面（南西から）
２０６掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０７７E土層断面（北から）
２０７掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０８４E土層断面（南から）
２０８掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０８５E土層断面（南から）
２０９掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０８６E土層断面（南から）
２１０掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４１２１E土層断面（北東から）
２１１掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４１２３E土層断面（北西から）
２１２掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４１３０E土層断面（南西から）
２１３掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４２００E土層断面（西から）
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２１４掘立柱建物SB０１９E 柱穴P４１０２E遺物出土状況（南東から）
２１５掘立柱建物SB００５E 柱穴P４０７１E土層断面（南東から）
２１６掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１７９E土層断面（北東から）
２１７掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８０E土層断面（北東から）
２１８掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８４E土層断面（南東から）
２１９掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８９E土層断面（南東から）
２２０掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８８E土層断面（北東から）
２２１柱穴P４２０３E土層断面（南西から）
２２２竪穴住居SH００１E・SH００２E（北東から）２２３ SH００１Eに伴う土器出土状況
２２４ SH００１Eに伴う土器出土状況（近接）
２２５下層 谷部の土層堆積トレンチＡ（南東から）
２２６下層 谷部の土層堆積トレンチＢ（南東から）２２７作業風景（北西から）
２２８Ｅ‐２区全景（上が北西） ２２９Ｅ‐２区全景（南西から）
２３０Ｅ‐３区全景（北から） ２３１Ｅ‐３区全景（上が南西）
土器（１）
土器（２）
土器（３）
土器（４）
土器（５）
土器（６）
土器（７）
土器（８）・金属器
土器（９）縄文土器
土器（１０）縄文土器
土器（１１）弥生土器
土器（１２）弥生土器・石器
２３２全景（南西から） ２３３全景（北東から）
２３４全景（北から） ２３５南半の遺構群（北から）
２３６井戸SE００１F（南西から） ２３７井戸SE００１F断割り（南西から）
２３８井戸SE００１F根太出土状況（南西から）
２３９北半 水田遺構（南から） ２４０水田遺構（北から）
２４１水田遺構面より上層の堆積（北から）２４２水田遺構面より上層の堆積（北から）
２４３下層 旧河道の全景（南から） ２４４下層 旧河道の状況（北から）
２４５下層 旧河道の状況（南から）２４６旧河道の堆積（１）２４７旧河道の堆積（２）
２４８旧河道の堆積（３） ２４９学識経験者 青木哲哉氏による調査
土器（１）
土器（２）
木器・石器・金属器
２５０調査前全景（南上空から） ２５１調査前近景（南東から）
２５２Ｇ‐１区 表土掘削後（南西から）
２５３Ｇ‐１区 墓ST００１Ｇ上層検出状況（南西から）
２５４Ｇ‐１区 墓ST００１G中層検出状況（１）（南西から）
２５５Ｇ‐１区 墓ST００１G中層検出状況（２）（南西から）
２５６Ｇ‐１区 墓ST００１G中層検出状況（３）（南西から）
２５７Ｇ‐１区 墓ST００１G下層検出状況（南西から）
Ｇ‐１区 墓ST００１G出土土器
２５８Ｇ‐２区 表土掘削後（南西から）
２５９Ｇ‐２区 経塚SX００１G上層検出状況（南西から）
２６０Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒被覆状況（南西から）
２６１Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒検出状況（南西から）
２６２Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒被覆状況（南西から）
２６３Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒全景（１）（南西から）
２６４Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒全景（２）（南西から）
２６５Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒全景（１）（南西から）
２６６Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒全景（２）（南西から）
２６７Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒近景（南西から）
Ｇ‐２区 経塚SX００１G出土土器
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第１章 遺跡をとりまく環境

第１節 地理的環境（図版１・３）

田ノ口遺跡は兵庫県丹波市青垣町遠阪字田ノ口に所在する。

丹波市（旧氷上郡）青垣町は、神戸市より北北東へ６４km、大阪より北北西へ７６．５kmを測り、兵庫県

丹波市（旧氷上郡）の最北端部に位置している。旧丹波国に属し、南を旧氷上郡氷上町、西・北を朝来市

（旧朝来郡）山東町・生野町、東を京都府福知山市・天田郡夜久野町と接し、東経１３５度の日本標準子午

線が通る。

青垣町は佐治町と芦田村・神楽村・遠阪村の３箇村が昭和３０年に合併し町域を形成してきた。更に平

成１６年１１月、氷上郡全域の６町の合併により丹波市となった。平成１６年１１月現在の丹波市青垣町の人口

は７，４０１人、面積は９９．８６km２である。

青垣町は、所謂氷上盆地（或いは氷上低地）とよばれる平野の北端に位置しているが、耕地が開けた南

方の氷上町・春日町に比べ非常に狭隘である。四方を山に囲まれており、西部には三国岳・粟鹿山、南

部には岩屋山といった標高７００ｍから１０００ｍ級の高峰が巡る。

河川は、ともに粟鹿山に源を発する加古川（佐治川）と遠阪川が主要な河川として町域内を南流してい

る。両河川の合流点に広がる氾濫原や両河川が造り出す河岸段丘と、両河川にそれぞれ流れ込む稲土川・

法用谷川・平野川・奥塩久川など中小河川が生み出す扇状地が狭隘な地形の中に居住域や生産域を確保

しているのである。

氾濫原と中小河川が造る扇状地のうち、比較的広い可耕地や市街地を確保できる地点は青垣町域では

南半に偏り、両河川が合流する佐治・沢野周辺もしくは南に隣接する芦田地区に限られている。北半の

遠阪川沿いの遠阪・山垣・中佐治地区や、佐治川沿いの神楽地区では、河岸段丘に向かって口を開いた

谷は小さく、この小規模な谷部に形成された扇状地に集落が営まれ、遠坂～和田・山垣・中佐治などの

比較的広い平地を主な耕地として現在に至っている。

今回、調査を実施した田ノ口遺跡は、遠阪川の北側の田ノ口城跡が所在する尾根の両側に広がる谷部

に存在する。田ノ口城跡の西側に広がるＡ・Ｂ・Ｃ地区は広い谷の扇状地の末端に立地する。東側に広

がるＤ・Ｅ・Ｆ地区は谷部の扇状地末端に立地し、鹿島神社が存在している。Ｇ地区は田ノ口城跡の南

斜面の尾根上に立地する。扇状地自体が急傾斜であることから、現在は谷奥に住居は営まれておらず、

畠・水田として使用されており、近年耕地整理が行われており、一部に水路の付け替えなど大きな地形

の改変が行われていた。

以上のように狭隘な地形が目立つ青垣町ではあるが、交通・流通の面から見ると、重要な位置を占め

ていることがわかる。

青垣町より南へ下る加古川（佐治川）は、最終的には瀬戸内海側へと流れ出ている。この加古川を利用

した舟運は特に近世に活発に行われ、氷上町には舟座がおかれたが、明治時代の鉄道の開通によって衰

退した。丹波市氷上町石生には分水界が存在しており、日本海側へと流れ出る由良川（黒井川）とともに、

標高１００ｍを超えない低い分水界を通じた交通路は『氷上回廊』・『加古川・由良川の道』と呼ばれ瀬戸内

側・日本海側の南北をつなぐ重要なルートであったと評価されている。

同ルートは現在の国道１７５号へと引き継がれ、更に氷上町石生周辺で１７６号と合流、青垣町佐治にて明
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石方面から播州峠を越えて加古川沿いに走る４２７号と合流し、遠阪峠を越え、日本海側へと通じている。

また、遠阪谷に限って見るならば、遠阪峠以外にも、平野から福知山へ抜ける榎峠、山垣から福知山へ

抜ける梨木峠、和田から谷を詰め福知山へと抜ける千原峠など他地域へと出る山越えの峠が複数知られ

ており、山陰道と言う基幹道から葉脈状に発達した交通路が存在したことがわかる。

第２節 歴史的環境

田ノ口遺跡が所在する遠阪地区は、江戸時代には遠坂村と呼ばれ、明治時代には遠坂村・山垣村と合

併し遠阪村となった。この遠阪村の主部は遠阪峠の麓から遠阪川が南流してゆく全長４kmたらずで幅

３００ｍ程度の狭隘な谷内で、遠阪谷と呼ばれている。因みに、「とおさか」は３箇村を含む広域の範囲であ

る谷全域あるいは峠を表記する場合には「遠阪」の字を用い、峠麓の集落のみを指す場合には「遠坂」の字

が当てられている。

青垣町は平安時代には氷上郡に含まれ、『和名抄』には佐治郷の存在が記載されている。佐治郷は現青

垣町のほぼ全域と考えられ、『丹波志』では大名草・大稗・小稗・稲土・市原・小倉・惣持・佐治・中佐

治・檜倉・文室・山垣・遠坂・小和田・口塩久・奥塩久・東芦田・田井縄・西芦田・栗住野の２０村とし

ており、山垣地区・中佐治地区もその中に含まれていたと考えられる。

前節において少しふれた古代山陰道の経路は当地では現国道４２７号とほぼ重複していたと考えられて

いる。中世・近世を通してもほぼ同じ経路を通っていたと考えられ、「京街道」とも呼ばれることがある。

古代山陰道は大枝・野口・小野・長柄の各駅家を結び、おそらく氷上郡へ入る手前で丹後支路を分け

るが、氷上郡を走る本道は更に星角駅家を通り、佐治駅家、更に遠阪峠を越え、但馬国の最初の駅家で

ある粟鹿駅家へと至る。星角駅家は丹波市氷上町石生あるいは市辺周辺に比定されており、粟鹿駅家は

近年の柴遺跡の発掘調査の成果から遠阪峠の但馬側の麓にあたる朝来市山東町柴とほぼ確定されてい

る。

佐治駅家は、遺称地名の旧佐治郷内に存在することは確実であるが、正確な所在地は不明である。現

在の佐治地区の中心は沢野・小倉地区と隣接する青垣町役場周辺に求められるが、中佐治の名称、『丹波

志』による「山垣字横土居よりも奥を上佐治、口を下佐治」との記載などを考慮するならば、近世以前の

佐治の中心を遠阪谷中に求めることも無理ではなく、推定地として中佐治周辺があげられている。

現状では、確度の高い遺跡・遺構は検出されていないが、詳細分布調査の結果をもとにあえて佐治駅

家の候補地をあげるならば、古代から中世にかけての遺物が広範囲に広がる中佐治地区の中佐治遺跡、

同じく古代から中世にかけての遺物が広範囲に広がる山垣地区の遠阪遺跡、古代に属する布目瓦が採取

された山垣遺跡、更に北方の字馬場畑に所在する散布地が候補としてあげられる。

谷中での交通関係を示す地名を検討した場合、古代山陰道に係わる研究の中では、山垣地区に「大道」

という地名があることが知られている。「大道」は山陰道を指すと考えることができる。山垣地区の「大道」

という地名には北から字カゴ畑大道下・字松倉大道下・字大道がある。これらの「大道」という地名は現

在の国道沿いもしくは更に西側の山寄りにあり、何れも遠阪川右岸にある。少なくとも山垣地区では山

陰道は遠阪川右岸の山際を北上していた可能性が高いと考えられる。駅家の中枢部（駅館院）が山陰道に

面していたと考えるならば、河川を間に挟むことは考え難く、中佐治遺跡・山垣遺跡はその点では不適

と考え、右岸側に位置する遠阪遺跡及び馬場畑散布地周辺に駅家が存在する可能性を考えておきたい。
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遠阪遺跡が存在する地点は現在の遠阪谷内の中心的な場所でもあり、遠阪小学校を含む集落は他の集

落に比べ規模が大きい。但馬側から遠阪峠を越え、南下してきた場合、狭隘な谷が最初に大きく開ける

場所でもある。後述するが、中世前期に地頭職として足立氏が山垣地区に拠点をおいた理由の一つには

遠阪谷の中央のまとまった平地と言う点があげられる。

馬場畑散布地は更に峠よりにある平坦地である。字名以外に、遠阪谷が扼される立地であり、現状で

は中世の遺物の散布地でもあり興味深い。更に詳細を確認する必要がある。

佐治駅家についてこれ以上紙数を割く余力はないが、「大道」以外に注目したい地名として遠阪遺跡の

対岸、左岸側にある「字萬田口」がある。萬田は馬田、即ち駅田（駅起田）の存在を想起させる。

中世前期には、佐治郷を継承した佐治荘が成立する。佐治荘の成立年代・本家・領家などは不明であ

るが、貞和５年（１３４９）１１月２７日の『大徳寺領諸荘園文書目録』の追記によれば、文和４年（１３５５）には佐治

荘内の吉宗名が大徳寺領であったことが伺える。

佐治荘は佐治郷北部を継承して成立しており、現丹波市青垣町の北半に広がると考えられる。その主

要な範囲は遠阪谷にあったと考えられる。遠阪字今出に所在する熊野神社には「シヨウノ宮」があり神楽

谷四ケ、遠阪村、山垣村、中佐治村、朝来郡柴村の産土神であると『青垣町誌』は伝えている。「シヨウノ

宮」は「荘の宮」を指すと考えられ、佐治荘の惣社として機能していた可能性が考えられる。

佐治荘の地頭は足立遠政が承元３年（１２０９）に補されて関東から入部したとされ（足立系図）、山垣地区

を本拠に荘内には一族が広く居住した。城ノ腰遺跡の北側には、中世後期に足立氏が拠点とした山垣城

跡があり、谷中には主に１５世紀代に活動したと考えられている方形居館跡の山垣館跡が存在している。

山垣館跡からは黒色土器も出土しており、遺跡の始まりが更に遡る可能性も考えられよう。

足立氏は中世後期には山垣城を拠点とした国人へと成長するが、天正７年（１５７９）明智光秀の丹波攻め

によって落城、敗亡し、一族の多くは帰農し、現在に至っている。

第３節 田ノ口遺跡周辺の遺跡（図版２・３）

田ノ口遺跡周辺を含めた旧氷上郡内全域の遺跡については、氷上郡教育委員会発行『氷上郡埋蔵文化

財分布調査報告書（４）－兵庫県氷上郡青垣町』（１９９７）・『ブラ山・ボラ山』（１９９５）・兵庫県教育委員会発行

『七日市遺跡』・『市辺遺跡』・『横田遺跡』・『沢野遺跡』・『城之腰遺跡』・『中佐治古墳群』・『土井遺跡』・

『伝平等寺跡』など既刊の北近畿自動車道建設関連の報告書に詳しく記され、本報告では多くを触れな

い。周辺の遺跡については、分布地図（図版３）と一覧（図版２）をあげておく。

遠阪谷内ではこれまでに旧石器時代の遺構・遺物は確認されていない。明確に人々の生活痕が確認で

きるのは縄文時代に入ってからで、土井遺跡からは縄文時代中期の土器が出土しており、もっとも古い。

縄文時代後期の土器が土井遺跡・田ノ口遺跡・沢野遺跡で出土している。土井遺跡では時期不明なが

ら、狩猟に伴う陥穴を調査している。縄文晩期の土器は応相寺遺跡でまとまって出土しており、土井遺

跡・沢野遺跡・田ノ口遺跡でも出土している。田ノ口遺跡と沢野遺跡では遺構に伴っていないが、弥生

時代前期の土器と一緒に出土しており、応相寺遺跡とのあり方の違いを検討する必要がある。

土井遺跡では弥生時代中期の竪穴住居・土坑、弥生時代後期の木棺墓などを調査している。

弥生時代の大規模な集落遺跡としては規模の大きな扇状地が広がる沢野遺跡から、後期の竪穴住居・

土器棺墓を調査している。竪穴住居は古墳時代初頭にかけて継続して多数調査されている。沢野遺跡は
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青垣地区では最も広い扇状地に展開する遺跡として、以後、古墳時代、奈良時代、平安時代、鎌倉時代

の集落遺跡が広範囲に確認されている。ボラ山遺跡では弥生時代末から古墳時代初頭の台状墓１４基が調

査されている。

古墳時代の集落遺跡としては、遠阪谷内では田ノ口遺跡・土井遺跡・応相寺遺跡・沢野遺跡などがあ

り、後期の竪穴住居を検出している。特に沢野遺跡では古代にかけて継続的に多数の竪穴住居が築かれ

ている。田ノ口遺跡では土坑を調査している。

古墳は、ブラ山古墳・ボラ山１号墳群・中佐治古墳群・応相寺古墳群・沢野遺跡などで調査が行われ

ている。ブラ山古墳では竪穴石室と小石棺を調査している。ボラ山１号墳群では円墳を調査している。

中佐治古墳群では、尾根の先端にある中佐治５号墳を調査しており、５世紀末頃の竪穴系横穴式石室を

埋葬施設とする円墳である。尾根の頂上では６世紀の木棺直葬墳を埋葬施設とする円墳を２基調査して

いる。応相寺古墳群では７基の横穴式石室を埋葬施設とする小規模な円墳を調査している。沢野遺跡で

は居住域内で後期の木棺墓を検出している。

古代の遺跡としては沢野遺跡・土井遺跡・田ノ口遺跡があり、奈良時代から平安時代の遺構・遺物を

検出しており、山垣遺跡・遠阪遺跡・中佐治遺跡・応相寺遺跡等からは遺物が出土している。

飛鳥時代から奈良時代の遺構は概して少なく、遠阪谷では土井遺跡において飛鳥時代の竪穴住居、奈

良時代の土坑を検出している。

平安時代の遺跡としては沢野遺跡・土井遺跡・田ノ口遺跡・伝平等寺跡・平野遺跡などがあげられ

る。遠阪谷では、田ノ口遺跡・土井遺跡・平野遺跡が何れも１０世紀頃より集落を形成し、中世へと継続

する遺跡である。これらの遺跡からは緑釉陶器などの官衙的な遺物が出土しており、土井遺跡では工房

跡、田ノ口遺跡では経塚や屋敷墓を伴っており、開発領主や有力農民の住居と考えられている。

中世の遺跡としては１０世紀から続く上記の遺跡のほか、山垣館・伝平等寺跡（１２世紀から）などがあ

る。山垣館は関東から１３世紀に佐治荘へ入部した足立氏の拠点である。足立氏は関東で培った湿地開発

の技術によって周辺（字蛇湿などの地名が残る）を開発していったと考えられる。

伝平等寺跡は隣接する土井遺跡と密接な関係をもつ寺院遺跡である。

土井遺跡は、在地有力者の住居を指す土居に通じる「土井」や「カイチ」、用水管理に関わる「湯落ち」な

どの荘園地名をもっており、田ノ口遺跡と並び、中世佐治荘の主要な集落であったと考えられる。また、

伝平等寺跡は土井遺跡の村落内寺院であったと考えられる。

田ノ口遺跡では１６世紀末の建物や土坑を調査しており、北側の山上に存在する田ノ口城跡の基盤とな

る集落であり重要である。

第３節 田ノ口遺跡周辺の遺跡
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第２章 調査の契機と経過

第１節 調査に至る経緯（第４・５図）

国土交通省近畿地方整備局（旧建設省近畿地方建設局）は北近畿豊岡自動車道を計画した。北近畿自動

車道は豊岡市を起点とし丹波市春日町（当時氷上郡春日町）を終点とする延長６５．９kmの国土交通大臣指

定に基づく高規格幹線道路である。規格は道路幅員２２mの４車線である。この道路は、但馬地域と丹

波地域を直結し、さらに京阪神都市圏との連結を強化するとともに、地域を活性化させることを目的と

して計画された。

一般国道４８３号春日和田山道路Ⅰは、この北近畿豊岡自動車事業の一部として、丹波市青垣町から丹

波市春日町に至る延長２４．４kmの道路であり、兵庫国道事務所が事業を計画し実施した。平成２年度に

事業着手し、平成４年度から用地買収に着手した。この用地買収に伴い、平成３年度に路線全域の踏査

（分布調査）を実施した。さらに平成５年度からは分布調査で埋蔵文化財の存在の可能性を指摘した地点

については丹波市春日町（当事氷上郡春日町）域から順次確認調査を実施し、本発掘調査も平成５年度か

ら開始した。平成８年度からは工事が始まった。

丹波市青垣町域（当事氷上郡青垣町）については、平成５年度から確認調査を開始し、平成１１年度から

本発掘調査を開始した。

田ノ口遺跡は、平成１２年度に確認調査を実施し、平成１３年度・平成１４年度・平成１５年度に第２次確認

調査を実施した。さらに確認調査をもとに平成１３年度・１４年度・１５年度・１６年度に本発掘調査を実施し

た。

なお、平成１７年４月１７日には春日インターチェンジから氷上インターチェンジの間６．９㎞を暫定２車

線の供用とし、平成１８年７月２２日には氷上インターチェンジから遠阪ランプの１７．５㎞の区間および和田

山間までの全線で暫定２車線の供用を開始した。

第２節 分布調査

１．分布調査（遺跡調査番号９１００１９）

平成３年度に一般国道４８３号春日和田山道路の計画路線内のうち、近畿舞鶴自動車道春日インターチェ

ンジ（当時氷上郡春日町、現在丹波市春日町）から遠阪トンネル（当時氷上郡青垣町、現在丹波市青垣町）

にかけての区間、約２４．４kmについて分布調査を行った。

調査は平成３年４月１５日～１９日の５日間で、延べ４５人で実施した。

この分布調査において、全区間で４１箇所について埋蔵文化財が包蔵している可能性が高いと判断し

た。当時の氷上郡青垣町域では今回報告する田ノ口遺跡（№４１地点）を含め２１箇所（№２１～№４１）の遺物散

布地等の埋蔵文化財を包蔵している可能性が高い地点を確認した。

なお、丘陵地など下草の繁茂が著しくて踏査不可能だった地点や路線幅等用地が未確定であるため、

用地内に遺跡が及ぶかどうか判断できなかった箇所は再度調査が必要であることを指摘した。

第２章 調査の契機と経過
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第３節 第１次確認調査（遺跡調査番号２０００３１３）

分布調査において遺物の散布をみた田ノ口遺跡のうち、工事範囲に該当する計画道路延長約６００m、

幅約６０mに対し、試掘坑（トレンチ）を設定した。試掘坑（トレンチ）は、水田１筆ごとに１～３箇所ず

つ、１－１～１－２６までの合計２６箇所を設定した。

各試掘坑の規模は幅１m×全長２０m（２０m2）の長方形である。それぞれの試掘坑において、遺構・遺

物の有無及び土層の堆積状況を確認した。

調査の結果、１－８・１－１３・１－１４・１－１５・１－１６の６箇所の試掘坑から、柱穴・土坑・遺物包

含層等の遺構・遺物を確認した。調査地の西側部分の１－１～１－７・１－９・１－１０の９箇所は圃場

整備で地形が大きく改変されているが、遠阪川の氾濫原であり遺跡が存在していないことを確認した。

以上のことから、田ノ口城から南に派生する尾根を挟んだ１－８から１－１６の範囲で本発掘調査が必

要であることを確認した。

調査期間は、平成１２年１１月６日～平成１３年１月１９日。調査面積は５２０m2 であった。

（１）確認調査の組織

調査主体 兵庫県教育委員会

調査事務 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所長 大村敬通

企画調整班 主任調査専門員 井守徳男 主査 高瀬一嘉

総務課 課長 森 俊雄

調査第１班 調査専門員

調査担当 調査第１班 主査 種定淳介 主任 池田正弘 研修員 大崎晃司

第４節 本発掘調査および第２次確認調査

分布・確認調査の結果を踏まえ、本発掘調査を平成１３年度・平成１４年度・平成１５年度・平成１６年度に

実施した。

なお、本発掘調査の進捗に伴い、第１次確認調査において「本発掘調査の必要がない」と調査の取り扱

いをした地域へ遺跡が拡大する可能性が生じた。また、田ノ口城から南に派生する尾根上にも平坦地が

確認できた。このため、協議を行い、本発掘調査の進捗状況に伴い平成１３年度・平成１４年度・平成１５年

度に第２次確認調査を実施した。

１．平成１３年度の発掘調査

平成１３年度には、確認調査の成果に基づき、Ａ地区・Ｂ地区・Ｃ地区・Ｄ地区の本発掘調査とＤ地区

北東側の確認調査と尾根上の確認調査を実施した。

（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００１１００）

Ａ地区では古代末から中世にかけての掘立柱建物と溝を検出した。Ｂ地区では古代末から中世にかけ

ての重複が著しい掘立柱建物と土坑、焼土土坑・溝を検出した。Ｃ地区では古代末から中世にかけての

柱穴を検出した。

第３節 第１次確認調査
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Ｄ地区では古代末から中世にかけての掘立柱建物と土坑、焼土土坑・集石・墓を検出した。また古墳

時代の土坑を検出した。

以上、主として古代末から中世にかけての密度の濃い集落遺跡であることが判明した。さらにＤ地区

北東部の平坦地に広がる様相を示した。

さらに遺跡立地を把握するため立命館大学の青木哲哉氏による現地での指導をうけた。現地指導に伴

いＢ地区とＤ地区の扇状地・旧河道部分について現地形の観察及び下層確認トレンチによる精査を実施

した。

調査期間中の平成１３年１１月２９日に報道機関に調査成果を公表し、１２月２日の現地説明会を開催した。

調査期間は、平成１３年８月２９日～１２月８日。調査面積は４，１１３m2 である。

（２）第２次確認調査（遺跡調査番号２００１２４２・２００１２４３）

分布調査では、調査必要箇所にはなっていなかった田ノ口城から南に派生するＢ地区とＤ地区の間の

２本の尾根上には、本発掘調査の写真撮影時に平坦地が存在することを確認した。このため今年度は２

本の尾根の内、西側の尾根に対して等高線と直行方向に幅１m×全長７mのトレンチを設定し、遺構・

遺物の有無及び土層の堆積状況を確認した。（遺跡調査番号２００１２４２）

調査の結果、地表下約３０cmで地形に沿って傾斜する岩盤を検出し、人工的な平坦面や遺物は出土し

なかった。

さらに、遺構密度の濃淡はあるものの、Ｄ地区北東部の平坦地に広がる可能性が大きいことが推測さ

れた。このため、本発掘調査中に第２次確認調査（遺跡調査番号２００１２４３）を行った。調査の結果、北東

側に遺跡が広がることを確認し、本発掘調査が必要である事を確認した。

本発掘・確認調査を含めた調査期間は、平成１３年１２月３日～平成１４年３月２２日。調査面積は４，６８７m2

である。

２．平成１４年度の発掘調査

平成１４年度には、平成１３年度に本発掘調査を実施したＤ地区の東側の農道を挟んだＥ－２区の本発掘

調査と、さらに北東側の平坦地に遺跡の広がる可能性が出てきたため、第２次確認調査を実施した。

（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００２１５５・２００２１５６）

Ｅ－２区の本発掘調査では中世の柱穴と土坑を検出し、さらに南東方向に遺跡が広がる可能性が看取

できた。

調査期間は、平成１５年１月２０日～年３月１２日。調査面積は３２４m2 である。

（２）第２次確認調査（遺跡調査番号２００２１５６）

平成１３年度の本発掘調査時に、広い平坦地が延びるＤ地区の南東部へ遺跡が拡大する可能性が生じ

た。このため、Ｄ地区の南東側にトレンチ（３－１）を設定し、遺構・遺物の有無及び土層の堆積状況を

確認した。調査を実施したところ柱穴・溝を検出し、さらに東側に延びることが判明したため２本のト

レンチ（３－１１・３－１２）を追加して調査を実施した。

調査の結果、各トレンチにおいて柱穴・溝を検出し、古代から中世にかけての土師器・須恵器・輸入

磁器が出土し、Ｄ地区の南東側（Ｅ地区）も本発掘調査が必要であることを確認した。

調査期間は、平成１５年１月２０日～年３月１２日。調査面積は８０m2 である。
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３．平成１５年度の発掘調査

平成１５年度の本発掘調査では、平成１３年度に本発掘調査を実施したＤ地区の南東側に広がるＥ地区の

本発掘調査を実施した。本発掘調査中に水路を挟んだ南東側にも遺跡が広がる可能性が出てきたため、

第２次確認調査を実施して、本発掘が必要なことが判明した。これによりＦ地区の本発掘調査を実施し

た。

（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００３０９０）

本発掘調査ではＤ地区の南東側に接するＥ－３区と平成１４年度に本発掘調査を実施したＥ－２区の南

東側に位置するＥ地区と、さらに水路を挟んで南東側に位置するＦ地区の本発掘調査を実施した。また

平成１３年度に本発掘調査を実施したＢ地区とＣ地区の間に位置するＢ－２区の本発掘調査を実施した。

Ｅ－３区では中世の柱穴を検出した。Ｅ地区は中世の掘立柱建物と土坑と焼土土坑、古墳時代の竪穴

住居を検出したほか、縄文時代後期から弥生時代前期の遺物を伴う落ち込みを検出した。

Ｆ地区はＥ地区の南東側に水路を挟んで位置する。南西側で中世の掘立柱建物や土坑・井戸を検出し

た。北東側では水田や流路を検出した。

Ｂ－２区はＢ地区とＣ地区の間の農道の下に位置する。中世の柱穴を検出した。

さらに遺跡立地を把握するため立命館大学の青木哲哉氏による現地での指導をうけた。現地指導に伴

い現地形の観察及びＥ地区の扇状地・旧河道部分については下層確認トレンチによる精査を実施した。

調査期間は、平成１５年８月２２日～平成１６年２月２５日。調査面積は４，４１０m2 である。

（２）第２次確認調査（遺跡調査番号２００３２２４）

平成１５年度のＥ地区の本発掘調査を実施したところ、調査区の南側及び水路を越えた南東側に広がる

可能性が生じた。このため、Ｅ地区の南東側に７本（４－１～４－７）とＥ地区の南側に３本（４－８～

４－１０）の合計１０本（４－１～４－１０）のトレンチを設定し、遺構・遺物の有無及び土層の堆積状況を確

認した。

さらに平成１３年度に確認調査を実施した田ノ口城から南に派生する２本の尾根の内、東側の尾根に対

して等高線と直行方向にトレンチを設定し、遺構・遺物の有無及び土層の堆積状況を確認した。

調査の結果、４－２・４－３・４－４・４－８・４－９の５箇所で柱穴・土坑を検出したほか、４－２

では水田を検出した。４－１では中世の遺物が出土した。４－５・４－７では近世の流路を検出した。

４－６では耕作土直下で基盤面が出現し、４－１０では大きく撹乱されていた。尾根部分は傾斜が緩やか

になった部分に集石を検出した。

以上、４－８・４－９部分でＥ地区の調査区を拡張するとともに、Ｅ地区の水路を挟んだ４－２～

４－４部分（Ｆ地区）と東側の尾根部分（Ｇ地区）で本発掘調査が必要であることを確認した。

調査期間は、平成１５年１１月１３日・１４日。調査面積は１１５m2 である。

４．平成１６年度の発掘調査

（１）本発掘調査（遺跡調査番号２００４０１２）

平成１６年度には、これまで未買収であったＤ地区の北東部に隣接するＤ－３区の本発掘調査と昨年度

実施した確認調査で集石を確認した尾根上のＧ地区の本発掘調査を実施した。Ｄ－３区では中世の柱穴

と土坑を検出した。Ｇ地区はＧ－１区とＧ－２区の調査を実施し、Ｇ－１区で中世の墓を、Ｇ－２区で

経塚を検出した。
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調査期間は、平成１６年７月１２日～８月１４日。調査面積は２９６m2 である。

平成１６年度の調査で田ノ口遺跡についての現地における発掘調査を終了した。

５．発掘調査の組織

（１）平成１３年度

調査主体 兵庫県教育委員会

調査事務 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所長 大村敬通

企画調整班 主任調査専門員 井守徳男 主査 吉識雅仁

総務課 課長 森 俊雄

調査第１班 調査専門員 小川良太

調査担当 調査第１班 主査 西口圭介 主査 篠宮 正

臨時的任用職員 宮田耕平

調査補助員 櫻井雅子・竹本正明・中村真也・藤原 悟

（２）平成１４年度

調査主体 兵庫県教育委員会

調査事務 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所長 藤本修三

主幹 輔老拓治

総務課 課長 森 俊雄

企画調整班 主任調査専門員 井守徳男 主査 高瀬一嘉

調査第３班 調査専門員 小川良太

調査担当 調査第１班 主査 別府洋二

調査第２班 主任 松岡千寿

調査第３班 主査 山上雅弘

調査参加者 櫻井雅子・中村真也

（３）平成１５年度

調査主体 兵庫県教育委員会

調査事務 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所長 平岡憲昭

企画調整班 主任調査専門員 井守徳男 主査 柏原正民

総務課 課長 織田正博

調査第１班 調査専門員 西口和彦

調査担当 調査第３班 主査 西口圭介

調査第１班 主任 松岡千寿

調査補助員 櫻井雅子・竹本正明・野村大作・西本寿子
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―９―



（４）平成１６年度

調査主体 兵庫県教育委員会

調査事務 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

所長 平岡憲昭

企画調整班 主任調査専門員 井守徳男 主査 柏原正民

総務課 課長 織田正博

調査担当 調査第１班 調査専門員 吉田 昇 主査 山田清朝

第５節 出土品整理

平成１３年度・平成１４年度・平成１５年度に現地において遺物洗浄の一部を行った他は、平成１９年度・平

成２０年度・平成２２年度に兵庫県立考古博物館において実施した。

１．出土品整理の概要

平成１９年度は、出土遺物の洗浄・ネーミング・接合・補強を行い、実測や採拓するものを選択した。

平成２０年度は、出土遺物の実測・拓本を行い、土器の復原の後、金属器・木製品・石器とあわせて写

真撮影を行い、写真を整理した。また金属器の保存処理を行った。出土品の分析は、年代測定を㈱加速

器分析研究所に、土器の胎土分析及び木器の樹種同定をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

平成２２年度は、遺構図をトレースが行えるように補正し、一昨年度に実測した遺物図と遺構図と共に、

レイアウト・トレースを行った。また木製品の保存処理を行った。原稿執筆・編集を行った後、報告書

を刊行した。

２．出土品整理の組織

（１）平成１９年度

調査主体 兵庫県教育委員会

整理事務 兵庫県立考古博物館

館長 石野博信

副館長（総務部長兼務） 松下信一

総務課 課長 若狭健利

埋蔵文化財調査部長 若生晃彦 主幹 岡崎正雄

整理保存班 調査専門員 西口和彦 担当課長補佐 森内秀造 主査 菱田淳子

主査 岡本一秀

整理担当 調査第２班 主査 西口圭介 主査 篠宮 正

非常勤嘱託員 眞子ふさ恵・伊藤ミネ子・早川有紀・荻野麻衣・谷脇里奈

日々雇用職員 的場美幸
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（２）平成２０年度

調査主体 兵庫県教育委員会

整理事務 兵庫県立考古博物館

館長 石野博信

副館長（総務部長兼務） 藤原 悟

総務課 課長 若狭健利

埋蔵文化財調査部長 若生晃彦 主幹 岡崎正雄

整理保存班 調査専門員 森内秀造 主査 菱田淳子 主査 篠宮 正

主査 岡本一秀

整理担当 整理保存課 担当課長補佐 岡田章一

調査第１課 担当課長補佐 西口圭介

調査第１課 主査 山田清朝

整理保存班 主査 篠宮 正

非常勤嘱託員 島田留里・前山三枝子・川村由紀・西村美緒・

吉田優子・島村順子・伊藤ミネ子・奥野政子・三好綾子・

荒木由美子・荻野麻衣・谷脇里奈・吉村あけみ

日々雇用職員 本庄瑛美

（３）平成２２年度

調査主体 兵庫県教育委員会

整理事務 兵庫県立考古博物館

館長 石野博信

副館長（総務部長兼務） 安部邦明

総務課 課長 前川浩子

埋蔵文化財調査部長 若生晃彦 主幹 吉田 昇

整理保存課 課長 村上泰樹 主査 篠宮 正 主査 山本 誠

主査 岡本一秀

整理担当 整理保存課 担当課長補佐 岡田章一

調査第１課 担当課長補佐 西口圭介

調査第２課 主査 山田清朝

整理保存課 主査 篠宮 正

非常勤嘱託員 島田留里・宮田麻子・森園悦子・西村美緒

日々雇用職員 谷脇里奈
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第３章 本発掘調査の成果

第１節 発掘調査の概要

１．田ノ口遺跡の立地（図版５ 写真図版１～３・８・１８・１９・２４・２５）

田ノ口遺跡は、加古川の上流の遠阪川が形成する狭隘な谷の中に位置する。谷の中に位置しているに

もかかわらず、遠阪川の北岸の南に緩やかに傾斜する扇状地に立地しているため、比較的日照時間が長

い。Ａ・Ｂ・Ｃ地区は田ノ口城跡の尾根の北西側に広がる広い谷の扇状地の末端に立地する。Ｄ・Ｅ・

Ｆ地区は尾根の南東側に広がる谷部の扇状地末端に立地している。Ｄ地区の南側に接して鹿島神社が存

在している。Ｇ地区は田ノ口城跡の南斜面の尾根上に立地する。Ａ～Ｆ地区の発掘調査前の土地の利用

状況は水田・畠として利用されており、Ｇ地区は山林であった。Ａ～Ｆ地区は近年耕地整理が行われて

おり、一部に水路や農道の付け替えなどの大きな地形の改変が行われていた。標高はＡ～Ｃ地区が

１８０．５m～１８０．８m、Ｄ～Ｆ地区が１８０．２m～１８１．９m、Ｇ地区が２０１．０m～２０７．０mを測る。

２．調査区の呼称

本発掘調査対象地の平坦地部分は、近年の圃場整備事業の実施により整然と農道と水路が整備されて

いる。したがって必然的に調査区は水路および農道によって区切られることとなった。このため田ノ口

城跡の尾根の北西側に広がる谷のうち、水路の西側はＡ地区、水路の東側はＢ地区、さらに農道の東側

をＣ地区と呼称した。その後、Ｂ地区とＣ地区の間の農道の下も調査を実施し、Ｂ－２区と呼称したこ

とにより、実質的にＢ地区とＣ地区がつながったため、Ｂ・Ｃ地区として報告する。

田ノ口城跡の尾根の南東側に広がる谷を当初はＤ地区と呼称していたが、その後の調査範囲の拡大に

伴い、農道より南東側をＥ地区、さらに水路をはさんだ南東側をＦ地区と呼称した。Ｄ地区の北東側に

追加で調査した地区をＤ－３地区と呼称した。Ｄ地区の南東側の農道の南東とＥ地区の間をＥ－２区と

呼称した。農道の下をＤ－２区として調査を行ったが、Ｅ地区・Ｅ－２区と合わせて報告するため、

Ｅ－３区と付け直した。

田ノ口城跡の南斜面の尾根上に立地する地区をＧ地区と呼称した。

３．田ノ口遺跡の調査

確認調査は平成１２年度に実施し、本発掘調査を平成１３年度～平成１６年度にかけて実施した。

Ａ地区は平成１３年度に本発掘調査を実施した。Ｂ・Ｃ地区のＢ地区とＣ地区は平成１３年度に本発掘調

査を実施し、Ｂ－２区は平成１５年度に本発掘調査を実施した。

Ｄ地区は平成１３年度に本発掘調査を実施し、Ｄ－３区は平成１６年度に本発掘調査を実施した。

Ｅ地区とＥ－３区は平成１５年度に本発掘調査を実施し、Ｅ－２区は平成１４年度に本発掘調査を実施し

た。Ｆ区は平成１５年度に本発掘調査を実施した。Ｇ区は平成１６年度に本発掘調査を実施した。

第１節 発掘調査の概要
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第２節 Ａ地区の調査

１．調査の概要（図版６ 写真図版３５～３７・４１）

Ａ地区は、Ｂ地区の水路を挟んだ西隣に隣接する。Ａ地区は、平成１３年度に本発掘調査を実施した。

田ノ口遺跡の西端に位置しており、標高は１８０．８m前後である。全長５０m、短辺４m、長辺１４m、調査

面積４５９m2 を測る東西に細長い台形の調査区である。

基本層序は圃場整備後の水田耕作土と床土の下に圃場整備時の盛土が存在し、その下の黒褐色細砂か

ら粗砂を基盤として遺構を形成している。南西側部分は特に撹乱が著しい。

遺構は、掘立柱建物・柵・溝を検出した。ただし、調査区の幅が狭いことや撹乱が多いことなどから

掘立柱建物や柵として認識できなかった柱穴が多数存在する。

遺構の年代は遺物から見て、平安時代から鎌倉時代にかけてが中心である。

２．遺構

（１）掘立柱建物・柵・柱穴群（図版８～１０ 写真図版３７・３８）

柱穴は調査区の東半部中心に分布しており、掘立柱建物９棟、柵１基を復原した。しかし、調査区が

狭く、調査区外に伸びていることと、圃場整備による撹乱と削平のため残りが悪いため、建物が完全に

復原できるものはない。

柱穴から出土した遺物は少ないが、柱穴 P０００４A・P００１３A・P００２８A・P００３８A・P００４６A・P００４７A・

P００６２A・P００８５A・P００８９Aからは遺物が出土している。

SB００１A（図版８）

検 出 状 況 調査区北東部のＭ－２７・２８区に位置する。東側と北側は調査区外に延びているため本来の

規模は不明である。中央部分は撹乱を受けている。SB００２A～SB００６Aと重複するが先後関係は不明で

ある。

形状・規模 南北軸をN２５°Eにとる総柱建物である。南北３間（５．８０m）×東西３間（６．３５m）以上の規

模である。建物の柱間は、南北１間２．２０m・１．８０m、東西１間２．１５mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～４０cm、柱痕は径約１５cm、深さは約２０cm～３０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０００８Aからは須恵器鉢１、柱穴 P００１０Aからは土師器椀２・皿３、柱穴 P００５６Aか

らは土師器皿４が出土している。

SB００２A（図版８）

検 出 状 況 調査区北東部のＭ－２７・２８区に位置する。東側と北側は調査区外に延びているため本来の

規模は不明である。中央部分は撹乱を受けている。SB００１A・SB００３A～SB００６Aと重複し SB００２Aを切っ

ている。

形状・規模 南北軸をN２５°Eにとる総柱建物である。桁行南北３間（９．００m）×梁行東西２間（５．７０m）

以上の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．２０m・４．５０m・２．３０m、梁行１間３．１０m・２．６０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm前後、深さは約１５cm～４０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００３A（図版９）

検 出 状 況 調査区北東部のＬ・Ｍ－２７・２８区に位置する。北側は調査区外に延びているため本来の規
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模は不明である。中央部分は撹乱を受けている。SB００１A・SB００２A・SB００４A～SB００６Aと重複するが

先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN２５°Eにとる総柱建物である。南北３間（６．５０m）×東西２間（５．３０m）の規模で

ある。建物の柱間は、南北１間２．２０m～２．１０m、東西１間３．３０m・２．００mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～３５cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００７０Aからは土師器皿９が出土している。

SB００４A（図版９）

検 出 状 況 調査区北東部のＬ・M２７・２８区に位置する。北側は調査区外に延びているため本来の規模

は不明である。中央部分は撹乱を受けている。SB００１A～SB００３A・SB００５A・SB００６Aと重複し SB００２A

に切られている。

形状・規模 南北軸をN２９°Eにとる総柱建物である。南北３間（６．９０m）×東西２間（５．２５m）の規模で

ある。建物の柱間は、南北１間２．９０m・２．２０m、東西１間１．８０m・３．４５mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～３５cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００３０Aからは土師器鍋１０が出土している。

SB００５A（図版９）

検 出 状 況 調査区北東部のＭ－２７区に位置する。東側と北側は調査区外に延びているため本来の規模

は不明である。SB００１A・SB００６Aと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN２６°Eにとる総柱建物跡である。南北２間（４．６０m）以上×東西１間（２．００m）以

上の規模である。建物の柱間は、南北１間２．３０m、東西１間２．００mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３５cm前後、柱痕は径約１５cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０００３Aからは土師器皿（５・６）と鉄器（M１）、柱穴 P０００９Aからは土師器皿７が出

土している。

SB００６A（図版９ 写真図版３８）

検 出 状 況 調査区北東部のＭ－２７区に位置する。東側と北側は調査区外に延びているため本来の規模

は不明である。SB００１A・SB００５Aと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN１７°Eにとる掘立柱建物である。南北２間（３．４０m）以上×東西 1間以上の規模

である。建物の柱間は、南北１間１．７０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４０cm、深さは約２５cm～４０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００７A（図版１０）

検 出 状 況 調査区南東部のＬ－２７・２８区に位置する。東側は調査区外に延び、南側は撹乱のため本来

の規模は不明である。SB００８Aと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN１２°Eにとる掘立柱建物である。南北１間（１．４０m）×東西１間（２．２０m）の規模

である。北側の柱列は南側の柱列に比べて規模が小さいため庇の可能性が高い。建物の柱間は、南北１

間１．４０m、東西１間２．２０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～５０cm、深さは約２５cm～４０cmである。南側の柱穴列には拳

大の礫が詰まっていた。

出 土 遺 物 柱穴 P００２９Aからは土師器椀８が出土している。
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SB００８A（図版１０）

検 出 状 況 調査区南東部のＬ－２７・２８区に位置する。東側は調査区外に延び、南側は撹乱のため本来

の規模は不明である。SB００７Aと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN２５°Eにとる建物跡である。南北１間（２．５０m）以上×東西２間（３．７０m）以上の

規模である。建物の柱間は、南北１間２．５０m、東西１間２．００m・１．７０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm、柱痕は径約１５cm、深さは約１５cm～３０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００９A（図版１０）

検 出 状 況 調査区西部のＭ－２８・２９区に位置する。北側は調査区外に延び、周囲は撹乱が多いため本

来の規模は明らかではない。

形状・規模 現状では南北軸をN２３°Eにとる総柱建物である。南北２間（５．１０m）×東西２間（４．２０m）

の規模である。建物の柱間は、南北１間２．７０m・２．４０m、東西１間２．１０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４０cm、深さは約１５cm～２５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００４５Aからは土師器皿１１が出土している。

SA０１０A（図版１０）

検 出 状 況 調査区西部のＭ－２９・３０区に位置する。調査区の端に位置しており、周囲に撹乱が存在す

るため柵列になるか掘立柱建物になるかは不明である。

形状・規模 柱列に直交する方位をN２８°Eにとる柱穴列である。東西２間（３．６０m）の規模である。建

物の柱間は、１．８０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３５cm～４０cm、深さは約２０cm～３０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００８１Aからは土師器の小片が出土している。

（２）溝

溝は１条検出した。

SD００２A（図版１０ 写真図版３８）

検 出 状 況 調査区東部のＬ・Ｍ－２７区に位置する。SB００４Aの柱穴に切られている。撹乱で全容は明

らかでない。

形状・規模 調査区の長軸に直交する直線的な溝である。Ｕ字状の断面をもち、規模は幅０．２５m、深さ

１１cm、延長３．６０m以上を測る。

埋 土 埋土は上層が灰黄褐色、下層が褐灰色のシルト～中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

３．遺物

（１）土器類（図版１１ 写真図版３９・４０）

SB００１A

１は東播系須恵器鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部は上下に拡張して小さい縁帯を作

り出す。口縁部内外面に強い回転ナデ調整を施す。２は土師器椀である。高台の断面は三角形状で比較

的高い。外面は指おさえの後ナデ調整、内面はナデ調整の後、ミガキ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈
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する。３・４は非ロクロ成形の土師器皿である。３は平底で体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は

丸味をもつ。口縁部～体部内外面にヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。４は体部が直線的

に緩やかに外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施し、色調は浅黄橙色を呈する。

SB００２A

５～７は非ロクロ成形の土師器皿である。５は体部と底部の境は不明瞭で体部は緩やかに外上方に延

びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。６は平底で体部は直線

的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。７は平

底で体部は直線的に緩やかに外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄

橙色を呈する。

SB００７A

８は土師器椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。色

調はにぶい橙色を呈する。

SB００３A

９は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で体部と底部の境は不明瞭で、体部は僅かに内彎気味に外

上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

SB００４A

１０は土師器鍋である。口縁部はほぼ直立し、口縁端部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内外面は強

いヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。

SB００９A

１１は非ロクロ成形の土師器皿である。器壁は比較的薄く、体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部

内外面には強いヨコナデ調整が、体部内外面にはヨコナデ調整がそれぞれ施される。色調は浅黄橙色を

呈する。

ピット内

土師器 １２～１８は非ロクロ成形の皿である。１２は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩やか

に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１３は平底

で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調

整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１４は器壁が全体に非常に厚い。平底で体部は直線的に短く外上

方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。１５は平底で底部と体部の境は不明

瞭である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面には強いヨコナデ調整が、体部内外

面にはヨコナデ調整が施される。色調は橙色を呈する。１６は体部が短く緩やかに外上方に延びる。内外

面ともヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１７は器壁が比較的厚い。体部は直線的に短く外

上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は灰黄色を呈する。１８は平底で底部と体部の境は

不明瞭である。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は灰

白色を呈する。１９は皿片である。外面は指おさえの後ナデ調整を施し、色調は橙色を呈する。

須恵器 ２０・２１は椀である。２０は体部が直線的に外上方に延び、内外面とも回転ナデ調整を施す。色調

は灰色を呈する。２１は平底で体部は緩やかに外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。底部外

面は不調整で糸切痕が残る。色調は黄灰色を呈する。東播系須恵器と考えられる。

青磁 ２２は碗である。高台は幅が広く、比較的高い。底部の器壁は厚く、体部は直線的に外上方に立ち

第２節 Ａ地区の調査

―１６―



上がる。内外面とも青磁釉を施釉し、オリーブ灰色に発色する。畳付～高台裏は露胎である。龍泉窯系

青磁で１３世紀代に比定される。

包含層

土師器 ２３は椀である。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。内外面ともナ

デ調整を施し、色調は橙色を呈する。２４・２５は非ロクロ成形の皿である。２４は平底で、器壁は全体に厚

い。体部は短く直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。２５は

口縁部が大きく外方にひらく。口縁部内外面には強いヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

瓦器 ２６は椀である。断面は三角形状に退化した高台を貼り付け、体部は内彎気味に外上方に立ち上が

る。内外面ともナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

須恵器 ２７・２８は鉢である。２７は底部を浅い輪高台風に削りだす。体部は緩やかに外上方に立ち上がる。

内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２８は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は

上下に拡張して縁帯を形成する。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面には強い回転ナデ調整

を施す。色調は灰色を呈する。東播系須恵器と考えられる。

白磁 ２９は碗である。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁端部は小さい玉縁状に肥厚する。内外面と

も釉が剥落し、胎土はにぶい黄橙色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類と考えられる。

撹乱坑中

土師器 ３０・３１は非ロクロ成形の皿である。３０は体部が緩やかに外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内面にはナデ調整、体部～底部外面には指おさえの後、

ナデ調整がそれぞれ施される。色調は橙色を呈する。３１は体部が中位で屈曲し、口縁部は外方にひらく。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整が、体部内外面にはヨコナデ調整がそれぞれ施される。色調は橙色を

呈する。

須恵器 ３２は椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。内外面とも回転ナデ調

整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が認められる。色調は灰色を呈する。３３は鉢である。口縁部の断面

は三角形状に肥厚し、口縁部内外面に強い回転ナデ調整を施す。焼成は不良で色調は褐灰色を呈する。

３４は甕である。口縁部は外反気味に外上方に延び、口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面に

は強い回転ナデ調整を施し、頸部外面に斜め方向の叩き目が微かに残る。色調は灰白色を呈する。東播

系須恵器と考えられる。

白磁 ３５は碗である。浅い削り出し高台を持ち、体部は直線的に外上方に立ち上がる。内面は透明釉を

施釉し灰白色に発色する。外面は露胎である。横田・森田分類の白磁碗�類相当で、１２世紀後半～１３世

紀前半代に比定される。

（２）金属器（図版１１ 写真図版４０）

不明鉄製品（M１）

長さ９．９cm、幅６．６cm厚さ０．７cmを測る水滴状の形状の製品である。柄の部分は直線である。
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第３節 Ｂ・Ｃ地区の調査

１．調査の概要（図版１２ 写真図版３５・３６・４１～４４・５９・７７）

Ｂ・Ｃ地区はＡ地区とＤ地区の間に位置しており、標高は１８０．５m前後である。Ｂ地区のうちＢ－１

区は、平成１３年度に、Ｂ－２区は平成１５年度に本発掘調査を実施した。Ｃ地区は平成１３年度に本発掘調

査を実施した。Ｂ－１区は、全長４１m、幅３６m、調査面積８３８m2 を測る三角形の調査区である。Ｂ－２

区は、全長３５m、幅４m、調査面積１４０m2 を測る南北に細長い長方形の調査区である。Ｃ地区は全長１９m、

短辺２m、長辺７m、調査面積７２m2 を測る南北に細長い台形の調査区である。

基本層序は圃場整備後の水田耕作土と床土の下に圃場整備時の盛土が存在し、その下の黒褐色極細砂

から細砂を基盤として遺構を形成している。南側部分は特に撹乱が著しい。

遺構は、掘立柱建物・土坑・溝を検出した。ただし、調査区の幅が狭いことや重複が著しいことなど

から掘立柱建物として認識できなかった柱穴が多数存在する。遺構の年代は遺物から見て、平安時代か

ら鎌倉時代にかけてが中心で、古墳時代の遺構がわずかに存在する。

Ｂ－２区およびＣ地区は柱穴など検出したが、調査区の幅が狭いことなどから掘立柱建物の復原はで

きなかった。したがって遺物のみの記述にとどめる。

２．遺構

（１）掘立柱建物群・柱穴群（図版１４ 写真図版５０）

Ｂ地区では多数の柱穴を検出し、２４棟の掘立柱建物を復原したが、建物に所属していない柱穴が多数

存在する。このうち、P０００４B・P００１５B・P００１６B・P００１９B・P００２２B・P００３２B・P００３３B・P００４３B・P００５３B・

P００５８B・P００６０B・P００６６B・P００６８B・P００７３B・P００７５B・P００８４B・P００８８B・P００９０B・P００９４B・P０１３６B・

P０１５６B・P０１８０B・P０１８４B・P０１８５B・P０１８９B・P０２０６B・P０２０９B・P０２２５B・P０２２７B・P０２４０B・P０２４１B・

P０２４３B・P０２７６B・P０２８１B・P０２９４B・P０３４１B・P０３４９B・P０３５１B・P０３５３B・P０３５６B・P０３５７B・P０３５８B・

P０３７６B・P０３８１B・P０３９３B・P０３９５B・P０３９８B・P０４０１B・P０４３９B・P０４４１B・P０４４３B・P０４５６B・P０４６０B・

P０５２５B・P０５４１B・P０５４６B・P０５４７B・P０９０１B・P０９０３B・P０９１１B・P０９１３B・P０９１４B・P０９２０B・P０９２６B

から遺物が出土している。また、基盤面に包含している巨礫に礫を重ね礎石としているもの P０５３８Bも

存在した。

SB００１B（図版１５ 写真図版４５・４７・４８）

検 出 状 況 調査区北部のＭ・Ｎ－２５・２６区に位置する。北側は調査区外に延びているため本来の規模

は不明である。SB００２B・SB００３B・SB００７Bと重複しているが、先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる総柱建物である。南北３間（６．４０m）以上×東西３間（６．３０m）の規

模である。建物の柱間は、南北１間２．２０m、東西１間２．２０m・１．９０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５０cm、柱痕は径約１５cm、深さは約１５cm～４５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００２B（図版１５ 写真図版４５・４７・４８）

検 出 状 況 調査区北部のＬ・Ｍ・Ｎ－２５・２６区に位置する。SB００１B・SB００３B・SB００７B・SB００８Bと

重複しており、SB００３Bに切られている。

形状・規模 南北軸をN２７°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（６．７０m）×桁行東西４間
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（９．２０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間３．３５m、桁行１間２．３０m・２．００m・２．５０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５０cm、深さは約３０cm～５０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００１３B・P０２７８B・P００１０B・P０３７４Bから土師器皿（３９～４５）、P００１０Bから瓦器椀

（４６）、P０７２４Bから須恵器椀（４９）が出土した。

SB００３B（図版１６ 写真図版４５・４７・４８）

検 出 状 況 調査区北部のＬ・Ｍ・Ｎ－２５・２６区に位置する。SB００１B・SB００２B・SB００４B・SB００７B・

SB００８Bと重複しており、SB００２Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる総柱建物である。南北２間（５．５０m）×東西２間（４．８０m）以上の規

模である。建物の柱間は、南北１間２．７５m、東西１間２．４０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径４０cm～５０cm、柱痕は径１５cm～２０cm、深さは約２０cm～４０cmであ

る。

出 土 遺 物 柱穴 P０７２３Bから土師器皿（３６）、P０７２５Bから土師器鉢（３７）と瓦器皿（３８）、P０７２２Bから砥

石（S５）が出土した。

SB００４B（図版１６ 写真図版４５・４７）

検 出 状 況 調査区北部のＭ・Ｎ－２４・２５区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB００３Bと重

複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN２６°Eにとる総柱建物である。南北１間（２．６０m）以上×東西３間（６．９０m）以上

の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．６０m、梁行１間２．２０m～２．４０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径約３０cm、深さは２５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００６２Bから土師器坏（８１）が出土した。

SB００５B（図版１７ 写真図版４５・４７）

検 出 状 況 調査区西部のＫ・Ｌ・Ｍ－２５・２６区に位置する。SB００６B～SB００９Bと重複しており、

SB００６Bと SB００７B・SD１４５Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北３間（７．３０m）×桁行東西４間

（１０．００m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．５０m・２．６０m・２．２０m、桁行１間２．４０m・２．９０m・

２．３０m・２．４０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３５cm～６０cm、柱痕は径約２０cm、深さは約２０cm～６５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０７４４Bから土師器椀（５３）、P０７４９Bから瓦器椀（５４）、P０７５３Bから須恵器皿（５５）、

P０７４８Bから須恵器椀（５６）、P０７４７Bから須恵器鉢（５７）、P０７４３Bから須恵器甕（５８）、P０１５１Bから白磁

皿（５９）が出土した。

SB００６B（図版１７ 写真図版４５・４７・５１）

検 出 状 況 調査区西部のＬ－２５・２６区に位置する。SB００５B・SB００７B・SB００８Bと重複しており、

SB００１B・SB００７Bに切られている。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（４．４０m）×桁行東西３間

（７．２０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．５０m・１．９０m、桁行１間２．２０m・２．５０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～４０cm、柱痕は径１５cm～２０cm、深さは約２０cm～４０cmであ

る。

出 土 遺 物 柱穴 P０７５１Bから土師器坏（６０）と須恵器甕（６３）、P０７５２Bから土師器皿（６１）、P０７５３Bから
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須恵器椀（６２）が出土した。

SB００７B（図版１８ 写真図版４５・４７・４８）

検 出 状 況 調査区西部のＬ・Ｍ－２５・２６区に位置する。SB００１B～SB００３B・SB００５B・SB００６B・

SB００８Bと重複しており、SB００６Bと SD１４５Bを切って、SB００５Bに切られている。

形状・規模 南北軸をN２７°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北３間（８．００m）・梁行東西２間

（５．４０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間３．００m・３．３０m・１．７０m、梁行１間２．７０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５０cm、柱痕は径約１５cm、深さは約２０cm～４０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０２４２Bから土師器皿（７８）が出土した。

SB００８B（図版１８ 写真図版４５・４７）

検 出 状 況 調査区西部のＬ・Ｍ－２５・２６区に位置し、西側は調査区外に延びている。SB００２B・

SB００５B～SB００７Bと重複しており、SB００５Bに切られている。

形状・規模 南北軸をN３２°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北３間（６．８０m）×梁行東西２間

（５．５０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．００m・２．２０m・２．６０m、梁行１間２．５０m・３．００mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径４５cm～６０cm、深さは約３０cm～５０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０７４１Bから土師器皿（４７）、P００３７Bから黒色土器椀（４８）と白磁碗（５１）、P０７４１Bから

須恵器底部（５０）、P０６０１Bから白磁皿（５２）が出土した。

SB００９B（図版１９ 写真図版４５・４７・５２）

検 出 状 況 調査区西部のＫ・Ｌ－２５・２６区に位置する。SB００５B・SK１４８B・SK１６１B・SD１３２B・

SD１２８B・SB２０１Bと重複しており、SK１４８B・SK１６１B・SD１３２B・SD１２８Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN２９°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（２．８０m）×桁行東西３間

（３．１０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．８０m、桁行１間３．１０m・２．５０m・２．００mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～４５cm、深さは３５cm～４０cmで、すべての柱穴に石が入って

いる。

出 土 遺 物 柱穴 P０４９１Bから須恵器甕（６４）が出土した。

SB０１０B（図版１９ 写真図版４５・４６）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置する。SB０１５B・SB０１６B・SB０１９B・SD１２８Bと

重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（４．５０m）×桁行東西４間

（８．７０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．５０m・２．００m、桁行１間２．５０m・２．２０m・２．１０m・

２．４０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～３０cm、深さは約１５cm～３０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１１B（図版２０ 写真図版４５・４６・４９）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB０１２B～

SB０１４B・SK１６０B・SK１６１B・SD１１２B・SD１１３Bと重複し、SB０１４Bと SK１６０Bを切る。

形状・規模 南北軸をN２２°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北３間（７．００m）×桁行東西４間

（８．００m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．１０m・２．８０m、桁行１間１．９０m・２．１０mである。
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柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４５cm、深さは約１５cm～５０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１２B（図版２０ 写真図版４５・４６・４９）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB０１１B・

SB０１３B・SB０１４Bと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（４．６０m）×桁行東西３間

（６．３０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．５０m・２．１０m、桁行１間１．８０m・２．４０m・２．１０mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～６０cm、深さは約２５cm～５０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０５５２Bから土師器坏（６５）が出土した。

SB０１３B（図版２１ 写真図版４５・４６・４９・５２）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB０１１B・

SB０１２B・SB０１４B・SB０１９Bと重複し、SB０１４Bに切られている。

形状・規模 南北軸をN２６°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（５．１０m）×桁行東西３間

（７．３０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．５５m、桁行１間２．５０m・２．３０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～４０cm、深さは約３０cm～４０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０１００B・P０１０１Bから土師器皿（６８・６９）、P０１０１Bから土師器坏（７０）、P０３６７Bから

白磁碗（７１）が出土した。

SB０１４B（図版２１ 写真図版４５・４６・５２）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB０１１B・

SB０１２B・SB０１３B・SB０１９Bと重複し、SB０１１Bに切られ、SB０１３Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（４．５０m）×桁行東西３間

（６．５０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．５０m・２．００m、桁行１間２．３０m・１．９０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～３５cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１５B（図版２２ 写真図版４５・４６・５１）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置する。SB０１０B・SB０１６B・SD１２８Bと重複し、

SD１２８Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN３２°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北３間（７．００m）×桁行東西３間

（８．００m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．２０m・２．４０m、桁行１間２．６５mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～６０cm、柱痕は径約１５cm、深さは約２０cm～６０cmで、多くの

柱穴に石が入っている。

出 土 遺 物 柱穴 P０７６８Bから須恵器椀（７２）と鉢（７３）、P０７６９Bから須恵器鉢（７４）が出土した。

SB０１６B（図版２２ 写真図版４５・４６・５３）

検 出 状 況 調査区中央部のＪ・Ｋ－２４・２５区に位置する。SB０１０B・SB０１５B・SD１２８Bと重複するが

先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN４０°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北３間（７．３５m）×梁行東西３間

（６．９０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．４５m、梁行１間３．１０m・１．９０mと中央が広い。
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柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～４５cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０２６７Bから白磁碗（６６）が出土した。

SB０１７B（図版２３ 写真図版４５・４６・５０）

検 出 状 況 調査区東部のＪ・Ｋ－２３・２４区に位置する。SB０１８B～SB０２４B・SD１７１Bと重複し、

SB０２０Bに切られ、SD１７１Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN３２°Eにとる南北棟の総柱建物である。梁行東西３間（５．８０m）×桁行南北５間

（１０．２０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．００m・１．８０m、桁行１間２．１５m・１．８０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４５cm、柱痕は径約１５cm、深さは約１５cm～３０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１８B（図版２３ 写真図版４５・４６）

検 出 状 況 調査区東部のＫ－２３・２４区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB０１７B・SB０１９B

と重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる総柱建物である。南北１間（２．２０m）以上×東西２間（６．００m）以上

の規模である。建物の柱間は、南北１間２．２０m、東西１間１．８５m・２．３０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～３０cm、深さは約１５cm～２０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０９０２Bから土師器皿（７５）が出土した。

SB０１９B（図版２４ 写真図版４５・４６・５０）

検 出 状 況 調査区東部のＪ・Ｋ－２３・２４区に位置し、北東側は調査区外に延びている。SB０１３B・

SB０１４B・SB０１７B・SB０１８Bと SB０２１B～SB０２４Bと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN２７°Eにとる総柱建物である。南北３間（６．７０m）以上×東西２間（７．２０m）以上

の規模である。建物の柱間は、南北１間２．００m・２．７０m、東西１間２．００m・２．９０m・２．３０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４５cm、深さは約１０cm～２０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０１７９Bから土師器椀（８０）と砥石（S４）が出土した。

SB０２０B（図版２４ 写真図版４６）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ・Ｋ－２３・２４区に位置し、南側は大きく削平を受けている。SB０１７B・

SB０２１B～SB０２４Bと重複し、SB０２１Bに切られ、SB０１７Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN３２°Eにとる総柱建物である。南北３間（７．２０m）×東西３間（６．９０m）の規模で

ある。建物の柱間は、南北１間２．４０m、東西１間２．４５m・２．００mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５５cm、深さは約１５cm～４５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０３１６Bから土師器皿（７６）が出土した。

SB０２１B（図版２５ 写真図版４６）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ－２４区に位置している。SB０１７B・SB０１９B・SB０２０B・SB０２２B～SB０２４B

と重複し、SB０２０Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（４．００m）×桁行東西３間

（５．４０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．００m、桁行１間１．８０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４０cm、深さは約３５cm～５５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

第３節 Ｂ・Ｃ地区の調査

―２２―



SB０２２B（図版２５ 写真図版４６）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ・Ｋ－２３・２４区に位置している。SB０１７B・SB０１９B～SB０２１B・SB０２３B・

SB０２４Bと重複し、SB０２３Bを切っている。

形状・規模 南北軸をN２９°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北３間（６．２０m）×桁行東西４間

（８．４０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．１０m・２．５０m・１．６０m、桁行１間２．３０m・１．５０mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４５cm、深さは約１５cm～５０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０４９０Bから土師器鍋（７９）が出土した。

SB０２３B（図版２６ 写真図版４６・５３）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ－２３・２４区に位置し、南側は削平を受けている。SB０１７B・SB０１９B～

SB０２２B・SB０２４Bと重複し、SB０２２Bに切られている。

形状・規模 南北軸をN３４°Eにとる東西棟の総柱建物である。桁行南北３間（４．９０m）×梁行東西４間

（８．１０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間１．５０m・２．１０m・１．３０m、梁行１間１．６５m・２．４０mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～４０cm、深さは約１５cm～４０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０５１９Bから土師器鍋（８２）が出土した。

SB０２４B（図版２６ 写真図版４６）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ－２３・２４区に位置している。SB０１７B・SB０１９B～SB０２３Bと重複するが

先後関係は不明である。

形状・規模 南北軸をN３５°Eにとる東西棟の総柱建物跡である。梁行南北２間（４．１０m）×桁行東西３

間（６．２０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．００m・２．１０m、桁行１間１．８０m・２．３０m・２．１０m

である。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～３５cm、深さは約２０cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０５１３Bから須恵器鉢（７７）が出土した。

（２）土坑

土坑は７基検出した。

SK２１３B（図版２７ 写真図版５４・５５・５７）

検 出 状 況 調査区西部のＬ－２５区に位置し、SK１３０Bに切られている。

形状・規模 平面形は南北に長い隅丸長方形で、断面形は逆台形である。南端は一段深くなっている。

規模は南北１．４５m、東西０．６５m、深さは２０cmを測る。北側の西側面は火を受けて赤変している。

埋 土 最下層に炭層が堆積しており、北端には焼けた平石が存在する。炭層の上には粗砂が堆積

している。上層には焼土や炭を含んでいる。

出 土 遺 物 瓦器椀（１８８）がある。

SK５３７B（図版２７ 写真図版５８）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ－２４区に位置する。

形状・規模 平面形は円形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は直径約０．６５m、深さ約１３cmを測る。

埋 土 埋土は暗赤褐色の礫が混じるシルト質極細砂から極細砂である。
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出 土 遺 物 土師器鍋（１８７）がある。

SK１３１B（図版２７）

検 出 状 況 調査区西部のＫ－２５区に位置し、SD１３２Bの西側にある。

形状・規模 平面形は楕円形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北約１．４０m・短径１．２５m、深さ

約２３cmを測る。

埋 土 埋土は黒褐色の小礫が混じるシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 鉄釘（M２）がある。

SK１４８B（図版２７）

検 出 状 況 調査区西部のＫ－２５区に位置し、SD１３２Bに切られている。

形状・規模 平面形は不定隅丸方形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は長径約２．２０m、短径１．５０m、

深さ約２０cmを測る。

埋 土 埋土は灰黄褐色の小礫が混じるシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１６０B（図版２８ 写真図版５４・５５）

検 出 状 況 調査区中央部のＬ－２５区に位置し、SD１３２Bの東側にある。掘立柱建物 SB０１１Bに切られ

ている。

形状・規模 平面形は不定隅丸方形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北約２．３０m、東西２．２０m、

深さ約１２cmを測る。

埋 土 埋土は黒褐色の極細砂で礫を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１６１B（図版２８ 写真図版５５・５６）

検 出 状 況 調査区中央部のＫ－２５区に位置する。SD１２８Bの東側にあり、下方は SD１２８Bに流れ出て

いる。

形状・規模 平面形は瓢箪形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は東西約４．２０m、南北最大２．３０m、

深さ約１２cmを測る。

埋 土 埋土は暗褐色のシルト質極細砂で礫を含む。

出 土 遺 物 土師器皿（１７９～１８４）・鍋（１８５）、須恵器鉢（１８６）、鉄釘（M７）がある。

SK１３０B（図版２９ 写真図版４７・５４・５５）

検 出 状 況 調査区中央部のＬ－２５区に位置する。SD１３２Bの西側にあり、下方は SD１３２Bに流れ出て

いる。SK２１３Bを切っている。

形状・規模 平面形は南北に長く不整形で、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北約７m、東西約３m、

深さ約２０cmを測る。

埋 土 埋土は上層が暗褐色、下層がにぶい黄褐色のシルト質極細砂で、上層は炭と焼土を含む。

出 土 遺 物 土師器皿（１５７～１６４）・鍋（１６５～１６８）、瓦質土器羽釜（１６９）、黒色土器皿（１７０）、瓦器椀（１７１）、

須恵器椀（１７２）・鉢（１７３・１７５）・甕（１７４）、施釉陶器壺（１７６）、白磁碗（１７７）、青磁碗（１７８）がある。

（３）溝

溝は７条検出した。
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SD１１３B（図版３０ 写真図版５８）

検 出 状 況 調査区南東部のＬ－２４・２５区に位置する。

形状・規模 幅３０cm、深さ１５cm、全長３．１mを測る直線的な溝である。主軸方位をN３３°Eにとる。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD１１２B（図版３０）

検 出 状 況 調査区南東部のＬ－２４区に位置する。北東側は調査区外に延びている。

形状・規模 幅３５cm～７０cm、深さ７cm、全長３．８m以上を測る直線的な溝である。主軸方位をN３２°E

にとる。

埋 土 埋土は褐色のシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD１２８B（図版３０ 写真図版５４・５５・５８）

検 出 状 況 調査区南東部のＫ・Ｌ－２４・２５区に位置する。SD１４３Bと合流し、SD１３２Bに分流する。

途切れているが、SD１７１Bに繋がる。

形状・規模 幅３０cm～９０cm、深さ１０cmを測り、北西から南に屈折し、南東へ屈折する溝である。南

北の主軸方位を約N２０°Eに、東西の主軸方位をN５８°Wにとる。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD１３２B（図版３０ 写真図版５８）

検 出 状 況 調査区南東部のＫ・Ｌ－２５区に位置し、SD１２８Bから分流している。SK１４８Bを切ってい

る。

形状・規模 幅６０cm、深さ２８cm、全長７．６m以上を測る直線的な溝である。主軸方位をN３７°Eにとる。

埋 土 埋土は暗褐色のシルト質極細砂で、上層は炭を含む。

出 土 遺 物 土師器皿（１８９～１９２）・鍋（１９３）、須恵器壺（１９４）がある。

SD１４３B（図版３０ 写真図版５８）

検 出 状 況 調査区南東部のＬ－２５区に位置する。土坑 SK１３０Bと SD１２８Bとを結ぶ溝である。

形状・規模 幅７０cm、深さ１６cm、全長約１．０mを測る溝である。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 土師器鍋（１９５）、須恵器壺（１９６）がある。

SD１７１B（図版３０ 写真図版５８）

検 出 状 況 調査区南東部のＪ－２４区に位置する。

形状・規模 北西から南西に屈曲する幅２５cm、深さ５cmの溝である。途切れているが、位置関係から

考えると SD１２８Bから繋がる溝である。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂で炭を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD１４５B

検 出 状 況 調査区中央部のＬ－２５区に位置する。SK１３０Bの西側にある。SB００５Bと SB００７Bに切ら

れている。
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形状・規模 幅３０cm、深さ１５cm、全長２．４mを測る直線的な溝である。主軸方位をN２７°Eにとる。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂である。

出 土 遺 物 土師器皿（１９７）がある。

（４）古墳時代の遺構

SB２０１B（図版３０）

検 出 状 況 調査区西部のＫ・Ｌ－２５・２６区に位置する。南西角は撹乱を受けている。

形状・規模 南北軸をN２３°Eに取る建物跡である。南北１間（３．２０m）×東西１間（２．６０m）の規模であ

る。中央部に被熱変色面 SF１１１Bが存在する。

柱 穴 円形を基本とし掘形径約３０cm～約４０cm、深さは約２５cm～３０cmである。

SF１１１B（図版３０ 写真図版５８）

検 出 状 況 SB２０１Bの中央部に位置する焼土遺構である。

形状・規模 楕円形を呈する被熱変色面である。長径約０．５５mの赤変部の中央部に、直径約０．３０mの

還元黒色部がある。

出 土 遺 物 古墳時代の土師器甕（２８８）が出土した。

３．遺物

（１）土器類（図版３１～３７・４０ 写真図版４～７・６０～７４・７７・７８）

SB００３B

３６はロクロ成形の土師器皿である。平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は短く直線的に外上方に延

びる。口縁部内外面には強い回転ナデ調整が、内面の体部から底部は回転ナデ調整がそれぞれ施される。

底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は黄橙色を呈する。３７は土師器鉢である。体部は直線的に外上

方に延び、口縁端部は上方につまみ上げる。内外面とも強い回転ナデ調整を施す。焼成はあまく、色調

は浅黄橙色を呈する。３８は瓦器皿である。平底で体部と底部の境は不明瞭である。内外面ともヨコナデ

調整を施す。色調は灰色を呈する。

SB００２B

土師器 ３９・４４はロクロ成形の皿である。３９は体部が短く直立し、内外面とも回転ナデ調整を施す。色

調はにぶい橙色を呈する。４４は平底で体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転

ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は橙色を呈する。４０～

４３・４５は非ロクロ成形の皿である。４０は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外

面はヨコナデ調整を施す。焼成は良好で、色調はにぶい橙色を呈する。４１は平底で体部は僅かに内彎気

味に短く外上方に延びる。口縁部内外面には強いヨコナデ調整を施し、底部外面はナデ調整を施す。焼

成は良好で、色調は褐灰色を呈する。４２は平底で体部は僅かに内彎気味に短く外上方に延びる。口縁部

内外面には強いヨコナデ調整を施し、底部外面はナデ調整を施す。焼成は良好で、色調はにぶい黄橙色

を呈する。４３は平底で体部はほぼ直線的に外上方に延びる。口縁部内外面には強いヨコナデ調整を、体

部～底部内外面にはナデ調整を施す。焼成はにぶい橙色を呈する。４５はやや丸底気味の平底で、体部は

ほぼ直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施し、体部外面に低い段をもつ。体

部～底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。
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瓦器 ４６は椀である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。口縁部内外面に

は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整、体部内面はミガキ調整を施す。色調は内面が褐灰色、

外面が浅黄橙色を呈する。

SB００８B

土師器 ４７は非ロクロ成形の皿である。平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は短く外上方に延

びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

黒色土器 ４８は椀である。低い高台を浅く削り出し、体部は僅かに内彎気味に外上方に立ち上がる。体

部外面は回転ナデ調整を施し、体部～底部内面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。底部外面

は不調整で糸切痕が残る。色調は内面がにぶい黒褐色、外面はにぶい黄褐色を呈する。

須恵器 ４９は椀である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体

部内外面は回転ナデ調整がそれぞれ施される。底部外面は不調整で糸切痕が残る。口縁部外面に重ね焼

き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器と考えられる。５０は鉢あるいは壺である。器壁は

全体に厚く、底部外周に低い高台を削りだす。体部は直線的に外上方に立ち上がる。体部外面には粗い

叩き目が残る。体部内面にはヨコ方向のハケ目調整を施す。色調は灰白色を呈する。

白磁 ５１は碗である。高台の断面は台形状で比較的低い。体部は直線的に外上方に延びる。外面は露胎

でヘラケズリ調整を施す。内面は透明釉を施釉し、やや黄色味を帯びた灰白色に発色する。華南産白磁

で横田・森田分類の白磁碗�類相当と考えられる。５２は皿である。体部は直線的に外上方に延び、口縁

端部は尖り気味に収める。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。外面の体部下半以下は露胎で

ある。華南産白磁で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。

SB００５B

土師器 ５３は椀の底部と考えられる。平高台で側面はナデ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残

る。色調は明赤褐色を呈する。

瓦器 ５４は椀である。高台の断面は台形状で比較的高い。内外面ともナデ調整を施す。色調は暗灰色を

呈する。

須恵器 ５５は皿である。平底で器壁は比較的厚い。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をも

つ。口縁部内外面に強い回転ナデ調整を施し、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

５６は椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。内外面とも回転ナデ調整を施す。

口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。５７は鉢である。体部は直線的に外上方に延

びる。口縁端部は上面に端面をもつ。口縁端部は若干内側に引き出す。口縁部の一部を捻って片口を作

り出す。口縁部内外面には強い回転ナデ調整を、体部内外面には回転ナデ調整をそれぞれ施す。口縁部

外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。いずれも東播系須恵器である。５８は壺である。

口縁部は外方にひらき、口縁端部は若干内側に引き出す。内外面とも回転ナデ調整を施し、色調は灰色

を呈する。

白磁 ５９は皿である。口縁部は大きく外方にひらき、端部は尖り気味に収める。内外面とも透明釉を施

釉し、灰白色に発色する。華南産白磁である。

SB００６B

土師器 ６０は杯である。非ロクロ成形で平底、体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味に

収める。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。６１は非ロクロ成形の皿
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である。体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調

整をそれぞれ施す。色調は浅黄橙色を呈する。

須恵器 ６２は椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部は若干肥厚して、端部は丸味をもつ。内

外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は暗灰色を呈する。６３は甕の胴

部片である。内面はナデ調整、外面に米印状の叩き目が残る。色調は灰白色を呈する。

SB００９B

６４は須恵器甕である。口縁部は大きく外方にひらく。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部

外面には平行叩き目が残る。色調は灰白色を呈する。

SB０１２B

６５は土師器杯である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～底部内外面は回転ナデ調整を

施す。色調はにぶい橙色を呈する。

SB０１６B

６６は白磁碗である。浅い削り出し高台をもち、体部は緩やかに外上方に立ち上がる。外面は露胎でヘ

ラケズリ調整を施す。内面は透明釉を施釉して灰白色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類相当で

１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。

SB０１３B

６７・６８は非ロクロ成形の土師器皿である。６７は器壁が全体に比較的薄く、底部はやや上げ底気味の平

底を呈する。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面

はヨコナデ調整をそれぞれ施す。底部外面は不調整である。色調は橙色を呈する。６８は平底で体部は直

線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。

色調はにぶい橙色を呈する。

SB０１１B

６９・７０は非ロクロ成形の土師器皿である。６９は平底で体部と底部の境は不明瞭で、体部はほぼ直線的

に斜め上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙

色を呈する。７０は平底で体部は短くほぼ直上に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面

はヨコナデ調整、底部内面はナデ調整をそれぞれ施す。色調は浅黄橙色を呈する。７１は白磁碗である。

浅い削り出し高台を持ち、底部の器壁は比較的厚い。体部は直線的に外上方に延び、底部内面に沈線が

１条巡る。内面は透明釉を施釉し、外面は露胎である。横田・森田分類の白磁碗�類相当で、１２世紀後

半～１３世紀前半代に比定される。

SB０１５B

７２は須恵器椀である。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。口縁部内外面は強

い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。７３・７４は須恵器鉢である。

７３は体部がほぼ直線的に外上方に延び、口縁端部は直上に引き上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調

整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。７４

はやや丸底気味の平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は直上につまみ上げ、口縁部の１箇

所を捻って片口を作り出す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整、底部内面

は仕上げナデ調整をそれぞれ施す。色調は暗灰色を呈する。いずれも東播系須恵器である。
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SB０１８B

７５は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部から体部内外面

はヨコナデ調整、底部内面はナデ調整をそれぞれ施す。色調は橙色を呈する。

SB０２０B

７６は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で器壁は全体に比較的薄い。体部と底部の境は不明瞭で、

体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調

整をそれぞれ施す。色調は橙色を呈する。

SB０２４B

７７は須恵器鉢である。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁部は若干玉縁状に肥厚し、端部は上方

につまみ上げる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。東播系須恵器であ

る。

SB００７B

７８は非ロクロ成形の土師器皿である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い

ヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調はにぶい橙色を呈する。

SB０２２B

７９は土師器鍋である。口縁部はほぼ直立し、口縁端部は外方に引き出す。内外面とも強いヨコナデ調

整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。

SB０１９B

８０は土師器椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。口縁部内外面は

強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

SB００４B

８１は土師器杯である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強い回転ナデ調

整、底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

SB０２３B

８２は土師器鍋である。頸部はほぼ直立し、口縁端部は外方に引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ

調整を加える。体部外面に平行叩き目が残る。色調は浅黄橙色を呈する。長谷川分類播丹型�類相当で、

１３世紀後半代に比定される。

ピット内

土師器

皿 ８３・８８・９７・１０７はロクロ成形の皿である。８３は底部の器壁が厚く、体部は短く直線的に外上方に

延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈す

る。８８は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調

は橙色を呈する。９７はやや上げ底気味の平底で、体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内

外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１０７は平底で体部は短

く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整、底部内面は回転ナデ調整、底部外面

はヘラおこしの後、ナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

８４～８７・８９～９６・９８～１０６・１０８～１１０・１１４～１１６は非ロクロ成形の皿である。８４は平底で底部と体部

の境は不明瞭で、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～
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底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。８５は器壁が全体に厚く、体部は短く外上方

に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。８６は体部と底部の境は不明

瞭で、体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、底部内面はナデ調整、

底部外面は指おさえの後ナデ調整をそれぞれ施す。色調はにぶい橙色を呈する。８７はやや丸底気味の平

底で、器壁は全体に厚い。体部と底部の境は不明瞭で体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は

強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調はにぶい橙色を呈する。８９

は平底で体部と底部の境は不明瞭で、体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部～体部内外面にヨコナデ

調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。９０は平底で器壁は全体に比較的厚い。体部と底部の境は不明

瞭で体部は緩やかに短く外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調

整を施す。色調は淡橙色を呈する。９１は体部と底部の境は不明瞭で体部は僅かに内彎気味に外上方に延

びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調は橙色を呈

する。９２は平底で体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調整、底部

内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。９３は平底で体部と底部の境は不明瞭で、体部は

ほぼ直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は黄灰色を呈する。９４

は体部が短く外上方に延びる。口縁部内外面はヨコナデ調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調は浅

黄橙色を呈する。９５は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、

体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。９６は平底で体部は短く直線的に外上方に延

びる。口縁部内外面はヨコナデ調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。９８は平底

で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整

をそれぞれ施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。９９は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内

外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整、底部内外面はナデ調整をそれぞれ施す。色調は

にぶい黄橙色を呈する。１００は底部と体部の境は不明瞭で、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１０１は

平底で器壁は比較的厚く、体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調

整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１０２は平底で底部の器壁は厚い。体部は僅かに内彎気味に外上

方に延びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調整、底部内面は指押さえの後ナデ調整、底部外面は

ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。１０３はやや丸底気味の平底で体部は短く外上方に延びる。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調はにぶい黄橙色を呈

する。１０４は平底で器壁は比較的薄く、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い

ヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調は内面が暗灰色、外面がにぶい橙色を

呈する。１０５は平底で、底部と体部の境は不明瞭で、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部

内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調はにぶい橙色を呈する。

１０６は平底で器壁は比較的薄く、体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ

調整を施す。色調は橙色を呈する。１０８は平底で器壁は全体に薄い。底部と体部の境は不明瞭で体部は

僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調整、底部内面はナデ調整をそ

れぞれ施す。色調はにぶい橙色を呈する。１０９は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部

内外面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１１０は器壁が比較的厚く、体部は直線的に外

上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を、体部内外面はヨコナデ調整をそれぞれ施す。色調
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はにぶい黄橙色を呈する。１１４は平底で体部は外反気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナ

デ調整、体部内外面は指おさえの後ナデ調整を加え、指頭圧痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。１１５

は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施し、色調は橙色を呈する。１１６

は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調整、底部内面は指おさ

えの後、ナデ調整をそれぞれ施す。色調はにぶい橙色を呈する。

杯 １１１は平底で体部は直線的に斜め上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整が、体部内外面

はヨコナデ調整が、底部内外面はナデ調整がそれぞれ施される。色調は橙色を呈する。１１２は器形が大

きく歪む。平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈す

る。１１３は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強いヨコナデ調整が、底部内

外面はナデ調整がそれぞれ施される。色調は黄橙色を呈する。

椀 １１７は体部が直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈

する。１１８は平高台で高台側面はナデ調整する。体部は直線的に外上方に立ち上がる。体部外面～底部

内面は回転ナデ調整、底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。１１９は低い平高

台を作り出し、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ

調整、底部外面は不調整である。色調は橙色を呈する。須恵器椀の生焼けの可能性も考えられる。

鍋 １２０は粘土紐巻上げ成形で、底部は丸底を呈する。体部は大きく内彎し、口縁部は外方にひらく。

口縁端部は若干外方につまみ出す。口縁部内外面には強いヨコナデ調整を施す。体部内面はナデ調整の

後、横方向の細かいハケ目調整を施す。体部～底部外面は不調整で横方向の叩き目が残る。色調は褐灰

色を呈する。１２１は体部が内彎し、頸部は短くほぼ直立する。口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部

内外面は強いヨコナデ調整、体部内面は横方向のヘラケズリ調整を施す。体部外面には平行叩き目が残

る。焼成は浅黄橙色を呈する。いずれも長谷川分類播丹型�類相当で１３世紀後半代に比定される。１２２

は陶器鍋である。頸部は直立し、口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部内面はヨコナデ調整、口縁部

外面は指おさえの後ナデ調整を施し、指頭圧痕が残る。体部外面には平行叩き目が残る。焼成は堅緻で、

色調は灰色を呈する。丹波焼三本峠北窯跡出土品に類例が認められる。

黒色土器

皿 １２３・１２４は皿である。１２３は体部が緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面はヨコナデ調整、体部

内面はヨコナデ調整の後、ミガキ調整を施す。体部外面はヨコナデ調整を施す。色調は内面が黄灰色、

外面が灰白色を呈する内黒土器である。１２４は平底で底部の器壁は非常に厚い。体部は直線的に緩やか

に外上方に延びる。内面～体部外面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施し、底部外面はヘラミガ

キ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は黒色を呈する。

椀 １２５は平底で若干平高台風に削り出す。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は

回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデの後、ヘラミガキ調整を施す。底部外面は不調整で、ヘラおこし

痕が残る。色調は内面が黒色、外面が灰白色を呈する内黒土器である。１２６は体部が僅かに内彎気味に

外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は内面が黒色、

外面がにぶい黄橙色を呈する内黒土器である。１２７は平底で体部は内彎気味に外上方に延びる。体部外

面は回転ナデ調整、体部内面は回転ナデの後、ヘラミガキ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残

る。色調は内面が黒色、外面がにぶい黄橙色を呈する内黒土器である。１２８は平底で体部は内彎して外

上方に立ち上がる。体部内面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を、体部外面は回転ナデ調整をそれ
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ぞれ施す。底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は内面が黒色、外面が浅黄橙色を呈する内黒土器で

ある。１２９は内面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を、体部外面は回転ナデ調整を施す。底部外面

は不調整で糸切痕が残る。色調は内面が黒色、外面が灰白色を呈する内黒土器である。

瓦器

皿 １３０は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回

転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。底部内面は回転ナデ調整の後、ナデ調整を施す。底部外面は

不調整で糸切痕が残る。色調は黒色を呈する。

椀 １３１～１３５は椀である。１３１は高台が断面台形状で比較的高く、体部は緩やかに外上方に立ち上がる。

内外面ともナデ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。１３２は平底で器壁は比較的薄い。高台の断面は台

形状で比較的高く、体部は内彎気味に外上方に延びる。体部外面はナデ調整、体部内面はミガキ調整を

施し、暗文が残る。色調は暗灰色を呈する。１３３は体部がほぼ直線的に外上方に延びる。口縁部内外面

は強いヨコナデ調整、体部内面はヨコナデ調整を施す。体部内面はナデ調整の後、ミガキ調整を施し暗

文が残る。色調は暗灰色を呈する。１３４は体部が僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は僅かに内

傾して丸味をもつ。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。色調は暗灰色を

呈する。１３５は高台は断面Ｕ字形の比較的高い貼り付け高台で、体部は直線的に外上方に立ち上がる。

外面はナデ調整、内面はナデ調整の後、ミガキ調整を施す。色調は灰色を呈する。

須恵器

皿 １３６は平底で器壁は比較的厚い。体部は僅かに内彎気味に短く外上方に延びる。口縁部～体部内外

面は回転ナデ調整、底部外面は不調整で糸切痕が残る。焼成は灰白色を呈する。東播系須恵器である。

椀 １３７～１４２は東播系須恵器椀である。１３７は体部が直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回

転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈

する。１３８は体部がほぼ直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回

転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。１３９は体部がほぼ直線的に外上方に延びる。内外面とも回

転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。１４０は体部が直線的

に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整をそれぞれ施す。口

縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。１４１は体部が直線的に外上方に延び口縁端

部は丸味をもつ。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色

を呈する。１４２は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は丸みをもつ。口縁部内外面は強い回転ナデ

調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。１４３は低い平高台を作り出し、体部は

僅かに内彎気味に外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。焼成は不

良で色調はにぶい橙色を呈する。

鉢 １４４～１５３は鉢である。１４４は体部がほぼ直線的に外上方に延び、口縁部は上面に端面をもつ。内外

面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。１４５は体部が直線的に外上方に延び、口縁部は玉

縁状に肥厚する。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。口縁部外

面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。１４６は体部が直線的に外上方

に延び、口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調

整を施す。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。１４７は口縁部が上下に拡張する。内外面とも強

い回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器であ
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る。１４８は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は若干内側に引き出す。内外面とも回転ナデ調整を

施す。色調は灰色を呈し、外面は灰被りが見られる。１４９は体部が直線的に斜め上方に延び、口縁端部

は上方につまみ上げる。内外面とも強い回転ナデ調整を施す。外面に重ね焼き痕が見られ、色調は灰白

色を呈する。１５０は平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面

は不調整でヘラおこし痕が残る。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。１５１は低い平高台をもち、

高台側面はナデ調整を施す。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施し、

底部外面は不調整でヘラおこし痕が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が見られ、色調は灰色を呈する。東

播系須恵器である。１５２は平底で体部は内彎気味に外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整を施す。

色調は灰白色を呈する。東播系須恵器である。１５３は平底で体部は直線的に外上方に立ち上がる。内面

は回転ナデ調整、外面はヘラケズリ調整を施す。色調は灰色を呈する。

甕 １５４は口縁部が大きく外方にひらき、口縁端部は側面に端面をもつ。口縁部内外面は回転ナデ調整

を施す。焼成はややあまく、色調は灰色を呈する。

白磁 １５５は碗である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部はやや細長い玉縁状に肥厚す

る。内外面とも透明釉を施釉し、灰白色に発色する。１５６は碗である。体部は直線的に外上方に延び、

口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。いずれも横田・森田分類

の白磁碗�類相当で、１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。

SK１３０B

土師器

皿 １５７～１６４は非ロクロ成形の皿である。１５７は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は短く直

線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。１５８

は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨ

コナデ調整、体部から底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。１５９は平底で体部は短く直

線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整、底部外面はナ

デ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１６０は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外

面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整、底部外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

１６１は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面は

ナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１６２は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内

外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１６３は平底で

体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。

色調は橙色を呈する。１６４は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、

体部内外面はヨコナデ調整、底部外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

鍋 １６５・１６６は鍋である。１６５は体部が内彎し、口縁部はやや外傾する。口縁端部は外方につまみ出し、

口縁部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面はナデ調整を施す。体

部外面には平行叩き目が残る。外面に若干煤が付着する。長谷川分類播丹型�類相当で１３世紀後半代に

比定される。１６６は体部が内彎し、口縁部は若干外傾する。口縁端部は外方に水平方向につまみ出し、

口縁部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面はナデ調整を施す。体

部外面には平行叩き目が残る。外面に煤が若干付着する。色調は浅黄橙色を呈する。１６７は陶器鍋であ

る。頸部はほぼ直立し、口縁端部は外方につまみ出す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施し、体部
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外面には平行叩き目が残る。焼成は堅緻で、色調は灰褐色を呈する。１６８は陶器鍋である。体部は内彎

し、頸部は直立する。口縁端部は外方につまみ出し、口縁部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内外面

は強いヨコナデ調整を施す。体部内面に当具痕が微かに残る。体部外面に平行叩き目が残る。焼成は堅

緻で色調はにぶい褐色を呈する。丹波焼の可能性が考えられる。

瓦質土器ほか １６９は瓦質土器羽釜である。口縁部はほぼ直立し、口縁部外面の断面は台形状の比較的

幅の広い鍔を貼り付ける。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。１７０は黒色土器皿で

ある。平底で体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整の後、ヘラ

ミガキ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は黒色を呈する。１７１は瓦器椀である。高

台の断面は三角形状で比較的高い。内外面ともナデ調整を施し、色調は暗灰色を呈する。

須恵器 １７２は椀である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、

体部内面は回転ナデの後、多方向のナデ調整、体部外面には回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕

が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。１７３は鉢で

ある。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は直上につまみ上げる。内外面とも強い回転ナデ調整を

施す。外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。１７４は甕である。口

縁部は大きく外方にひらき、口縁部側面に凹線が１条巡る。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内

面はヘラケズリ調整を施す。口縁部外面には微かに平行叩き目が残り、体部外面には格子目状叩きが残

る。色調は灰色を呈する。１７５は鉢である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は上方に

つまみ上げ、口縁部の１箇所を捻って片口を作る。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回

転ナデ調整、底部外面はナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は暗灰色を呈する。

東播系須恵器である。

施釉陶器 １７６は施釉陶器壺である。体部は大きく内彎し頸部は直立する。内外面ともナデ調整を施す。

外面にヘラ描き施文の後。灰釉を施釉し、灰オリーブ色に発色する。内面は露胎である。外面に横耳の

貼り付け痕が残る。華南産灰釉四耳壺と考えられ、１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。

白磁 １７７は碗である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも透明

釉を施釉し、灰白色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類相当で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定

される。

青磁 １７８は碗である。高台の断面は台形状で比較的高い。体部は直線的に外上方に延び、底部内面に

凹線が１条巡る。外面に櫛描き文、内面に櫛描き雷光文を施文し、内外面とも青磁釉を施釉し、オリー

ブ黄色に発色する。外面の高台脇以下は露胎である。同安窯系青磁で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定

される。

SK１６１B

土師器

皿 １７９～１８４は非ロクロ成形の皿である。１７９は平底で体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁

部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面は指

おさえの後、ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１８０は平底で体部と底部の境は不明瞭である。

体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施

す。色調はにぶい黄橙色を呈する。１８１は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は僅かに内彎気

味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整、底部内面はナデ
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調整を施す。底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１８２はやや丸底気

味の平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は緩やかに短く外上方に延びる。口縁部内外面は強い

ヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。１８３はやや丸底気味の平

底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ

調整、底部内面はナデ調整、底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１８４

は平底で体部は短く内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整、底部内面はナデ

調整、底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

鍋 １８５は器壁が全体に薄く、体部は大きく内彎する。口縁部は外方にひらき、口縁端部は若干外方に

つまみ出す。粘土紐巻上げ成形で、口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部外面には平行叩き目

が残る。色調は褐灰色を呈する。長谷川分類の播丹型�類で１３世紀後半代に比定される。

須恵器 １８６は鉢である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は上方につまみ上げ、口縁

部の１箇所を捻って片口を作り出す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整、

底部内面はナデ調整を施す。底部外面は糸切痕が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が残る。色調は灰色を

呈する。東播系須恵器で１２世紀後半代に比定される。

SK５３７B

１８７は土師器鍋である。器壁は比較的厚い。頸部はほぼ直立し、口縁端部は若干外方に引き出す。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面は粗いハケ目調整を施す。体部外面には平行叩き目が残る。

色調は橙色を呈する。長谷川分類播丹型�類相当で、１４世紀前半代に比定される。

SK２１３B

１８８は瓦器椀である。高台の断面は三角形状で比較的高く、体部はほぼ直線的に外上方に延びる。内

外面ともヨコナデ調整の後、ミガキ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

SD１３２B

土師器

皿 １８９～１９２は非ロクロ成形の皿である。１８９は平底で体部は短く外上方に延びる。口縁部～体部内外

面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。１９０は平底で体部は短く外上方に延びる。口縁部～

体部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。１９１はやや丸底気味の平底で底部

と体部の境は不明瞭である。体部は緩やかに僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回

転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

１９２は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナ

デ調整を施す。色調は橙色を呈する。

鍋 １９３は頸部がほぼ直立し、口縁端部は外方につまみ出す。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は

にぶい褐色を呈する。

須恵器 １９４は壺である。平底で、幅が広く低い輪高台を貼り付ける。内外面とも回転ナデ調整を施す。

SD１４３B

土師器 １９５は鍋である。体部は内彎し、頸部はほぼ直立する。口縁端部は外方につまみ出す。口縁部

内外面は強いヨコナデ調整、体部内面は粗いハケ目調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。色調は

にぶい橙色を呈する。長谷川分類の播丹型�類相当で、１３世紀後半代に比定される。

須恵器 １９６は壺である。平底で底部の器壁は厚い。高台の断面は長方形状で低く、体部はほぼ直線的
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に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

SD１４５B

１９７は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で器壁は比較的薄い。体部は短く、ほぼ直上に延びる。

内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。

包含層

土師器

皿 １９８～２１３・２１５～２１６・２１８～２２１は非ロクロ成形の皿である。１９８は平底で器壁は全体に厚い。底部

と体部の境は不明瞭で、体部は緩やかに外上方に延びる。内外面とも指おさえの後、ナデ調整を施し、

体部外面下位に指頭圧痕が残る。色調は橙色を呈する。１９９は平底で底部と体部の境は不明瞭である。

体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面は指おさえの

後、ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。２００は丸底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は内

彎気味に外上方に延びる。口縁部～底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。２０１は

平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩やかに直線的に斜め上方に延びる。口縁部内外面は強

い回転ナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。２０２は丸底で底部と体部の境は

不明瞭である。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外

面はナデ調整を施す。口縁部に煤が付着する。色調はにぶい橙色を呈する。２０３は平底で体部と底部の

境は不明瞭である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、底部

内面はナデ調整を施す。底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施し、指頭圧痕が残る。色調は浅黄橙色

を呈する。２０４はやや丸底気味の平底で、底部と体部の境は不明瞭である。体部は内彎気味に外上方に

延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。２０５は平底で体部は

内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を、底部内外面は指おさえの後、ナデ調

整を施す。色調は橙色を呈する。２０６は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強

いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。口縁端部は煤が付着する。色調は橙色を呈する。

２０７は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨ

コナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。２０８は平底で体部は緩やかに直線的に外上方に延びる。口縁

部内外面は強い回転ナデ調整、体部外面は回転ナデ調整を施す。体部～底部内面はナデ調整、底部外面

は不調整で糸切痕が残る。色調は橙色を呈する。２０９は全体に大きく歪む。平底で体部は直線的に短く

外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施し、体部外面に段が認められる。体部～底部内

外面は指おさえの後、ナデ調整を施し、指頭圧痕が残る。色調は橙色を呈する。２１０は体部は緩やかに

外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。２１１は平底で体部と底

部の境は不明瞭である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色

調は橙色を呈する。２１２は平底で器壁は全体に厚い。体部と底部の境は不明瞭で、体部は緩やかに内彎

気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色

を呈する。２１３は平底で体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内

外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。２１５は平底で器壁は全体に薄い。体部と底部の境は

不明瞭で体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面は指

おさえの後、ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。２１６はやや丸底気味の平底で体部は直線的に外

上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部～底部内外面は指おさえの後、ナデ調整
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を施し、体部外面下位に指頭圧痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。２１８は平底で体部は僅かに内彎

気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調

は褐灰色を呈する。２１９は平底で器形は全体に歪む。底部と体部の境は不明瞭で体部は緩やかに外上方

に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面と底部内面は指おさえの後ナデ調整を施す。

色調は灰白色を呈する。２２０は平底で体部と底部の境は明瞭である。体部は直線的に外上方に延びる。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部内面は指おさえの後、ナデ調整を施し、指頭圧痕が残る。

色調は橙色を呈する。２２１は平底で底部と体部の境は明瞭である。体部は直線的に短く外上方に延びる。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

２１４はロクロ成形の皿である。やや丸底気味の平底で、体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部

内外面は強い回転ナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

杯 ２１７はやや丸底気味の平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は直線的に外上方に延びる。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。

甕 ２２２は体部が内彎し、口縁部は外方にひらく。口縁部内外面はヨコナデ調整、口縁部～体部内面は

横方向のハケ目調整を施す。体部外面には縦方向の叩き目が残る。色調はにぶい黄橙色を呈する。

鍋 ２２３～２３０は鍋である。２２３は体部が内彎し、口縁部は外方にひらく。口縁端部は上面に端面をもつ。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面はナデ調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。色調は

黄橙色を呈する。２２４は口縁部が若干外方にひらく。口縁端部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内外

面は強いヨコナデ調整、体部内面はナデ調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。色調はにぶい黄橙

色を呈する。長谷川分類の播丹型�類相当で、１５世紀後半～１６世紀初頭に比定される。２２５は頸部がほ

ぼ直立し、口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部外面は平行

叩き目が残る。色調は浅黄橙色を呈する。２２６は体部が内彎し、頸部はほぼ直立する。口縁部は上面に

水平に端面をもち、口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調は

にぶい橙色を呈する。長谷川分類の播丹型�類で１３世紀後半代に比定される。２２７は体部が内彎し、頸

部はほぼ直立する。口縁部は上面に水平に端面を持ち、口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部内外面

は強いヨコナデ調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。色調は浅黄橙色を呈する。長谷川分類の播

丹型�類で１３世紀後半代に比定される。

２２８・２２９は陶器鍋である。２２８は体部が内彎し、頸部は若干外傾して、口縁端部は水平方向に引き出

す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。焼成は堅緻で色調はにぶ

い黄橙色を呈する。丹波三本峠北窯に類例が認められる。２２９は体部が内彎し、頸部はほぼ直立する。

口縁部は上面に水平に端面を持ち、口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、

体部内面はヨコナデ調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。焼成は堅緻で色調は灰褐色を呈する。

丹波三本峠北窯に類例が認められる。２３０は体部は短くほぼ直立し、口縁部は上面に水平に端面をもつ。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。２３１

は羽釜である。口縁部は若干内傾し、口縁部外面の断面は台形状のやや幅の広い鍔を貼り付ける。内外

面とも強いヨコナデ調整を施す。色調は褐灰色を呈する。

黒色土器 ２３２は椀である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調

整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は内面が黒色、外面は浅黄色を呈する内黒土器である。

瓦器 ２３３は椀である。体部は内湾気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内
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面はナデ調整を施す。体部外面は指おさえの後、ナデ調整を加え、指頭圧痕が残る。色調は灰色を呈す

る。２３４は椀である。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整の後、ヘ

ラミガキ調整を施す。色調は灰色を呈する。２３５は皿である。平底で体部と底部の境は不明瞭である。

体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調

整を施す。色調は灰色を呈する。

瓦質土器 ２３６は鍋である。体部はほぼ直立し、口縁部は「く」の字状に屈曲して外方にひらく。口縁端

部は上面に端面をもつ。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２３７は壺であ

る。口縁部は玉縁状に肥厚する。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。

須恵器

椀 ２３８・２４０～２４２は椀である。２３８は平底で断面は長方形状の低い高台を貼り付ける。内面は回転ナデ

調整、外面はナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。２４０は高台の断面が台形状で若干外方にひらく。

内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。２４１は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部

は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調

は灰色を呈する。東播系須恵器である。２４２は低い平高台をもち、底部内面は若干窪む。高台側面は不

調整で、体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調

整を施す。底部内面はナデ調整、底部外面は不調整で糸切痕が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が認めら

れる。色調は灰色を呈する。

杯 ２３９は平底で高台の断面は台形状で低い。体部は直線的に外上方に立ち上がる。内外面とも回転ナ

デ調整を施し、底部外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

鉢 ２４３～２４５・２４７～２５８はいずれも東播系須恵器鉢である。２４３は平底で体部は直線的に外上方に延び

る。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２４４は平底で体部は直線的に外上方に立ち

上がる。内外面とも回転ナデ調整、底部外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２４５は平底で体

部は直線的に外上方に立ち上がる。体部外面は回転ナデ調整、体部～底部内面はナデ調整を施す。底部

外面は不調整で糸切痕が残る。色調は灰白色を呈する。２４７は体部が直線的に外上方に延び、口縁部は

玉縁状に若干肥厚する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は

灰白色を呈する。２４８は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は玉縁状に若干肥厚する。口縁部内外

面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２４９は体部が直線的

に外上方に延び、口縁端部は直上につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回

転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。２５０は体部が僅かに外

反気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁

部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。２５１は体部が直線的に外上方に延び、口縁端

部は直上につまみ上げる。口縁部の１箇所を捻って片口を作り出す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、

体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２５２は体部が直線的に外上方に延び、口縁端

部は上方につまみ上げる。内外面とも強い回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。

色調は灰色を呈する。２５３は器壁が比較的薄い。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は上方につま

み上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部外面は回転ナデ調整を施す。体部内面は回転ナデの

後、仕上げナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。２５４は体部が

直線的に外上方に延び、口縁部は上下に拡張して縁帯を形成する。口縁端部は上方につまみ上げる。内
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外面とも強い回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。２５５は体部が直線的に外上方に延び、口縁端

部は若干肥厚する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面

に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。２５６は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は玉縁

状に若干肥厚する。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。

色調は灰色を呈する。２５７は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は若干玉縁状に肥厚する。口縁部～

体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。２５８は

体部が直線的に外上方に延びる。口縁端部は若干上下に拡張して断面は三角形状を呈する。口縁部内外

面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調

は灰色を呈する。

壺 ２４６は平底で輪高台は欠失し、体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。

色調は灰白色を呈する。

甕 ２５９～２６５は甕である。２５９は口縁部が大きく外方にひらく。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体

部内面は回転ナデ調整を施す。体部外面には縦方向の叩き目が残る。色調は灰色を呈する。２６０は頸部

がほぼ直立する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部外面は不調整で叩き目が残る。色調は

灰色を呈する。２６１は胴部片である。内面はナデ調整を施す。外面は叩き目が残る。色調は灰黄色を呈

する。２６２は甕の胴部片である。内面はナデ調整を施し、外面は米印状の叩き目が残る。色調は外面黒

褐色、内面灰白色を呈する。２６３は胴部片である。内面はナデ調整を施し、一部にヘラ状工具痕が見ら

れる。外面は米印状の叩き目が残る。内外面とも黄灰色を呈する。２６４は胴部片である。内面はナデ調

整を施し、外面は米印状の叩き目が残る。色調は外面が黒褐色、内面は灰色を呈する。２６５は口縁部が

大きく外方にひらき、口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施し、体部

外面に一部叩き目が残る。色調は浅黄橙色を呈する。

無釉陶器 ２６６は甕である。口縁部は大きく外方にひらき、口縁端部を上下に引き出し、いわゆるＮ字

状口縁を作る。内外面とも回転ナデ調整を施し、外面全面に灰釉が付着して灰オリーブ色に発色する。

常滑焼で１３世紀代に比定される。

施釉陶器 ２６７は緑釉陶器皿である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は小さい玉縁状に肥厚す

る。内外面とも緑釉を施釉する。胎土は須恵質で、薄いオリーブ灰色に発色する。２６８は灰釉陶器壺で

ある。平底で体部は大きく内彎する。無頸で、口縁端部は丸味ををもつ。内外面とも淡く灰釉を施釉し

灰白色に発色する。底部外面は露胎である。古瀬戸小壺で茶入れとして使用されたと考えられる。

白磁 ２６９・２７０は碗である。高台は浅く削り出し、体部は直線的に外上方に立ち上がる。内外面とも透

明釉を施釉し、灰白色に発色する。外面の体部下半以下は露胎である。横田・森田分類白磁碗�類相当

で、１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。２７１は皿である。高台の断面は長方形状で比較的幅が広

く低い。体部は緩やかに外上方に延びる。内外面とも透明釉を施釉し、灰白色に発色する。外面の高台

脇以下は露胎である。山本分類の白磁皿�類相当で１２世紀代に比定される。２７２は碗である。高台の断

面は台形状で幅が広く比較的低い。体部は緩やかに外上方に延びる。内面は透明釉を施釉して灰白色に

発色する。外面は露胎である。横田・森田分類の白磁碗�類相当で１２世紀代に比定される。２７３・２７４は

碗である。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁部は小さい玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施

釉し、灰白色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類相当で１２世紀代に比定される。２７５は碗である。

体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し、灰
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白色に発色する。横田・森田分類白磁碗�類相当で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。２７６は碗

である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し、灰

白色に発色する。横田・森田分類白磁碗�類相当で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。２７７は皿

である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。内外面とも透明釉を施釉し、灰

白色に発色する。華南産白磁である。２７８は皿である。高台は全体に比較的薄く、高台の断面は三角形

状で低い。内面は透明釉を施釉し、緑灰色に発色する。外面は露胎である。華南産白磁或いは景徳鎮窯

産の青白磁と考えられる。２７９は壺の底部である。高台は細く高く、底部の器壁は非常に厚い。内面は

透明釉を施釉し灰白色に発色する。外面は露胎である。華南産白磁の四耳壺の底部と考えられ、１２世紀

後半代に比定される。

青白磁 ２８０は水滴である。型作り成形で上面中央に穿孔が１箇所見られる。外面は型押しで施文し、

透明釉を施釉して、明オリーブ灰色に発色する。内面は露胎である。景徳鎮窯産と考えられる。２８１は

合子の蓋である。体部上面は中央が高まり、口縁部は直立する。外面は型押しで施文し、透明釉を施釉

して明緑灰色に発色する。口縁部外面～内面は露胎である。景徳鎮窯産で１３世紀代に比定される。

青磁 ２８２～２８６は碗である。２８２は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。外面

は櫛描き施文、内面は櫛描き雷光文をそれぞれ施文する。内外面とも青磁釉を施釉し、オリーブ黄色に

発色する。同安窯系青磁で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。２８３は体部が内彎気味に外上方に

延びる。内面は片切彫りで草花文を施文する。内外面とも青磁釉を施釉し、灰オリーブ色に発色する。

龍泉窯系青磁劃花文碗で１３世紀前半代に比定される。２８４は体部がほぼ直線的に外上方に延びる。外面

に片切彫りで鎬のあまい蓮弁文を施文する。内外面とも青磁釉を施釉し、明オリーブ灰色に発色する。

龍泉窯系青磁蓮弁文碗で１３世紀後半代に比定される。２８５は体部がほぼ直線的に外上方に延び、口縁端

部は尖り気味に収める。外面に片切彫りで鎬のあまい蓮弁文を施文する。内外面とも青磁釉を施釉し明

緑灰色に発色する。龍泉窯系青磁蓮弁文碗で１３世紀後半代に比定される。２８６は体部がほぼ直線的に外

上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。外面に片切彫りで鎬のあまい蓮弁文を施文する。内外面と

も青磁釉を施釉し明オリーブ灰色に発色する。龍泉窯系青磁蓮弁文碗で１３世紀後半代に比定される。

白磁 ２８７は皿である。平底で体部は内彎気味に緩やかに外上方に立ち上がる。内面は片切彫りと櫛描

きで花弁文を施文する。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。底部外面は露胎である。華南産

白磁である。

SB２０１B・SF１１１B

土師器甕２８８がある。球形の体部に頸部が外反して、口縁部が直立する口頸部をもつ。体部内面はケ

ズリを行い薄く仕上げている。古墳時代前期に位置付けられる。

Ｃ区包含層

土師器

皿 ２８９～２９０は非ロクロ成形の皿である。２８９は体部が緩やかに外上方に延びる。内外面ともヨコナデ

調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。２９０は平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は短く緩

やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面はナデ調整、体部外面は指おさえ

の後、ナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

鍋 ２９１は体部が内彎し、頸部はほぼ直立する。口縁端部は上面に端面をもつ。口縁部内外面は強いヨ

コナデ調整、体部内面は横方向のハケ目調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。色調はにぶい橙色
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を呈する。長谷川分類の播丹型�類で１５世紀前半～中頃に比定される。２９２は口縁部がほぼ直立し、口

縁端部は内側に引き出す。内外面とも強いヨコナデ調整を施す。外面には煤が付着する。色調はにぶい

橙色を呈する。

黒色土器 ２９３は椀である。体部は直線的に外上方に延びる。外面はヨコナデ調整、内面はナデ調整の

後、ヘラミガキ調整を施す。色調は内面が黒色、外面がにぶい黄橙色を呈する。２９４は椀である。比較

的高い平高台をもち、高台側面は丁寧なナデ調整を施す。体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。内外

面とも横方向の丁寧なヘラミガキ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は黒色を呈する。

瓦質土器 ２９５は鍋である。口縁部は屈曲して短く直立する。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を、体

部外面は縦方向のハケ目調整後ナデ調整、体部内面は横方向のハケ目調整を施す。

須恵器 ２９６は椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。口縁部内面に凹線が

１条巡る。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈す

る。東播系須恵器である。

施釉陶器 ２９７は椀の高台片である。内外面とも透明釉を施釉し、浅黄橙色に発色する。近世後半の京

焼系陶器と考えられる。

無釉陶器 ２９８は甕である。やや上げ底気味の平底で、体部は直線的に外上方に延びる。体部下位で僅

かに屈曲する。内外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面はナデ調整を施す。内外面とも赤土部を塗布

して、暗茶褐色に発色する。近世の丹波焼と考えられる。

白磁 ２９９は碗である。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも

透明釉を施釉し、灰白色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類相当で、１２世紀後半～１３世紀前半代

に比定される。

青磁 ３００は碗である。器壁は全体に比較的薄い。体部は内彎する。内外面とも青磁釉を施釉し、オリー

ブ灰色に発色する。龍泉窯系青磁と考えられる。

染付磁器 ３０１は碗である。器壁は比較的薄い。体部は直線的にほぼ直上に延び、口縁端部は尖り気味

に収める。外面は簡易な草花文を描き、内面は無文である。肥前系磁器と考えられる。

（２）石器（図版３８・４０ 写真図版７５・７６・７８）

石鏃 S１は、サヌカイト製の平基無茎式石鏃である。先端部の両側縁は膨らみをもち、脚部から緩や

かに屈曲して先端部に至る。脚部は左右非対称で、二次加工は、粗雑である。

砥石は S２～S５・S６がある。S２は砂岩製の砥石で、被熱剥離した様相を呈し、砥面の一部が残ってい

るに過ぎない。S３はシルト岩製の小形の砥石で、折れている。砥面は４面残り、砥減りしており、１

面には深い砥傷がある。S４はシルト岩製の小形の砥石で、折れている。砥面は４面残り、偏って砥減

りしている。S５は砂岩製の大形の砥石で、折れている。砥面は３面残り、２面は偏って砥減りしてい

る。S６は砂岩製の小形の薄い砥石で、折れている。砥面は３面ある。

（３）金属器（図版３９・４０ 写真図版７６・７８）

釘はM２～M８がある。分類は安田善三郎氏、金箱文夫氏によった。M２は皆折釘である。残存長は２．６cm

を測る。M３・M４は頭巻釘である。残存長はそれぞれ３．０cm、３．７cmを測る。M５～M８は皆折釘である。

M５とM６は先端まで残存しており、長さはそれぞれ４．８cm、６．１cmを測る。M７は残存長が６．２cmを測
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る。M８は残存長が７．５cmで幅１．６cm、厚みが１．０cmである。

鏃はM９・M１０がある。２点とも雁又鏃である。いずれも先端部は残っていない。M９の残存長は

８．０cm、M１０は５．３cmを測る。

不明銅製品M１１は直径２．８cmの本体に柄がついた形状で、本体は厚さ０．３cm、柄の部分は厚さ０．６cm

である。本体部分の中心に１箇所、外周部に３箇所、直径０．３cmの穿孔がある。外周部の真ん中の孔

は鋲状のものでふさがっている。柄の部分には直径０．５cmの穿孔がある。鋲などで扁平な物が固定さ

れていたと考えられる。

銭はM１２・M１３がある。M１２は景徳元寶（北宋銭）で、直径は２．５㎝を測る。初鋳年は１００４年である。

M１３は景祐元寶（北宋銭）で、直径は２．６cmを測る。初鋳年は１０３４年である。

鍋M１４は端部が外反する鍋で、復元径は４０cmである。

釘はM１５・M１６がある。２本とも頭巻釘である。M１５は長さ４．７cm、M１６は長さ３．０cmを測る。
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第４節 Ｄ地区の調査

１．調査の概要（図版４１ 写真図版９・７９～８１・９５）

田ノ口城跡の尾根の南東側に広がる谷を当初はＤ地区と呼称していたが、その後の調査範囲の拡大に

伴い、農道より南東側をＥ地区、さらに水路をはさんだ南東側をＦ地区と呼称した。Ｄ地区の北東側に

追加で調査した地区をＤ－３地区と呼称した。

Ｄ地区はＢ・Ｃ地区とＥ地区の間に位置しており、標高は１８０．３m～１８１．９mである。Ｄ地区のうち

Ｄ－１区は、平成１３年度に、Ｄ－３区は平成１６年度に本発掘調査を実施した。Ｄ－１区は、全長９５m、

最大幅４４m、調査面積２７４６m2 を測る不整形の調査区である。Ｄ－３区は、全長５０m、幅６m、調査面積

３００m2 を測る東西に細長い長方形の調査区である。

基本層序は圃場整備後の水田耕作土と床土の下に圃場整備時の盛土が存在し、その下のにぶい黄褐色

シルト質極細砂から中砂を基盤として遺構を形成している。特に南西部分は圃場整備時に厚い盛土を

行っている。

遺構は、掘立柱建物・土坑・鍛冶炉・墓・溝を検出した。ただし、遺構の重複が著しいことなどから

掘立柱建物として認識できなかった柱穴が多数存在する。遺構の年代は遺物から見て、平安時代から鎌

倉時代にかけてが中心で、１６世紀後半と古墳時代の遺構がわずかに存在する。

Ｄ－３区は柱穴など検出したが、調査区の幅が狭いことなどから掘立柱建物の復原はできなかった。

２．遺構

（１）掘立柱建物群・柱穴群（図版４３・４４ 写真図版１１）

Ｄ地区では多数の柱穴を検出し、１９棟の掘立柱建物を復原したが、建物に所属していない柱穴が多数

存在する。このうち、P００１３D・P００２１D・P００３６D・P００５７D・P００６２D・P００８１D・P００９８D・P０１１４D・P０１６０D・

P０１７２D・P０１７４D・P０１７９D・P０２２７D・P０２３４D・P０２４８D・P０２５０D・P０２５３D・P０２６３D・P０２９７D・

P０３０１D・P０３１１D・P０３１６D・P０３４４D・P０３５０D・P０３５７D・P０３６１D・P０３６８D・P０３８４D・P０３８９D・

P０５４３D・P０５４４D・P０５５７D・P０５５９D・P０５７０D・P０５９４D・P０５９８D・P０６０３Dから遺物が出土している。

P０５６２Dには焼土が充満していた。

SB００１D（図版４５ 写真図版８５）

検 出 状 況 調査区西端のＤ・Ｅ－１７・１８区に位置する。西角は調査区外に延びている。SB００２Dと重

複関係にある。

検 出 状 況 調査区において検出した。

形状・規模 南北軸をN１８°Eにとる南北棟の総柱建物跡である。桁行南北３間（８．３０m）×梁行東西２

間（５．４０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間３．０５m・２．２０m、梁行１間２．４０m・３．００mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～６５cm、深さは約３０cm～５０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００３４D・P０３１８Dから土師器皿（３０２・３０３）、P０３１８Dから須恵器甕（３０４）が出土した。

SB００２D（図版４５ 写真図版８５）

検 出 状 況 調査区西端のＥ・Ｆ－１８・１９区の SB００１Dの西側に位置する。SB００１Dと重複関係にあ

る。

形状・規模 南北軸をN１７°Eにとる総柱建物である。南北４間（１０．８０m）×東西４間（９．９０m）の規模で
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ある。建物の柱間は、桁行１間３．００m・１．８０m、梁行１間２．６５m・２．３０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～５０cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００３D（図版４６）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ～Ｅ－１６・１７区の SB００１Dの東側に位置する。SB００４D・SB００５Dと重

複し、SB００５Dを切っている。

形状・規模 南北軸をN１４°Eにとる総柱建物である。桁行南北４間（１２．１０m）×梁行東西４間（１０．６０m）

の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．９５m・３．２５m、梁行１間２．５０m・２．８０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５０cm、柱痕は径１５cm～２０cm、深さは約２０cm～４５cmであ

る。

出 土 遺 物 柱穴 P００７１D・P０２３１D・P０３３４D・P０２１８Dから土師器皿（３０５～３１０）、P０３２６Dから土師器

椀（３１１）、P０２１７Dから土師器甕（３１２）、P００７１Dから土師器鍋（３１３）、P０３３４D・P０５８７D・P００７１D・P０２３５D・

P０３２５Dから黒色土器椀（３１４～３１８）、P０３３４Dから瓦器椀（３１９）、P０２２８Dから須恵器壺（３２０）、P０３２５D

から須恵器椀（３２１）が出土した。

SB００４D（図版４７）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１５・１６区に位置する。SB００３D・SB００５Dと重複関係にある。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（４．９０m）×桁行東西３間

（６．６０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．８０m・２．１０m、桁行１間２．２０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～５５cm、深さは約２０cm～５０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００５D（図版４７）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１５・１６区に位置する。SB００３D・SB００４Dと重複し、SB００３Dに切

られている。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（６．１０m）×桁行東西３間

（６．７０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．９０m・３．２０m、桁行１間２．１０m・２．２０m・２．４０mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５５cm、深さは約１５cm～４０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００６D（図版４８）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ－１６区に位置する。SB００８Dと重複関係にある。

形状・規模 南北軸をN１７°Eにとる総柱建物である。南北１間（２．１０m）以上×東西３間（７．８０m）の規

模である。建物の柱間は、南北１間２．１０m、東西１間２．６０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～４５cm、深さは１５cm～２５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００７D（図版４８ 写真図版８２）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１４・１５区に位置する。SB００８D・SB００９D・SB０１１Dと重複関係に

あり、SB００８Dを切る。

形状・規模 南北軸をN２３°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北４間（１０．８０m）×梁行東西３間
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（８．００m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．４０m・２．７０m・３．００m、梁行１間２．００m・３．３０m・

２．７０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～７０cm、深さは約１５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB００８D（図版４９ 写真図版８２・８３）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１４～１６区に位置する。SB００６D・SB００７D・SB００９D・SB０１１Dと

重複関係にあり、SB００７Dに切られ、SB００９Dを切っている。

形状・規模 南北軸をN２４°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北５間（１４．７０m）×梁行東西５間

（１２．８０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．３０m・３．３０m・２．５０m、梁行１間２．７０m・２．４０mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～６５cm、深さは約２０cm～５０cmである。

出 土 遺 物 柱穴P００６３D・P００７５D・P０１４６D・P０２５９D・P０１３４D・P０３３９D・P００８７Dから土師器皿（３２５～

３３３）、P００９４Dから土師器底部（３３４）、P０２８７Dから土師器坏（３３５）、P０２５８Dから黒色土器椀（３３６）、P０１９８D

から須恵器椀（３３７）、P００７５Dからガラス玉（J１）が出土した。

分 析 P０１９８Dの埋土から出土した木炭の年代測定（AMS）を行った。８７０±３０yrBP の測定結果が

でている。

SB００９D（図版５０ 写真図版８２・８３）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１４・１５区に位置する。SB００７D・SB００８D・SB０１１Dと重複関係に

あり、SB００８Dに切られ、SB０１１Dを切っている。

形状・規模 南北軸をN１９°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北４間（１１．４０m）×梁行東西３間

（７．８０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間３．４０m・３．６０m・２．２０m、梁行１間２．６０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５０cm、深さは約２０cm～４５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０２５２Dから土師器鍋（３２３）、P００９２Dから須恵器皿（３２２）、P０２０４Dから須恵器椀（３２４）

が出土した。

SB０１０D（図版５０ 写真図版８３）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１３・１４区に位置する。

形状・規模 南北軸をN４１°Eにとる東西棟の総柱建物で、北辺に雨落ち溝 SD３７６Dが伴う。桁行東西

５間（１０．００m）×梁行南北３間（６．２０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．７５m・１．５５m・１．４０m、

梁行１間２．９０m・２．１０m・１．２０mである。柱間と掘形の深さを考慮すると、北辺と東辺は庇である。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～６０cm、深さは約１５cm～６０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０５５１Dから土師器皿（３４６）、P０３４７Dから青花碗（３４７）が出土した。

SB０１１D（図版５１ 写真図版８２・８３）

検 出 状 況 調査区中央部のＣ・Ｄ－１４・１５区に位置する。SB００７D・SB００８D・SB００９Dと重複関係に

あり、SB００９Dに切られている。

形状・規模 南北軸をN２４°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北４間（１０．６０m）×梁行東西３間

（７．００m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．９０m・２．４０m、梁行１間２．７０m・２．３０m・２．００mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～５０cm、深さは約１０cm～７０cmである。
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出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１２D（図版５１ 写真図版８３）

検 出 状 況 調査区南東部のB・Ｃ－１３・１４区に位置する。SB０１３Dと重複関係にある。南側は調査区

外に延びている。

形状・規模 南北軸をN２４°Eにとる総柱建物である。南北２間（５．００m）以上×東西５間（１０．３０m）の規

模である。建物の柱間は、南北１間２．４０m・２．６０m、東西１間２．００m・２．５０m・１．８０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～５０cm、深さは約１０cm～３０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P００８９D・P０５６３D・P０２５７Dから土師器皿（３３８～３４４）、P０１３９Dから瓦器椀（３４５）が出

土した。

SB０１３D（図版５２ 写真図版８３）

検 出 状 況 調査区南東部のＢ－１３区に位置する。SB０１２D・SB０１４Dと重複関係にある。南側は調査

区外に延びている。

形状・規模 南北軸をN２７°Eにとる建物である。南北１間以上×東西３間（８．００m）の規模である。建

物の柱間は、東西２．４０m・２．８０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２０cm～２５cm、深さは約１０cm～３０cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０５８０Dから土師器皿（３５３）が出土した。

SB０１４D（図版５２ 写真図版８３）

検 出 状 況 調査区南東部のＢ－１３区に位置する。SB０１３Dと重複関係にある。南側は調査区外に延び

ている。

形状・規模 南北軸をN１７°Eにとる総柱建物である。南北１間（１．９０m）以上×東西２間（５．００m）の規

模である。建物の柱間は、南北１間１．９０m、東西１間２．５０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径約３０cm、深さは約１０cm～２５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０１９９Dから土師器底部（３４８）、P０３９２Dから須恵器椀（３４９）、P０３８８Dから須恵器椀

と鉢（３５０・３５１）が出土した。

SB０１５D（図版５２ 写真図版８３・８４）

検 出 状 況 調査区東端のＣ－１１区に位置する。南東側は調査区外に延びている。

形状・規模 南北軸をN２９°Eにとる総柱建物である。南北２間（４．３０m）以上×東西１間（２．２０m）以上

の規模である。建物の柱間は、南北１間２．１５m、東西１間２．２０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２０cm～４０cm、深さは約２０cm～３５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１６D（図版５２ 写真図版８３・８４）

検 出 状 況 調査区東半部のＣ・Ｄ－１１・１２区に位置する。SB０１７D～SB０１９Dと重複関係にある。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる南北棟の総柱建物である。桁行南北３間（９．３０m）×梁行東西２間

（４．５０m）の規模である。建物の柱間は、桁行１間２．８５m・３．６０m、梁行１間２．２５mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～５０cm、深さは約２５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１７D（図版５３ 写真図版８３・８４）

検 出 状 況 調査区東半部のＣ・Ｄ－１１・１２区に位置する。SB０１６D・SB０１８D・SB０１９Dと重複関係に
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あり、SB０１８Dに切られている。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北３間（８．４０m）×桁行東西４間

（９．７０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間２．７０m・３．００m、桁行１間２．２０m・２．７０m・２．４０mで

ある。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～６０cm、柱痕は径１５cm～２５cm、深さは約１５cm～３０cmであ

る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０１８D（図版５４ 写真図版８３・８４）

検 出 状 況 調査区東半部のＣ・Ｄ－１１・１２区に位置する。SB０１６D・SB０１７D・SB０１９Dと重複関係に

あり、SB０１７Dを切っている。

形状・規模 南北軸をN３０°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北３間（１０．２０m）×桁行東西４間

（１１．９０m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間３．４０m、桁行１間２．６０m・３．１０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径３０cm～６０cm、深さは約２５cm～３５cmである。

出 土 遺 物 柱穴 P０５７５Dから土師器皿（３５２）が出土した。

SB０１９D（図版５４ 写真図版８３・８４）

検 出 状 況 調査区東半部のＣ・Ｄ－１１・１２区に位置する。SB０１６D～SB０１８Dと重複関係にある。

形状・規模 南北軸をN２８°Eにとる東西棟の総柱建物である。梁行南北２間（５．５０m）×桁行東西３間

（７．００m）の規模である。建物の柱間は、梁行１間３．３０m・２．２０m、桁行１間２．５５m・１．９０mである。

柱 穴 柱穴は円形で、掘形径２５cm～５０cm、深さは約２０cm～３５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（２）土坑

SK００５D（図版５５ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区西部のＥ・Ｆ－１８区に位置する。北端は調査区外に延びている。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北２．００m以上、東西２．２０m、

深さ約２５cmを測る。

埋 土 埋土は下層が灰褐色のシルトから粗砂で、上層が褐灰色の細砂から粗砂で多量の中礫と炭

を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK２６２D（図版５５ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区南西部のＤ－１７区に位置する。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．１０m、東西０．９０m、深

さ１２cmを測る。

埋 土 埋土は灰黄褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK６１７D（図版５５ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１７区に位置する。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は径約０．８５m、深さ約１０cmを測
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る。

埋 土 埋土は上層が灰黄褐色、下層が黄褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１００D（図版５５）

検 出 状 況 調査区北部のＦ－１６区に位置する。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．１０m、東西１．００m、深

さ約１３cmを測る。

埋 土 埋土は褐灰色のシルト質極細砂から細礫で、炭を僅かに含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１５４D（図版５５ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区北部のＥ－１５区に位置する。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形はＵ字形である。規模は径約０．５０m、深さ約２３cmを測る。

埋 土 埋土は褐灰色のシルト質極細砂から中砂である。上部からは石や須恵器が出土した。

出 土 遺 物 須恵器椀（３９７・３９８）が出土した。

SK２１２D（図版５６ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区北部のＥ－１６区に位置する。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は径約０．７５m、深さ約１０cmを測

る。

埋 土 埋土は上層が褐灰色の中砂から粗砂で、下層がにぶい橙色の極細砂から細砂で礫を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK２１４D（図版５６ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区北部のＥ－１６区に位置する。

形状・規模 平面形は南側が尖った楕円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北０．６５m、東

西最大０．５５m、深さ約５cmを測る。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂から中砂で、礫を含む。

出 土 遺 物 須恵器椀（４００）が出土した。

SK２１７D（図版５６ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区中央部のＤ－１６区に位置する。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．２５m、東西０．８０m、深

さ約１５cmを測る。

埋 土 埋土は灰黄褐色の細砂から中砂で、礫を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK２１３D（図版５６ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区北部のＥ－１６区に位置する。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北０．７７m、東西０．６５m、深

さ約５cmを測る。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂から中砂で、礫と炭を含む。

出 土 遺 物 須恵器椀（３９９）が出土した。
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SK２１８D（図版５６ 写真図版８７）

検 出 状 況 調査区中央部のＤ－１６区に位置し、SK２１７Dの東側に隣接する。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は南北０．６０m、東西１．１０m、深

さ約１０cmを測る。

埋 土 埋土は褐色の細砂から中砂で、礫と炭を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK０５３D（図版５６）

検 出 状 況 調査区北部のＦ－１５区に位置する。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は南北１．２５m、東西０．９５m、深

さ約１０cmを測る。

埋 土 埋土は黒褐色のシルト質極細砂から粗砂で、礫を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１２３D（図版５７ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区東半部Ｄ－１１区に位置し、SK１２２Dの南東に隣接する。

形状・規模 平面形は不整円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は径約０．７０m～１．００m、深さ

約２０cmを測る。

埋 土 埋土は上層が灰黄褐色、下層が黒褐色のシルト質極細砂から中砂で炭と礫を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１６１D（図版５７ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区東半部Ｄ－１１区に位置し、SK１２３Dの南側に隣接する。

形状・規模 平面形は不整円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は径約１．００m、深さ約２６cm

を測る。

埋 土 埋土は上層が灰黄褐色、中層がにぶい黄褐色、下層が灰黄褐色のシルト質極細砂から中砂

で炭と礫を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１２２D（図版５７）

検 出 状 況 調査区東半部Ｅ－１１区に位置し、SK１５３Dの南東にある。

形状・規模 平面形は楕円形を呈し、断面形は浅い逆台形である。規模は南北０．８５m、東西０．９５m、深

さ約１０cmを測る。

埋 土 埋土は灰褐色のシルト質極細砂から中砂で、焼土ブロックを含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK１６２D（図版５７ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区東半部Ｄ－１１区に位置し、SK１６１Dの東側に隣接する。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形はＵ字形である。規模は径約０．９０m、深さ約３０cmを測る。

埋 土 埋土は下層が暗褐色、上層が灰黄褐色のシルト質極細砂から中砂で炭と礫を含む。

出 土 遺 物 土師器皿（４０１）が出土した。

SK１５３D（図版５７ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区東半部Ｅ－１２区に位置する。
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形状・規模 平面形は南北に長い楕円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北約４．００m、東

西約２．６５m、深さ約３５cmを測る。

埋 土 埋土は最上層と最下層が褐灰色、上層が黄褐色、中層と下層が灰黄褐色のシルト質極細砂

から中砂または粗砂で炭と礫を含む。

出 土 遺 物 青磁碗（４０２）・白磁碗（４０３）・青花碗（４０４）が出土した。

分 析 埋土から出土した木炭の年代測定（AMS）を行った。４００±３０yrBP の測定結果がでている。

SK２２６D（図版５８ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区中央部のＥ－１６区に位置する。掘立柱建物 SB００３Dを切っている。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は径約１．４０m、深さ約３８cmを測

る。

埋 土 埋土は灰黄褐色のシルト質極細砂～中砂である。

出 土 遺 物 土師器小皿（４０６）・鍋（４０５）、瓦器皿（４０７）、須恵器椀（４０８）が出土した。

SK００４D（図版５８ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区北部のＦ－１６区に位置する。北側は調査区外に延びている。上部は側溝掘削で、損

傷した。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形はＵ字形である。規模は径約１．３５m、深さ約６０cmを測る。

埋 土 埋土は第５層が火を受けて焼けており、第３層と第６層に大量の炭を含んでいる。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（４）鍛冶炉・焼土（写真図版８５）

SF００１D（図版５９ 写真図版１１・８９）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１７区に位置し、SF２７４Dの東側に隣接する。

形状・規模 平面形は南北２．５０m、東西１．５０mの範囲に炭層や被熱赤変している土坑が群集する。北側

に位置する SF１８６Dは直径約４０cmの円形の土坑が４基していた。南側に位置する SF１８７Dは直径約

５０cmの掘形の中央部に直径９０cm、深さ１５cmの焼土が堆積していた。

出 土 遺 物 SF１８７Dから土師器鉢（４０９）・椀（４１０）、須恵器椀（４１１）が出土した。

SF００２D（図版６０ 写真図版１０・１１）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１６・１７区に位置し、SF００１Dの南東方向にある。

形状・規模 平面形は東西２．５０m、南北１．５０mの範囲に炭層や被熱赤変している土坑が群集する鍛冶炉

群である。SF９０１Dは直径約６０cmの掘形に、直径５０cmの炭混じりの土が堆積していた。SF９０２Dは直

径約５０cmの掘形の中央部に直径４０cmの還元黒色部が存在している。SF９０３Dは直径約５０cmの掘形に

直径３５cmの被熱赤変部があり、中央部に直径２５cmの還元黒色部が存在し、同心円構造になっている。

SF９０４Dは直径約６０cmの掘形に炭混じりの土が堆積していた。SF９０５Dは直径約４５cmの掘形に直径

４０cmの被熱赤変部があり、中央部に直径３５cmの還元黒色部が存在し、同心円構造になっている。

SF５８９Dは直径約７５cmの掘形に直径５５cmの被熱赤変部があり、中央部に直径４５cmの還元黒色部が存

在し、同心円構造になっている。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。
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SF２７４D（図版６１）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１７区に位置し、SF００１Dの西側に隣接する。

形状・規模 平面形は不整円形を呈する炭層が広がる部分に３箇所の被熱赤変している部分が存在す

る。全体の規模は直径約２．２０mで、焼土は不定形である。規模は最大一辺約１．５m×１．０m、最小直径０．２５m

を測る。被熱赤変の深さは約８cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF２７５D（図版６１）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１７区に位置する。

形状・規模 楕円形に被熱赤変している。規模は南北約４５cm、東西約３０cm、深さ約５cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF９９９D（図版６１）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１７区に位置する。溝 SD２１６Dに切られている。

形状・規模 楕円形に被熱赤変している。規模は直径約１７cm、深さ約３cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF２９７D（図版６２）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ・Ｅ－１７区に位置する。南側に隣接する SK１０３Dと一連のものと考え

られる。

形状・規模 馬蹄形を呈する。規模は長径約３５cm、高さ約８cmを測る。

埋 土 にぶい赤褐色シルト質極細砂の焼土の盛り上りである。

SK１０３D（図版６２ 写真図版８９）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ・Ｅ－１７区に位置する。

形状・規模 平面形は南北に長い楕円形を呈し、断面形は浅いＵ字形である。規模は南北約２．００m、東

西約０．９５m、深さ約２０cmを測る。

埋 土 埋土は上層が炭と焼土を含む灰黄褐色のシルト質極細砂～中砂、下層が褐灰色の極細砂～

粗砂である。

出 土 遺 物 出土遺物は土師器小皿（４１２～４１４）・鍋（４１５）、黒色土器椀（４１６・４１７）、須恵器甕（４１８）が出

土した。

SF２７１D（図版６２ 写真図版８９）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１８区に位置する。

形状・規模 平面形は不整円形を呈する炭層が広がる中央部分に２箇所の被熱赤変している部分が存在

する。全体の規模は長径約１．３０m・短径１．１０mで、焼土の直径は約４０cmを測る。被熱赤変の深さは約

５cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF２６６D（図版６３ 写真図版１１）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１６区に位置する。ピットに切られている。

形状・規模 平面形は不整方形で、底面は凹凸がある。規模は東西約１．６m×南北１．２m、深さ約１２cm

を測る。

埋 土 埋土は焼土と炭が多量に含まれる層が互層に堆積している。
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出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF２７９D（図版６３ 写真図版１１・８９）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１７区に位置する。溝 SD２１６Dに切られている。

形状・規模 平面形は隅丸長方形で、底面は凹凸がある。規模は東西約１．５０m×南北１．２０m、深さ約１４cm

を測る。

埋 土 灰褐色から灰黄褐色のシルト～細砂に多量の炭を含んでいる。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF２７２D（図版６４）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１７区に位置する焼土群である。

形状・規模 焼土の範囲が４箇所に広がっている。規模は最大のものが直径約１．３０m、他は直径７０cm・

５０cm・３０cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（４）集石

田ノ口遺跡の基盤層には、もともと礫が多数含まれているが、明らかに人工的に集石したものを取り

上げた。３基調査を行った。

SS１０８D（図版６４ 写真図版８８）

検 出 状 況 調査区中央部のＤ－１４区に位置する。

形状・規模 東西約１．００m、南北約０．４０mの範囲に、高さ約２０cmに角礫を密集して積んでいる。集石

の下部には特別な施設は存在していない。

出 土 遺 物 集石の周囲から、土師器小皿（４１９～４２１）、黒色土器椀（４２２～４２５）が出土した。

SS００７D（図版６５ 写真図版９０）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１６区に位置する。

形状・規模 南北約１．６０m、東西約１．２０mの長方形の範囲に、高さ約３０cmに角礫を密集して積んでい

る。集石の下部には特別な施設は存在していない。

出 土 遺 物 出土遺物は土師器甕（４２６・４２７）、須恵器坏（４２８）・椀（４２９～４３２）が出土した。

SS００６D（図版６５ 写真図版９０）

検 出 状 況 調査区西半部のＦ－１７区に位置する。西側は調査区外である。

形状・規模 東西約１．３０m、南北約０．８０mの長方形の範囲に、高さ約２５cmに角礫を密集して積んでい

る。集石の下部には特別な施設は存在していない。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（５）墓

明確に墓と認識できるもの１基を調査した。

ST２１５D（図版６６ 写真図版１２・９１～９３）

検 出 状 況 調査区中央部のＤ－１４区に位置する。掘立柱建物 SB００３Dと重複関係にあり、SB００３Dに

伴う屋敷墓であると考えられる。

形状・規模 墓壙の平面形は全長１．８５m、幅１．０５mの長方形で、深さ２０cmの断面逆台形を呈する。墓
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壙の周囲に礫を裏込めに詰めており、全長１．５０m、幅は０．６５m前後の木棺を埋葬したと考えられる。木

棺墓の上部には棺底から５０cmの高さまで巨大な礫を封土としており、一部は棺内に落ち込んでいる。

木棺の主軸方位をN８１°Eにとる。

頭 位 土師器小皿の出土状況から頭位は東向きと考えられる。

出 土 遺 物 棺内からは東小口部分に土師器小皿が４点（４３３～４３６）と胸部分に刀子が１点（M２０）出土

し、封土からは黒色土器椀（４３７）、須恵器椀（４３８）が出土した。

（６）溝

溝は８条検出した。

SD３７４D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１８・１９区に位置し、南西側は調査区外に延びる。

形状・規模 幅１５cm、深さ５cm、全長３．０m以上を測る直線的な溝である。主軸方位をN３７°Eにとる。

埋 土 埋土は暗褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD２１６D（図版６７）

検 出 状 況 調査区西半部のＤ－１７区に位置する。焼土 SF２７５Dを切っている。

形状・規模 幅８０cm、深さ１５cm、全長６．５mを測る直線的な溝である。主軸方位をN５６°Wにとる。

埋 土 埋土は上層が暗褐色、下層が褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD３７５D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区南西部のＣ－１６区に位置する。

形状・規模 幅２５cm、深さ５cm、全長１．２mを測る直線的な溝である。主軸方位をN４０°Eにとる。

埋 土 埋土はにぶい黄褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD２１０D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１６・１７区に位置する。

形状・規模 幅１８cm、深さ５cmを測るやや弯曲した溝である。

埋 土 埋土は上層が黒褐色、下層が灰黄褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD２０９D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１６区に位置する。土坑 SK２１２Dに切られている。

形状・規模 幅２８cm、深さ５cm、全長３．３mを測る直線的な溝である。主軸方位をN４２°Eにとる。

埋 土 埋土は灰黄褐色のシルト質極細砂から中砂が堆積しており、上層は炭を含む。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD１５２D（図版６７）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ・Ｆ－１５区に位置する。

形状・規模 幅３０cm、深さ１０cm、全長５．７mを測る直線的な溝である。主軸方位をN４３°Eにとる。

埋 土 埋土は灰黄褐色のシルト質極細砂から中砂である。
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出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD１８９D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区西半部のＥ－１２・１３区に位置する。

形状・規模 幅３５cm、深さ５cm、全長４．１mを測る直線的な溝である。主軸方位をN８４°Eにとる。

埋 土 埋土は褐灰色の質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SD３７６D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区東部のＣ・Ｄ－１２区に位置する。

形状・規模 幅３０cm、深さ１０cm、全長は一部切れるが、８．７mを測る。SB０１０Dの雨落ち溝である。

主軸方位をN４９°Wにとる。

埋 土 埋土は上層が灰黄褐色、下層がにぶい黄褐色のシルト質極細砂から中砂である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（７）古墳時代の遺構

古墳時代の遺構には土坑が１基存在する。

SK２０７D（図版６７ 写真図版９４）

検 出 状 況 調査区東部のＤ・Ｅ－１２区に位置する。

形状・規模 平面形は円形を呈し、断面形はＵ字形である。規模は直径約０．５０m、深さ約２０cmを測る。

埋 土 埋土はにぶい褐色のシルトから細砂である。

出 土 遺 物 上層から土師器壺５４６が出土した。

３．遺物

（１）土器（図版６８～７５ 写真図版１２・１３～１７・９６～１１４）

SB００１D

３０２はロクロ成形の土師器皿である。平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強

い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。３０３は非ロクロ成形の土

師器皿である。器壁は厚い。体部は緩やかに直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ

調整を施す。色調は明赤褐色を呈する。３０４は須恵器甕の胴部片である。器壁は比較的薄い。外面は平

行叩き目、内面は井桁状叩き目が残る。色調は暗灰色を呈する。

SB００３D

土師器

皿 ３０５～３０８はロクロ成形の皿である。３０５は平底で体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は

強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を

呈す。３０６は平底で底部の器壁は厚い。体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転

ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。

３０７は平底で器壁は比較的薄い。体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調

整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙色を呈する。３０８

は平底で底部と体部の境は明瞭である。体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施
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す。色調は浅黄橙色を呈する。

３０９・３１０は非ロクロ成形の皿である。３０９は平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は緩やかに

僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施

す。色調はにぶい橙色を呈する。３１０は体部が緩やかに外上方に延び、口縁部は屈曲して外方にひらく。

口縁端部は玉縁状に肥厚する。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。

色調は橙色を呈する。いわゆるての字状口縁の皿である。

椀 ３１１は平底で体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内

外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。

甕 ３１２は体部が内彎し、口縁部は逆Ｌ字状に若干外傾する。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。

体部外面は縦方向のハケ目調整、内面はヨコ方向のハケ目調整をそれぞれ施す。色調は灰黄色を呈する。

鍋 ３１３は丸底で体部は内彎気味にほぼ直上に延び、口縁部は大きく外方にひらく。口縁部内外面は強

いヨコナデ調整を施し、体部外面は指おさえの後、粗いナデ調整を施す。体部内面上位は横方向のナデ

調整、体部内面下位～底部内面は横・斜め方向のケズリ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

黒色土器 ３１４～３１８は椀である。３１４は体部が内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナ

デ調整を施す。体部内面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整、体部外面は回転ナデ調整をそれぞれ施

す。色調は内面が暗灰色、外面が灰白色をそれぞれ呈する。３１５は体部が直線的に外上方に延び、口縁

端部は若干外方にひらく。内外面とも回転ナデ調整を施し、体部内面は回転ナデ調整の後、ヨコ方向の

ヘラミガキ調整を施す。色調は内面が黒褐色、外面は灰黄色を呈する。３１６は体部が内彎気味に外上方

に延び、口縁部は僅かに外方にひらく。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部内面は回転ナデ

調整の後、ヘラミガキ調整、体部外面は回転ナデ調整を施す。色調は内面が黒色、外面は灰黄色を呈す

る。３１７は低い平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。

体部外面は回転ナデ調整、底部内面はヘラミガキ調整をそれぞれ施す。色調は黒色を呈する。３１８は平

高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。底部内面は若干窪み、体部は直線的に外上方に延びる。内外

面とも回転ナデ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。

瓦器 ３１９は椀である。高台は断面台形状で比較的低い。内外面ともナデ調整を施す。色調は暗灰色を

呈する。

須恵器 ３２０は長頸壺である。口縁部は外方にひらき、内外面とも回転ナデ調整を施す。内面全面に灰

被りが見られる。色調は灰色を呈する。３２１は須恵器椀である。体部は内彎気味に外上方に延びる。内

外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰黄色を呈する。

SB００７D

３２２は須恵器皿である。平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。内外面とも強い回転ナデ調整を

施す。色調は灰色を呈する。３２３は土師器鍋である。体部は内彎し、口縁部は大きく外方にひらく。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面はヨコナデ調整を施す。体部外面は平行叩き目が残る。色調

は橙色を呈する。３２４は須恵器椀である。体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を

施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は暗灰色を呈する。東播系須恵器である。

SB００８D

土師器

皿 ３２５・３２８・３３０・３３２・３３３は非ロクロ成形の皿である。３２５は平底で体部と底部の境は不明瞭であ
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る。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を

施す。色調はにぶい橙色を呈する。３２８は非ロクロ成形の皿である。器壁は全体に厚い。平底で体部は

非常に短い。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。３３０は非ロクロ成形の皿であ

る。平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩やかに僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部

内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。３３２は非ロクロ

成形の皿である。平底で底部と体部の境はやや不明瞭である。体部は短く直線的に外上方に延びる。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。３３３

は非ロクロ成形の皿である。平底で体部と底部の境は明瞭である。体部は直線的に外上方に延びる。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

３２６・３２７・３２９・３３１はロクロ成形の土師器皿である。３２６は平底で体部は短く直線的に外上方に延び

る。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。３２７は平底で体部は僅かに内彎気味に短く

外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面には糸切

痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。３２９は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面

は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面にはヘラ切痕が残る。色調は橙色を

呈する。３３１は平底で体部は僅かに内彎気味に短く外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調

整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰黄褐色を呈する。

３３４は脚付皿の脚部である。平底で脚は内傾して斜め上方に延びる。外面はナデ調整を施す。色調は

橙色を呈する。

杯 ３３５は平底で体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調

はにぶい橙色を呈する。

黒色土器 ３３６は椀である。形骸化した平高台を浅く削り出す。底部の器壁は比較的厚く、体部はほぼ

直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部内面は回転ナデ調整の後、ヘ

ラミガキ調整を施し、体部外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は内面が黒色、

外面が浅黄橙色を呈する。

須恵器 ３３７は椀である。平底で体部は直線的に緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナ

デ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が見

られる。色調は暗灰色を呈する。東播系須恵器で１３世紀前半代に比定される。

SB００９D

土師器 ３３８・３４１は非ロクロ成形の皿である。３３８は体部が内彎気味に外上方に延びる。口縁部は外方

にひらき、口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ

調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。いわゆるての字状口縁の皿で１２世紀前半代に比定される。３４１

は体部が直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

３３９・３４０・３４２～３４４はロクロ成形の皿である。３３９は平底で底部の器壁は非常に厚い。体部は短く外

上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面には糸切痕

が残る。色調はにぶい黄橙色を呈する。３４０は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁端部は

丸みをもつ。内外面とも回転ナデ調整を施す。３４２は平底で底部の器壁は厚い。体部は僅かに内彎気味

に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面に

は糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。３４３は平底で体部は緩やかに直線的に外上方に延びる。内
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外面とも回転ナデ調整を施す。底部外面にはヘラ切痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。３４４は全体

に器壁は厚い。平底で体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内

外面は回転ナデ調整を施す。底部外面にはヘラ切痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。

瓦器 ３４５は椀である。やや丸底気味の平底は断面に台形状の高台を貼り付ける。体部は緩やかに外上

方に延びる。内外面ともナデ調整を施す。炭素の付着は部分的で色調は浅黄橙色を呈する。

SB０１０D

３４６はロクロ成形の土師器皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調

整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。３４７は青花磁器碗である。器壁は全体に薄く、高台は比較的

細く高い。体部は内彎気味に外上方に延びる。外面は牡丹唐草文、内面は界線を描く。明青花磁器で１６

世紀代に比定される。

SB０１１D

土師器 ３４８は壺である。比較的高い平高台をもち、体部は直線的に外上方に立ち上がる。底部内面は

若干窪む。底部内面はケズリの後、ナデ調整を施す。高台側面はヨコナデ調整を施す。底部外面は静止

糸切痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。

須恵器 ３４９・３５０は椀である。３４９は体部が内彎気味に外上方に延び、口縁端部は若干外方につまみ出

す。内外面とも回転ナデ調整を施すが粘土のつなぎ目は明瞭に残る。口縁部外面に重ね焼き痕が見られ

る。色調は灰色を呈する。３５０は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を

施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。３５１は鉢であ

る。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は上面に水平に端面をもつ。口縁部内外面は強い

回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。東播系須恵器で１２世紀前半代

に比定される。

SB０１８D

３５２はロクロ成形の土師器皿である。平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は直線的に外上方に延び

る。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。

色調は浅黄橙色を呈する。

SB０１９D

３５３はロクロ成形の土師器皿である。器壁は全体に厚い。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口

縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調

はにぶい黄橙色を呈する。

ピット内

土師器

皿 ３５４～３５８・３６１・３６４～３６６は非ロクロ成形の皿である。３５４は平底で底部と体部の境は不明瞭であ

る。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整

を施す。色調は橙色を呈する。３５５は平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は僅かに内彎気味に

外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を

呈する。３５６は平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は緩やかに外上方に延びる。内外面とも強

いヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。３５７は器壁が全体に厚い。体部と底部の境は不明瞭で体

部の立ち上がりは非常に浅い。内外面ともナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。３５８はやや上
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げ底気味の平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁部内外

面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。３６１は平底で底部

の器壁は比較的厚い。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は上面に端面をもつ。口縁部内

外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。３６４は平底で

体部はほぼ直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を

施す。色調は浅黄橙色を呈する。３６５は平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調

整を施す。色調は黄橙色を呈する。３６６は体部が緩やかに外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を

施す。色調は橙色を呈する。

３５９・３６０・３６２・３６３はロクロ成形の皿である。３５９は平底で体部は短く外上方に延びる。口縁部内外

面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい

橙色を呈する。３６０は平底で器壁は全体に厚い。体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部～体部内

外面は強い回転ナデ調整を施す。底部外面はナデ調整を施し、微かに糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙

色を呈する。３６２は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。

色調は浅黄橙色を呈する。３６３は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は緩やかに直線的に外上方に延

びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面はナデ調整を加えるが、糸切痕が微かに残

る。色調は橙色を呈する。

椀 ３６７は器壁が全体に薄く、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁端部は尖り気味に収め、

口縁部内面に凹線が１条巡る。口縁部内外面にナデ調整を加える。瓦器椀の可能性も考えられる。

甕 ３６８は体部が内彎し、口縁部は水平に外方に折り曲げる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。

体部外面は縦方向のハケ目調整、体部内面は横方向のハケ目調整をそれぞれ施す。色調は灰黄褐色を呈

する。３６９は器壁が全体に薄い。体部は内彎し、口縁部は大きく外方にひらく。内外面ともナデ調整を

施す。色調はにぶい褐色を呈する。

鍋 ３７０～３７３は鍋である。３７０は体部が内彎し、頸部はほぼ直立して口縁端部は上面に端面をもつ。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部内面には当て具痕が残り、体部外面には平行叩き目が残る。

色調は橙色を呈する。３７１は体部が内彎し、口縁部は外方にひらく。口縁端部は上面に端面をもつ。口

縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部内面はナデ調整、体部外面は不調整で平行叩き目が残る。

色調は灰褐色を呈する。３７２は体部が内彎し頸部はほぼ直立する。口縁端部は上面に水平に端面をもつ。

口縁部内外面には強いヨコナデ調整を施す。体部外面には平行叩き目が残る。色調はにぶい橙色を呈す

る。長谷川分類の播丹型�類相当で１５世紀後半～１６世紀初頭に比定される。

３７３は陶器鍋である。器壁は比較的薄い。体部は内彎し、頸部はほぼ直立する。口縁端部は若干外方

に引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面はケズリ調整を施す。体部外面には平行叩き

目が残る。色調は外面が灰黄褐色、内面が明黄褐色を呈する。丹波焼の可能性が考えられる。３７４は瓦

質土器鍋である。体部は内彎する。口縁部は逆Ｌ字状に屈曲し、さらに内側に屈曲して僅かに外傾する。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は灰黄色を呈する。

黒色土器 ３７５・３７７は椀である。３７５は体部が内彎気味に外上方に延び、口縁端部は若干外方につまみ

出す。内外面ともヨコナデ調整の後、細かいミガキ調整を加え、器面を平滑に仕上げる。色調は黒色を

呈する。３７６は杯である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色

調は内面が暗灰色、外面が淡赤褐色を呈し、炭素の吸着がほとんど見られない。３７７は平高台で体部は
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僅かに内彎気味に外上方に立ち上がる。内外面とも回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を加える。外面

には平行暗文、内面には放射状暗文が残る。色調は黒色を呈する。

瓦器 ３７８・３７９は椀である。３７８は椀片である。器壁は全体に薄く、体部は僅かに内彎気味に外上方に

延びる。口縁端部は尖り気味で、口縁部内面に凹線が１条巡る。口縁部内外面にヨコナデ調整を施す。

３７９は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。口縁部内外面はヨコナデ調整を施

す。色調は暗灰色を呈する。

須恵器

杯 ３８０は杯の底部片である。平底で高台の断面は長方形状の低い貼り付け高台である。内面は回転ナ

デ調整を施し、外面には糸切痕が残る。色調は灰黄色を呈する。

椀 ３８１～３８８は椀である。３８１は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。体部は緩やかに外上方に

立ち上がり、底部内面は窪む。内外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面には糸切痕が残る。色調は灰

色を呈する。３８２は平高台を持ち、高台側面はナデ調整を施す。体部は内彎気味に外上方に延びる。口

縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調

は灰白色を呈する。３８３は体部が内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部

外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。東播系須恵器である。３８４は体部が内彎気味に

外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。体部外面下半にはヘラケズリ調整を施す。色調は灰

白色を呈する。３８５は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁

部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。３８６は器壁が全体に薄く、

体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。３８７

は平底で体部は直線的に緩やかに外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を

施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。３８８は平底で器壁は全

体に厚い。高台の断面は長方形状で低く、体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を

施し、底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。

鉢 ３８９は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は上面に水平に端面を持つ。口縁部内外面は強い回

転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部上面に灰被りが見られる。色調は灰白色を呈す

る。東播系須恵器である。

壺 ３９０は広口壺である。口縁部は大きく外方にひらき、口縁端部は側面に端面をもつ。口縁部内外面

は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

甕 ３９１は甕の口縁部片である。口縁部は外方にひらき、口縁端部は上方につまみ上げる。内外面とも

回転ナデ調整を施す。色調はにぶい赤褐色を呈する。須恵器の酸化炎焼成されたものと考えられる。

無釉陶器 ３９２は甕である。平底で体部は直線的に外上方に立ち上がる。外面は横方向のケズリ調整と

ナデ調整、内面は縦方向のハケ目調整を施す。焼成は堅緻でにぶい褐色を呈する。丹波焼と考えられる。

白磁 ３９３～３９５は碗である。３９３は体部がほぼ直線的に外上方に延び、口縁部は玉縁状に肥厚する。内

外面とも透明釉を施釉し灰オリーブ色に発色する。外面の体部下半以下は露胎である。横田・森田分類

の白磁碗�類相当で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。３９４は体部がほぼ直線的に外上方に延び、

口縁部は直口する。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。華南産白磁で１２世紀～１３世紀代に比

定される。３９５は底部の器壁は非常に厚く、高台は浅く削りだす。内面は透明釉を施釉し灰白色に発色

する。外面は露胎である。横田・森田分類の白磁碗�類相当で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。
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青磁 ３９６は碗である。底部の器壁は厚い。高台の断面は長方形状で比較的低い。内外面とも青磁釉を

施釉し淡いオリーブ灰色に発色する。畳付～高台裏は露胎である。龍泉窯系青磁で１３世紀代に比定され

る。

SK１５４D

３９７は須恵器椀である。平高台で器壁は比較的薄い。高台側面はナデ調整を施す。底部内面は窪み、

体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調

整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。３９８は椀である。体部は僅かに内彎気味

に外上方に延び、口縁端部は尖り気味で若干外方にひらく。内外面とも強い回転ナデ調整を施し、ロク

ロ目が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。

SK２１３D

３９９は須恵器椀である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、

体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。

色調は灰色を呈する。

SK２１４D

４００は須恵器椀である。平高台で高台側面は丁寧にナデ調整する。体部は直線的に外上方に延びる。

口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には静止糸切痕が残る。

色調は灰色を呈する。

SK１６２D

４０１は非ロクロ成形の土師器皿である。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコ

ナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

SK１５３D

４０２は青磁碗である。平底で高台は比較的細く高い。体部は僅かに内彎気味に外上方に立ち上がる。

底部内面に魚文を貼り付ける。内外面とも青磁釉を施釉し、緑灰色に発色する。釉層は比較的厚く、畳

付の釉はかきとり、淡赤褐色に発色する。龍泉窯系青磁で１５世紀代の製品と考えられる。４０３は白磁碗

である。高台内面を内反高台風に浅く削り出し、体部は下位で若干屈曲して内彎気味に外上方に立ち上

がる。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。底部外面は露胎である。華南産白磁と考えられる。

４０４青花磁器碗である。平底で高台の断面は三角形状で細く低い。外面は界線２条、内面は草花文をそ

れぞれ描く。景徳鎮窯産で１６世紀代に比定される。

SK２２６D

土師器 ４０５は鍋である。器壁は比較的厚く、体部は内彎する。口縁部は外方にひらく。口縁部内外面

はヨコナデ調整を施す。口縁部内面は横方向のハケ目調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は褐灰

色を呈する。４０６はロクロ成形の皿である。平底で体部は直線的に緩やかに外上方に延びる。口縁部内

外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面は不調整でヘラ切痕が残る。色

調は淡橙色を呈する。

瓦器 ４０７は皿である。低い平高台を削りだす。体部は内彎気味に緩やかに外上方に延び、口縁端部は

丸味をもつ。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。体部内面はヘラミ

ガキ調整、底部外面は不調整で糸切痕が残る。色調は暗灰色を呈する。

須恵器 ４０８は椀である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁部は尖り気味に収める。口縁部
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内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。

色調は灰白色を呈する。東播系須恵器である。

SF１８７D

土師器 ４０９は鉢である。体部は屈曲して外上方に延び、口縁端部は外方につまみ上げる。口縁部内外

面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は明褐色を呈する。須恵器の生焼けの

可能性が考えられる。４１０は椀である。器壁は全体に薄い。高台は細く高く、体部は内彎気味に外上方

に延びる。内外面ともナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

須恵器 ４１１は椀である。平底で高台の断面は台形状で低い。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、

口縁端部は玉縁状に肥厚する。口縁部内外面は強い回転ナデ調子、体部外面下位はヘラケズリ調整を施

す。底部内外面はナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

SK１０３D

土師器

皿 ４１２～４１４はロクロ成形の皿である。４１２は底部の器壁は非常に厚く、体部は直線的に短く外上方に

延びる。体部内外面は回転ナデ調整を施し、底部外面は糸切痕が残る。色調は橙色を呈する。４１３は平

底で底部の器壁は非常に厚い。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、内

面の体部～底部はナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙色を呈する。４１４は

やや上げ底気味の平底で、底部の器壁は厚い。体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外

面は強い回転ナデ調整を施す。底部内面はナデ調整、底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい橙色を

呈する。

鍋 ４１５は丸底で体部は内彎して外上方に延びる。口縁部は大きく外方にひらき、口縁端部は側面に端

面をもつ。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部内面は指おさえの後、指ナデ調整を施し、指

頭圧痕が残る。体部外面は横方向の叩きの後、縦方向の叩きを施す。色調は橙色を呈する。

黒色土器 ４１６・４１７は椀である。４１６は平高台をもち、底部の器壁は非常に厚い。体部は直線的に外上

方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施し、高台側面はナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。

色調は炭素の吸着が不十分で黄灰色を呈する。４１７は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面

とも強い回転ナデ調整を施す。色調は内面は黒色、外面はにぶい黄橙色を呈する。

須恵器 ４１８は甕の口縁部片である。口縁部は大きく外方にひらく。内外面とも強い回転ナデ調整を施

す。色調は灰色を呈する。

SS１０８D

土師器 ４１９～４２１はロクロ成形の皿である。４１９は平底で底部の器壁は厚い。体部は直線的に外上方に

延び、口縁端部は外方にひらく。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。

底部外面には糸切痕が残る。色調は浅黄色を呈する。４２０は平高台で底部の器壁は厚い。体部は直線的

に短く外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外

面は糸切痕が微かに残る。色調は浅黄橙色を呈する。４２１は平底で底部の器壁は厚い。体部は直線的に

緩やかに外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

黒色土器 ４２２～４２５は椀である。４２２は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。体部は直線的に外

上方に立ち上がる。体部外面はナデ調整を施す。底部内面はミガキ調整を施し、縦・横方向の暗文が残

る。４２３は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。体部
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外面は回転ナデ調整、体部内面は回転ナデの後、ヘラミガキ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。

色調は内面は黒色、外面は灰白色を呈する。４２４は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。体部は

内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。底部外面には糸切

痕が残る。色調は暗灰色を呈する。４２５は体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転

ナデ調整を施す。体部内面は回転ナデ調整の後ミガキ調整、体部外面は回転ナデ調整を施す。色調は暗

灰色を呈する。

SS００７D

土師器 ４２６は甕である。体部は内彎し、口縁部は若干外方にひらく。口縁部内外面は強いヨコナデ調

整、体部内外面はナデ調整を施す。色調は灰黄褐色を呈する。４２７は甕である。器壁は比較的厚い。体

部はほぼ直上に延び、口縁端部は外方にひらく。内外面ともナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈

する。

須恵器

杯 ４２８は平底で体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内

外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰白色を呈する。

椀 ４２９～４３２は椀である。４２９は若干上げ底気味の平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。体部は

僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施

す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。４３０は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施

し、底部内面は窪む。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁部は屈曲して若干外方にひらく。口縁部

内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。口縁部外

面に重ね焼き痕が見られる。色調は黄灰色を呈する。４３１は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施し、

底部内面は若干窪む。体部は僅かに内彎気味に外上方に立ち上がる。内外面とも回転ナデ調整を施し、

底部外面には糸切痕が残る。色調は灰白色を呈する。４３２は体部はほぼ直線的に外上方に延びる。口縁

部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

ST２１５D

土師器 ４３３～４３６は非ロクロ成形の皿である。４３３は平底で器形は全体に大きく歪む。体部と底部の境

は不明瞭で体部は短く外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調

整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。４３４はやや丸底気味の平底で体部は僅かに内彎気味に外上方

に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙

色を呈する。４３５は平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内

外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。４３６は丸底で底

部と体部の境は無い。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体

部～底部内外面はナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

黒色土器 ４３７は椀である。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁端部は若干外方にひらく。内外面と

も横方向のミガキ調整を施す。

須恵器 ４３８は椀である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整を施し、

底部外面には静止糸切痕が残る。色調は灰白色を呈する。
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包含層

土師器

皿 ４３９・４４０は非ロクロ成形の皿である。４３９は平底で底部と体部の境は不明瞭で、体部は短く外上方

に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は黄橙色を呈する。４４０は平底で体部と底部の境は不

明瞭で、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙

色を呈する。

４４１～４５１はロクロ成形の皿である。４４１は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は僅かに内彎気味に

外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強い回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面には

糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙色を呈する。４４２は平底で底部の器壁は厚い。体部は内彎気味に短く

外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には

糸切痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。４４３は平高台をもち、底部の器壁は厚い。高台の側面は不

調整で、体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回

転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙色を呈する。４４４は平底で底部の器

壁は厚い。体部は緩やかに直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部

外面には糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。４４５は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は直線

的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。４４６は平底で体部は

直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。４４７は平底で体

部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。４４８

は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は短く外上方に延び、口縁端部は若干外方にひらく。口縁部内

外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰白

色を呈する。４４９はやや上げ底気味の平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転

ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙色を呈す

る。４５０はやや上げ底気味の平底で体部は直線的に緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転

ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面は切り離しの後ナデ調整を施す。色調は浅黄橙

色を呈する。４５１はやや上げ底気味の平底で体部は緩やかに直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は

強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

椀 ４５２～４５８は椀である。４５２は平底で体部は直線的に外上方に立ち上がる。内外面ともナデ調整を施

す。色調は淡黄色を呈する。４５３は平底で器壁は比較的厚い。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部

内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。焼成はあ

まく、色調は灰白色を呈する。東播系須恵器と考えられる。４５４は低い平高台をもち、高台側面は不調

整である。体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ

調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。器形は須恵器椀に酷似する。４５５

は平底で体部は緩やかに外上方に立ち上がる。体部外面は回転ナデ調整、体部内面はナデ調整を施す。

底部外面には糸切痕が残る。色調は褐灰色を呈する。４５６は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は緩

やかに外上方に立ち上がる。体部外面～底部内面はナデ調整を施す。底部外面は不調整で糸切痕が残る。

色調は浅黄橙色を呈する。４５７は平高台をもち、底部の器壁は非常に厚い。底部内面は窪み、体部は緩

やかに外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。須恵器椀の生焼けの可

能性が高い。４５８は比較的高い平高台をもち、高台側面は丁寧なナデ調整を施す。体部は直線的に外上
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方に立ち上がる。内外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面はヘラ切の後、ナデ調整を施す。色調は浅

黄橙色を呈する。

壺 ４５９は平底で体部は大きく内彎する。内外面ともナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。４６０

は紡錘車である。円形で中央部に穿孔が１箇所見られる。全面にナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を

呈する。

鍋 ４６１～４６３・４６５～４６８は鍋である。４６１は体部は外上方に延び、口縁部は逆Ｌ字状に外方にひらく。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部外面はナデ調整の後、細かい縦方向のハケ目調整を施す。

体部外面はヨコナデ調整の後、粗い縦方向のハケ目調整を施す。色調はにぶい黄褐色を呈する。４６２は

体部が内彎気味にほぼ直上に延びる。口縁部はＬ字状に屈曲して外方にひらく。口縁端部は上面に端面

をもつ。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部外面はヨコナデ調整、体部内面はヨコナデ調整

の後、横方向のハケ目調整を施す。色調は黄灰色を呈する。４６３は器壁が比較的薄く、体部は内彎して

ほぼ直上に延びる。粘土紐巻上げ成形で、体部内面には板状工具によるナデ調整を施す。体部外面には

平行叩き目が残る。色調は灰色を呈する。

４６５・４６６は陶器鍋である。４６５は体部が内彎し、口縁部は僅かに外傾する。口縁端部は外方に引き出

す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部内面には当て具痕が残り、体部外面には平行叩き目

が残る。焼成は堅緻で色調は灰色を呈する。丹波焼の可能性が考えられる。４６６は器壁が比較的薄い。

体部は内彎し、口縁部は若干外方にひらく。口縁端部は上面に端面をもつ。口縁部内外面は強いヨコナ

デ調整を施す。体部内面はヘラ状工具によるナデ調整、体部外面には平行叩き目が残る。色調は浅黄色

を呈する。丹波焼の可能性が考えられる。４６７は体部が内彎し口縁部は僅かに外傾する。口縁端部は上

面に水平な端面をもつ。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部外面には平行叩き目が残る。色調は浅

黄橙色を呈する。長谷川分類の播丹型�類相当で１５世紀前半～中頃に比定される。４６８は陶器鍋である。

器壁は比較的厚い。頸部はほぼ直立し、口縁端部は若干外方に引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ

調整、体部内面はヘラケズリ調整を施す。体部外面には平行叩き目が残る。色調はにぶい橙色を呈する。

丹波焼に類例が見られる。

甕 ４６４は体部が内彎し、口縁部は外方にひらく。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナ

デ調整を施す。焼成は堅緻で色調はにぶい黄橙色を呈する。丹波焼の可能性が考えられる。

鉢 ４６９～４７２は鉢である。４６９は体部が直線的に外上方に延びる。口縁部の断面は三角形状に肥厚し、

口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。体部外面は回転ナデ調整、

体部内面は回転ナデの後、細かい横方向のハケ目調整を施す。色調は灰黄色を呈する。４７０は口縁部が

上下に拡張して小さい縁帯をつくり、口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調

整、体部内面は回転ナデ調整を施す。体部内面は回転ナデの後、細かい横方向のハケ目調整を施す。口

縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調はにぶい黄橙色を呈する。４７１は体部が直線的に外上方に延び、

口縁端部は上方につまみ上げる。外面は回転ナデ調整、内面は回転ナデの後、横方向のハケ目調整を施

す。色調は褐灰色を呈する。４７２は体部が直線的に外上方に延びる。口縁部の端面に沈線が数条見られ

る。内外面ともナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

黒色土器 ４７３～４７６は椀である。若干外方にひらく貼り付け高台をもち、体部は緩やかに外上方に延び

る。体部内面は若干窪む。内外面ともナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。４７４は平高台で高台側

面はナデ調整する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面に
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は糸切痕が残る。色調は黒色を呈する。４７５は底部が剥落し、体部は直線的に外上方に延びる。口縁部

内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部にはナデ調整を施す。色調は内面

が黒色、外面は浅黄橙色を呈する。４７６は体部が内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整

の後、ヘラミガキ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。

須恵器

椀 ４７７～５０９・５１１は椀である。４７７は高台がやや外方にひらき比較的高い。内外面とも回転ナデ調整を

施し、底部外面に糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。４７８は断面台形状の比較的低い貼り付け高台を

もち、体部は緩やかに外上方に立ち上がる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。

４７９は高台の断面は台形状で低い。内面は回転ナデ調整を施し、底部外面は回転糸切の後、ナデ調整を

施す。色調は灰白色を呈する。４８０は断面が台形状の低い貼り付け高台をもち、体部は緩やかに外上方

に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。４８１は断面が台形状の低い高台を

もち、体部は直線的に外上方に立ち上がる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４８２

は断面が台形状で低い高台をもち、体部は直線的に外上方に立ち上がる。内面は回転ナデ調整、体部外

面はヘラケズリ調整を施す。底部外面はナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。４８３は断面が台形状

の低い高台をもち、体部は直線的に外上方に立ち上がる。内面は回転ナデ調整、底部外面は回転ヘラ切

の後、ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４８４は断面が台形状の低い高台をもつ。内面は回転ナデ

調整、底部外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４８５は断面が台形状で低い高台をもち、体部

は直線的に外上方に立ち上がる。内面は回転ナデ調整、体部外面はヘラケズリ調整、底部内面はナデ調

整を施す。色調は灰色を呈する。４８６は断面が台形状で低い高台をもち、体部は直線的に外上方に立ち

上がる。内面は回転ナデ調整、体部外面はヘラケズリ調整、底部外面はナデ調整を施す。色調は灰色を

呈する。４８７は断面が台形状の低い高台をもつ。体部は直線的に外上方に立ち上がる。内面は回転ナデ

調整、外面はヘラケズリ調整を施す。底部外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４８８は断面が

台形状で低い高台をもち、体部は直線的に外上方に立ち上がる。内面は回転ナデ調整、外面はヘラケズ

リ調整、底部外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４８９は断面が台形状で低い高台をもち、体

部は直線的に外上方に延びる。内面は回転ナデ調整、外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４９０

は高台の幅が広く低い。内面は回転ナデ調整、外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。４９１は高

台の幅が広く低い。内面は回転ナデ調整、外面はナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。４９２は平高

台をもち、高台側面は丁寧にナデ調整する。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁端部は僅かに外方

にひらき、丸味をもつ。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。４９３は

平高台をもち、高台側面は丁寧にナデ調整する。底部内面は若干窪む。体部は僅かに内彎気味に外上方

に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕

が残る。色調は灰白色を呈する。４９４は平高台をもち、高台側面は不調整である。口縁部内外面は強い

回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰白色を呈する。

４９５は平高台をもち、高台側面は丁寧にナデ調整する。体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁部

は僅かに外方にひらく。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外

面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。４９６は平高台をもち、高台側面はナデ調整する。口縁部内

外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色

を呈する。４９７は平高台をもち、高台側面はナデ調整を施す。底部内面は若干窪み、体部は内彎気味に
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外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。

色調は灰白色を呈する。４９８は平高台をもち、高台側面はナデ調整する。底部内面は窪み、体部は直線

的に外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰白色を

呈する。４９９は低い平高台をもち、高台側面は不調整である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。

内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。５００は平高台をもち、高台側面はナデ調整す

る。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。５０１は退化した低い平高台をもち、体部は僅かに内彎気

味に外上方に延びる。体部内外面・底部内面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調

は灰色を呈する。５０２は平底で底部内面は僅かに窪む。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁

部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は

灰色を呈する。東播系須恵器で１３世紀前半代に比定される。５０３は体部がほぼ直線的に外上方に延びる。

内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。５０４は体部が内彎気味に外上方に延びる。口

縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。５０５は体部

が僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。内外面

とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。５０６は体部がほぼ直線的に外上方に延びる。内外面

とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が残る。色調は灰色を呈する。５０７は体部が内彎気

味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰

白色を呈する。５０８は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調

は灰色を呈する。５０９は体部が中位で屈曲し、若干外反気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回

転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。５１１は平底で体部は直線的に外

上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸

切痕が残る。色調は灰白色を呈する。

皿 ５１０は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強

い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面にはヘラ切痕が残る。色調は暗灰色を呈

する。

鉢 ５１２～５１８は鉢である。５１２は体部が内彎して外上方に延び、口縁端部は外方に若干引き出す。口縁

部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。

色調は灰白色を呈する。５１３は体部が内彎し、口縁部は若干外方にひらく。口縁部の一部を捻って片口

を作り出す。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部内面に胡麻

状に灰被りが見られる。色調は黄灰色を呈する。５１４は体部が直線的に外上方に延びる。口縁部は上面

に水平な端面をもつ。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。東播系須恵器である。

５１５は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は斜め方向に切る。内外面とも回転ナデ調整を施す。口

縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器で１２世紀後半代に比定される。

５１６は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は上方につまみ上げる。内外面とも回転ナデ調整を施す。

口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。５１７は体部が直線的

に外上方に延び、口縁端部は上方につまみ上げる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね

焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。５１８は平底で体部は緩やかに外上方に

延びる。内外面とも回転ナデ調整を施し、底部外面に僅かに糸切痕が残る。色調は灰白色を呈する。

壺 ５１９は壺片である。体部外面に凸帯が２条巡る。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を
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呈する。

甕 ５２０は甕の胴部片である。内面はナデ調整を施し、外面には格子目状の叩き目が残る。色調は灰白

色を呈する。５２１は口縁部が大きく外方にひらき、口縁端部は下方に引き出す。口縁部内外面は強い回

転ナデ調整を施す。体部外面には縦方向の平行叩き目が残る。色調は灰色を呈する。

無釉陶器 ５２２は甕である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。体部内外面は回転ナデ調整を施す。

体部外面下半はケズリ調整、底部内面はナデ調整を施す。焼成は堅緻で色調は灰褐色を呈する。備前焼

と考えられる。

施釉陶器 ５２３は灰釉陶器壺である。体部は大きく内彎し、外面に浅い沈線が２条巡る。外面は灰釉を

施釉し、暗オリーブ灰色に発色する。内面は露胎である。窖窯期の古瀬戸と考えられる。５２４は緑釉陶

器皿である。口縁部は外反気味に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。内外面とも緑釉を施釉しオリー

ブ灰色に発色する。５２５は天目茶碗である。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁端部は外方にひらく。

内外面とも鉄釉を施釉し、暗赤褐色に発色する。建窯産天目と考えられる。５２６は灰釉陶器椀である。

断面は三角形状の比較的高い貼り付け高台をもち、体部は緩やかに外上方に立ち上がる。内外面とも回

転ナデ調整を施し、内面に灰釉を施釉する。底部外面に糸切痕が残る。東海系の灰釉陶器と考えられる。

５２８は緑釉陶器椀である。高台の断面は長方形状で比較的低い。内外面とも緑釉を施釉し、オリーブ灰

色に発色する。畳付～高台裏は露胎である。焼成は軟質である。

白磁 ５２９～５３５は碗である。５２９は体部が内彎気味に外上方に延び、口縁部は小さい玉縁状に肥厚する。

内外面とも透明釉を施釉し、黄灰色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類で１２世紀代に比定される。

５３０は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し、灰白

色に発色する。横田・森田分類白磁碗�類で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。５３１は口縁部が

玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し、灰黄色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類で１２

世紀後半～１３世紀前半代に比定される。５３２は高台の断面が台形状で幅が広く比較的低い。体部は緩や

かに外上方に延びる。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。外面の体部下半以下は露胎である。

華南産白磁で１２世紀～１３世紀代に比定される。５３３・５３４は高台を浅く削り出す。内外面とも透明釉を施

釉し灰白色に発色する。底部外面は露胎である。横田・森田分類の白磁碗�類で１２世紀後半～１３世紀前

半代に比定される。５３５は高台が比較的幅が広く低い。体部は緩やかに外上方に立ち上がる。内外面と

も透明釉を施釉し、にぶい黄橙色に発色する。体部外面下半以下は露胎である。華南産白磁で１２世紀～

１３世紀代に比定される。

青磁 ５２７は碗である。底部の器壁は非常に厚く、高台は比較的細く高い。内外面とも青磁釉を施釉し、

暗褐色に発色する。畳付～高台裏は基本的には露胎であるが、部分的に釉が附着する。高台裏にツクが

付着する。龍泉窯系青磁で１３世紀代の製品と考えられる。５３６は皿である。平底で体部は緩やかに外上

方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。内面は櫛描き施文し、内外面とも青磁釉を施釉し、灰オリー

ブ色に発色する。同安窯系青磁で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。５３７は皿である。平底で、

体部は直線的に短く外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。内外面とも青磁釉を施釉しオリーブ灰色に

発色する。同安窯系青磁で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。５３８は碗である。体部は直線的に

外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。外面に鎬の無い蓮弁文を片切彫りで施文する。内外面と

も青磁釉を施釉し緑灰色に発色する。龍泉窯系青磁蓮弁文碗で１３世紀後半代に比定される。５３９は皿で

ある。体部は外反気味に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。口縁部は稜花状に成形する。口縁部内
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面に線描きで施文する。内外面とも青磁釉を施釉し、暗緑灰色に発色する。龍泉窯系青磁稜花皿で１６世

紀代に比定される。

青花磁器 ５４０・５４１は碗の高台部でいずれも比較的細く高い。５４１は内面に人物文、外面に界線１条、

５４２は内面に唐人図、外面に「天下太平」銘をそれぞれ描く。いずれも景徳鎮民窯の製品で１６世紀代に比

定される。５４２～５４５は皿である。５４２は底部片で、器壁は比較的厚く、高台は細く低い。内面には草花

文、外面には唐草文を描く。景徳鎮民窯の製品で１６世紀代に比定される。５４３は平底で高台は断面が三

角形状で比較的低い。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部は水平に外方にひらく。内外面とも草

花文を描く。底部外面にノミ跡が見られる。景徳鎮民窯の製品で１６世紀代に比定される。５４４は碁笥底

で、体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。内面は細かい草花文、外面には牡丹文など描く。景徳鎮民

窯の製品で１６世紀代に比定される。５４５は碁笥底で体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。内外面に菊

唐草花文を描く。景徳鎮民窯の製品で１６世紀代に比定される。

（２）石器（図版７６ 写真図版１１４・１１５）

石鏃 S７はサヌカイト製の凹基無茎式石鏃である。基部の抉りは浅い。剥離面が表裏に残り、二次加

工は側縁のみである。

砥石S８～S１０

S８は砂岩製の砥石で、折れている。砥面は６面あり、１面には深い砥溝が２条ある。S９は砂岩製の

の砥石である。断面形は六角形であり、このうち３面を砥面として使用している。このうち１面は砥減

りが著しい。S１０は砂岩製の粗砥石で、折れている。砥面は２面あり、このうち１面が偏って砥減りし

ている。

（３）玉（図版７６ 写真図版１１４）

ガラス玉 J１は風化して白くなっている。成分分析により鉛ガラスと判明した。

（４）金属器（図版７７・７８ 写真図版１２・１１６・１１７）

釘はM１７～M１９がある。M１７は頭部が扁平な形状の皆折釘である。長さ３．５cmである。M１６は頭部

が欠損しているが、頭巻釘と思われる。残存長は３．４cmを測る。M１７は皆折釘である。残存長は２．９cm

を測る。

刀子M２０は切先部と茎部の端を欠損している。残存長は５．５cmであるが、関の部分が欠損している。

刀M２１は両関の小刀で切先部と茎部の端を欠損している。刃部の残りは５．６cm、茎部は３．５cm残存し

ている。

鋤先M２２は唐鋤の基部である。鋤の本体との固定のために、直径０．７cmの孔を穿孔している。穿孔

場所は端に偏っているため、２箇所の孔で固定していたと考えられる。

鎌M２３は刃先と考えられる。残存長は５．８cm、厚さ０．３cmの両刃の鎌である。

不明鉄製品M２４は片側が直線、片側が弧をなしている形状で、弧を描いている側に厚みがある。残

存長は７．２㎝、最大幅２．３㎝、厚み０．５㎝を測る。鋤先の断片の可能性もある。

スラッグはM２５～M２９がある。M２５の重量は８３．１gで磁石によく付く。M２６は重量が８．８gでケイ素

が多い。M２７は重量が８４．４gでケイ素が多い。M２８は椀形滓で重量が５２９．５gである。M２９は椀形滓で重
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量が３７４．５gである。

刀はM３０・M３１がある。M３０は残存長２４．２cm、幅２．５cmを測る。両関で茎の部分に目釘孔を１箇所

穿孔しており、茎の先が欠損している。M３１は残存長１４．９cm、幅３．２cmを測る。両関で切先部と茎部

が欠落している。刃部は著しく砥ぎ減っている。

鎌M３２は刃先と考えられる。残存長は２５．３cmの両刃の鎌である。木質が残存しており、２本の目釘

を、それぞれ互い違いに打ち込んでいる。
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第５節 Ｅ地区の調査

１．調査の概要（写真図版２０・１１８～１２０・１３２・１３３）

Ｅ地区は平成１２年度の第１次確認調査においては遺構が確認できず、本発掘調査の予定はなかった

が、平成１３年度のＤ地区において遺構が東側へ広がることが明らかとなったため、平成１４年度に確認調

査を実施し、全域に遺構を確認した。そして、一部本発掘調査を実施した（Ｅ－２区）。

平成１５年度には、確認調査の結果を受け、Ｄ地区とＥ－２区の間にある農道部分の本発掘調査を行い、

Ｅ－３区（調査時はＤ－２区と呼称）とした。また、Ｅ－２区より東側についてはＥ地区と呼称した。

今回調査結果を集約するにあたり、Ｄ地区とＥ－３区の間において遺構の切れ目が存在することか

ら、新たに、Ｅ－２区・Ｅ－３区・Ｅ地区をまとめ、Ｅ地区として成果を述べてゆくこととする。

各年度の概要を簡単に述べる。

１４年度調査区の概要（Ｅ－２区）

水田造成による削平部分を挟み、柱穴・石組を検出した。

平成１５年度調査（Ｅ－３区）の概要

平成１４年度の確認調査結果を受け、平成１３年度のＤ地区と平成１４年度本発掘調査区の間をＤ－２区と

して本発掘調査を実施し、柱穴４０個・溝１条を検出した。

平成１５年度調査（Ｅ地区）の概要

平成１５調査区は水田に設定された、南北幅短辺約３６m・長辺約６９m、東西長約６１mの変形十角形の調

査区である。

本地区は北から上段・中段・下段の水田３面部分に大きく分かれ、掘削前の高低差は各約２mであっ

た。

調査の結果、各段（各水田面）の山側部分は圃場整備に伴い大きく削平を受けており、遺構の削平・消

失が激しく、現耕作土・圃場整備時の盛土直下から地山面が出現していることが判明した。これに対し

て、各段の川側部分は削平が少なく、圃場整備前の堆積土が残存しており、比較的遺構が消失されずに

残っていた。このため、柱穴を中心とする遺構は削平部分を間に挟み３本の帯状に検出されている。

調査の結果、堆積土が残存している部分では一部２面で遺構を検出し、地山面が出現している部分で

は１面で遺構を検出した。

遺構の時期は第１面が古代～中世（１０世紀～１３世紀）、第２面は古墳時代後期及び弥生時代前期のであ

る。

２．層序

Ｅ地区は概ね圃場整備によって削平を受けており、いわゆる包含層や旧地表が残存する部分は少な

い。削平を受けていない部分の堆積は、東壁の上段・中段において見れば、黄色地山層（４層・５層）・

砂礫層（３２層・３４層）・黄色～褐色土（２７層）・黒褐色土（中世～近世の土壌層）・灰色土（近世以降の耕作

土）の順に堆積している。第１面は黒褐色土下から検出している。黒褐色土は遺構面に伴う土壌化した
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層である。

黄色地山層（４層・５層）・砂礫層（３２層・３４層）・黄色～褐色土（２７層）は田ノ口地遺跡の基盤層にあた

り、これらは扇状地堆積物である。

以上の堆積は、同一地形に存在しているＦ地区の微高地（南半部）に続くもので、その東端をＦ地区北

半部から流れでる旧河道によって限られている。

３．遺構

調査は、確認調査の結果を踏まえ、現耕土及びほ場整備時の盛土・旧耕土を機械力によって排除し、

それ以下を人力によって掘削・精査を行った。調地点は、圃場整備により総じて大きく上段・中段・下

段の３段の水田に造成されている。

このため、遺構の説明については、上段の遺構・中段の遺構・下段の遺構の順に述べる。

Ａ．古代～中世の遺構

第１面は主に古代中世（１０世紀～１３世紀）の遺構面である。

掘立柱建物跡３３棟・柵列２条を含む柱穴約１０００個、土坑７基・焼土坑３基などを検出した。中世前期

を中心とした集落址の一画であったと考えられる。

（１）掘立柱建物群・柵列・柱穴群（写真図版１２１・１２２）

掘立柱建物跡を３３棟復元した（SB００１E～SB０３３E）。その大半は２間×３間を基本とする小規模な側柱

建物である。３間四方を越える総柱建物跡は少ない。

柵列は２基復元しているが、柱穴の大半が消失した建物跡であった可能性も残る。

建物として復元できなかった柱穴は約６００個あり、更に多くの建物が存在したと考えられる。

上段の掘立柱建物跡（SB００１E～SB０１０E）

SB００１E（図版８６ 写真図版１２３）

検 出 状 況 調査区上段中央東よりにおいて検出した。

形状・規模 桁行方位をN５５°Eにとる建物跡である。桁行東西３間（６．８０m）・梁行南北２間（４．５０m）、

床面積３０．６０m2 の規模である。建物の柱間は、２．２５m前後が基本である。

柱列のなかで、南桁行きが直線を保っており、建築の基線になった可能性が高い。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm、深さは約１５cmである。建物内にある P４１７２は梁支えの柱穴

と考えられる。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００２E（図版８６ 写真図版１２３）

検 出 状 況 調査区上段中央東よりにおいて検出した。SB００１Eの東隣に位置し、SB００４Bと重複する

が、先後関係は不明である。

形状・規模 建物の方位をN３９°Eにとる側柱建物跡である。北東・南西方向の桁行２間（５．００m）・北

西・南東方向の梁行２間（４．８０m）、床面積２４．００m2 の規模である。建物の柱間は、梁行きの２．４０m前後

を基本にばらつきがある。

柱 穴 円形を基本とし、掘方は径約３０cm～４０cm、深さ２０cm～３０cmを測る。
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出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００３E（図版８７ 写真図版１２３）

検 出 状 況 調査区上段中央北よりにおいて検出した。SB００５E・SB００６Eの西隣、SB００２E・SB００４E

の北側に位置する。

形状・規模 桁行方位をN６２°Wにとる総柱建物跡である。桁行東西５間（７．７０m）・梁行南北２間

（３．７０m）、床面積２８．４９m2 の規模である。建物の柱間は、桁行１．３０m・１．６０m・１．９０mとばらつきがあ

る。梁行についても若干ばらつきがある。

柱 穴 円形を基本とし、掘方は径約３０cm～４０cm、深さ２０cm～４０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００４E（図版８７）

検 出 状 況 調査区上段中央東よりにおいて検出した。SB００１Eの東隣に位置し、SB００２Eと重複する

が、先後関係は不明である。

形状・規模 台形に近い平面プランをもつ南東に歪んだ側柱建物跡である。桁行方位をN６２°Wにと

る、桁行東西３間（６．３０m・７．００m）・梁行南北１間（３．２０m・３．６０m）、床面積２２．６０m2 の規模である。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約３０cm、深さは約１０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００５E（図版８８ 写真図版１２３・１２９）

検 出 状 況 調査区上段中央北よりにおいて検出した。SB００６Eと重複するが、先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN６４°Wにとる総柱建物跡である。桁行東西４間（６．１０m）以上・梁行南北４間

（５．２０m）、床面積約３１．７２m2 以上の規模である。具体的には桁行東西３間（４．９０m）以上・梁行南北２間

（３．５０m）の身舎に西梁行き・南桁行き及び北桁行きの一部に庇が巡る構造と考えられる。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約４０cm、深さは深いもので７０cmを測る。また、根石を埋め込ん

だ柱穴が１個存在する。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００６E（図版８８）

検 出 状 況 調査区上段中央北よりにおいて検出した。SB００５Eと重複するが、先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN７９°Wにとる側柱建物跡である。桁行東西３間（５．４m）・梁行南北３間（４．５m）、

床面積２４．３０m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は約１．６m、梁行は１．５０mを測る。

柱 穴 円形を基本とし掘方径２０cm～５０cm、深さは約２０cmである。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００７E（図版８９）

検 出 状 況 調査区上段中央東よりにおいて検出した。SB００４Eの東隣に位置し、SB００８Eと切り合い

先行する。

形状・規模 桁行方位をN２３°Eにとる側柱建物跡である。桁行南北３間（５．６０m）・梁行東西２間

（４．００m）、床面積２２．４０m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は１．００m・１．８０m、梁行は２．００m

を基本に北梁行きでは更に柱間に柱を加えている。

柱 穴 円形を基本とし掘方径２５cm、深さは約２０cmである。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。
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SB００８E（図版８９）

検 出 状 況 調査区上段中央東よりにおいて検出した。SB００４Eの東隣に位置し、SB００７Eと切り合い

先行する。

形状・規模 桁行方位をN５２°Wにとる建物跡である。規模は、北桁行で南北３間（５．３０m）・南桁行で

は柱が多く南北５間（５．３０m）・梁行南北２間（５．００m）、床面積２６．５m2 の規模である。

建物内の２個の柱穴は棟を支えるものと考えられる（Ａ－Ａ�）。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～４０cm、深さは２０cm～３０cmである。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB００９E（図版９０ 写真図版１２３）

検 出 状 況 調査区上段東端よりにおいて検出した。SB００６Eの南東に位置する。

形状・規模 桁行方位をN５２°Wにとる総柱建物跡である。桁行南北４間（５．９０m）・梁行東西３間

（５．１０m）、床面積３０．０９m2 の規模である。建物の柱間は、桁行１．４０m～１．５０m、梁行では１．７０mを測る。

また、柱は北梁行きでは２個多く検出されている。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約４０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

備 考 南西半の柱を１個欠き、カマド（SF００３E）が検出されている。この部分２間四方は土間と

して利用されていたと考えられる。

SB０１０E（図版９０）

検 出 状 況 調査区上段東端において検出した。SB００９Eの南東に位置する。

形状・規模 桁行方位をN３２°Eにとる側柱建物跡である。桁行南北４間（７．４０m）・梁行東西３間

（３．００m）、床面積２２．２０m2 の規模である。建物の柱間は、桁行１．４０m・２．００m、梁行では１．０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約３０cm、深さ３０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０１１E（図版９１）

検 出 状 況 調査区中段西端（Ｅ－３地区）において検出した。

形状・規模 桁行方位をN６０°Wにとる側柱建物跡である。桁行東西２間６．００m・梁行南北２間４．３０m、

床面積２５．８０m2 の規模が推定できるが、建物の歪みは激しく、使用された柱の本数・柱間など明確では

ない。建物内の柱穴１個は梁・棟の通りにある。また、北桁行では小穴２個が検出されており、板壁な

どを支えたものと考えられる。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約３０cm、柱痕は径約２０cm、深さは２５cm以上を測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０１２E（図版９１）

検 出 状 況 調査区中段西よりにおいて検出した。SB０１３Eの北西に位置する。

形状・規模 桁行方位をN６０°Wにとる側柱建物跡である。桁行東西２間（６．００m）・梁行南北３間

（５．５０m）、床面積３３m2 の規模である。柱間は、桁行き３．００m、梁行き１．７５m・２．００mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm、深さ約３０cmの柱穴が多い。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。
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SB０１３E（図版９２ 写真図版１２４）

検 出 状 況 調査区中段西よりにおいて検出した。SB０１２Eの南東に位置する。SB０１４Eと重複するが、

先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN８３°Eにとる総柱建物跡である。桁行東西５間（１０．５０m）・梁行南北４間

（８．２０m）、床面積８６．１０m2 の規模と考えられるが、南西隅の柱穴を一部欠いている。柱間はばらつきが

あり、柱の通りにも歪みがあるが、東から１間目、３間目の梁行き、北から１間目と２間目の桁行きの

通りは比較的整っている。基本的な柱間は１間約２．１０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～４０cm、柱痕は不明である。深さは約２０cmである。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

備 考 南東隅の１間四方内からカマド（SF００２E）が検出されている。本建物に伴う可能性がある。

SB０１４E（図版９２ 写真図版１２４）

検 出 状 況 調査区中段西よりにおいて検出した。SB０１２Eの南東に位置する。SB０１３Eと重複するが、

先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN７０°Wにとる側柱建物跡である。桁行東西６間（１１．５０m）・梁行南北２間

（２．９０m）、床面積約３３．３５m2 の規模である。柱間は梁行きで１．２０m・１．７０m、桁行きでは１．８０mもしく

は２．１０mを基本としている。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～５０cm、深さは径約３０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

備 考 カマド（SF００２E）は、SB０１３Eではなく本建物に伴う可能性もある。

SB０１５E（図版９３ 写真図版１２５・１２７）

検 出 状 況 調査区中段中央下段よりに位置する。SB０１６Eの南側に位置し、SB０２１E・SB０２２Eと重複

するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN６５°Wにとる側柱建物跡である。桁行東西２間（７．７０m）・梁行南北１間

（５．００m）、床面積３８．５０m2 の規模である。柱間は北桁行の柱 P４１１５Eが中間にない。

柱 穴 ８０cm×６０cmの長方形の掘方を基本とし、深さ１５cmと浅い。柱痕は径約３０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０１６E（図版９３ 写真図版１２５）

検 出 状 況 調査区中段中央に位置する。

形状・規模 桁行方位をN２２°Eにとる建物跡である。桁行南北２間（４．７０m）・梁行南北２間（４．１０m）、

床面積１９．２７m2 の規模である。の規模である。柱間は桁行２．３５m、梁行では２．００mである。中央の柱穴

は浅く不整形である。

柱 穴 円形を基本とし掘方径２５cm、深さ２０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０１７E（図版９４ 写真図版１２５）

検 出 状 況 調査区中段東よりに位置する。SB０１９Eと軒・梁行きが並行する。SB０１８Eと重複するが

先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN０６２°Wにとる建物跡である。桁行東西３間（５．８０m）・梁行南北２間（４．２０m）、

床面積２４．３６m2 の規模である。建物の柱間は、桁行２．１０m・１．６０m、梁行２．１０mを測る。北東の隅が外
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側に開き、平面プランはやや台形を呈する。総柱建物の可能性が高いが、梁行きの通りには歪みがある。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径３０cm～４０cm、柱痕は径約２０５cmを測る。深さは５０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０１８E（図版９４ 写真図版１２５・１２８）

検 出 状 況 調査区中段東よりに位置する。SB０１９Eと切り合い新しい。SB０１７Eとも重複するが先後

関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN８７°Eにとる側柱建物跡である。桁行東西３間（５．３０m）・梁行南北２間

（３．９０m）、床面積２０．６７m2 の規模である。建物の柱間は、ばらつきがあり、柱穴 P４０８２が梁行きより外

に出ていることから平面形は五角形を呈している。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約３０cm～４０cm、深さは平均約２０cmを測るが４０cmを超える深い

ものもある。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０１９E（図版９５ 写真図版１２５・１２９）

検 出 状 況 調査区中段東よりに位置する。SH００１Eと重複し新しい。SB０１７Eと軒・梁行きが並行す

る。SB０１８Eと切り合い先行する。SB０２０Eとも重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN６０°Wにとる総柱建物跡である。桁行東西３間（６．６０m）・梁行南北２間

（４．８０m）、床面積３１．６８m2 の規模である。柱間は桁行２．００m・２．３０m、梁行では２．４０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径４０cm、深さ３０cm～５０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０２０E（図版９５ 写真図版１２５）

検 出 状 況 調査区中段東よりに位置する。SH００１Eと重複し新しい。SB０１９E・SB２１E・SB２２Eと重

複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN６１°Wにとる側柱建物跡である。北桁行きの柱穴が消失しているため明確で

はないが、桁行東西３間（７．４０m）・梁行南北２間もしくは３間（５．５０m）、床面積４０．７０m2 の規模と考え

られる。柱間は桁行約２．４０m、梁行では１．８０m・２．７５mである。梁行きの柱間は東では３間、西では２

間と復元できる。また、建物の南東の一角に柱穴が集中しており、この部分が床張りであったと考えら

れる。

柱 穴 円形を基本とし掘方径５０cm、柱痕は２０cm、深さは１５cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０２１E（図版９６ 写真図版１２５）

検 出 状 況 調査区中段東よりに位置する。SH００１Eと重複し新しい。SB０１５E・SB０１９E・SB２０E・

SB２２Eと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN３３°Eにとる側柱建物跡と推定される。桁行南北３間（８．５０m）・梁行東西１

間（南辺３．１０m・北辺３．４０m）、床面積２７．２m2 の規模である。柱間は桁行０．８０m・１．００m・１．８０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～６０cmを測る。深さ２０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０２２E（図版９６ 写真図版１２５・１２８）

検 出 状 況 調査区中段東よりに位置する。SH００１Eと重複し新しい。SB０１５E・SB０１９E・SB２０E・
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SB２１Eと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN２８°Eにとる総柱建物跡と推定される。桁行南北３間（７．００m）・梁行東西３

間（６．５０m）、床面積４５．５m2 の規模である。柱間は桁行２．２０m・２．６０m、梁１．８０mである。西梁行きに

は小規模な柱穴が多く見られ壁・間仕切りなどに使用された可能性がある。床面積４５．５０m2 の規模であ

る。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～５０cmを測る。深さについても３０cm～５０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

SB０２３E（図版９７）

検 出 状 況 調査区中段東端に位置する。SB０２４E・SB０２５E・SB２６Eと重複するが先後関係は不明で

ある。

形状・規模 桁行方位をN６８°Wにとる総柱建物跡と推定される。桁行東西２間（５．２０m）・梁行南北２

間（４．２０m）、床面積２１．８４m2 の規模である。柱間は桁行２．６０m、梁行き２．１０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径５０cm、柱痕約２５cm、深さ３０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは黒色土器椀５４８、須恵器椀５５０が出土している。

SB０２４E（図版９７）

検 出 状 況 調査区中段東端に位置する。SB０２３E・SB０２５E・SB２６Eと重複するが先後関係は不明で

ある。

形状・規模 桁行方位をN２１°Eにとる総柱建物跡と推定される。桁行南北４間（９．６０m）・梁行東西３

間（７．００m）、床面積６７．２０m2 の規模である。柱間は桁行１．５０m・２．３０m・２．６０m・３．２０m、梁行き２．００m・

２．５０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm・深さ３０cmを測るが、いくつかの柱穴では抜き取り、建て替

えがある。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器皿５５１・５５２、椀５５３、壺５５４、黒色土器椀５５６、瓦皿５５７、須恵器椀５５８～

５６０、白磁碗５６１・５６２が出土している。時期は１２世紀後半～１３世紀前半代である。

備 考 北梁行きは２間分しかなく、幅も狭い。庇の可能性がある。西桁行きに沿う溝状遺構は建

物に伴う区画溝と考えられる。SB０２５Eと規模が類似しており建て替えが行われた可能性が高い。

SB０２５E（図版９８ 写真図版１２６）

検 出 状 況 調査区中段東端に位置する。SB０２３E・SB０２４E・SB２６Eと重複するが先後関係は不明で

ある。

形状・規模 桁行方位をN２０°Eにとる総柱建物跡と推定される。桁行きの一部は調査区外にある。

桁行南北４間（９．３０m）・梁行東西３間（７．８０m）、床面積７２．５４m2 の規模である。柱間は桁行１．９０m・

２．２０m・３．００m、梁行き２．００m・２．８０m・３．００mである。西側から１間目の柱の通りには密に柱穴が検

出されており、棟であった可能性がある。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm・深さ３０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器皿５６３が出土している。

備 考 北梁行きは２間分しかなく、幅も狭い。庇の可能性がある。西桁行きに沿う溝状遺構は建

物に伴う区画溝と考えられる。SB０２４Eと規模が類似しており建て替えが行われた可能性が高い。
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SB０２６E（図版９８ 写真図版１２６）

検 出 状 況 調査区中段東端に位置する。SB０２３E・SB０２４E・SB０２５Eと重複するが先後関係は不明で

ある。

形状・規模 桁行方位をN７０°Wにとる建物跡である。規模は桁行東西４間（５．７０m）・梁行南北４間

（５．４０m）、床面積３０．７８m2 の規模である。柱間にはばらつきがあるが、約１．５mを指向するものが多い。

また、南梁行き２間分に柱穴が集中しており、この部分が床張りであったと考えられる。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～６０cm・深さ２０cm～３０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器皿５６４、無釉陶器鍋５６５、黒色土器椀５６６、須恵器椀５６７・甕５６８が出土し

ている。須恵器椀は東播系須恵器である。

SB０２７E（図版９９ 写真図版１２６）

検 出 状 況 調査区中段東端に位置する。東側の柱穴は撹乱により消失している。SB０２４E・SB０２５E・

SB０２６Eと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 軸方位をN１８°Eにとる総柱建物跡と推定される。南北２間（４．５０m）・東西２間（４．５０m）、

床面積２０．２５m2 の規模である。柱間は２．２５mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径４０cm～５０cm、深さ３０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器５６９、瓦器皿５７１、白磁碗５７１、青磁碗５７２が出土している。時期は１２世紀

後半～１３世紀前半代である。

SB０２８E（図版９９ 写真図版１２６・１２９）

検 出 状 況 調査区下段東端に位置する。SB０２９E・SB０３０E・SB０３１E・SB０３２Eと重複するが先後関係

は不明である。

形状・規模 桁行方位をN１９°Eにとる総柱建物跡と推定される。南東２間分は調査区外にある。

桁行南北４間（９．１０m）・梁行東西４間（８．２０m）、床面積７４．６２m2 の規模である。柱間は２．００m・２．３５m

である。また、西側の１間は庇であった可能性がある。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～５０cm、柱痕径約２０cm、深さ３０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器皿５７３・椀５７４、須恵器椀５７５が出土している。

備 考 この建物は SB０２９Eと規模が類似しており建て替えが行われた可能性が高い。

SB０２９E（図版１００）

検 出 状 況 調査区下段東端に位置する。SB０２８E・SB０３０E・SB０３１E・SB０３２Eと重複するが先後関係

は不明である。

形状・規模 桁行方位をN１９°Eにとる総柱建物跡と推定される。南東２間分は調査区外にあると考え

られる。南１間分は柱間にばらつきがあり、平面プランは歪みが激しい。桁行南北４間（８．５５m前後）・

梁行東西３間（７．００m前後）、床面積５９．８５m2 の規模である。柱間は桁行き１．６５m・２．１０m・２．４０m、梁

行き２．３０m～２．４０mを測る。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm～４０cm、深さ３０cmを測る。

出 土 遺 物 図化できた出土遺物はない。

備 考 北梁行き２間分においては柱穴が揃っておらず、幅も狭い。庇の可能性がある。この建物

は SB０２８Eと規模が類似しており建て替えが行われた可能性が高い。
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SB０３０E（図版１００）

検 出 状 況 調査区下段東端に位置する。SB０２８E・SB０２９E・SB０３１E・SB０３２Eと重複するが先後関係

は不明である。

形状・規模 建物の大半は調査区外にあると考えられ、明確ではない。桁行方位をN２３°Eにとる側柱

建物跡と考えられる。規模は桁行南北４間（９．００m）・梁行南北１間（１．６５m）以上の規模である。柱間は

桁行１．６５m・１．８０m・３．７０mである。梁行は１間１．６５mである。３．７０mの柱間は間に柱穴が１個欠失

している可能性が高い。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cm・深さ１０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器皿５７７、須恵器皿５７８が出土している。

SB０３１E（図版１０１）

検 出 状 況 調査区下段東端に位置する。SB０２８E・SB０２９E・SB０３０E・SB０３２Eと重複するが先後関

係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN６６°Wにとる建物跡である。７個の柱穴を検出している。東西３間（４．５０m）・

梁行南北１間（２．００m）、床面積９．００m2 の規模である。建物の柱間は、桁行１．５０m・３．００mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約２０cm・深さ２５cmである。

出 土 遺 物 柱穴からの遺物の出土はない。

SB０３２E（図版１０１）

検 出 状 況 調査区下段東端において検出した。建物の東・南半は水田造成のため削平されている。

形状・規模 桁行方位をN８０°Eにとる側建物跡である。桁行東西３間（４．５０m）以上・梁行南北２間

（３．６０m）、床面積１６．２０m2 の規模である。建物の柱間は、桁行１．５０m、梁行１．８０mを測る。

柱 穴 円形を基本とし掘方径２５cm・深さ３０cmを測る。また、北桁行の２個の柱は建て替えたと

考えられ、柱穴の切り合いが存在する。

出 土 遺 物 柱穴からの遺物の出土はない。

SB０３３E（図版１０１）

検 出 状 況 調査区下段西半において検出した。建物の南半は水田造成のため削平されている。

形状・規模 軸方位をN６６°Wにとる側柱建物跡である。桁行南北１間（３．００m）以上・梁行東西２間

（４．２０m）の規模である。建物の柱間は、梁行では２．１０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方は径約３０cm、深さは２０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からの遺物の出土はない。

SA００１E

検 出 状 況 調査区上段東端において検出した。SB０１０Eと重複する。

形状・規模 方位をN５９°Wにとる柵列跡である。規模は東西５間（７．００m）の規模である。柱間はばら

つきがあり１．１０m・１．４０m・１．６０mである。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SA００２E

検 出 状 況 調査区中段東半、SH００１E東隣において検出した。

形状・規模 方位をN４２°Wにとる柵列跡である。規模は東西４間（７．６０m）である。柱間は２．００mと１．８０m
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の間隔である。

柱 穴 円形を基本とし掘方径３０cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（２）土 坑

７基図示した。

SK００６E（図版１０２ 写真図版２２）

検 出 状 況 SB０２３Eの西隣に位置する。

形状・規模 円形を呈する。規模は径約９５cm、深さ約３５cmを測る。土坑底は平坦に近く、丸みをもつ。

堆 積 ３層に堆積は分かれる。１層は土坑が最終的に埋没した流土である。２層は若干焼土を含

む赤灰色土、３層は焼土混じりの赤灰色土である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK０２３E（図版１０２）

検 出 状 況 SB０２４Eの南梁行き上にあり、SB０２４Eの柱穴（抜き痕）の可能性が高い。

形状・規模 不整な卵形の土坑である。全長約７０cm・横幅約５３cm、深さ約２５cmを測る。箱形に掘ら

れ、土坑底は平坦である。

出 土 遺 物 黒色土器椀５５６が出土している。

SK０６５E（図版１０２）

検 出 状 況 SB０２４Eの西桁行き上にあり、SB０２４Eの柱穴（抜き痕）の可能性がある。

形状・規模 不整な卵形の土坑である。全長約７０cm・最大幅約４８cm、深さ約８cmを測る。皿形に掘

られ、土坑底は平坦である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK０５５E（図版１０２）

検 出 状 況 調査区中段東端において検出された。SB０２７Eの南柱行き柱穴と切り合い新しいと考えら

れる。

形状・規模 不整な小判形の土坑である。全長約１１４cm・最大幅約８５cm、深さ約１８cmを測る。擂鉢形

に掘られている。

出 土 遺 物 黒色土器椀６１２・６１３、須恵器鉢６１４・６１５、施釉陶器皿６１６が出土している。須恵器鉢の時

期は１４世紀代、東播系須恵器である。

SK７２E（図版１０２）

検 出 状 況 調査区中段東端において検出された。SB０２７Eの西柱行き柱穴と切り合い先行する。

形状・規模 不整な洋梨形の土坑である。全長約１１０cm・最大幅約８５cm、深さ約８cmを測る。浅い皿

形に掘られている。

出 土 遺 物 土師器皿６１７・６１８、須恵器椀６１９が出土している。須恵器椀は東播系須恵器である。

SK０７６E（図版１０２）

検 出 状 況 調査区中段中央下段よりに位置する。SB０１５E内に位置するが、先後関係は不明である。

形状・規模 不整な卵形の土坑である。全長約９５cm・最大幅約６５cm、深さ約４０cmを測る。断面形状

は薬研形である。
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出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SK０８２E（図版１０２ 写真図版２２）

検 出 状 況 調査区中段東半、SH００１E南東、SA００２Eに近接して検出した。

形状・規模 外形は不整なハート形であるが、中段では円形となる土坑である。全長約１４０cm・最大幅

約７０cm、深さ約３０cmを測る。中段の径は約７０cmを測る。断面形状はＵ字形である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

（３）焼土坑（カマド状遺構）

Ｅ地区で焼土坑を３基検出した。SF００１Eは後世の削平のため、被熱面しか残存しておらず、詳細は

不明であるが、２基は、カマド状の土坑を検出した。特に、SF００３Eでは周りは馬蹄形に赤褐色の被熱

面が広がっている。土坑の中には炭が充満し、そこで火を受けた形跡が認められることからカマドの可

能性がある SF００２Eは SB００４Eのプラン内にあり、建物内に設えたカマドの可能性もある。

SF００１E（図版１０３ 写真図版２１・２２）

検 出 状 況 調査区中段西端より検出した。SB０１３Eもしくは SB０１４Eに伴う可能性がある。

形状・規模 円形を呈する。規模は径約９０cm、深さ約１０cmを測る。土坑底は平坦になっており、炭・

焼土更に５cm前後の角礫が上部に散らばる。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF００２E（図版１０３ 写真図版２２）

検 出 状 況 SB００４E内に位置する。

形状・規模 不整な楕円形の土坑である。規模は長径約９０㎝・短径約８０㎝、高さ２０㎝に盛り上がりをも

つ。上部は擂鉢状に窪み、深さ約１８㎝を測る。窪み内には、炭・焼け土が堆積する。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SF００３E（図版１０３ 写真図版２２）

検 出 状 況 調査区下段西端において検出した。SB０１３Eもしくは SB０１４Eに伴うものと考えられる。

形状・規模 円形を呈する。規模は径約１．０m、馬蹄形に盛り上がり内部底には焼け土面が検出される。

土坑は、火化面・炭層が２層ずつ見受けられ、複数回使用されたことが分かる。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

Ｂ．古墳時代前期の遺構

（１）竪穴住居

竪穴住居は調査区中段の水田の中央よりに１棟検出した（SH００１E）。この住居跡に近接して壁溝と考

えられる溝を１条検出しており、もう１棟住居が存在したと推測される（SH００２E）。

竪穴住居の時期は SH００２Eの出土土器から、古墳時代前期と考えられるが、図化可能な遺物が少なく

不詳な点も多い。

Ｅ地区には建物に復元できなかった柱穴が多く、更に多くの竪穴住居が存在した可能性が高い。

SH００１E（図版１０４ 写真図版１３０）

検 出 状 況 中段中央西よりにおいて検出した。SH００２Eとは重複していると考えられるが、先後関係

は不明である。
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形状・規模 平面形状は隅丸方形、東西方向に若干長いプランをもつ。東西辺４．３０m・南北辺４．００m、

床面積は１７．２０m2 以上を測る。削平が激しく壁面の高さはない。

壁 溝 幅２５cm・深さ１５cm、Ｕ字形の断面形状をもつ溝がコの字形に巡る。

柱 穴 径３０cmの柱穴を１３個検出したが住居に伴うと確定できるものはない。

出 土 遺 物 遺構に伴う出土遺物はない。

SH００２E（図版１０４ 写真図版１３０）

検 出 状 況 中段中央西よりにおいて検出した。SH００１Eとは重複していると考えられるが、先後関係

は不明である。

形状・規模 壁溝の存在以外不明である。

壁 溝 幅２５cm・深さ１０cmの溝が存在する。

出 土 遺 物 土師器甕（６６４）が出土している。位置関係から壁溝に伴うものと考えられる。

時 期 古墳時代前期である。

Ｃ．下層谷部の調査（縄文時代後期～弥生時代前期）（写真図版１３１）

検 出 状 況 住居跡の西側において南向きに開く舌状の谷を検出している。この谷部は柱穴群・住居跡

よりも下層に存在しており、扇状地が形成される過程で埋没してゆく谷部の最上部にあたる。

形状・規模 南向きに開く舌状の谷である。東西幅約１８m、南北検出長約１０m、深さ約０．５mを標準と

し、緩やかに南へと傾斜している。

堆 積 状 況 谷底の傾斜はほぼ平坦で、堆積は水平に近い。最下層の粗砂から上層の細砂へと漸移して

いる。遺物は最下層の暗褐色粗砂中に多く含まれる。

出 土 遺 物 縄文～弥生時代にかけての土器が出土した。縄文後期（北白川期）の深鉢の破片と底部に網

代文がのこる縄文後期の深鉢の底部がみつかっているが、多くは、縄文晩期～弥生前期初頭にかけての

突帯文土器である。

備 考 谷筋が埋まる最終段階で流れ込んだものとも考えられるが、土器の状態が比較的よいこと

から、調査区北側の谷奥あるいはＥ地区内東半部の圃場整備によって削平を受けた地点など、きわめて

近い場所にこれらの土器に伴う遺構が存在していた可能性がある。

Ｄ．遺構小結

第１面－中世（１３世紀～１６世紀）、第２面－縄文時代後期・弥生時代前期の２面で遺構を精査した。第

１面の示す濃密な中世の遺構の分布は、調査地点周辺に存在した中世集落の存在を示している。この様

相はＦ地区の南側に続く。

４．遺物

（１）土器（図版１０６～１０８ 写真図版２３・１３４～１４１）

SB０２３E

５４８は黒色土器椀である。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。口縁部～体部内

外面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。色調は内面が黒色、外面がにぶい黄橙色を呈する。

５４９は瓦質土器鍋である。体部は僅かに内彎気味にほぼ直上に延び、口縁部は外方に大きく屈曲して外
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上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。５５０は須恵器椀で

ある。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は丸みをもつ。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部

内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は暗灰黄色を呈する。東播系

須恵器である。

SB０２４E

土師器 ５５１・５５２はいずれもロクロ成形の皿である。５５１は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。

口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。５５２は平底で体部は短く直線的に外

上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい

橙色を呈する。５５３は椀である。平底で器壁は比較的厚い。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。

内外面とも回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい橙色を呈する。５５４は壺で

ある。体部は内彎し、口縁端部は外方につまみ出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。体部外

面はナデ調整、内面はヨコナデ調整を施す。色調は明褐灰色を呈する。

黒色土器 ５５５は椀である。体部は直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は

内面が黒色、外面はにぶい黄橙色を呈する。５５６は椀である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。

口縁部～体部内面はナデ調整の後、ヘラミガキ調整、外面はナデ調整を施す。色調は内面が黒色、外面

がにぶい黄橙色を呈する。

瓦器 ５５７は皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調

は灰色を呈する。

須恵器 ５５８～５６０は椀である。５５８は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。内外面と

も回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。５５９は体部が直線

的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。色調は灰白色を呈する。５６０は体部が

直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調

は灰色を呈する。いずれも東播系須恵器である。

白磁 ５６１は碗である。体部は直線的に外上方に延びる。口縁端部は玉縁状に肥厚する。内外面とも透

明釉を施釉し灰黄色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定され

る。５６２は碗である。底部の器壁は厚く、高台は浅く削りだす。底部内面に沈線が１条巡る。底部内面

は透明釉を施釉し灰白色に発色する。底部外面は露胎である。横田・森田分類白磁碗�類で１２世紀後半～

１３世紀前半代に比定される。

SB０２５E

５６３はロクロ成形の土師器皿である。体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナ

デ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。

SB０２６E

土師器 ５６４は非ロクロ成形の皿である。体部は緩やかに外上方に延び、口縁部は外方にひらく。内外

面ともヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。

無釉陶器 ５６５は鍋である。口縁部はほぼ直立し、口縁端部は若干外方につまみ出す。内外面とも強い

回転ナデ調整を施す。色調はにぶい赤褐色を呈する。丹波焼の可能性が考えられる。

黒色土器 ５６６は椀で器壁は全体に比較的厚い。低い平高台を削り出し、体部は内彎気味に外上方に延

びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。
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色調は内面が黒色、外面が黄灰色を呈する。

須恵器 ５６７は椀である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は上面に端面をもつ。口縁部内外面

は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は

灰色を呈する。東播系須恵器である。５６８は甕である。口縁部は大きく外方にひらき、口縁端部は側面

に端面をもつ。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。色調は灰黄色を呈する。

SB０２７E

土師器 ５６９は非ロクロ成形の皿である。平底で器壁は比較的薄い。体部と底部の境は不明瞭で体部は

僅かに内彎気味に斜め上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を

施す。色調は橙色を呈する。

瓦器 ５７０は皿である。平底で体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナ

デ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

白磁 ５７１は碗である。体部は直線的に外上方に延び、口縁端部は若干外方につまみ出す。内外面とも

透明釉を施釉し、灰白色に発色する。横田・森田分類の白磁碗�類で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定

される。

青磁 ５７２は碗である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。外面は櫛描きの草花文を、内面は櫛

描き雷光文を施文する。内外面とも青磁釉を施釉し、灰オリーブ色に発色する。外面の体部下半以下は

露胎である。同安窯系青磁で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。

SB０２８E

５７３は土師器皿である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。

色調は灰白色を呈する。５７４は土師器椀である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外

面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。５７５は須恵器椀

である。体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面には重ね焼き痕

が見られる。色調は灰白色を呈する。東播系須恵器と考えられる。

SB０２９E

５７６は須恵器鉢である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部は玉縁状に若干肥厚する。端部は上方

につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に

重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。

SB０３０E

５７７は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で体部は短く僅かに内彎気味にほぼ直上に延びる。口縁

部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は灰黄褐色を呈する。５７８は須

恵器皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面

は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色

を呈する。東播系須恵器である。

ピット内

土師器

皿 ５７９・５８７・５９０はロクロ成形である。５７９は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体

部内外面は回転ナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。５８７は平底で底部の器壁は比較的厚い。

体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強い回転ナデ調整を施す。底部外面にはヘ
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ラ切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。５９０は平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回

転ナデ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

５８０～５８６・５８９は非ロクロ成形である。５８０は平底で体部と底部の境は不明瞭である。体部は僅かに内

彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調

はにぶい橙色を呈する。５８１は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は短く直線的に外上方に延

びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。５８２

は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨ

コナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。５８３は体部と底部の境は不明瞭

で体部は緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施

す。色調はにぶい橙色を呈する。５８４は平底で体部は短く緩やかに外上方に延びる。内外面ともヨコナ

デ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。５８５は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は短く

僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。

色調は灰白色を呈する。５８６は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は強い

ヨコナデ調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。５８９は平底で口縁部は若干外方に

ひらく。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は明赤褐色を呈す

る。

椀 ５８８は平底で器壁は比較的厚い。内面はナデ調整を施し、底部外面には糸切痕が残る。色調は明赤

褐色を呈する。５９１は体部が直線的に外上方に延びる。内外面とも強い回転ナデ調整を施す。色調は橙

色を呈する。

黒色土器 ５９２～５９５はいずれも椀である。５９２は体部が内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強

いヨコナデ調整、体部外面はナデ調整を施す。体部内面はミガキ調整を加える。色調は内面が黒色、外

面がにぶい橙色を呈する。５９３は口縁部が若干屈曲して外上方に延びる。外面はヨコナデ調整、内面は

ミガキ調整を施す。色調は内面が黒色、外面が浅黄色を呈する。５９４は平底で断面が台形状の比較的高

い貼り付け高台をもつ。内外面ともナデ調整を施す。色調は黒褐色を呈する。５９５は底部片である。内

面はナデ調整の後、ヘラミガキ調整を加え、底部外面には糸切痕が残る。色調は内面が黒色、外面が浅

黄橙色を呈する。

瓦器 ５９６・５９７は椀である。５９６は体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調

整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。体部内面には横方向のヘラミガキ調整を加える。色調は灰白色

を呈する。５９７は断面が三角形状の比較的高い貼り付け高台をもつ。体部はほぼ直線的に外上方に延び、

口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整で、底

部内外面はナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

須恵器

椀 ５９８～６０５はいずれも東播系須恵器椀である。５９８は平底で体部はほぼ直線的に外上方に延びる。口

縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。口縁

部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。５９９は体部が直線的に外上方に延びる。口縁

部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。

色調は灰色を呈する。６００は体部が直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部

内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面には重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。６０１は
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体部が直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外面には重ね焼き痕が見られ

る。色調は灰白色を呈する。６０２は体部が僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回

転ナデ調整を施す。口縁部外面には重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。６０３は体部が直線的

に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面

に重ね焼き痕が見られる。色調は灰白色を呈する。６０４は平底で体部はほぼ直線的に外上方に延びる。

口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。口

縁部外面には重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。６０５は体部が直線的に外上方に延びる。口

縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。

壺 ６０６は壷である。体部は内彎し、外面に凸帯が１条巡る。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は

灰色を呈する。

白磁 ６０７は碗である。底部の器壁は厚く、高台は浅く削り出す。内面は透明釉を施釉し、灰白色に発

色する。外面は露胎である。横田・森田分類の白磁碗�類で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。

青花磁器 ６０８は皿である。高台は断面が三角形状を呈する。体部は内彎気味に外上方に延びる。外面

は唐草文、内面は細かい草花文を描く。景徳鎮民窯の製品で１６世紀代に比定される。

SK００６E

６０９は黒色土器椀である。平底で内面はミガキ調整、外面はナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が

残る。色調は内面が黒色、外面がにぶい橙色を呈する。

SK０２３E

６１０は黒色土器椀である。平底で体部は緩やかに外上方に立ち上がる。外面は回転ナデ調整、内面は

回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整を施す。色調は内面が黒色、外面が灰白色を呈する。

SK０６５E

６１１は瓦器椀である。器壁は比較的厚く、体部は内彎気味に外上方に延びる。内外面ともナデ調整を

施す。色調は暗灰色を呈する。

SK０５５E

黒色土器 ６１２・６１３はいずれも椀である。６１２は体部が直線的に外上方に延びる。内外面ともヨコナデ

調整を施す。色調は内面が黒色、外面が灰白色を呈する。６１３は平底で体部は緩やかに外上方に立ち上

がる。内面は回転ナデ調整の後、ヘラミガキ調整、体部外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切

痕が残る。色調は内面が黒色、外面はにぶい黄橙色を呈する。

須恵器 ６１４・６１５は鉢である。６１４は体部が直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。

内面全面に自然釉が掛かり、灰オリーブ色に発色する。６１５は体部が直線的に外上方に延び、口縁部は

上下に拡張して縁帯を形成する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施し、口縁部内面に凹部をもつ。

色調は灰色を呈する。東播系須恵器で１４世紀代に比定される。

施釉陶器 ６１６は卸皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施し、

底部内面には櫛描きで格子目状の擂目を施文する。内面全面に灰釉が付着し、オリーブ灰色に発色する。

焼成は堅緻で色調はにぶい赤褐色を呈する。

SK０７２E

土師器 ６１７はロクロ成形の皿である。平底で底部の器壁は厚い。体部は直線的に外上方に延びる。口

縁部～体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。６１８
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は非ロクロ成形の皿である。平底で体部は直線的に短く外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ

調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。

須恵器 ６１９は椀である。体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。口縁部外

面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。

SK０７７E

６２０は青花磁器碗である。器壁は比較的薄く、体部は内彎気味に外上方に延びる。外面には牡丹唐草

文を描く。景徳鎮民窯の製品で１６世紀代に比定される。

包含層

土師器

皿 ６２１・６２２・６２８はロクロ成形である。６２１は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体

部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ調整を施す。底部外面にはヘラ切痕が残る。色調は橙色を呈

する。６２２は平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整、底部内外面

はナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。６２８は平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面とも回

転ナデ調整を施し、底部外面には糸切痕が残る。色調は橙色を呈する。

６２３～６２６は非ロクロ成形である。６２３は平底で体部は直線的に外上方に延びる。内外面ともナデ調整

を施し、底部外面は指おさえの後、ナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。６２４は器壁が比較的薄い。

平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整

を施す。色調は淡橙色を呈する。６２５は平底で体部は緩やかに直線的に外上方に延びる。口縁部内外面

はヨコナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。６２６は平底で器壁は全体に比較的厚く、体部は緩や

かに外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はに

ぶい橙色を呈する。

椀 ６２７は平底で底部の器壁は比較的厚い。体部は内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調

整を施し、外面に粘土紐の単位が明瞭に残る。底部外面には糸切痕が残る。色調はにぶい黄橙色を呈す

る。

鉢 ６２９は平底で器壁は全体に厚い。体部は直立する。口縁部内外面はヨコナデ調整、体部内外面はナ

デ調整を施す。底部外面にはヘラ切痕が残る。色調は浅黄橙色を呈する。

甕 ６３０～６３３はいずれも甕もしくは壺の口縁部片と考えられる。

鍋 ６３４～６３６は鍋である。６３４は頸部がほぼ直立し、口縁部は若干外方につまみ出す。内外面とも強い

ヨコナデ調整を施す。色調は浅黄色を呈する。６３５は播丹型鍋の体部片と考えられる。外面に平行叩き

目が残る。色調は浅黄橙色を呈する。６３６は体部が内彎し、頸部はほぼ直立する。口縁端部は内側に若

干引き出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内面は横方向のケズリを施す。体部外面には平行

叩き目が残る。色調は灰白色を呈する。播丹型�類で１５世紀前半～中頃に比定される。

黒色土器 ６３７は椀である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。内面は回転ナデ調整の後、ヘラ

ミガキ調整、外面は回転ナデ調整を施す。色調は内面が黒色、外面が浅黄色を呈する。

瓦器 ６３８は椀である。体部は内彎気味に外上方に延びる。内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は黒

色を呈する。

瓦質土器 ６３９は鍋である。体部は内彎気味にほぼ直上に延び、口縁部は「Ｌ」字状に屈曲する。口縁端

部は斜め上方につまみ上げる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はナデ調整を施す。色調
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は黒色を呈する。

須恵器

椀 ６４０・６４４・６４５は椀である。６４０は高台の断面が長方形状で低い。内外面とも回転ナデ調整を施し、

底部外面は回転ヘラケズリを加える。色調は灰色を呈する。６４４は体部が僅かに内彎気味に外上方に延

びる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕

が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。６４５は平底で体部は直線的に外上方に延びる。

口縁部内面に凹線が１条巡る。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。

底部外面は切り離しの後、ヘラケズリ調整を加える。色調は灰色を呈する。東播系須恵器で１３世紀代に

比定される。

壺 ６４１は平底で断面が方形の比較的低い貼り付け高台をもつ。体部は内彎気味に外上方に延びる。内

外面とも回転ナデ調整を施し、内面にロクロ目が明瞭残る。色調は灰色を呈する。

皿 ６４２・６４３は皿である。６４２は平底で体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い回転

ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。６４３

は平底で、体部は短く直線的に外上方に延びる。口縁部～体部内外面は回転ナデ調整、底部内面はナデ

調整を施す。底部外面には糸切痕が残る。色調は灰色を呈する。いずれも東播系須恵器である。

鉢 ６４６は体部が直線的に外上方に延びる。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転

ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈す

る。東播系須恵器である。

施釉陶器

卸皿 ６４７は底部の器壁が厚い。体部は緩やかに外上方に立ち上がり、口縁部は僅かに外反気味に外方

にひらく。底部内面に格子状の卸目を施文する。口縁部内外面に灰釉を施釉し、灰オリーブ色に発色す

る。瀬戸・美濃系灰釉陶器で１５世紀代に比定される。６４８も同タイプの卸皿片である。

壺 ６４９は外面に縦耳を貼り付ける。外面は施釉し暗灰色に発色する。中国産陶器の可能性が高い。

無釉陶器 ６５０は擂鉢である。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁端部は丸味をもつ。内外面とも

回転ナデ調整を施し、体部内面に櫛描きの擂目を施文する。焼成は堅緻で、色調はにぶい褐色を呈する。

丹波焼で１６世紀後半～１７世紀前半に比定される。

白磁

碗 ６５１～６５４・６５９・６６０は碗である。６５１は器壁は比較的薄い。体部は内彎気味に外上方に延び、口縁

端部は小さい玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。横田・森田分類の白磁

碗�類で１２世紀代に比定される。６５２は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は細長い玉縁状に肥厚

する。内外面とも透明釉を施釉し、灰白色に発色する。６５３は体部が直線的に外上方に延び、口縁部は

玉縁状に肥厚する。内外面とも透明釉を施釉し、灰白色に発色する。いずれも横田・森田分類の白磁碗

�類で１２世紀後半～１３世紀前半代に比定される。６５４は比較的幅の広い輪高台をもつ。内面は透明釉を

施釉し灰白色に発色する。外面は露胎である。華南産白磁と考えられる。６５９は体部が直線的に外上方

に延び、口縁端部は尖り気味に収める。内外面とも透明釉を施釉し灰白色に発色する。華南産白磁と考

えられる。６６０は高台が比較的細く、体部は外上方に立ち上がる。内外面とも透明釉を施釉し白色に発

色する。外面の高台脇以下は露胎である。近世後半～近代の国産白磁と考えられる。

皿 ６５５・６５８は皿である。６５５は高台の断面が三角形状で細く低い。内外面とも透明釉を施釉し、灰白
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色に発色する。森田分類の皿Ｅ－２群で１６世紀代に比定される。６５８は平底で底部の器壁は厚く、断面

台形状の高台をもつ。体部は内彎気味に外上方に延び口縁端部は尖り気味に収める。内外面とも透明釉

を施釉し灰白色に発色する。外面の体部下半以下は露胎である。肥前系波佐見産の粗製の白磁で１８世紀

前半代に比定される。

紅皿 ６６１は型作り成形で、体部は僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は上面に端面をもつ。外

面は放射状に施文し、内面は透明釉を施釉して白色に発色する。外面は露胎である。肥前系白磁で１９世

紀前半代に比定される。

青磁 ６５６・６５７はいずれも碗である。６５６は底部の器壁は比較的厚い。高台は断面が長方形状で比較的

低い。外面に蓮弁文を施文する。内外面、更に高台畳付～高台裏まで青磁釉を施釉し、明オリーブ灰色

に発色する。龍泉窯系青磁で１５世紀代に比定される。６５７は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は

丸味をもつ。外面に線描きの剣頭と身の一致しない蓮弁文を描く。内外面とも青磁釉を施釉し、灰オリー

ブ色に発色する。龍泉窯系青磁細蓮弁文碗で１６世紀代に比定される。

青花磁器 ６６３は碗の底部である。高台は細く高く、底部が上方に突出する饅頭心碗である。内面に牡

丹唐草文、内面に「富貴□器」銘を描く。景徳鎮窯の製品で１６世紀代に比定される。

石製品 ６６２は断面が６角形を呈する石製品で用途は不明である。長方形の原石を割って成形する。色

調は暗灰色を呈する。

（２）金属器（図版１０８ 写真図版１４１）

釘（M３３・M３４）

M３３は頭部が不明の釘である。残存長は６．７cmを測る。M３４は頭巻釘で残存長は３．３cmを測る。

不明鉄製品（M３５・M３８）

M３５は楔状の製品である。長さは６．２cm、最大幅は１．７cm、厚みは１．２cmを測る。M３８は板状製品で

ある。残存長は４．０cm、幅２．９cm、厚さ０．４cmを測る。

小札（M３６・M３７）

２点とも碁石頭の伊予札である。M３６は残存長が、６．０cm、幅２．４cm、厚さ０．３cmを測る。M３７は残

存長が４．４cm、幅２．４cm、厚さ０．３cmを測る。

（３）古墳時代以前の遺物（図版１０９～１１１ 写真図版１４２～１４５）

SH００２E

土師器甕６６４は体部上半から口縁部にかけての破片である。口頸部は外反し、口縁部は直立気味に立

ち上がり、受け口状を呈する。体部内面は縦方向のケズリを行い、口頸部はヨコナデを行う。

包含層

古墳時代

土師器甕６３０・６３２・６３３はいずれも口縁部で、６３０は外反し、６３２・６３３は外傾している。土師器壺６３１

は直口壺の口頸部で直立している。

須恵器坏Ｈ身６６５は小振りで、受部は斜め上方に短く伸び、立ち上がりは短く内傾する。

縄文土器

縄文土器深鉢６６６は外反する口頸部の破片である。口縁端部は肥厚し、口縁端面と口縁直下に沈線を
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施文する。深鉢６６７は体部から頸部かけての破片である。地文に縄文を施文し、３本１単位の沈線を施

文している。６６８は口縁部で外傾している。口縁部外面に細かい右上がりの縄文を施文している。

粗製の深鉢６６９～６７３は体部の破片で外面は縦方向の細密条痕を内面は横方向の細密条痕で調整してい

る。６７４は体部下半部から底部にかけての破片である。平底で網代の圧痕がある。体部外面は縦方向の

細密条痕を内面は横方向の細密条痕で調整している。

６７５は平底の深鉢の底部である。６７６は丸底の深鉢の底部である。

６７７・６７８は口縁部直下に突帯を貼り付け、ヘラによる押圧を行っている。

６７７は直立し口縁端部は外反している。頸部は縦方向の条痕文で調整している。６７８は外傾している。

６７９・６８１・６８４は口縁部に突帯を貼り付け、棒による刺突を加えている。６７９は口縁端部に突帯を貼り付

けている。６８１・６８４は口縁部直下に突帯を貼り付け、６８１の頸部は横方向の条痕文で調整している。６８０

は口縁部直下に突帯を貼り付け、幅広の押圧を行っている。６８２・６８３は口縁部に突帯を貼り付け肥厚さ

せ、半裁竹管をＣ形に押圧している。６８５は口縁部に突帯を貼り付けずに、半裁竹管をＣ形に押圧して

いる。６８６・６８７は頸体部境の破片で、突帯を貼り付ける。６８６は突帯上をヘラによる押圧を行っている。

６８７は突帯上と突帯下の体部に棒による刺突を加えている。

６８８～６９５は口縁部に無文の突帯を貼り付ける。６８８～６９０は直立し、口縁直下に突帯を貼り付ける。６９１

は内傾し、口縁直下に２条の低い突帯を貼り付ける。６９２の頸部は横方向の条痕文で調整している。６９３

は外傾し、口縁外面に低い突帯を貼り付ける。６９４・６９５は内傾し、口縁外面に低い突帯を貼り付ける。

６９６は無頸壺で内傾する口縁部の外面に粘土紐を貼り付けている。

縄文の石器

石棒 S１１は結晶片岩製で明瞭な加工痕は無い。

弥生土器

弥生土器壺６９７～７１３はいずれも小片である。

６９７・７００は広口壺の口頸部で、いずれも頸部に４条以上のヘラ描沈線を巡らしている。６９８は広口壺の

頸部から体部で、口頸境に２条のヘラ描沈線を巡らしている。頸体境は段を作り３条のヘラ描沈線を巡

らしている。全体に横方向のミガキを施し丁寧に作っている。６９９は大形の広口壺で頸体部境にケズリ

出し、低く幅広い突帯を作っている。

７０１・７０２は壺体部の破片で、ヘラ描沈線を巡らしている。７０３は壺体部の破片で、３条のヘラ描沈線

の連弧文を施文している。７０４は大形の広口壺で頸体部境にヘラ描沈線を巡らしている。７０５は広口壺の

口縁部で、口縁端部にヘラ描沈線を巡らしている。

７０６は貼付突帯の広口壺で口頸境に突帯を貼り付け、キザミを付けている。７０７～７１１は頸体境に突帯

を貼り付け、キザミを付けている。

７１２は壺の口縁部である。７１３・７１７・７１８は壺の底部で調整は不明である。７１３は大形の壺である。

７１４は甕の体部上半から口縁部の破片である。直線的に立ち上がる体部から短く外反する口縁部が付く。

体部外面は縦方向のハケ調整の後、口縁部直下に２条のヘラ描沈線を巡らしている。口縁端部はキザミ

を付けている。７１５・７１６は甕の底部の一部である。
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第６節 Ｆ地区の調査

１．調査の概要（図版７９ 写真図版１４６・１４７）

Ｆ地区はＥ地区の東側に設定した調査区である。平成１２年度に実施した第１次確認調査では遺構の存

在が明らかではなかったが、Ｅ地区の調査結果をもとに再度確認調査を実施したところ遺構の存在が明

らかとなり、本発掘調査を実施した。

Ｆ地区は南北長約６０m・東西最大幅約２６mの台形を呈する調査区である。調査前の現況では３枚の水

田であるが、圃場整備によって改変を受けており、圃場整備前の図面・空中写真からは、もともとは西

半では５枚、東半では７枚の計１２枚に分かれる水田であったことが判っている。

調査の結果、調査区の大半は圃場整備に伴い削平を受けており、Ｅ地区と同様に現耕作土・圃場整備

時の盛土直下から地山面が出現していることが判明した。調査区の北半部分には旧河道が存在してお

り、埋没にともない複数の時期の遺構面が形成されていることが判明した。旧河道部分では２面、地山

面が出現している部分では１面で遺構を検出・調査を実施した。遺構は調査区の南半部では建物群と井

戸が、北半では水田遺構を検出した。

遺構の時期は１３世紀～１６世紀にかけてである。

２．遺構

Ｆ地区の遺構は、基本的には用水路において隔てられた西側のＥ地区から続く一連の遺構群である。

検出できた遺構の大半は、掘立柱建群・柱穴群であり、これらは、Ｅ地区から広がる一連の建物群であ

る。この観点から、建物跡の№は、Ｅ地区からの続き番号とした。建物群の分布は、調査区の南半部に

集中しており、これらは、一部中段の延長上にある柱穴群を除けば、Ｅ地区の下段部分の延長にあたる。

これに対して中段の延長上には南北に走る旧河道とその上層に構築された水田遺構が検出できた。即

ち、中世に限れば、Ｆ地区は、Ｅ地区から延びる集落遺跡の東端にあたり、居住区に付随する生産領域

の一部が検出できたことになる。

Ａ．南半部の遺構群－集落遺構（図版１１２・１１３ 写真図版１４７）

Ｅ地区下段の建物群から続く建物群に加え、井戸１基と井戸に伴うと考えられる石組み遺構を検出し

た。

（１）掘立柱建物群・柱穴群

柱穴は約３００個検出しており、１０棟の建物跡を復元した。復元した建物跡はすべて調査区の南半に集

中しており、井戸や石組み遺構（水溜）と有機的に結びついていたと考えられる。復元に使用しなかった

柱穴は多く、Ｅ地区同様、更に多くの建物が存在したと考えられる。

SB０３４F（図版１１４）

検 出 状 況 調査区南半において検出した。SB０３５Fと並行する。また、SB０３６F・SB０３８F・SB０３９F

と重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN７１°Eにとる総柱建物跡である。桁行東西４間（８．２０m）・梁行南北３間

（６．００m）、床面積４９．２０m2 の規模である。建物の柱間は歪みが激しいが、総じて桁行では１間分は
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１．８０m・２．１０m前後に分かれる。梁行についても１．８０m・２．１０m前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～４０cm、深さ２０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器鍋７２０が出土している。

備 考 東１間の間には３個の柱穴が検出されており、張り床があった可能性がある。また、北か

ら１間の桁行きと西から１間の梁行きは比較的柱通りに歪みがなく、建物を建てあげる際に何らかの基

線となった可能性が高い。SB０３５Fとは約５０cmの間を空けて桁行きが並行しており、同時期に建てら

れていたと考えられる。

SB０３５F（図版１１４）

検 出 状 況 調査区南半において検出した。SB０３４Fと並行する。

形状・規模 桁行方位をN７１°Wにとる側柱建物跡である。桁行東西３間（５．９０m）・梁行南北２間

（３．４０m）、床面積２０．０６m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は１．８０m・２．１０m前後に分か

れる。梁行は１．７０m前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～４０cm、柱痕径約１５cm、深さ２０cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

備 考 SB０３４Fとは約５０cmの間を空けて桁行きが並行しており、SB０３４Fに付属する建物として

同時期に建てられていたと考えられる。

SB０３６F（図版１１５）

検 出 状 況 調査区南半において検出した。SB０３５Fと並行する。また、SB０３４F・SB０３７F・SB０３８F・

SB０３９Fと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN７°Eにとる総柱建物跡である。桁行南北３間（６．２０m）・梁行東西３間

（５．４０m）、床面積３３．４８m2 の規模である。建物の柱間は歪みが激しいが、総じて桁行では１間分は

１．８０m。梁行についても１．８０m前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～４０cm、柱痕径１５cm、深さ１５cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０３７F（図版１１４）

検 出 状 況 調査区南半において検出した。SB０３４F・SB０３６Fと重複するが先後関係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN７０°Eにとる総柱建物跡である。桁行東西３間（６．０m）・梁行南北２間

（３．５０m）、床面積２１．０m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は２．２m・１．６m前後に分かれ

る。梁行は１．７０m・１．８０m前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径２０cm～４０cm、深さ２０cmを測る。

出 土 遺 物 柱穴からは土師器皿７１９が出土している。

SB０３８F（図版１１５）

検 出 状 況 調査区南半において検出した。SB０３４F・SB０３７F・SB０３９Fと重複するが先後関係は不明

である。

形状・規模 桁行方位をN７０°Wにとる総柱建物跡である。南北２間（４．００m）・東西３間（４．４０m）、床

面積１７．６０m2 の規模である。建物はＬ字形に検出されており、南東隅の柱穴は検出されなかった。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～４０cm、深さ１５cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。
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SB０３９F（図版１１５）

検 出 状 況 調査区南半において検出した。SB０３４F・SB０３６F・SB０３７F・SB０３８Fと重複するが先後関

係は不明である。

形状・規模 桁行方位をN２１°Eにとる建物跡である。桁行南北７間（８．８０m）・梁行東西２間（３．４０m）、

床面積２９．９２m2 の規模である。建物の柱間は歪みが激しいが、総じて桁行では１間分は１．４０mを基本と

し、部分的に並んでもう１つ柱が立てられている。梁行については１．７０m前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～４０cm、深さ３５cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

備 考 建物は、南北桁行きには柱が多く、板壁などの施設に伴う可能性がある。SD１０２７Fは地

桁もしくは間仕切りの痕跡と考えられる。中央の棟通りの柱列は若干蛇行している。柱穴 P１０２８F・

P１０３０Fよりも北側に棟通りの柱はなく、土間など、南側と利用形態が違っていた可能性が高い。

SB０４０F（図版１１５）

検 出 状 況 SE００１Fを中心に持つ位置で検出した。

形状・規模 軸方位をN２６°Eにとる側建物跡である。南北１間（３．５０m）・東西２間（３．１０m）床面積

１０．８５m2 の規模である。建物の柱間は東西方向では１．８０mと１．３０mを測る。北辺には建て替えに伴う

と考えられる柱穴が４個検出されている。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～４０cm、深さ１５cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

備 考 SE００１Fに伴う覆い屋の可能性が高い。

SB０４１F（図版１１６）

検 出 状 況 調査区南西隅において検出した。SB０４２F・SB０４３F・SB０４４Fと重複するが先後関係は不

明である。

形状・規模 桁行方位をN６°Wにとる側柱建物跡である。桁行南北４間（６．６０m）・梁行東西２間

（４．４０m）床面積２９．０４m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は１．２m前後、他は１．８m、梁行

は２．２m前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径３０cm～５０cm、深さは２０cm以下の浅いものと５０cmほどの深いものがあ

る。柱痕は約２０cmである。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

備 考 柱穴 P２０５５Fは小径であり、間仕切りなどの機能に伴ったと考えられる。

SB０４２F（図版１１６）

検 出 状 況 調査区南西隅において検出した。SB０４１F・SB０４３F・SB０４４Fと重複するが先後関係は不

明である。

形状・規模 桁行方位をN８°Wにとる総柱建物跡である。桁行南北２間（５．０m）以上・梁行東西２間

（３．８０m）、床面積１９．０m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は２．５m、梁行は２．０m・１．８０m

前後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径２０cm～３０cm、深さ３０cm前後である。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。
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SB０４３F（図版１１６）

検 出 状 況 調査区南西隅において検出した。SB０４１F・SB０４２F・SB０４４Fと重複するが先後関係は不

明である。

形状・規模 桁行方位をN２２°Wにとる総柱建物跡である。桁行東西２間（３．６０m）・梁行南北２間

（３．２０m）、床面積１１．５２m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は１．８m前後、梁行は１．６m前

後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径２０cm～５０cmとばらつきがある。深さもまた、深さは２０cm以下の浅い

ものと５０cmほどの深いものがある。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

SB０４４F（図版１１６）

検 出 状 況 調査区南西隅において検出した。SB０４１F・SB０４２F・SB０４４Fと重複するが先後関係は不

明である。

形状・規模 桁行方位をN５６°Eにとる側柱建物跡である。桁行東西２間（３．２０m）以上・梁行南北２間

（３．６０m）、床面積１１．５２m2 の規模である。建物の柱間は、桁行では１間分は１．６m前後、梁行は１．８m前

後の柱間をとる。

柱 穴 円形を基本とし径２０cm～３０cm、柱痕径１５cm、深さ２０cmを測る。

出 土 遺 物 図示できる出土遺物はない。

備 考 北側の梁行きには２個の小径の柱穴が検出されている。性格は不明である。

（２）水溜め・井戸

Ｆ地区で、水田跡と柱穴群との間に井戸２基・水溜１基を検出した。

SE００１F（図版１１７ 写真図版１４８）

検 出 状 況 Ｆ地区南半中央よりにおいて検出された石組の井戸である。

形状・規模 掘り方はやや不整な円形を呈し、径約２．４mを測る。井側は、隅丸長方形の平面形となっ

ており、長辺約１m・短辺約８０cmを測る。井側は一辺３０cm前後の石を落とし積みによって積み上げ

て造られている。現存する石積みは１３段を数え、やや胴が張る。その下に丸太材を方形に組みあわせた

井桁がある。井側が、隅丸長方形に組み上げられているのは、方形の井桁に起因する。井桁内には水溜

めなどの施設はない。残存する深さは、約２．３mを測る。

出 土 遺 物 土器が全く出土していないため時期は不明である。

備 考 井戸は SB０４０Fの中にあり、SB０４０Fは覆い屋の可能性が高い。SB０４０Fの柱穴は、井戸

を中心に置かず、やや南西に寄る。井戸の南側・西側に使用上必要な空間を持たせていたと考えられる。

SX００２F（図版１１８）

検 出 状 況 井戸 SE００１Fの東隣において検出された集石を伴う土坑である。SB０３４F・SB０３５Fの北

桁行きに並行している。

形状・規模 不整な隅丸方形を呈しているが南辺は直線的である。南北約３．１m・東西３．７m、深さ５０cm

を測る。土坑底は皿状を呈しており中央がやや窪む。土坑内には南辺を中心に１辺３０cm前後の石が集

まっている。

出 土 遺 物 近現代の遺物が見つかっており、近年に撹乱された可能性が高い。
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備 考 集石は南辺及び東辺の一部に巡っていた石組が崩落した可能性が高く、中世中期～後期に

類例が多い水溜め遺構であったと考えられる。位置的には井戸の隣にあり、関連する遺構であった可能

性が高い。

２．北半部の遺構群－井戸・土坑・水田遺構・旧河道（写真図版１４９）

北半部では、井戸・土坑・水田遺構・旧河道、主に小区画の水田遺構を検出した。

（１）層 序

北半部では旧河道が埋没した上に数時期の水田が開かれており、最下層の水田（４a層）を含め、４枚

（１a層～４a層）の水田土壌を確認している。これらの水田は谷奥から供給される洪水砂（b層）によって

繰り返し埋没しており、最上層の水田（１a層）の上層からも埋没した近代の石列が検出されている。

調査対象とした水田遺構は、埋没した旧河道上に開かれたもので、埋没した段丘崖の崖下を巡る位置

に営まれている。水田一筆の規模は地形を反映し全体に狭小である。狭いもので１筆４m2、広いもの

は１２m2 を超える規模である。

この水田の時期については、水田土壌層の下層（４b層）から、１３世紀後半以降の土師器鍋が出土し、

また、水田土壌層（４a層）及び被覆する洪水砂（３b層）中からは、１３世紀代の年代観をもつ青磁碗片、須

恵器鉢片などが出土しており、上層水田（３a層）からは１６世紀後半以降の丹波焼が出土しており、１４世

紀以降（１５世紀前半の可能性が高い）と考えている。

なお、水田を被覆する洪水砂中からは、奈良時代に遡る須恵器杯底部片が２点出土している。更に谷

奥に奈良時代の遺構が存在する可能性がある。

土坑・井戸は水田土壌を掘り込んで造られている。

（２）井戸・土坑

SE００３F（図版１１８ 写真図版１４９）

検 出 状 況 Ｆ地区中央東端において検出された素掘りの漏斗状の井戸である。

形状・規模 上面形は卵形を呈し、下半部（水溜め）は不整な五角形に掘り込まれている。断面形状は漏

斗状を呈する。

規模は上面では、長軸３．１m・短軸２．３m、底部では長軸１．５m・短軸１．２m、深さ１．３mを測る。

出 土 遺 物 出土していない。

備 考 水田を埋没させた洪水砂層より後に掘られている。旧河道の肩に開けられ、現況では湧水

点に達していることから、井戸と判断した。時期は、江戸時代に入る可能性が高い。

SX００４F（図版１１９ 写真図版１４９）

検 出 状 況 調査区北端において検出された土坑である。

形状・規模 平面形は円形を呈し、垂直に掘られている。径約１．２m、深さ９０cmを測る。土坑内には径

３０cm前後の巨礫が入っている。

出 土 遺 物 漆椀が出土している。

備 考 水田土壌を掘り込んで造られている。上層の水田に伴う埋め桶の可能性が高い。
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（３）水田遺構（図版１１９～１２１ 写真図版１４９）

調査対象とした水田遺構は２枚存在する。重複関係から古いものを、水田遺構�、新しいものを水田

遺構�とする。

水田遺構�

検 出 状 況 旧河道の形状にしたがって水田区画が検出された。水田区画の大半は東辺が調査区外にあ

り規模は詳らかではない。水田区画は北半では２列検出されており、旧河道の肩よりにある西列は不整

形で小さく、河道中央に近い東列は比較的長方形に近い区画形状をしており、規模も西列に比べ大きい。

南半は区画の西辺を検出しており、東列に連なるものと考えられる。あわせて１３区画前後を検出した。

形状・規模 西列は２m四方（４m2）から２m×３m（６m2 前後）の面積の区画を呈する。東列は幅２m～

３m、全長４m前後の規模があり８m2～１２m2 程度の水田区画を呈している。

出 土 遺 物 ４a層からは、土師器小皿７３９出土している。被覆する３b層からは１６世紀後半代の土師器

鉢が出土している。

備 考 この水田に伴う土壌は４a層である。

水田遺構�

検 出 状 況 水田遺構�と重複し、上層の撹乱を受けほとんど残存していない。旧河道の形状に沿った

区画ではなく、現在へと続く水田区画の方向に軸をもつと考えられる。微高地の縁辺をN２２°E方向に

直線的に開削しており、水田畦畔もまた、同方位で検出された。

形状・規模 南北方向の畦畔から４本の東西方向の畦畔が分岐しているが、遺存状態が悪く、個々の水

田区画の状況は明らかではない。畦畔間の距離は６m～８mである。

出 土 遺 物 ３a層からは１６世紀後半～１７世紀前半代の丹波焼盤が出土している。

備 考 水田遺構�より新しく、洪水砂が被覆している。この水田に伴う土壌は３a層が含まれる

可能性が高い。

旧河道（図版１１９～１２１ 写真図版１５０・１５１）

検 出 状 況 調査区東端で検出した。調査区の北北東にある谷奥から流れ出て、遠阪川へと注ぎこむ小

河川である。調査区東辺に沿って南流しており、微高地の縁辺に沿って調査区外へと流れ出ている。

形状・規模 調査区の東辺に沿って約４mの幅で検出している。これは水田遺構の形成によって上部

が削平されているためと考えられ、当初は、調査区の北端において幅６m以上あり、深さ２mを測る。

下流にゆくにしたがって広がりをみせていたと考えられる。

埋 土 水田土壌４a層より下層にはオリーブ灰色の砂礫が堆積している。断面観察からは数度に

わたって溝が流れていたことが判明した。

出 土 遺 物 １３世紀後半の土師器鍋７４３、白磁碗７３６が出土している。白磁は１３世紀前半代のものである。

（４）小結

今回のＦ地区の調査によって、旧河道が埋没した後に水田が営まれていることが判明した。水田土壌

の上下から出土した遺物は１３世紀から１６世紀の間の限定した時期を示しており、旧河道の埋没と水田化

が主に１４世紀から１５世紀の限られた期間に行われた可能性が高い。

旧河道の埋没は段丘化によって引き起こされたと考えられ、内陸部の段丘化の時期を示す好資料とし

ても注目できる。
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３．遺物

（１）土器（図版１２２ 写真図版１６）

SB０３７F

７１９は非ロクロ成形の土師器皿である。平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩やかに外上

方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調はにぶい橙色

を呈する。

SB０３４F

７２０は土師器鍋である。頸部は直立し、口縁部は外方につまみ出す。内外面とも強いヨコナデ調整を

施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

ピット内

土師器

皿 ７２１・７２２・７２５は非ロクロ成形である。７２１は平底で体部は短く直立する。口縁部内外面はヨコナデ

調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調は浅黄橙色を呈する。７２２は平底で体部は短く直線的に外上

方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部～底部内外面はナデ調整を施す。色調は橙色を呈

する。７２５は体部が緩やかに外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外面はヨコナ

デ調整を施す。色調はにぶい橙色を呈する。

鍋 ７２３・７２４・７２６・７２７・７２９・７３０は鍋である。７２３は頸部がほぼ直立し、口縁端部は外方につまみ出

す。内外面とも強い回転ナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。７２４は頸部が僅かに外傾し、

口縁端部は若干外方につまみ出す。内外面とも強いヨコナデ調整を施す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

７２６は体部が内彎し、頸部はほぼ直立して、口縁端部は外方につまみ出す。口縁部内外面は強いヨコナ

デ調整、体部内面は斜め方向のナデ調整を施し、当て具痕が残る。体部外面は不調整で、平行叩き目が

残る。色調は明赤褐色を呈する。長谷川分類播丹型�類で１４世紀後半代に比定される。７２７は頸部がほ

ぼ直立し、口縁端部は外方につまみ出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈す

る。７２９は頸部がほぼ直立し、口縁端部は外方につまみ出す。口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。

色調は褐色を呈する。播丹型と考えられる。７３０は頸部がほぼ直立し、口縁端部は外方につまみ出す。

口縁部内外面は強いヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。播丹型と考えられる。

瓦器 ７２８は椀である。高台の断面は三角形状で比較的高く、体部は内彎気味に外上方に延びる。口縁

端部は丸味をもつ。口縁部～体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は暗灰色を呈する。

須恵器 ７３１・７３２・７３４・７３５はいずれも鉢である。７３１は体部が直線的に外上に延び、口縁端部の断面

は三角形状に肥厚する。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部内外面は強い回転ナデ調整を施す。口

縁部外面に煤が付着する。色調は暗灰色を呈する。７３２は体部が直線的に外上方に延び、口縁端部は若

干上下に拡張して小さい縁帯を形成する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調

整を施す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は暗灰色を呈する。７３４は体部が直線的に外上方

に延びる。口縁端部は玉縁状に肥厚する。口縁部内外面は強い回転ナデ調整、体部内外面は回転ナデ調

整を施す。色調は灰色を呈する。いずれも東播系須恵器である。７３５は体部が直線的に外上方に延びる。

内外面とも回転ナデ調整を施す。色調は灰色を呈する。

青磁 ７３３は青磁碗である。体部はほぼ直線的に外上方に延び、口縁端部は尖り気味に収める。内面は

片切彫りで草花文を施文する。内外面とも青磁釉を施釉し灰オリーブ色に発色する。龍泉窯系青磁劃花

第６節 Ｆ地区の調査

―９６―



文碗で１３世紀前半代に比定される。

旧河道

７３６は白磁の碗も若くは皿片である。体部は直線的に外上方に延び、口縁部は外方にひらく。口縁端

部は丸味をもつ。内外面とも透明釉を施釉し、白色に発色する。華南産白磁で１３世紀代に比定される。

水田面

須恵器 ７３７は鉢である。口縁部は上下に拡張して縁帯を形成する。内外面とも強い回転ナデ調整を施

す。口縁部外面に重ね焼き痕が見られる。色調は灰色を呈する。東播系須恵器である。

無釉陶器 ７３８は甕である。口縁部は大きく外方にひらき、内外面とも強い回転ナデ調整を施す。内面

に胡麻状に灰被りが見られる。色調は暗褐色を呈する。１６世紀代の丹波焼と考えられる。７４１は盤であ

る。体部は内彎気味にほぼ直上に延び、口縁端部は上面に端面をもつ。内外面とも強い回転ナデ調整を

施し、外面は胡麻状に灰被りが見られる。色調は外面がにぶい褐色、内面が黄灰色を呈する。丹波焼と

考えられる。

染付磁器 ７３９・７４０はいずれも碗である。７３９は体部が僅かに内彎気味に外上方に延び、口縁端部は尖

り気味に収める。外面は界線１条と草花文を描き、外面は無文である。肥前系波佐見産のくらわんか手

碗で１８世紀後半代に比定される。７４０は高台の断面が台形状で比較的高い。底部の器壁は比較的厚く、

体部は内彎気味に外上方に立ち上がる。内面は草花文、外面は簡易な草花文を描くが生掛けのため釉の

ノリが悪い。高台裏は露胎である。肥前系で１８世紀代に比定される。

土師器

皿 ７４２・７４４はいずれも非ロクロ成形である。７４２は平底で底部と体部の境は不明瞭である。体部は緩

やかに外上方に延びる。内外面ともヨコナデ調整を施す。色調は橙色を呈する。７４４は平底で底部と体

部の境は不明瞭である。体部は僅かに内彎気味に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、

体部内外面はナデ調整を施す。色調は褐灰色を呈する。

擂鉢 ７４３は擂鉢である。口縁端部を上方につまみ上げる。内外面とも強いヨコナデ調整を施し、体部

内面には横方向の粗いハケ目調整を施す。色調はにぶい黄褐色を呈する。１６世紀代に比定される。

鍋 ７４６は頸部がほぼ直立し、口縁端部は外方に引き出す。内外面とも強いヨコナデ調整を施し、色調

はにぶい赤褐色を呈する。

包含層

土師器 ７４７は非ロクロ成形の皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強い

ヨコナデ調整、体部内外面はヨコナデ調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調は明赤褐色を呈する。

７４８は皿である。平底で体部は直線的に外上方に延びる。口縁部内外面は強いヨコナデ調整、体部内外

面はヨコナデ調整を施す。体部外面は一部ミガキ調整、底部内外面はナデ調整を施す。色調は明赤褐色

を呈する。

無釉陶器 ７４９は擂鉢である。口縁部の断面は長方形状に成形し、口縁部内面に凹線が１条巡る。口縁

部内外面は強い回転ナデ調整を施し、体部内面は６条１単位の櫛描きの擂目を施文する。色調は暗オリー

ブ灰色を呈する。１７世紀前半代の丹波焼と考えられる。

（２）木器（図版１２２ 写真図版１６）

漆椀（W１）はブナ属性の漆椀である。漆が剥離した木地にはロクロ加工痕が残る。塗の残りは悪いが、
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内外に一部に赤漆が残っている。高台内面のみ黒漆が塗られている。

（３）石器（図版１２２ 写真図版１６）

砥石（S１２）はシルト岩製の小形の仕上げ砥で、原面の一部が３面残るが折れと剥離が著しい。砥面に

は微細な砥傷が存在する。

（４）金属器（図版１２２ 写真図版１６）

銭（M３９）は寛永通寶である。直径は２．４cmを測る。
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第７節 Ｇ地区の調査

１．調査の概要（図版１２３ 写真図版２５・１５５）

田ノ口遺跡のなかでも、最も北西側に位置する。他の地区が平坦地にあったのに対して、当地区は小

尾根の先端斜面上に立地している。斜面の傾斜が３０°と、大変急勾配な斜面である。調査は、土器の散

布及び円礫の集中が確認された２地点（北側から、Ｇ－１区・Ｇ－２区）を対象とした。それぞれの調査

面積は、２５m2・１６m2 である。最も高所に位置するＧ－１区中央部の標高は２０６mで、南側平坦部との

比高は約２５mである。

調査地は、急斜面に立地することに加え、遺物・円礫が露出していたことから、すべて人力により調

査を進めていった。また、Ｇ－２区で検出された鏡については、それが収められていた須恵器甕を土砂

が入った状態で持ち帰り、調査事務所内にて取上げたものである。

２．Ｇ－１区

（１）遺構（図版１２４ 写真図版２６・１５６～１５８）

墓（ST００１G）を１基検出した。調査を開始する段階で、地表面に円礫と土師器（堝）の小片の散乱が認

められる状況であった。表土を掘削した段階で、３０cm×１０cm大の亜角礫の集石が認められた。その集

石は、１．３０m×１．１０mの方形の範囲である。

集石を取り除いた段階で、尾根筋山側を中心にカットする土坑が認められた。その範囲は、尾根筋方

向（北東－南西方向）で９０cm、その直交方向で１mを測る。土坑内には、上面とほぼ同規模の亜角礫が

中心部にむかって落ち込んだ状態で検出された。この亜角礫を取上げた段階で、中心部に土堝が検出さ

れた。破片での出土であるが、比較的全体の形態が理解できる状況であった。土堝は、図化と写真撮影

を繰り返し、取上げていったところ、数個体からなることが理解できた。

結果として、上側の堝は口縁部を下側にして、下層の堝については口縁部を上側にして置かれていた。

この出土状況をもとに復元したのが、第２３図である。

最下層の堝は、土坑掘削後、一端整地し、その上に置かれていることが明らかとなった。土坑の横断

面はＵ字形をなし、検出面から土坑底までの深さは５４cmを測る。土坑底から約１２cm埋められたとこ

ろで堝が据えられていた。

（２）遺物（図版１２６ 写真図版２６・１５９）

土師器の堝３個体（７５０～７５２）と土師器の皿（７５３）・須恵器の杯Ｂ（７５４）が出土している。

土師器堝は、３個体とも基本的な特徴を同じくするもので、ほぼ完存する。いわゆる播丹型堝に分類

されるもので、口縁部外面は平行叩きにより仕上げられ、内面はハケ調整後ナデ調整により仕上げられ

ている。ハケ目は上半部を中心に残存する傾向にあるが、７５１はほぼ全面に残存する。最後に口縁部が

内外面とも横ナデ調整により仕上げられている。３個体の堝は、口縁端部の特徴がわずかに異なる。ま

ず、７５０は、端部が外方にわずかにつまみ出されている。７５１は、肥厚傾向にあり、玉縁状をなす。７５２

は、７５０と７５１の中間形態をなす。この他、７５２の底部中央部には、径１．２cmの穿孔が焼成後に行われて

いる。

７５３は、ほぼ完存する小皿で、手づくねにより整形されている。全体的に歪みが顕著である。このた
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め、底部外面を中心に指頭圧痕が顕著に認められる。口縁部は上方につまむような横ナデ調整により仕

上げられ、わずかに外端面が認められる。

７５４は、底部を中心に残存する。底部を回転ヘラ削りにより成形後、外方に踏ん張るように高台が貼

り付けられ、回転ナデ調整により仕上げられている。

３．Ｇ－２区

（１）遺構（図版１２５ 写真図版２７・１６０～１６３）

経塚 SX００１Gを１基検出した。当地は、調査を開始する段階で、地表面に角礫の散乱が認められる状

況であった。この角礫と土砂を掘り下げた段階で、隅丸長方形の土坑を検出した。その主軸方向は尾根

筋ラインとほぼ一致し、規模は１．７３mを測る。また、その直交方向で１．３４mを測る。底部は比較的平

坦で、その深さは山側掘り方から９２cm、下側掘り方から１２cmを測る。土坑底部の規模は、底部で１．３６

m、その直交方向で９０cmである。土坑底部の標高は、２０１．３６mである。

土坑の山側隅で、完存する須恵器甕と蓋に転用された捏鉢がセットで検出された。調査の結果、この

須恵器のセットを下側（南西側）から固定するように亜角礫が積まれていたことが明らかとなった。甕の

据え付けは、特に穴を掘り据えたのではなく、先の亜角礫の積み上げによって固定されていた。

甕の中には、和鏡が鈕を下側にし鏡面をほぼ水平にして、収められていた。なお、甕を取上げるにあ

たっては、中に混入した土砂を残した状態で持ち帰り、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所内にて、

Ｘ線透過撮影を行い、その後混入した土砂を取り除いていった。和鏡は、このＸ線透過撮影により、そ

の存在が判明したものである。

（２）遺物（図版１２６ 写真図版２７・２８・１６４）

外容器として転用された須恵器の捏鉢（７５５）と甕（７５６）、甕内に収められた和鏡（Ｍ４０）が出土してい

る。いずれも完存する。

捏鉢は、口縁端部を肥厚させるとともに、上方に拡張させている。１箇所、片口が認められる。内外

面とも回転ナデ調整により仕上げられ、底部は未調整である。内面に使用痕は認められない。

甕は、外反する口縁部の端部を横ナデによりわずかに上方につまみあげられている。体部外面は叩き

成形、内面はナデ調整により仕上げられ、最後に口縁部内外面が横ナデ調整により仕上げられている。

体部外面肩部では、部分的にヘラナデが縦方向に施されている。

第１図 蓋取上げ後 第２図 和鏡検出後

第７節 Ｇ地区の調査
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和鏡は、青銅製で、山吹蝶鳥鏡に分類されるものである。鈕の周囲には鳥・蝶・山吹が配され、その

外側には水波文が描かれている。水波文帯の幅は１．０５cm、水波文と鈕との間は２．８０cmである。鏡径は

１０．３０cmを測る。外縁の高さは１．００cmで、外縁幅は３�である。鈕には径４�の穴が開けられ、鈕の

径は１．９５cm、鏡背面からの高さは４�である。また、鏡面の厚さは２�である。なお、鏡面上に繊維

が遺存しており、紙の繊維と考えられる。

第３図 Ｘ線透過写真（上：上から 下：横から）

第３章 本発掘調査の成果
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第４章 自然科学的調査の成果

第１節 田ノ口遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

１．測定対象試料

田ノ口遺跡は、兵庫県丹波市青垣町遠阪（北緯３５°１７′２６″、東経１３４°５８′２３″）に所在する。測定対象試

料は、P０１９８Dの木炭（０１：IAAA‐８３００４）、P０１６０Dの木炭（０２：IAAA‐８３００５）、P０２９７Dの木炭（０３：IAAA‐８３００６）、

SK１０３Dの木炭（０４：IAAA‐８３００７）、SK１５３Dの木炭（０５：IAAA‐８３００８）、合計５点である。

２．測定の意義

遺構の時期を特定する。

３．化学処理工程

� メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

� 酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。最初

の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。

アルカリ処理では１Nの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。なお、AAA処理

において、アルカリ濃度が１N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で中性になる

まで希釈する。最後の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になる

まで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

� 試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱する。

� 液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO２）を精製

する。

� 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製す

る。

� グラファイトを内径１mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

４．測定方法

測定機器は、３MVタンデム加速器をベースとした１４C‐AMS専用装置（NEC Pelletron９SDH‐２）を使用

する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx�）を標準試料とする。この標

準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５．算出方法

� 年代値の算出には、Libby の半減期（５５６８年）を使用する（Stuiver and Polash１９７７）。

� １４C 年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０年

を基準年（０yrBP）として遡る年代である。この値は、δ１３C によって補正された値である。１４C年代と

誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C年
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代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� δ
１３C は、試料炭素の１３C濃度（１３C/１２C）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位体比

は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは加速器を用

いる。加速器により１３C/１２C を測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

� pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

� 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の１４C

濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する較正曲線

上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表示される。

暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない１４C年代値である。なお、較正曲線

および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結

果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、

暦年較正年代の計算に、IntCal０４データベース（Reimer et al ２００４）を用い、OxCalv４．０較正プログラ

ム（Bronk Ramsey１９９５Bronk Ramsey２００１Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger２００１）を使

用した。

６．測定結果

１４C 年代は、P０１９８Dの木炭（０１）が８７０±３０yrBP、P０１６０Dの木炭（０２）が１１３０±３０yrBP、P０２９７Dの木

炭（０３）が１０９０±３０yrBP、SK１０３Dの木炭（０４）が８９０±３０yrBP、SK１５３Dの木炭（０５）が４００±３０yrBP であ

る。

各遺構から出土した木炭の年代は異なり、暦年較正年代（１σ）から判断すると、９世紀末～１７世紀初

頭までの時期幅がある。試料の炭素含有率はすべて６０％以上であり、十分な値であった。化学処理およ

び測定内容に問題は無く、妥当な年代と判断される。

参考文献

Stuiver M. and Polash H. A.１９７７Discussion：Reporting of１４C data, Radiocarbon１９,３５５‐３６３
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Radiocarbon３７（２）,４２５‐４３０

Bronk Ramsey C.２００１Development of the Radiocarbon Program OxCal, Radiocarbon４３（２A）,３５５‐３６３

Bronk Ramsey C., van der Plicht J. and Weninger B. ２００１‘Ｗiggle Ｍatching’radiocarbon dates,

Radiocarbon４３（２A）,３８１‐３８９
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第１表 測定試料及び処理

測定番号 試料名 採取場所 試料形態 処理方法 δ
１３C（‰）（AMS）

δ
１３C 補正あり

Libby Age
（yrBP）

pMC（％）

IAAA‐８３００４ ０１ 遺構：P０１９８D 木炭 AAA －２６．５０±０．８７ ８７０±３０ ８９．７５±０．３８

IAAA‐８３００５ ０２ 遺構：P０１６０D 木炭 AAA －３２．８０±０．６４ １，１３０±３０ ８６．８６±０．３５

IAAA‐８３００６ ０３ 遺構：P０２９７D 木炭 AAA －２４．９０±０．４７ １，０９０±３０ ８７．２７±０．３６

IAAA‐８３００７ ０４ 遺構：SK１０３D 木炭 AAA －３１．３６±０．５９ ８９０±３０ ８９．４６±０．３３

IAAA‐８３００８ ０５ 遺構：SK１５３D 木炭 AAA －２８．０９±０．６６ ４００±３０ ９５．１６±０．３８

［＃２７９１］

第２表 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
δ
１３C 補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ 暦年代範囲 ２σ 暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐８３００４ ８９０±３０ ８９．４８±０．３４ ８６８±３４
１０５８AD‐１０７５AD（８．１％）
１１５５AD‐１２１９AD（６０．１％）

１０４５AD‐１０９５AD（１８．５％）
１１１９AD‐１１４２AD（６．４％）
１１４７AD‐１２５５AD（７０．５％）

IAAA‐８３００５ １，２６０±３０ ８５．４７±０．３３ １，１３２±３２ ８８６AD‐９７２AD（６８．２％）
７８２AD‐７９０AD（１．５％）
８０９AD‐９８９AD（９３．９％）

IAAA‐８３００６ １，０９０±３０ ８７．２９±０．３５ １，０９３±３２
８９７AD‐９２２AD（２４．２％）
９４２AD‐９８９AD（４４．０％）

８９１AD‐１０１５AD（９５．４％）

IAAA‐８３００７ １，０００±３０ ８８．３０±０．３１ ８９４±２９

１０４９AD‐１０８４AD（２６．８％）
１１２４AD‐１１３７AD（８．７％）
１１５１AD‐１１８８AD（２７．８％）
１１９８AD‐１２０７AD（４．９％）

１０４０AD‐１１１０AD（３８．４％）
１１１６AD‐１２１５AD（５７．０％）

IAAA‐８３００８ ４５０±３０ ９４．５６±０．３５ ３９８±３１
１４４４AD‐１４９４AD（５７．８％）
１６０２AD‐１６１５AD（１０．４％）

１４３７AD‐１５２３AD（７４．１％）
１５７３AD‐１６２９AD（２１．３％）

［参考値］
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第４図 暦年較正結果
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第２節 田ノ口遺跡および土井遺跡の地形環境

青 木 哲 哉（立命館大学非常勤講師）

１．はじめに

人間は、自然環境に影響され、またそれを利用しながら活動してきた。中でも地形は、人間の生活舞

台であり、活動の場となってきただけに、地形環境と人間生活との間には密接な関係が存在する。地形

環境は、第四紀に変化を続け、現在に至っている。そのため、過去の人間生活を浮き彫りにするには、

各時期の地形環境とその変化を明らかにすることが必要と考えられる。

人間生活の解明につながる地形環境は、数万年や数千年オーダーでの考察だけでなく、それより細か

いオーダーで捉えなければならない。これには、考古遺跡の発掘調査地区における地形・地質調査が有

効な方法となる。調査地区では、微地形の観察や堆積物の詳細な区分ができ、地形環境を細かいオーダー

で復原できる。同時に、人間活動の痕跡である遺構が検出されるため、過去の人間生活が知られる。考

古遺跡の調査地区では、地形環境と人間生活の係わりについても考察できるのである。

本稿では、遠阪川流域に位置する田ノ口遺跡と土井遺跡の地形環境を明らかにしたい。調査では、空

中写真の判読と現地踏査にもとづいて地形を分類するとともに、各遺跡の調査地区で堆積物の観察を実

施した。地形分類は５，０００分の１空中写真を用いて行った。また、堆積物に関しては、遺構検出面より

上位のものだけでなく、そこから掘削したトレンチ断面で遺構検出面以深の堆積物を観察した。こうし

て得られた地形と堆積物の調査結果に発掘調査の成果を加えて、調査地区付近における地形環境の考察

を行った。

２．遠阪川流域の地形分布

田ノ口遺跡と土井遺跡の調査地区は加古川の支流である遠阪川の平野に位置する。周辺には、標高

５００～６５０mの山地が分布し、これらは中国山地の東縁にあたる。丘陵はみられず、山地を刻んでつく

られた平野は幅が最大で約３００mの狭長なものである。平野には、沖積低地と支流性扇状地が認められ、

更新世段丘は存在しない。沖積低地は完新世段丘と現氾濫原に分けられ（第５図）、これらは加古川と遠

阪川の合流点より下流に広がる氷上盆地に向かって連続してみられる。こうした地形のうち、田ノ口遺

跡と土井遺跡の調査地区は遠阪川左岸の支流性扇状地に位置する。

遠阪川の平野で認められる地形の特徴は次のとおりである。

〔完新世段丘〕 これは遠阪川の上流部から下流部までやや断続的ながらよく発達する。段丘崖の比高

は、５０cm～１．５mで、上流部ほど大きくなる。完新世段丘は遠阪川によって形成された本流性の扇状地

が段丘化したものである。

〔現氾濫原〕 この地形は遠阪川の現流路に沿って細長く延びる。これは最も低い地形面で、遠阪川の氾

濫時には冠水する危険性が高い。遠阪川沿いの現氾濫原は本流性の扇状地にあたる。

〔支流性扇状地〕 この扇状地は遠阪川の両岸に位置する山地から堆積物が供給されてできたもので、山

地を刻む谷の中から遠阪川の平野に向かって発達する。これは、山麓に数多く分布し、複合扇状地をな

すことが多い。地表傾斜は６．７～１６．０％と急で、完新世段丘と傾斜変換線で接する。現氾濫原とは段丘

崖で境される。
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第５図 遠阪川流域の地形分類図
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第６図 田ノ口遺跡調査地区付近の微地形
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３．田ノ口遺跡における微地形と堆積物

（１）調査地区付近の微地形

本遺跡の調査地区（Ａ～Ｆ地区）は２つの支流性扇状地に位置する。これらは、異なる河川によって形

成された扇状地で、山地の尾根によって隔てられる。いずれも、山地を刻む谷の中から発達し、遠阪川

の平野では扇形に広がる。調査地区はこのように広がった箇所に位置し、尾根の北西側に分布する支流

性扇状地にはＡ～Ｃ地区、また南東側のそれにはＤ～Ｆ地区が存在する（第６図）。

Ａ～Ｃ地区は支流性扇状地の南東端にみられる。支流性扇状地の前面には完新世段丘が存在し、両者

は傾斜変換線で接する。Ａ地区、Ｂ地区の中央部～南東部、およびＣ地区は扇状地の微高地である埋没

旧中州上に位置し、Ｂ地区の北西部には埋没旧河道がほぼ南北に延びる。埋没旧河道は北方の谷から流

下する小規模な支流の流路跡にあたる。Ａ～Ｃ地区の埋没旧中州上には、１１世紀中ごろ～１３世紀中ごろ

の掘立柱建物跡が約３０棟みられ、埋没旧河道上でも同時期の掘立柱建物跡が数棟検出されている。また、

古墳時代前期の鍛冶炉がこれらの境界付近に認められる。

一方、Ｄ～Ｆ地区は支流性扇状地を横断するように位置する。この支流性扇状地は、Ｄ～Ｆ地区の北

東にみられる谷から発達しており、遠阪川沿いでは現氾濫原と比高１～１．５mの段丘崖で接している。

これに対応して、支流性扇状地を流れる小支流も現地表を約１m穿って流れる。こうした支流の埋没

旧河道はＤ地区の北東端から北西端にかけて、Ｅ地区の北西部と南東部、ならびにＦ地区東部に認めら

れる。とくに、Ｆ地区東部の埋没旧河道は明瞭である。それら以外の箇所には、埋没旧中州が分布する。

Ｄ地区の埋没旧中州上では、古墳時代前期の土坑、１１世紀中ごろ～１３世紀中ごろの掘立柱建物と鍛冶

炉、１２世紀後半～１３世紀前半の墓跡、ならびに１６世紀の掘立柱建物跡などが検出され、Ｅ地区のそれで

は、古墳時代前期の竪穴住居跡や１２世紀後半～１４世紀中ごろの掘立柱建物跡などが認められる。また、

Ｆ地区東部の旧河道では、１４世紀後半と１６世紀の水田跡が２面確認されている。

（２）調査地区における堆積物の特徴

ａ）Ｂ地区の堆積物

この地区における遺構検出面以深には、大きくみて砂礫とその上位にのる細粒堆積物が認められる（第

７図）。砂礫は扇状地の旧中州堆積物に相当する。これは、黄灰色の砂礫（第７図の堆積物１４）と灰色の

砂礫（同堆積物１１）に細分され、その間に灰黄色のシルト質砂（同堆積物１２）がレンズ状にはさまれる。黄

灰色の砂礫は、径３～８cmの角～亜角礫を主体とし、最大で径１５cmの大礫を含む。灰色の砂礫は、

それより粒径の小さい礫からなり、径１～６cmの亜角礫が主体である。

その上位に位置する細粒堆積物は、旧中州を被覆するもので、３０cm～１mの厚さをもつ。この堆積

物は基本的に下位から黄褐色の砂質シルト（第７図の堆積物１０）、黄褐色のシルト（同堆積物５）、暗黄褐

色のシルト（同堆積物４）、および黄褐色のシルト（同堆積物３）に分けられる。これらには径７cm以下

の礫が混入し、また細粒堆積物の下部には灰色の砂礫がレンズ状にはさまれる。最上位にみられる黄褐

色シルト（同堆積物３）の上面からは旧河道が切り込まれる。旧河道は、Ｂ地区北方の谷から流れる遠阪

川の支流跡で、Ｂ地区北西部をほぼ南北に延びる。これは、１．７m以上の深さと８m以上の幅をもち、

主に暗褐灰色の砂礫（同堆積物２）に埋積されている。

遺構検出面より上位の基本的な堆積物は、黒褐色のシルトとその上にみられる表土である。黒褐色の

シルトには主に１１世紀中ごろ～１３世紀中ごろの遺物が含まれ、その下面からは同時期の掘立柱建物跡な
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どが検出されている。

ｂ）Ｄ～Ｆ地区の堆積物

これらの地区で観察される遺構検出面より下位の堆積物は、Ｂ地区と同様にシルト質砂礫とそれを被

覆する堆積物に大きく分けられる（第８図・第９図）。シルト質砂礫は扇状地の旧中州堆積物に該当す

る。これは褐灰～黄灰色のシルト質砂礫（第８図の堆積物１３・１４と第９図の堆積物１４）とその上位にみら

れる黄褐～黄灰色のシルト質砂礫（第８図の堆積物１１と第９図の堆積物１２）などに分けられ、各堆積物の

間には黄褐～褐黄色のシルト（第８図の堆積物１２・１６と第９図の堆積物１５）がレンズ状にはさまれる。シ

ルト質砂礫を構成する礫は、Ｄ地区で径１～４cmであるのに比べて、Ｅ地区では径３～８cmと大き

い。これは、Ｄ地区の北東（上流側）に山地が存在するため、Ｄ地区では背後の谷から及んだ洪水が大き

く屈曲し、流速が減小したことに起因する。

Ｆ地区では、褐灰～黄灰色のシルト質砂礫（第９図の堆積物１４）と黄褐～黄灰色のシルト質砂礫（第９

図の堆積物１２）がＥ地区から連続して認められ、それらの間に姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ火山灰）と推定され

る黄褐色の火山灰がはさまれる。この火山灰は南北およそ１０mにわたって５cm前後の厚さで観察され

る。これは扇状地を構成するシルト質砂礫がＡＴ火山灰の降灰期前後に堆積したことを示す。

１．暗褐灰色 礫混じり砂質シルト：礫は径７cm以下の亜角礫
２．暗褐灰色 砂礫：径４～１１cmの角～亜角礫主体
３．黄褐色 シルト：径３cm以下の礫混入
４．暗黄褐色 シルト：径５cm以下の礫混入
５．黄褐色 シルト：径７cm以下の礫混入
６．黄灰色 シルト質砂礫：径１～５cmの亜角礫主体
７．黄褐色 砂質シルト
８．灰色 砂礫：径２～５cmの亜角礫主体
９．灰色 砂礫：径１cm以下の亜角礫主体
１０．黄褐色 砂質シルト：径４cm以下の礫混入
１１．灰色 砂礫：径１～６cmの亜角礫主体
１２．灰黄色 シルト質砂
１３．黄灰色 砂礫：径１～２cmの亜角礫主体
１４．黄灰色 砂礫：径３～８cmの角～亜角礫主体

第７図 田ノ口遺跡Ｂ地区におけるトレンチ断面図
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こうしたシルト質砂礫の上位にみられる堆積物は２０cm～１．２mの厚さで旧中州を覆う。この堆積物

は、基本的に下位から黄褐～黄灰色のシルトや砂質シルト（第８図の堆積物６と第９図の堆積物１１）、暗

黄褐色のシルト質砂礫（第８図の堆積物５）、黄褐色のシルト（第８図の堆積物４）、暗黄褐～黄灰色のシ

ルト質砂礫（第８図の堆積物３と第９図の堆積物１０）、ならびに黄灰色の礫混じり砂質シルト（第９図の

堆積物９）に細分される。これらのうち、暗黄褐色のシルト質砂礫と暗黄褐～黄灰色のシルト質砂礫は

径１～５cm程度の角～亜角礫を主体とし、中でも後者はＤ地区東部からＥ地区中央部まで比較的連続

して認められる。

旧河道は、３つの層位から切り込まれる。それは黄褐色のシルト質砂礫（第８図の堆積物１１）、暗黄褐～

黄灰色のシルト質砂礫（第８図の堆積物３と第９図の堆積物１０）、および黄灰色の礫混じり砂質シルト（第

９図の堆積物９）の上面にあたる。黄褐色シルト質砂礫の上面から切り込まれる旧河道は、Ｄ地区で認

められ、とくに北西端のものが大規模である。これらは支流性扇状地が形成されていた時期の流路跡に

相当する。

暗黄褐～黄灰色のシルト質砂礫を切ってつくられた旧河道は数多く、中でもＥ地区北西部に集中して

みられる。いずれも規模が小さく、幅が１～２．５m、深さが２０cm～１mである。これらは短期間にみら

１．灰色 シルト質砂
２．暗緑灰色 シルト
３．緑灰色 シルト
４．オリーブ黒色 シルト質砂：１６世紀の水田土壌
５．暗緑灰色 砂
６．灰オリーブ色 砂質シルト：１４世紀後半の水田土壌
７．オリーブ灰色 砂質シルト
８．灰オリーブ色 砂：径３cm以下の礫混入
９．灰色 砂質シルト
１０．灰オリーブ色 砂礫：径１cm以下の亜角礫主体
１１．オリーブ灰色 砂：径１～３cmの礫混入
１２．褐色 砂

第１０図 田ノ口遺跡Ｆ地区におけるセクション断面図
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れた水流の跡と考えられる。黄灰色礫混じり砂質シルトの上面から切り込まれる旧河道はＥ地区南東部

に分布する。規模は比較的大きく、６m以上の幅と１．２m以上の深さをもつ。このような３つの層位か

ら切り込まれる旧河道は主に砂礫またはシルト質砂礫に埋積されている。

遺構検出面より上位には、旧河道が分布するＦ地区東部を除いて、下位から灰黄褐色の砂質シルト、

盛土、および表土が認められる。これらのうち、灰黄褐色の砂質シルトは縄文時代後期～晩期以降の遺

物を含む堆積物である。埋没旧中州上では、その下面から古墳時代前期の竪穴住居跡と土坑、１１世紀中

ごろ～１３世紀中ごろ、１２世紀後半～１４世紀中ごろ、および１６世紀の掘立柱建物跡、１２世紀後半～１３世紀

前半の墓跡などが検出されている。

他方、Ｆ地区東部の旧河道はＥ地区から連続する遺構検出面以深の堆積物を切るものである。そこで

は、流路の形成と埋積が数度なされ、旧河道が重複して認められる（第１０図）。これらは砂（第１０図の堆

積物５・８・１１・１２）またはシルト質砂（同堆積物１・４）と砂質シルト（同堆積物６・７・９）やシルト

（同堆積物２・３）との互層によって埋積されている。中でも、最後の流路跡を埋積する灰オリーブ色の

砂質シルト（同堆積物６）は１４世紀後半の水田土壌に相当し、それより上位に位置するオリーブ黒色のシ

ルト質砂（同堆積物４）は１６世紀の水田土壌にあたる。

４．土井遺跡における微地形と堆積物

（１）調査地区付近の微地形

本遺跡の調査地区（Ａ～Ｄ地区）は、田ノ口遺跡より約７００m南東の支流性扇状地に位置する。これは、

山地を刻む谷から南に向かって発達し、谷の出口以南では扇形に広がる。そこでは、他の谷から発達す

る支流性扇状地が東西に隣接しており、これらは複合扇状地をなす。調査地区が位置する支流性扇状地

の南側には現氾濫原が分布し、その境界にはおよそ１mの比高をもつ段丘崖が認められる。

調査地区は谷の出口付近に位置し、支流性扇状地を形成させた遠阪川の小支流がそのほぼ中央を南へ

流れる。この支流は地表を約１m下刻して流れ、その西岸にＡ地区、東岸にＢ～Ｄ地区が位置する（第

１１図）。Ａ地区では、支流の埋没旧河道が４つ前後存在し、その間に埋没旧中州が認められる。Ｂ～Ｄ

地区では、５つ程度の埋没旧河道がみられ、それらにはさまれて埋没旧中州が分布する。Ａ～Ｄ地区の

埋没旧河道は網状を呈している。

こうした微地形のうちＡ地区の埋没旧中州上では、縄文時代の陥穴、弥生時代中期後半と古墳時代後

期、飛鳥時代の竪穴住居跡、ならびに平安時代前半と９世紀前半の掘立柱建物跡などがみられる。また、

Ｂ～Ｄ地区の埋没旧中州上からは、弥生時代中期の木棺墓や８世紀後半の掘立柱建物跡、１０世紀後半の

竪穴住居跡などが検出されている。

（２）調査地区における堆積物の特徴

調査地区の遺構検出面以深には、大きくみて下位から基盤岩、シルト質砂礫、およびそれを覆う堆積

物が認められる（第１２図・第１３図）。基盤岩上で観察される堆積物の層序は田ノ口遺跡Ｂ・Ｄ・Ｅ地区と

同じである。基盤岩（第１２図上段の堆積物７・下段の堆積物８と第１３図の堆積物１９）は調査地区の東西に

みられる山地の岩盤に連続する。これは、Ａ地区東端で現地表下５０cm前後の浅所にみられ、西へ上面

高度を下げる。東側のＢ地区では、その上面が深く、現地表下およそ１．５m以深となる。

基盤岩の上位に位置するシルト質砂礫（第１２図上段の堆積物６・下段の堆積物７と第１３図の堆積物
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第１１図 土井遺跡調査地区付近の微地形

第２節 田ノ口遺跡および土井遺跡の地形環境

―１１６―



１０m

１m

０

１７３．０m

１７１．５m

旧河道

旧河道旧河道 旧河道

南
西

南
西

北
東

北
東

４

２

１

３

２

５

６

７

８

７

７
６

６

７

７

３

８

７
６３

４

５７

７７

１

シルト質砂礫
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黒褐色　シルト
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旧河道

１．灰褐色 シルト質砂礫：径４～１１cmの角礫主体
２．暗灰褐色 シルト：径１～８cmの礫混入
３．暗灰褐色 シルト質砂礫：径１～５cmの角礫主体
４．黒褐色 シルト：径１～７cmの礫混入
５．暗黄灰色 シルト質砂礫：径１～３cmの角礫主体
６．黄灰色 シルト質砂礫：径１～６cmの角～亜角礫主体

締まりがよい
７．基盤岩

１．暗褐灰色 シルト質砂礫：径２～７cmの角礫主体
２．暗黄灰色 シルト：径２cm以下の礫混入
３．暗褐灰色 シルト質砂礫：径２～６cmの角～亜角礫主体
４．暗黄灰色 シルト質砂礫：径１～２cmの角～亜角礫主体
５．暗灰褐色 シルト：径１cm以下の礫混入
６．暗褐灰色 シルト質砂礫：径７～１７cmの角礫主体
７．黄灰色 シルト質砂礫：径２～５cmの角～亜角礫主体
８．基盤岩

第１２図 土井遺跡Ａ地区におけるトレンチ断面図
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シルト

黒褐色　シルト

基盤岩

１．灰色 シルト：径１cm以下の礫混入
２．青灰色 シルト：径１cm以下の礫混入
３．青灰～赤灰色 砂礫：径３～１０cmの角礫主体
４．褐灰色 シルト質砂礫：径３～８cmの角礫主体
５．灰色 シルト質砂礫：径５～１３cmの角礫主体
６．褐灰色 シルト質砂礫：径６～１４cmの角礫主体
７．褐灰色 シルト質砂礫：径２～６cmの角礫主体
８．暗褐色 シルト：径３cm以下の礫混入
９．暗褐色 シルト質砂礫：径１～３cmの角～亜角礫主体
１０．暗褐色 シルト：径２cm以下の礫混入

１１．暗褐色 シルト質砂礫：径１cm以下の亜角礫主体
１２．暗黄灰色 シルト質砂礫：径４～７cmの角礫主体
１３．暗褐色 シルト：径３cm以下の礫混入
１４．暗黄灰色 シルト質砂礫：径２～４cmの亜円礫主体
１５．黒褐色 シルト：径３cm以下の礫混入
１６．黄灰色 シルト質砂礫：径２～５cmの角～亜角礫主体
１７．青灰色 シルト質砂礫：径１cm以下の亜角礫主体
１８．灰黄色 シルト：径１cm以下の礫混入

締まりが非常によい
１９．基盤岩

第１３図 土井遺跡Ｂ地区におけるトレンチ断面図
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１６・１７）は河成の扇状地堆積物にあたる。これは、黄灰～青灰色を呈し、径１～６cmの角～亜角礫を

主体とする。層厚は最大で約１mと薄く、基盤岩の上面が高いＡ地区東端やＢ地区東部ではこの堆積

物が認められない。

シルト質砂礫を被覆する堆積物はＢ～Ｄ地区に分布する。これは下位から黒褐色のシルト（第１３図の

堆積物１５）、暗褐色のシルト（同堆積物１０・１３）、暗褐色のシルト質砂礫（同堆積物９）、ならびに暗褐色

のシルト（同堆積物８）などに細分される。これらのうち黒褐色のシルトは、土壌化の進んだ堆積物で、

局所的にみられる。また、暗褐色のシルト質砂礫は径１～３cmの小さい角～亜角礫を主体とする。

こうした堆積物のうち３つの層位で旧河道が認められる。旧河道は、シルト質砂礫（第１２図上段の堆

積物６・下段の堆積物７）の上面と、それを覆う堆積物の中でも暗褐色を呈する２つのシルト（第１３図の

堆積物８・１３）上面から切り込まれる。シルト質砂礫の上面から切り込まれる旧河道は、Ａ地区に４つ

みられる１）。とくにＡ地区西端の旧河道は、比較的大規模で、幅が９．５m以上、深さが約１．２mである。

これは、主に灰褐色や暗灰褐色を呈するシルト質砂礫とシルトに埋積され、底には低湿な環境下で生成

された黒褐色のシルトが堆積する。他の旧河道はこれに比べると小規模であり、比較的短い期間に形成

された流路跡と考えられる。これらは暗褐灰色のシルト質砂礫によって埋積されている。なお、Ａ地区

にはシルト質砂礫を覆う堆積物がみられないため、以上の旧河道はシルト質砂礫の堆積直後にできた流

路跡でない可能性がある。

他方、暗褐色シルトの上面から切り込まれる旧河道はＢ～Ｄ地区で認められる。これらのうち、下位

の暗褐色シルト（第１３図の堆積物１３）を切る旧河道は１つで、他の５つは上位の暗褐色シルト（同堆積物

８）から切り込まれる。中でも、Ｂ地区の西端と中央部に分布する旧河道は、１．５m前後の深さをもち、

比較的大きい規模を有する。

遺構検出面より上位の基本的な堆積物は下位からにぶい赤褐色のシルト、盛土、および表土である。

これらのうちにぶい赤褐色のシルトには、主として弥生時代中期、古墳時代後期、および８世紀後半～

１１世紀の遺物が混入する。その下面からは弥生時代中期後半と１０世紀後半、古墳時代後期の竪穴住居跡、

８世紀後半と９世紀前半の掘立柱建物跡、ならびに弥生時代中期の木棺墓などが検出されている。

５．調査地区付近における地形環境の変遷

田ノ口遺跡と土井遺跡の調査地区付近における地形環境は、これまで述べた事柄から次のように考察

される。

〔ステージ１〕 両遺跡の調査地区付近では、遠阪川の支流によって背後の山地から砂礫やシルト質砂礫

が運搬され、土井遺跡Ｂ地区の東部を除いて堆積した。これに伴って、扇状地が谷中から遠阪川の近辺

まで発達し、そこでは旧中州が形成された。このような支流性扇状地の形成はＡＴ火山灰の降灰期前後

になされたと推定される。流路は、当時田ノ口遺跡Ｄ地区の西端や土井遺跡Ａ地区にみられ、その後主

に砂礫によって埋積された。

〔ステージ２〕 扇状地の形成後、支流が数度氾濫し、土井遺跡Ａ地区以外の扇状地が洪水堆積物に被覆

されていった。この時期は、緩やかな洪水が多く、主にシルトや砂質シルトが扇状地を覆ったものの、

田ノ口遺跡Ｄ・Ｅ地区と土井遺跡Ｂ地区では、流速の大きい洪水が１～２度及び、砂礫やシルト質砂礫

の堆積が比較的広範囲でみられた。これらの堆積によって扇状地は３０cm～１mの深さに埋没した。

〔ステージ３〕 扇状地の埋没後縄文時代後期までの間には、支流の流路変更が比較的頻繁にみられた。
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田ノ口遺跡Ｂ地区の北西部やＥ地区の南東部、および土井遺跡Ｂ地区などでは、支流が比較的長期間に

わたって流れ、大規模な流路跡が形成された。他方、田ノ口遺跡Ｄ地区の中央部やＥ地区の北西部、土

井遺跡Ｂ地区などでは、短期間の水流に伴って小規模な流路の形成が行われた。いずれの流路も主に砂

礫やシルト質砂礫によって埋積された。

〔ステージ４〕 支流性扇状地では、その後水害の危険性があるにもかかわらず、実際には洪水のほとん

ど発生しない比較的安定した環境が訪れた。人間はこうした支流性扇状地で遅くとも縄文時代後期～晩

期に活動をはじめた。田ノ口遺跡の埋没旧中州上では、古墳時代前期に竪穴住居（Ｅ地区）が、また１１世

紀中ごろ～１３世紀中ごろ（Ａ・Ｂ・Ｄ地区）と１２世紀後半～１４世紀中ごろ（Ｅ地区）に掘立柱建物が建てら

れ、１２世紀後半～１３世紀前半には墓（Ｄ地区）がつくられた。とくに、Ａ・Ｂ・Ｄ地区に建てられた１１世

紀中ごろ～１３世紀中ごろの掘立柱建物は非常に多く、Ｂ地区ではその一部が埋没旧河道上にもみられ

た。他方、土井遺跡の埋没旧中州上では、弥生時代中期に木棺墓（Ｂ地区）がつくられ、竪穴住居が弥生

時代中期後半（Ａ地区）、古墳時代後期（Ａ地区）、飛鳥時代（Ａ地区）、および１０世紀後半（Ｃ地区）に、ま

た掘立柱建物跡が８世紀後半（Ｂ地区）や平安時代前半（Ａ地区）、９世紀前半（Ａ地区）に建てられた。

〔ステージ５〕１４世紀ごろには、田ノ口遺跡Ｆ地区の東部を支流が数度流下した。その後、最後に形成

された流路の下半部が砂や砂質シルトなどによって埋積され、１４世紀後半にはそこに水田がつくられ

た。

〔ステージ６〕 田ノ口遺跡Ｆ地区における旧河道の埋積はその後も進行し、１６世紀ごろまでにそのほと

んどが埋積された。１６世紀には、周囲よりわずかに低かったこの旧河道で再び水田稲作が営まれ、隣接

する田ノ口遺跡Ｄ地区の埋没旧中州上では掘立柱建物が建てられた。旧河道が埋積された後、遠阪川の

平野では段丘化が起こり、完新世段丘が形成された。これに伴って支流性扇状地を流れる支流も当時の

地表を下刻し、そこはさらに安定した環境となった。

６．おわりに

田ノ口遺跡Ａ～Ｃ地区とＤ～Ｆ地区、および土井遺跡Ａ～Ｄ地区は遠阪川流域に分布する３つの支流

性扇状地に位置する。これらの支流性扇状地は、背後の山地から砂礫やシルト質砂礫が供給された結果

発達し、その際旧中州も形成された。こうした扇状地の形成はＡＴ火山灰の降灰期前後であったと推定

される。その後各扇状地は、シルトや砂質シルト、シルト質砂礫などの洪水堆積物に覆われ、地下浅所

に埋没した。このようにして形成された支流性扇状地には、流路変更の激しかった時期を経て、遅くと

も縄文時代後期までに洪水のほとんど発生しない安定した環境が訪れた。

人間はこの環境下で支流性扇状地の微地形を利用して生活を行った。田ノ口遺跡の埋没旧中州上は、

古墳時代前期、１１世紀中ごろ～１３世紀中ごろ、１２世紀後半～１４世紀中ごろ、ならびに１６世紀に居住域と

なり、１２世紀後半～１３世紀前半には墓もつくられた。他方、土井遺跡での埋没旧中州上では、弥生時代

中期に土坑墓がつくられ、居住は弥生時代中期後半、古墳時代後期、８世紀後半、９世紀前半、および

１０世紀後半などの多様な時期になされた。これは、埋没旧中州上がわずかに高いため、排水の便がよく

比較的高燥であることに起因する。

ただし、１１世紀中ごろ～１３世紀中ごろには、田ノ口遺跡Ｂ地区付近の集落が大規模化したため、埋没

旧河道上にまで一部の掘立柱建物が建てられた。これを除くと、埋没旧河道上は居住域や墓域に使われ

なかった。周囲より低く、水を入手しやすい旧河道は、田ノ口遺跡Ｆ地区のように、その埋積過程であっ
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た１４世紀後半や１６世紀などに水田稲作に利用された。田ノ口遺跡と土井遺跡の調査地区では、以上のよ

うな地形環境と人間生活との関係が認められるのである。
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第３節 田ノ口遺跡出土土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、田ノ口遺跡から出土した、中世の土師器を中心として、縄文土器および古墳時

代の土師器も交えた各時期の土器について、その材質（胎土）の特性を明らかにする。

１．試料

試料は、田ノ口遺跡から出土した土器片２２点である。内訳は、中世の土師器１４点、中世の瓦器３点、

中世の黒色土器および古墳時代の土師器各２点ずつ、縄文時代後期とされた縄文土器１点である。中世

の土師器には鍋や皿、碗などがあり、瓦器および黒色土器はいずれも碗、古墳時代の土師器はいずれも

甕、縄文土器は深鉢である。各試料の資料№、器種、時期、出土遺構などは一覧表にして第３表に示す。

２．分析方法

当社では、これまでに兵庫県内各地の遺跡より出土した土器の胎土分析には、松田ほか（１９９９）の方法

を用いてきた。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、各粒度階ごとに

砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における砂

の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことができるために、同一の地質分布範囲内

にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類の

みを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想される、同一の地質分布範囲内で作られ

た土器の胎土分析には、松田ほか（１９９９）の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

第３表 胎土分析試料一覧

資料
№

報告
№

実側
№ 種別 器種 時期 地区 報告遺構 1 報告遺構 2

胎土分類
鉱物・岩石組成 粒径組成 砕屑物の割合
A１A３ C D２ F c m f vf cs � � � � �

１ １０２ ０７８ 土師器 皿 中世 Ｂ地区 P０９１４B
２ １０８ １２０ 土師器 皿 中世 Ｂ地区 P０５４７B
３ １２０ １１５ 土師器 鍋 中世 Ｂ地区 P０３９３B
４ １７９ ２７２ 土師器 皿 中世 Ｂ地区 SK１６１B
５ １８８ ０９５ 瓦器 椀 中世 Ｂ地区 SK２１３B ●
６ ２２２ ２５０ 土師器 甕 中世 Ｂ地区 包含層
７ ２３３ ２３６ 瓦器 椀 中世 Ｂ地区 包含層
８ ２８８ ０９３ 土師器 甕 古墳 Ｂ地区 SB２０１B SF１１１B
９ ３０３ ３７７ 土師器 皿 中世 Ｄ地区 SB００１D P０３１８D
１０ ３１８ ３７１ 黒色土器 椀 中世 Ｄ地区 SB００３D P０３２５D
１１ ３２３ ４２７ 土師器 鍋 中世 Ｄ地区 SB００７D P０２５２D
１２ ３３２ ４１３ 土師器 皿 中世 Ｄ地区 SB００８D P００８７D
１３ ３６３ ４０７ 土師器 皿 中世 Ｄ地区 P０２２７D ●
１４ ３６６ ４２８ 土師器 皿 中世 Ｄ地区 P００３６D ●
１５ ４０１ ３２９ 土師器 皿 中世 Ｄ地区 SK１６２D
１６ ４１５ ３２６ 土師器 鍋 中世 Ｄ地区 SK１０３D
１７ ４６３ ５２８ 土師器 鍋 中世 Ｄ地区 包含層
１８ ６１０ ６３５ 黒色土器 椀 中世 Ｅ地区 SK０２３E
１９ ６６４ ６７７ 土師器 甕 古墳 Ｅ地区 SH００２E
２０ ６７４ ５６２ 縄文土器 深鉢 縄文後期 Ｅ地区 包含層
２１ ７２８ ７４７ 瓦器 椀 中世 Ｆ地区 P１０４２F.P１０４３F
２２ ７５１ ７６０ 土師器 鍋 中世 Ｇ－１地区 集石①

Ａ１：岩石片の種類構成が主にチャートなどの堆積岩類と凝灰岩や流紋岩などの火砕岩類および花崗岩類からなる。
Ａ３：岩石片の種類構成が主に堆積岩類と凝灰岩や流紋岩などの火砕岩類および花崗岩類などの深成岩類、さらに珪化岩、変質岩類を含む。
Ｃ：鉱物片ではカリ長石が比較的多く含まれ、岩石片は花崗岩類を主体とする。
Ｄ２：チャート主体の堆積岩類と多結晶石英を主要な岩石片とし、試料によっては微量の凝灰岩や花崗岩類なども含む。
Ｆ：凝灰岩および流紋岩・デイサイトが多い組成を示す。
砂全体の粒径組成においてピークを構成する粒径：c ; 粗粒砂 m ; 中粒砂 f ; 細粒砂 vf ; 極細粒砂 cs ; 粗粒シルト ● ; 第二のピーク
砕屑物の割合 � :４０％前後 � :３０％前後 � :２５％前後 � :２０％前後 � :１５％前後
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薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に０．０３mmの厚さに研磨して作製した。観

察は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構

成を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて０．５mm間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子

をポイント法により２００個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも

計数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒の粒径

組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

３．結果

観察結果を第４表、第１４～１６図に示す。鉱物片および岩石片の組成をみると、試料間で類似する組成

があり、それが複数あることも看取された。これまでに兵庫県下各地における弥生土器～土師器の胎土

分析で認められている鉱物・岩石組成分類と比較し、ここでは、それらを踏襲した分類を示す。なお、

当社では田ノ口遺跡から遠阪川沿いに約１km下流に位置する土井遺跡から出土した弥生土器や古墳時

代および平安時代の土師器の胎土分析を行っている。土井遺跡とは同じ地質学的背景を有することか

ら、そこでの分析例も参照し、今回の２２点の試料から、以下に示す５分類の鉱物・岩石組成が認められ

た。

Ａ１類：Ａ類の特徴は、岩石片の種類構成が主にチャートや頁岩などの堆積岩類と凝灰岩・流紋岩な

どの火砕岩類および花崗岩類などの深成岩類の３者からなることである。それ以外に特徴ある岩石片を

伴わない組成をＡ１類としている。今回の分析では、資料№２１の１点がこれに分類される。

Ａ３類：Ａ類の特徴とした３種類の岩石片に加えて、珪化岩および変質岩類も比較的多く含む組成を

Ａ３類とする。この組成は、土井遺跡出土土器にも比較的多く認められており、今回の試料でも、資料

№２、№１４、№１６、№１７、№２０、№２２の７点が分類される。

Ｃ類：花崗岩類を主体とする岩石片組成をＣ類としており、鉱物片においては石英や斜長石よりは少

ないもののカリ長石が比較的多く含まれことも特徴である。これまでに、角閃石や黒雲母の量比からＣ

類を細分しているが、今回の試料では、これらの鉱物が少ないため、細分は行わない。資料№１、№４、

№８、№９、№１２、№１３、№１５、№１８の８点がＣ類に分類される。

Ｄ２類：チャート主体の堆積岩類と多結晶石英を主要な岩石片とし、試料によっては微量の凝灰岩や

花崗岩類なども含む。これまでの分析例では、加古川市溝之口遺跡において頁岩の卓越する組成をＤ類

としたが、今回の試料では頁岩よりもチャートが多いことからＤ２類としている。資料№５～№７、

№１０、№１９の５点がＤ２類に分類される。

Ｆ類：凝灰岩および流紋岩・デイサイトを主体とする岩石片組成を示す。土井遺跡の胎土分析で設定

した分類であるが、今回の試料では、微量のチャートや花崗岩類および珪化岩なども伴っている。資料

№３と№１１の２点がこれに分類される。

粒径組成（第１５図）をみると、試料によってモードとなる粒径も異なり、また、ヒストグラムの形状も

鋭いピークを示すものやなだらかなピークを示すもの、複数のピークを持つものなど様々である。

各試料の砕屑物・基質・孔隙の割合（第１６図）をみると、試料によって砕屑物の割合が１５～４０％までを

示す。まとまりを見出すならば、２０％前後と２５％前後の値を示す試料が多い。このことから、ここでは、

�～�類までの分類を設定した。�類は砕屑物の割合が４０％前後、�類は同３０％前後、�類は同２５％前

第４章 自然科学的調査の成果
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第４表 薄片観察結果（１）

資
料
№

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合
計

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英
カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

ジ
ル
コ
ン

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩
砂
岩
凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

は
ん
れ
い
岩

珪
長
岩

結
晶
片
岩

千
枚
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

１
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ２ １ ２ ５
粗粒砂 １０ ３ １ ５ １９
中粒砂 １３ ４ ６ １ １ １ ２６
細粒砂 １２ ３ ８ ２ １ １ ２７
極細粒砂 １１ ３ １２ ２ ２８
粗粒シルト ２ ４ ６
中粒シルト ０
基質 ４４４
孔隙 ５

２
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 １ １ ２
中粒砂 １ １ １ １ ２ ６
細粒砂 ４ １ １ １ １ １ ２ １１
極細粒砂 ７ ２ ３ １２
粗粒シルト１０ １ １ １ １３
中粒シルト ３ ３
基質 ２３１
孔隙 ３

３
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 １ １ ３ ６ １ １ １３
中粒砂 ６ １ １０ ４ ５ ３ ２ １ ３２
細粒砂 １１ １ ９ ５ １ １ ３ ３１
極細粒砂 ７ ２ ９ １ １ １ １ ２２
粗粒シルト ４ １ ２ １ １ ９
中粒シルト ２ ２
基質 ３０５
孔隙 ８

４
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 ２ １ ３ ６
中粒砂 ３ ３ ２ １ ２ １１
細粒砂 ５ ７ ４ １ １７
極細粒砂 ５ ５ １２ １ ２３
粗粒シルト ５ ４ ４ １３
中粒シルト ３ １ ４
基質 ２４３
孔隙 ５

５
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 ０
中粒砂 １ １
細粒砂 １ １ ２ １ ２ ７
極細粒砂 ２ １ ３
粗粒シルト ３ ３ ６
中粒シルト １ １
基質 ７８
孔隙 ２

６
砂

細礫 １ １
極粗粒砂 ２ １ ３
粗粒砂 ４ ５ ４ ３ １６
中粒砂 ６ １ １ １ １ １ １３ １ １ ２６
細粒砂 １２ ２ ２ ９ ２５
極細粒砂 １７ １ ３ ３ ４ １ １ ２ ３２
粗粒シルト１０ １ １ １７２９
中粒シルト ３ １ １ ５
基質 ５２４
孔隙 １６

７
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １ １ １ ４
中粒砂 １ ３ ７ １ １２
細粒砂 ７ １ ８ １ ４ ２１
極細粒砂 ８ ５ ４ １７
粗粒シルト ８ １ ９
中粒シルト ２ ２
基質 ３０６
孔隙 １

８
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ ２ ３
粗粒砂 ４ ２ ２ １ １２ ２１
中粒砂 ９ ５ ３ ５ ２２
細粒砂 １０ １ ４ １ １ １７
極細粒砂 ５ ４ ７ １ １ １８
粗粒シルト ４ ３ ２ ２ １１
中粒シルト １ １
基質 １４３
孔隙 ４
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第４表 薄片観察結果（２）

資
料
№

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合
計

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英
カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

ジ
ル
コ
ン

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩
砂
岩
凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

は
ん
れ
い
岩

珪
長
岩

結
晶
片
岩

千
枚
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

９
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 １ １ ５ ７
中粒砂 ４ ６ ６ １ ８ １ ２６
細粒砂 ２１ ５ １１ １ １ ４ ５ １ １ ５０
極細粒砂 １７１０１７ １ １ １ ４７
粗粒シルト２０ ２ １８ １ ４１
中粒シルト ８ ２ １０
基質 ５２３
孔隙 １６

１０
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １ １ １ ４
中粒砂 １ １ １ ３
細粒砂 １ ５ １ ６ １３
極細粒砂 １１ １ １ １３
粗粒シルト１０ １０
中粒シルト ３ ３
基質 ２６２
孔隙 １３

１１
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 ４ １ １ １ ５ １ １ ３ １７
中粒砂 ４ ２ ４ １ １ １４ １ ２ ７ ２ １ ３９
細粒砂 １２ ８ １ ３ ２ ２ ２８
極細粒砂 １１ ２ １ １ １ １６
粗粒シルト ４ ２ ６
中粒シルト ０
基質 ２２３
孔隙 １１

１２
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １
中粒砂 １ ４ ３ ２ １ １１
細粒砂 ８ １ １７ １ １ ２８
極細粒砂 １０ ３ １５ １ ２ ３１
粗粒シルト ６ １３ １ ２０
中粒シルト ２ １ ３
基質 ３４５
孔隙 ２

１３
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 １ １ １ ３
中粒砂 ７ ２ ９
細粒砂 １４ ５ １ １ ２ １ １ １ ２６
極細粒砂 １５ ２ ２ １９
粗粒シルト１７ ３ ４ ２４
中粒シルト ７ ７
基質 ３５５
孔隙 １８

１４
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １
中粒砂 １ １ １ ２ １ ２ １ ９
細粒砂 ２ １ １ １ ５
極細粒砂 １ ５ １ ２ １ １０
粗粒シルト ２ ２ ４
中粒シルト ０
基質 ７０
孔隙 １

１５
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １ ２
粗粒砂 １ ２ １ ３ １ ８
中粒砂 ２ ４ ４ １ １１
細粒砂 ５ ３ ７ １ １ ２ １ １ ２１
極細粒砂 ８ ２ １７ ４ １ ３２
粗粒シルト ５ ９ ２ １６
中粒シルト １ ２ ３
基質 ３２９
孔隙 １４

１６
砂

細礫 １ １ １ ３
極粗粒砂 ２ １ １ １ １ ５ ２ ５ １８
粗粒砂 １ １ １ ２ １ ３ ２ ２ １ １４
中粒砂 １ ４ １ １ １ ２ ２ １ ４ １７
細粒砂 ９ ５ ５ １ ２ ２ ２ ２６
極細粒砂 ８ １ ２ ３ ２ ２ １８
粗粒シルト１２ ５ １ １８
中粒シルト ４ １ ５
基質 ４９８
孔隙 １７
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後、�類は同２０％前後、�類は同１５％前後とする。今回の試料では半数の１１点が�類となり、次いで�

類が５点、�類が４点であり、�類と�類は１点ずつである。

以上述べた試料の胎土分類をまとめて第３表に併記する。各時期各種類の土器胎土の状況は以下のよ

うになる。

１）縄文土器

資料№２０の１点のみである。鉱物・岩石組成はＡ３類、粒径組成は中粒砂をモードとし、砕屑物の割

合は�類である。

第４表 薄片観察結果（３）

資
料
№

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合
計

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英
カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

ジ
ル
コ
ン

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩
砂
岩
凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

は
ん
れ
い
岩

珪
長
岩

結
晶
片
岩

千
枚
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

１７
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １ １ １ ６ ３ １ ３ １７
中粒砂 ４ １ １ １ １ １ ９
細粒砂 ３ １ １ １ １ ２ ９
極細粒砂 １ １ ２
粗粒シルト １ １ ３ ５
中粒シルト １ １ ２
基質 １０５
孔隙 ４

１８
砂

細礫 １ １
極粗粒砂 １ １ ２
粗粒砂 ４ ６ ２ １２
中粒砂 ４ ４ ２ １ １１
細粒砂 ９ ５ ６ １ ２１
極細粒砂 ８ ６ ５ １ ２０
粗粒シルト ３ １ ３ １ ８
中粒シルト ０
基質 ３２５
孔隙 １１

１９
砂

細礫 １ １
極粗粒砂 １ １ ２
粗粒砂 ２ ４ ２ １ １ １０
中粒砂 １ ２ １ ２ １ １ ８
細粒砂 ２ １ ４ ４ ２ ２ ２ １７
極細粒砂 ５ ３ ２ ３ ３ ２ １ １９
粗粒シルト ９ ２ ３ １４
中粒シルト ５ １ ６
基質 ３２８
孔隙 ５

２０
砂

細礫 １ １
極粗粒砂 １ ２ １ １ ５
粗粒砂 １ ３ １ ８ １ １３ ５ １ １ １１ ４ ７ ２ ５８
中粒砂 １１ ３ １４ ７ ２ ４ １ ８ ７ ３ １ １ ５ ２ ６９
細粒砂 ７ ７ １ ２ １ ２ ３ １ ３ １ ２ ３０
極細粒砂 １１ ３ １ １ １ １ １８
粗粒シルト ７ ８ １５
中粒シルト ２ １ １ ４
基質 ４６７
孔隙 １８

２１
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 ０
中粒砂 １ ２ １ ５ １ １ ３ １４
細粒砂 １２ ３ １０ １ ３ ５ １ ３５
極細粒砂 ２０ ２ ２５ ２ ２ ２ １ ２ ２ ５８
粗粒シルト２０ ２ １０ ２ １ １ ３６
中粒シルト ６ ２ ８
基質 ４５６
孔隙 １２

２２
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １ ６ ４ １ １ ３ １７
中粒砂 ６ ２ １ ４ １ １ １ １ １７
細粒砂 １ ３ １ ４ １ １ １１
極細粒砂 ３ ２ １ ６
粗粒シルト ５ ５ １ ２ ２ １５
中粒シルト １ １
基質 １９８
孔隙 ８
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第１４図 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（１）
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第１４図 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（２）

２）古墳時代土師器

資料№８と№１９の２点のみであり、ともに甕である。鉱物・岩石組成は、資料№８がＣ類、資料№１９

がＤ２類であり、粒径組成では、資料№８は粗粒砂、資料№１９は極細粒砂にそれぞれモードがある。砕

屑物の割合は、資料№８は今回の試料では唯一の�類であり、資料№１９は今回の試料では最も多い�類

である。
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第１５図 胎土中の砂の粒径組成（１）
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第１５図 胎土中の砂の粒径組織（２）

３）中世土師器

・鍋

全６点のうち、鉱物・岩石組成は、Ａ３類が３点、Ｄ２類が１点、Ｆ類が２点である。粒径組成は、

Ａ３類３点のうち、２点が粗粒砂をモードとし、１点は細粒砂をモードとする。Ｄ２類１点とＦ類２点

は、それぞれ、極細砂と中粒砂をモードとする。砕屑物の割合は、鉱物・岩石組成および粒径組成とは

対応せず、�、�、�の各類が２点ずつに分かれる。
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・皿

６点の試料のうち、鉱物・岩石

組成は、資料№２がＡ３類である

ほかは、いずれもＣ類に分類され

た。粒径組成では、資料№２が粗

粒シルト、資料№１３が細粒砂にそ

れぞれモードがあるほかは、いず

れも極細粒砂にモードがある。砕

屑物の割合は、資料№４が�類で

あるほかは、いずれも�類に分類

された。

・椀

試料は２点のみである。鉱物・

岩石組成はＡ３類とＣ類に分か

れ、粒径組成は極細粒砂と細粒砂

にそれぞれモードがあり、砕屑物

の割合は�類と�類である。

４）中世瓦器碗

３点の試料のうち、資料№５と

７は、鉱物・岩石組成はＤ２類、

粒径組成は細粒砂をモードとし、

砕屑物の割合は�類であるが、資

料№２１は、それぞれＡ１類、極細

粒砂、�類を示す。

５）中世黒色土器椀

試料は２点のみである。そのうち、資料№１０は、鉱物・岩石組成はＤ２類、粒径組成は細粒砂をモー

ドとし、砕屑物の割合は�類であるが、資料№１８は、それぞれＣ類、細粒砂、�類を示す。

４．考察

�胎土の由来する地域について

前述したように当社では、田ノ口遺跡から約１km下流の土井遺跡出土土器の胎土分析を行っている

（矢作・石岡，２００８）。土井遺跡と田ノ口遺跡とは同一の地質学的背景を有することから、今回の各胎土

分類の地域性については、土井遺跡の胎土分析の場合とほぼ同様に考えることができる。なお、参照す

る地質記載は、猪木（１９８１）や河田ほか（１９８６）および日本の地質「近畿地方」編集委員会（１９８７）などであ

る。

田ノ口遺跡と土井遺跡の立地する遠阪川の両岸に迫る山地は、中生代白亜紀～新生代古第三紀に形成

された安山岩～流紋岩の溶岩や火砕岩からなる相生層群により構成されている。この地質は遠阪川の源

流においても分布している。したがって、田ノ口遺跡周辺の堆積物中に含まれる岩石片は、ほとんどが

第１６図 砕屑物・基質・孔隙の割合
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相生層群に由来する火山岩や凝灰岩であると考えられる。土井遺跡の分析例では、凝灰岩を主体とする

組成のＦ類を周辺堆積物に由来する胎土としたが、今回の分析におけるＦ類は、微量でも堆積岩類や花

崗岩類も含まれている組成としたために、周辺堆積物に由来を求めることは難しい。今回のＦ類も他の

胎土分類と同様に田ノ口遺跡の地質学的背景と異なる組成であることから、遺跡周辺で作製された可能

性は低いと考えられる。

今回のＦ類は、出現した岩石の種類だけをみれば、Ａ類のそれともほぼ同様である。土井遺跡におけ

る報告では、Ａ類の由来する地域として、佐治川源流域から朝来町にかけて分布する堆積岩類からなる

丹波帯と凝灰岩・流紋岩からなる相生層群および山東町に分布する山陰帯の花崗岩（和田山花崗岩）の３

者の分布を流域に併せ持つ和田山町付近より下流の円山川の流域に想定した。そして、Ａ３類の特徴で

ある珪化岩や変質岩の由来を円山川流域の生野や朝来地域に分布する金属鉱床の熱水変質物であると考

えた。今回の試料におけるＡ３類の地域性も同様であると考えて良い。なお、Ａ３類とした試料例えば

資料№２０には、はんれい岩や千枚岩、ホルンフェルス、粘板岩などの岩石も含まれている。これらのう

ち、はんれい岩については、朝来町付近の円山川流域に分布する夜久野複合岩体に含まれ、千枚岩や粘

板岩は丹波層群中に含まれている。ホルンフェルスについては、和田山花崗岩の分布域北部に、舞鶴帯

と呼ばれる堆積岩類と接している範囲があり、そこに由来する可能性がある。したがって、Ａ３類に出

現するほとんどの岩石は、上記で想定したＡ３類の地域性と矛盾しない。また、今回の試料ではＡ１類

が瓦器碗に１点認められている。Ａ１類については、これまでの兵庫県内各地における胎土分析例で認

められており、円山川流域の可能性もあるが、それ以外の地域の可能性もあると考えられる。

Ｆ類については、珪化岩も含むことから、和田山町付近より下流の円山川流域に想定することができ

る。凝灰岩や流紋岩・デイサイトが多い組成は、和田山町付近より下流の円山川流域の中でも相生層群

の分布域に近いやや上流側の地域に由来する可能性があると考えられる。

Ｃ類については、花崗岩類を主体とすることから、土井遺跡の報告でも述べたように、最も近い地域

としては、上述した和田山花崗岩からなる山地に囲まれた和田山町付近の地域が想定される。実際に、

和田山町に所在する筒江浦石遺跡から出土した古墳時代の土師器では、今回のＣ類に近似した組成が認

められている。ただし、より広い地域に広げた場合には、花崗岩類の分布は広範な地域に及ぶため、特

定することはできない。

Ｄ２類の堆積岩類の卓越する胎土については、両岸の山地を構成する地質が丹波層群からなる遠阪川

と佐治川の合流する付近から下流の加古川上流域に由来する可能性がある。凝灰岩や流紋岩・デイサイ

トおよび花崗岩類が微量混在している状況は、氷上町付近に分布する相生層群と石英閃緑岩からなる小

規模な岩体の分布を反映している可能性がある。

以上述べた各胎土の由来する地域から、田ノ口遺跡においては土器はあまり作られず、山を越えた円

山川流域や下流の加古川上流域から持ち込まれたものが多いという状況が想定される。この状況は、土

井遺跡の弥生土器や古墳時代および平安時代の土師器においても同様であった。今後も遠阪川沿いの遺

跡における土器胎土分析例を蓄積することができれば、この地域の事情に係わる有意な資料が得られる

ことが期待される。

�土器の種別による胎土の違いについて

結果の項で記載したように、今回の試料では、土器の時代（縄文・古墳・中世）による胎土の違いは明

瞭ではない。一方、中世の土器の中でも土師器と瓦器、黒色土器の間で、さらに土師器における器種の
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違いによって胎土の傾向が異なっている状況が窺える。

中世の土師器全体としては、Ａ３類とＣ類を主体とする傾向が看取され、これに対して、瓦器はＤ２

類とＡ１類という構成であり、黒色土器は２点のうち１点はＡ３類であるがもう１点はＤ２類であっ

た。瓦器や黒色土器の点数が少ないこともあり、今回の結果がそれら全体の傾向となるかは不明である

が、現時点での結果として示しておきたい。

中世の土師器の中では、鍋はＡ３類とＦ類とに分かれ、皿はＣ類を主体とする傾向が比較的明瞭であ

る。上述したように土師器全体ではＡ３類とＣ類を主体とするとしたが、これは、器種による違いを反

映している可能性がある。

これらの状況は、搬入品が多いと推定される今回の分析結果とも関連している可能性があり、同時代

における器種別の胎土という視点からの分析例の蓄積と検討も必要と考えられる。

（矢作健二・石岡智武）
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第４節 田ノ口遺跡出土木製品の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

１．はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生

の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

２．試料

試料は、漆椀１点（資料№１）と井戸材４点（資料№２～５）の合計５点である。

３．方法

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製し、ガ

ム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパ

ラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴

を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定す

る

なお、木材組織の名称や特徴については、島地・伊東（１９８２）、Wheeler 他（１９９８）、Richter 他（２００６）

を参考にする。また、日本産木材の組織配列については、林（１９９１）や伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）

を参考にする。

４．結果

樹種同定結果を第５表に示し、顕微鏡写真を第１７図に掲げる。木製品は針葉樹１分類群（マツ属複維

管束亜属）と広葉樹１分類群（ブナ属）に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

第 5表 樹種同定結果

資料№ 報告№ 器種 出土地区 遺構 樹種

1 W１ 漆椀 Ｆ 北端 土坑 ブナ属

2 井戸材 Ｆ 井戸SE００１FN マツ属複維管束亜属

3 井戸材 Ｆ 井戸SE００１FE マツ属複維管束亜属

4 井戸材 Ｆ 井戸SE００１FS マツ属複維管束亜属

5 井戸材 Ｆ 井戸SE００１FW マツ属複維管束亜属

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen . Diploxylon） マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩や

かで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管、柔細胞、水平樹脂道、

エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となり、１分野に１個。放射仮道管内壁には鋸歯状の

突起が認められる。放射組織は単列、１～１５細胞高。
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・ブナ属（Fagus） ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に２～３個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管

の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織

はほぼ同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

５．考察

漆椀はブナ属に同定された。ブナ属は、比較的強度が高く、乾燥は難しいが、加工は容易である。漆

器の木地としてはトチノキやケヤキと共によく利用される樹種の一つである。兵庫県内の事例をみる

と、中世の資料ではケヤキ、トチノキ、クリ等の利用が目立つが、ブナ属は入佐川遺跡で中世および中

世の可能性があるとされる事例が２例報告されている程度であり、利用が少ない（伊東，２００２）。一方、

近世では、明石城武家屋敷跡、有岡城跡・伊丹郷町�、入佐川遺跡で１１例の報告があるが、逆にケヤキ

やトチノキの利用例は少ない（島地，１９９２；伊東，２０００，２００２）。このことから、時期によって木材利用

が異なっていた可能性がある。

井戸材は、全て複維管束亜属に同定された。複維管束亜属は、比較的強度が高く、松脂を多く含むた

めに耐水性もあり、こうした材質から利用されたことが推定される。４点全てが複維管束亜属であるこ

とから、特定の木材を選択・利用したことが推定される。兵庫県内の古代における井戸材の樹種をみる

と、スギ、コウヤマキ、ヒノキ、モミ属等の利用が多い。複維管束亜属が主体となる例は、二葉町遺跡

第８－３次の９世紀とされる事例や上沢遺跡第１６次の１２世紀とされる事例等がある（松葉，２００１；神戸

市教育委員会，２００２）。

（高橋 敦）

引用文献

林 昭三，１９９１，日本産木材 顕微鏡写真集．京都大学木質科学研究所．

伊東隆夫，１９９５，日本産広葉樹材の解剖学的記載�．木材研究・資料，３１，京都大学木質科学研究所，８１‐１８１．

伊東隆夫，１９９６，日本産広葉樹材の解剖学的記載�．木材研究・資料，３２，京都大学木質科学研究所．６６‐１７６．

伊東隆夫，１９９７，日本産広葉樹材の解剖学的記載�．木材研究・資料，３３，京都大学木質科学研究所，８３‐２０１．

伊東隆夫，１９９８，日本産広葉樹材の解剖学的記載�．木材研究・資料，３４，京都大学木質科学研究所，３０‐１６６．

伊東隆夫，１９９９，日本産広葉樹材の解剖学的記載�．木材研究・資料，３５，京都大学木質科学研究所，４７‐２１６．

伊東隆夫，２０００，伊丹郷町遺跡出土木製品の樹種．「有岡城跡・伊丹郷町� 都市計画道路伊丹飛行場線

（中工区）道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（２）」，兵庫県文化財調査報告第２０７冊，兵庫

県教育委員会，６３‐６４．

伊東隆夫，２００２，入佐川遺跡出土木製品の樹種．「入佐川遺跡 小野川放水路事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告（�）」，兵庫県文化財調査報告第２２９冊，兵庫県教育委員会，１０９‐１２５．

神戸市教育委員会，２００２，上沢遺跡 第３３次調査．「平成１１年度神戸市埋蔵文化財年報」，２９１‐２９９．

松葉礼子，２００１，二葉町遺跡出土木製品の樹種同定．「二葉町遺跡発掘調査報告書 第３・５・７・８・

９・１２次調査」，神戸市教育委員会，１４１‐１６６．

Richter H. G., Grosser D., Heinz I. and Gasson P. E.（編），２００６，針葉樹材の識別 IAWAによる光学顕

微鏡的特徴リスト．伊東隆夫・藤井智之・佐野雄三・安部 久・内海泰弘（日本語版監修），海青社，７０p．

第４章 自然科学的調査の成果

―１３５―



１c１a １b

２a ２b ２c

［Richter H. G., Grosser D., Heinz I. and Gasson P. E.（２００４）IAWA List of Microscopic Features for

Softwood Identification］．

島地 謙，１９９２，明石城武家屋敷跡出土木製品の樹種．「明石市 明石城武家屋敷跡 山陽電鉄連続立体

交差事業に伴う発掘調査報告書」，兵庫県文化財調査報告第１０９冊，兵庫県教育委員会，１０３‐１１９．

島地 謙・伊東隆夫，１９８２，図説木材組織．地球社，１７６p．

Wheeler E. A., Bass P. and Gasson P. E.（編），１９９８，広葉樹材の識別 IAWAによる光学顕微鏡的特徴

リスト．伊東隆夫・藤井智之・佐伯 浩（日本語版監修），海青社，１２２p．［Wheeler E. A., Bass P. and

Gasson P. E.（１９８９）IAWA List of Microscopic Features for Hardwood Identification］．

１．マツ属複維管束亜属（仮資料№２） ３００�m :２a
２．ブナ属（仮資料№１） ２００�m :１a，２b，c
a：木口，b：柾目，c：板目 １００�m :１b，c

第１７図 木材組織の顕微鏡写真
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第５節 田ノ口遺跡出土ガラス玉の材質分析

１．はじめに

田ノ口遺跡より出土したガラス玉について顕微鏡による構造調査と、蛍光Ｘ線分析装置による材質の

調査を行った。

２．試料

分析の対象とする試料は、Ｄ地区の SB００８Dの柱穴 P００７５Dから出土した１点（J１）である。

３．試料の観察と分析

実体顕微鏡による観察

最初に実体顕微鏡で観察し、デジタルカメラで記録をとった。使用した装置は（株）ニコン製 SMZ‐１５００

である。表面の風化の状態の観察を目的とし、落射光により観察した（写真図版３４）。

蛍光Ｘ線分析装置による分析

蛍光Ｘ線分析は、スペクトロ社製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置MIDEX‐Mを用いて行った。

分析の条件は電圧４５kV、電流０．２５mA、測定時間１８０秒、軽元素側は電圧１９kV、電流０．３mA、測定時間

３００秒で、コリメータ径は２．０�で測定した。検出器はペルチェ冷却 SDD（液体窒素不要）。測定雰囲気

は、軽元素の検出感度を上げるためにヘリウムガスパージを行い測定した。

今回の測定の結果は、表面の非破壊測定によるため、表面の風化や形状が影響し、必ずしも試料内部

の正確な化学組成を示すものにはならないが、大まかなガラスの材質を判断することは可能である。

４．分析結果と考察

顕微鏡による観察では、表面が著しく風化し、白い粉状の物質で覆われているため、内部の気泡など

の観察はできなかったが、一部にガラスが露出している部分がありガラスの色調は確認できた。ガラス

は淡緑色を呈している。

蛍光Ｘ線分析の結果 SiO、K2O、Fe2O3、CuO、PbOの元素が検出されたことから、アルカリ鉛珪酸

塩ガラスに属するものであることが判明した。

SiKα

KKα

FeKα
CuKα

PbLα１

MoKα

第１８図 田ノ口遺跡出土ガラス玉蛍光 X線定性分析スペクトル

第４章 自然科学的調査の成果

―１３７―



第５章 まとめ

第１節 田ノ口遺跡の遺物の検討

１．土器・陶磁器の分類

田ノ口遺跡から出土した土器・陶磁器には種別では土師器、黒色土器、瓦器、瓦質土器、須恵器、無

釉陶器、施釉陶器、白磁、青磁、青花磁器、染付磁器などがある。

ここでは、それぞれを器種ごとに分類し、さらにそれぞれの器種について、若干分類を試みたい。

（１）土師器

土師器には器種別では皿、鍋、椀、甕、壺、焙烙、鉢、紡錘車などがある。

Ａ 皿

皿は今回の調査では最も多く出土している。これらは、大きくロクロ土師器と非ロクロ土師器に大別

される。

ロクロ土師器

ロクロ土師器は底部の切り離し技法から、ヘラ切によるⅠ類（１０７・３２９・３４３・３４４・５８７・６２１）、糸切

による�類（３６・３０６・３０７・３２７・３３１・３３９・３４２・３５２・３５３・３５９・３６０・３６３・４１２・４１３・４１４・４１９・４４１・

４４２・４４３・４４４・４４８・４４９・５５２・６１７）に大別される。このほか、切り離しの後、底部外面にナデ調整を

施し、切り離し痕が不明瞭なもの（３９・４４・８３・９７・２１４・３０８・３２６・３４０・３４６・３６２・４０６・４２０・４２１・

４４５・４４６・４４７・４５０・４５１・５５１・５７９・５９０・６２７）がある。

�類は平底で体部が短く外上方に延びる�Ａ類のみで占められる。�類は平底で体部が直線的に外上

方に延びる�Ａ類（３６・３０６・３０７・３２７・３５２・３５３・３６３・４１３・４１４・４１９・４４３・４４４・４４８・４４９・６１７）、

平底で体部が内彎気味に外上方に延びる�Ｂ類（３３１・３４２・４４１・４４２）、平底で体部が非常に短い�Ｃ類

（３２６・３３９・４１２・５５２）に細分される。同様に切り離し技法の不明瞭なものにも、平底で体部が直線的に

外上方に延びるもの（４４・８３・９７・２１４・３０２・３４６・３６２・４０６・４４５・４４６・４４７・４５０・４５１・５９０）、平底で

体部が内彎気味に外上方に延びるもの（３０５・４２０）、平底で体部の非常に短いもの（３９・４２１・５７９）などが

ある。

非ロクロ土師器

非ロクロ土師器の皿は１５５点図化しており、土器・陶磁器に占める比率が最も高く、全体の２３．５％を

占めている。形態には様々なものが含まれるが、底部から口縁部まで残るものを対象にして、主にその

形態から以下のＡ～Ｇの６型式に分類する。

Ａ類 平底で体部が直線的に外上方に延びるもの（４２・７０・１０３・１０６・１０９・１１２・１１３・１６０・１６１・

１６２・１６３・１６４・１７９・１９２・２１６・２１８・２１９・２２０・２２１・３２５・３３２・３３３・３６４・３６５・４３５・５８６・５８９・

６１８・６２２・６２３・６２４・７４４・７４７）。

Ｂ類 平底で体部が内彎気味に外上方に延び、底部と体部の境が不明瞭なもの（１５・１８・３０・６７・６９・

７６・８４・８７・９１・９３・９４・９５・１０２・１０４・１０８・１１５・１１６・１５７・１５８・１５９・１８０・１８１・１８２・１８３・

１８４・１９１・１９８・１９９・２００・２０１・２０２・２０３・２０４・２１０・２１１・２１２・２１３・２１５・２９０・３０３・３０９・３５４・

３５５・３５６・３５７・３５８・４３３・４３４・４３６・４３９・４４０・５６９・５８０・５８３・５８５）。

Ｃ類 平底で体部が短く直線的に外方に延びるもの（５・７・１２・１４・２４・４０・４１・４３・４７・７５・８６・
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８８・９０・９２・９６・９８・９９・１００・１０１・１０５・１８９・１９０・１９１・２０５・２０６・２０７・２０８・２０９・３２８・５７７・

５８１・５８２・５８４・７２１・７２２）。

Ｄ類 体部が外反し、口縁部が外方にひらくもの（２５・３１・１１４）。

Ｅ類 体部が内彎し口縁部が外方にひらくもの。いわゆるての字状口縁の皿（３１０・３３８）。

Ｆ類 体部が直線的に外上方にのび口縁部が大きく外方にひらくもの（５６４）。

Ｇ類 深身で体部は内彎気味に外上方に延び、口縁部が若干外方にひらく椀形のもの（３６６）。

Ｂ 鍋

鍋は全部で４２点図化しているが、その中では播丹型鍋（８２・１２１・１６５・１８５・１８７・１９５・２２４・２２６・

２２７・２９１・３７２・４６７・６３５・６３６・７２６・７２９・７３０）が最も多く出土している。

播丹型鍋はその形態から、体部からやや緩やかに外反する口縁端部が外方につまみ出される�類（８２・

１２１・１６５・１８５・１９５・２２６・２２７）、体部から緩やかに外反する口縁端部の断面が三角形状につまみださ

れる�類（１８７）、体部から緩やかに外反する口縁端部が玉縁状を呈する�類（７２６）、口縁部は体部から直

立気味に立ち上がり口縁端部が丸く収まる�類（２９１・４６７・６３６）、体部が扁平な形状を呈する�類（２２４・

３７２）に細分される。播丹型以外の鍋には、播丹型に先行する甕形鍋（３２３・３７１・４０５・４１５・４６３・４６４）、

口縁部がＬ字状に屈曲する鉄鍋形鍋（４６１・４６２）などがある。

Ｃ 椀

椀は破片が多く、口縁部から底部まで残るものは少ないが、底部の形態から、輪高台を貼り付ける�

類（２・４１０）、平高台をもつ�類（１１８・４５４・４５６・４５７・４５８）、平底の�類（３１１・４５３・６２７）に分類され

る。

Ｄ 甕

甕と鍋とは、用途から見れば煮炊具であり、形態的には分類しにくいものを含むが、ここでは、内外

面に刷毛目調整を施すもの及び体部外面に縦方向の叩き目が残る煮炊具としてはやや古相を示すものを

甕とした。

甕は口縁部が大きく水平方向に外方にひらき、体部が長胴の�類（３６８・３６９）、口縁部が外方にひらき、

長胴の�類（４２６・４２７）、口縁部が外方にひらき外面に縦方向の叩き目が残る�類（２２２）、口縁部がＬ字

形に屈曲する�類（３１２）に分類される。

Ｅ 壺

壺としたものには３４８・４５９・５５４の３点があるが、５５４以外は細片で全体の器形は不明である。

Ｆ 鉢

鉢には口縁部の形態から口縁端部を上方につまみ上げる�類（３７）、口縁端部が玉縁状に肥厚する�類

（４６９）、端部の断面が三角形状に肥厚する�類（４７０・４７２）、口縁端部がくの字状に屈曲する�類（４０９）が

ある。

Ｇ 杯

杯はいずれも平底で体部は直線的に外上方に延びる。体部と底部の境が明瞭な�類（６０・６５・８１・３３５）

と丸味をもつ�類（１１１・１１２・１１３・２１７）とがある。

Ｈ 羽釜

羽釜は１点（２３１）出土している。口縁部は若干内傾し、外面に断面台形状の鍔を貼り付ける。
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Ｉ 紡錘車

紡錘車が１点（４６０）出土している。

（２）黒色土器

黒色土器には椀と皿がある。

Ａ 椀

椀は底部の形態から輪高台を貼り付ける�類（４７３・５９４）、平高台をもつ�類（２９４・３１７・３１８・３７７・

４１６・４２２・４２３・４２４・４７４）、平底の�類（１２５・１２７・１２８・３３６・４７５・６１０・６１３）に分類される。

Ｂ 皿

皿は３点図化している。体部が直線的に外上方に延びるもの（１２４）と内彎気味に延びるもの（１２３・１７０）

とがある。

（３）瓦器

瓦器には椀と皿がある。

Ａ 椀

瓦器椀は２４点図化しているが、口縁部のみの破片が多く、底部を含めた全体の器形の分かるものはほ

とんど見られない。断面が三角形状の低い高台をもち、体部は内彎気味に外上方に延び、器高の低い�

類（３７８）、断面が三角形状の低い高台をもち、体部は内彎気味に外上方に延び、器高の比較的高い�類

（７２８）、比較的細く高い高台をもち、体部は直線的に外上方に延び、器高が比較的高い�類（１８８・５９７）

がある。

Ｂ 皿

瓦器皿は８点図化している。平底で体部が短く直線的に外上方に延びる�類（１３０・１３６・５５７・５７０）と

平底で体部が内彎気味に外上方に延びる�類（３８・２３５・４０７）に分類される。

（４）瓦質土器

瓦質土器には鍋、羽釜、壺がある。

Ａ 鍋

鍋は４点図化している（２３６・３７４・５４９・６３９）。いずれも口縁部が大きく外方にひらき、端部を上方に

つまみあげる鉄鍋形鍋である。

Ｂ 羽釜

羽釜（１６９）は比較的幅の短い鍔を貼り付け、口縁部はほぼ直立する。

Ｃ 壺

壺（２３７）は口縁部の細片である。口縁端部が玉縁状に肥厚する。

（５）須恵器

須恵器には椀、皿、鉢、甕、壺、杯がある。

Ａ 椀 椀は底部の形態から輪高台を貼り付けるⅠ類（２３８・４７７・４７８・４８０・４８１・４８３・６４０）、平高台

をもつⅡ類（１４３・２４２・３８１・３８２・３９７・４００・４３０・４３１・４８２・４８７・４９２・４９３・４９４・４９５・４９６・４９７・
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４９８・４９９・５００・５０１）、平底のⅢ類（２１・４９・２４１・３３７・３８７・４２９・４３８・５０２・５９８・６０４・６４５）に大きく

分類される。

Ｂ 皿

皿は深身の�類（５５）と浅身の�類に大別される。�類はさらに体部が直線的に外上方に延びる�Ａ類

（３２２・５７８・６４２・６４３）と体部が僅かに内彎する�Ｂ類（５１０）に細分される。

Ｃ 鉢

鉢は５６点図化しており、土器・陶磁器の中で占める割合は８．４％である。ただ、底部から口縁部まで

残存し、全体の器形の分かるものは少ない。ここでは、最も残存度の高かった口縁部の形態を中心に分

類する。

Ａ類 体部が大きく内彎し、口縁部が外方ひらくもの（５１３）。

Ｂ類 体部が内彎し、口縁部が若干外方にひらき、端部を水平にひきだすもの（５１２）。

Ｃ類 体部が内彎し、口縁端部が水平に端面をもつもの（５１４）。

Ｄ類 体部が直線的に外上方に延び、口縁端部が斜め方向に端面をもつもの（５７・１８６・２５１・３８９）。

Ｅ類 体部が直線的に外上方に延び、口縁部を若干上方にひき上げるもの（２５３・５１６）。

Ｆ類 体部が直線的に外上方に延び、口縁部の断面が三角形状を呈するもの（７３・１４５・１４７・１７５・

５１５）。

Ｇ類 体部が直線的に外上方に延び、口縁端部を下方にひきだすもの（１４６・７３１・７３２・７３７）。

Ｈ類 体部が直線的に外上方に延び、口縁部が玉縁状に肥厚するもの（７７・２４７・２４８・２５０・２５６・５７６・

７３４）。

Ｉ類 体部が直線的に外上方に延び、口縁部が上下に拡張して縁帯をもつもの（２８・６１５）。

Ｄ 甕

甕はいずれも口縁部の破片のみが出土し、全体の器形が分かるものはほとんどない。

口縁部の形態からは、口縁部が外方に大きくひらく�類（１５４）と、口縁部が「く」の字状に外方にひら

く�類に分けられる。�類は口縁端部の形状から、端部を引き出さない�１類（６４・１７４・２５９）、上方に

若干引き出す�２類（２６５・３９１・５６８）、端部を上下に引き出す�３類（５２１）に分類される。

Ｅ 壺

壺は７点図化しているがいずれも破片である。１９４・２４６・６４１は輪高台を貼り付ける底部片、５１９・６０６

は体部外面に凸帯を巡らせるものである。

Ｆ 杯

杯には輪高台をもつ底部片（２３９・３８０）と平底で体部が直線的に外上方に延びるもの（４２８・５１１）とがあ

る。

（６）無釉陶器

無釉陶器には甕、擂鉢、鍋がある。

Ａ 甕

甕には常滑焼（２６６）、備前焼（５２２）と丹波焼（２９８・３９２・７３８）とがある。

Ｂ 擂鉢

擂鉢は２点見られ、いずれも丹波焼である（６５０・７４９）。
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Ｃ 鍋

鍋（１２２・１６７・１６８・２２８・２２９・３７３・５６５）はいずれも播丹型土師器鍋と形態的には酷似するが、焼成

が堅緻で土師器というよりはむしろ陶器の範疇で捉え得るものである。三本峠北窯出土遺物に類例が見

られることから、その一部は丹波焼の窯で焼成された可能性が考えられる。

（７）施釉陶器

施釉陶器には椀、皿、壺がある。

Ａ 椀

椀には緑釉椀（５２８）、灰釉椀（５２６）、天目茶碗（５２５）、近世の京焼系陶器椀（２９７）などがある。

Ｂ 皿

皿には緑釉皿（２６７・５２４）、瀬戸・美濃系灰釉陶器卸皿（６４７・６４８）がある。

Ｃ 壺

壺には古瀬戸壺（２６８・５２３）、中国産灰釉陶器壺（１７６）・耳付壺（６４９）がある。

（８）白磁

白磁には器種別では碗・皿・壺が含まれる。

Ａ 碗

碗は横田・森田分類の�類（２９・２７３・２７４・５２９・６５１）、�類（３５・６６・１５５・１５６・１７７・２６９・２７０・

２７５・２７６・２９９・３９３・３９５・５３０・５３１・５６１・６０７・６５２・６５３）、�類（５７１）、�類（７１・５６２）の他、近世の

もの（６６０）が若干含まれるが、圧倒的に�類碗の占める割合が高い。

Ｂ 皿

皿は碗に比べて出土量が少ない。山本分類�類（２７１）、森田分類Ｅ－２群（６５５）の他、近世の波佐見産

の粗製白磁皿（６５８）、肥前産の紅皿（６６１）などが見られる。

Ｃ 壺

壺は四耳壺の底部片（２７９）が１点出土している。

（９）青磁

青磁には碗、皿がある。

Ａ 碗

碗には同安窯系青磁（１７８・２８２・５７２）と龍泉窯系青磁とがある。龍泉窯系青磁には無文碗（２２・３００・

３９６・５２７）、劃花文碗（２８３・７３３）、蓮弁文碗が見られる。さらに蓮弁文碗は蓮弁の形から鎬蓮弁文碗（２８４・

２８５・２８６・５３８）、広形蓮弁文碗（６５６）、細蓮弁文碗（６５７）に細分される。

Ｂ 皿

皿は碗に比べて出土量が少なく同安窯系青磁（５３６・５３７）と龍泉窯系青磁稜花皿（５３９）とがある。

（１０）青白磁

青白磁には水滴（２８０）と合子（２８１）がある。
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（１２）青花磁器

白磁に呉須で文様を描くもので、中国製のものを青花磁器、日本製のものを染付磁器とした。青花磁

器には碗、皿がある。

Ａ 碗

碗は底部の形態から、蓮子碗（３４７）、饅頭心碗（６６３）、平底碗（５４０・５４１）に分類される。

Ｂ 皿

皿は底部の形態から平底で細く低い輪高台をもつもの（４０４・５４２・５４３・６０８）、碁笥底のもの（５４４・

５４５）に分類される。

（１３）染付磁器

極少量であるが、肥前系の碗が出土している。

Ａ 碗

碗には外面に簡易な草花文を描く肥前系碗（３０１）、肥前系波佐見産のくらわんか手碗（７３９・７４０）があ

る。

２．土器・陶磁器組成の変遷

田ノ口遺跡から出土した土器・陶磁器類について、ここでは、ある程度その編年観が示されている須

恵器椀・鉢を基準にして、平安時代～室町時代までの時期を�期～�期までの６時期に、さらに近世の

１時期を加えて計７期に区分して、土器・陶磁器組成の変遷についてその概要を述べたい。

�期（１０世紀～１１世紀前半）

須恵器椀�類、須恵器鉢Ａ類、土師器椀�類、土師器甕�類、黒色土器椀�類などで構成される時期

である。

�期（１１世紀中頃～１２世紀前半）

須恵器椀�類、須恵器鉢Ｂ類・Ｃ類、土師器椀�類、黒色土器椀�類・�類、白磁碗�類などで構成

される時期である。また、土師器皿Ｅ類もこの時期に比定される。

�期（１２世紀後半～１３世紀中頃）

須恵器椀�類・�類、須恵器鉢Ｄ類・Ｅ類・Ｆ類、瓦器椀、白磁碗�類・�類、白磁四耳壺、白磁皿、

同安窯系青磁碗、龍泉窯系青磁劃花文碗、青白磁合子などで構成される時期である。

�期（１３世紀後半～１４世紀中頃）

須恵器椀�類、須恵器鉢Ｈ類・Ｆ類、土師器鍋播丹形�類・�類、瓦質土器鉄鍋形鍋、常滑焼甕、龍

泉窯系青磁鎬蓮弁文碗などで構成される時期である。

�期（１４世紀後半～１５世紀中頃）

須恵器鉢�類、土師器鍋播丹型�類・�類、中�期の瀬戸灰釉小壺などで構成される時期である。

�期（１５世紀後半～１６世紀末）

土師器鍋播丹型�類、丹波焼櫛描き擂鉢、後�期の瀬戸・美濃系灰釉陶器卸皿、白磁皿Ｅ－２群、青

磁稜花皿、青花磁器碗・皿で構成される時期である。

�期（近世 １７～１８世紀）

丹波焼櫛描き擂鉢、肥前系磁器碗などが見られる。
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３．小結

田ノ口遺跡の土器・陶磁器組成の変遷について、平安時代から室町時代については、�期から�期の

６時期に分けて概要を述べた。

�期は古代に区分される時期で、須恵器椀�類、須恵器鉢Ａ類など古代的土器組成で構成される時期

である。また、変遷表には掲載しなかったが、少量の緑釉陶器、灰釉陶器などの出土も見られる。

しかし、出土量はごく僅かで、集落の形成はまだ行われていないものと考えられる。

�期は平高台をもつ須恵器椀�類、須恵器鉢Ｂ類・Ｃ類、白磁碗�類などが出現し、土器・陶磁器組

成の様相が古代的土器組成から中世的土器組成に移行する時期である。

さらに、変遷表には掲載していないが、土師器皿Ｇ類もこの時期の所産と考えられ、土師器、須恵器、

黒色土器、貿易陶磁などの土器・陶磁器組成が出揃う時期である。

�期に入ると、�期同様、須恵器椀�類に加えて、この時期の後半には須恵器椀�類が出現する。ま

た、須恵器鉢もＤ類・Ｅ類・Ｆ類が出現し、種類、量ともに増大する。貿易陶磁も�類の白磁碗を中心

に青磁碗、青白磁が少量出土している。

�期は土師器鍋では播丹型�類・�類が出現する。また、瓦質土器鉄鍋形鍋も極少量見られる。また、

須恵器ではこの時期の前半まで、須恵器椀Ⅲ類が使用されている。須恵器鉢はＨ類が出現する。貿易陶

磁では白磁は見られず、青磁蓮弁文碗が主体を占めるようになる。

�期には須恵器では、椀はすでに見られなくなり、須恵器鉢�類がごく少量見られる。

また、土師器鍋も播丹型�類・�類が極少量見られるのみで、土器・陶磁器の出土量は�期と比較し

て急速に減少する。

�期は土師器鍋では、播丹型�類が極僅か見られる。また、丹波焼擂鉢、瀬戸・美濃系灰釉陶器卸皿、

青磁細蓮弁文碗・稜花皿、青花碗・皿などが見られるが、量的には極少量である。

これらの結果から、当遺跡の集落の形成は�期に開始され、�期がその中心時期であり、�期以降衰

退して行くものと考えられる。
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第２節 中世の遺構について

古代～中世の遺構については主に、１２世紀～１６世紀にかけての集落遺構と経塚、中世墓群が検出され

ている。

今回はＡ～Ｇの７地区を調査しているが、経塚・中世墓地のＧ地区を除き、６地区が集落遺構を検討

する対象となる。これらは、調査の都合によって地区名が割り振られており、地形からは、田ノ口城跡

から張り出す尾根の北側にあるＡ・Ｂ・Ｃ地区で１つの遺構群が形成されるグループ。南側に所在する

尾根下のＤ地区及び後背のＧ地区で１つの遺構群が形成されるグループ、更に南側の谷部－扇状地上に

乗るＥ・Ｆ地区で１グループが存在すると認識できる。

ここでは、まず建物方位から簡単な分類を行い、更に各集落遺構のグループごと、即ちＡ・Ｂグルー

プ、Ｄ・Ｇグループ、Ｅ・Ｆグループの３グループを俎上にあげ、それぞれの建物のグルーピングを行

い、更に建物規模から変遷と性格、更に遺物から集落の継続時期について触れてゆくこととする。

１．建物群の分析

今回の調査ではＡ～Ｆ地区において総計９６棟の建物及び３基の柵列を復元した。

建物はその方位から以下の建物群に分けることが可能である。

Ａ群 建物の軸方位をN１０°E前後にとるもの

Ｂ群 建物の軸方位をN２０°E前後（主として１５°寄り）にとるもの

Ｃ群 建物の軸方位をN２５°E前後にとるもの

Ｄ群 建物の軸方位をN３０°E前後にとるもの

Ｅ群 建物の軸方位をN３５°E前後にとるもの

Ｆ群 建物の軸方位をN４０°E前後にとるもの

Ｇ群 建物の軸方位をN５０°E前後にとるもの

Ｈ群 建物の軸方位をN７０°E（N２０°W）前後にとるもの

Ｉ群 建物の軸方位をN８５°E（N１０°W）前後にとるもの

以上の分類をもとに各地区における建物群の変遷を検討する。

２．Ａ・Ｂ地区の建物群

Ａ・Ｂ地区では、掘立柱建物３３棟を復元しており、２９棟が総柱建物である。

Ａ群－SB００７A

Ｂ群－SB００６A

Ｃ群－SB００１A・SB００２A・SB００３A・SB００５A・SB００８A・SB００９A・SB００２B・SB００４B・SB００７B・

SB０１１B・SB０１３B・SB０１９B

Ｄ群－SB００４A・SB００１B・SB００３B・SB００５B・SB００６B・SB００８B・SB００９B・SB０１０B・SB０１２B・

SB０１４B・SB０１５B・SB０１７B・SB０１８B・SB０２０B・SB０２１B・SB０２２B

Ｅ群－SB０２３B・SB０２４B

Ｆ群－SB０１６B

以上の分類から、建物はＣ・Ｄ群に分類されるものが多く、他は極めて少ないことが分かる。
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以下、建物の先後関係・柱穴の出土遺物の時期を参考に各群の時期について考察する。

Ｃ群の SB０２Bが�期～�期にかけて出現し、�期にはＣ群の SB０１１Bや SB０１３B、Ｄ群の SB００５B・

SB０１７B、Ｅ群の SB０２４Bなどが出現する。�期にはＤ群の SB０２２B、Ｅ群の SB０２３Bが出現するがその

他の群を含め�期と確定できる建物はない。

各時期の建物の床面積を見ると、�期では SB００２Bが６１．６４m２、�期では SB００５Bの７３．００m２、�期

では SB０２２Bの５２．０８m２が大きく、それぞれが中心的建物であったと考えられる。

建物に復元した遺物以外の柱穴・土坑あるいは包含層からＡ・Ｂ地区の時期を考えた場合、Ⅲ期を中

心に�期～�期の遺物が多く、�期では SK１３０B・SK１６１B・SK５３７Bは�期の土坑と考えられる。

また、�期・�期・�期の遺物が極少量出土している。

集落の形成は�期に始まり�期までで終息したと考えられる。

３．Ｄ地区の建物群

Ｄ地区では、掘立柱建物１９棟を復元しており、１８棟が総柱建物である。

Ａ群－SB００３Ｄ

Ｂ群－SB００１D・SB００２D・SB００６D・SB００９D・SB０１４D

Ｃ群－SB００７D・SB００８D・SB０１１D・SB０１２D・SB０１３D

Ｄ群－SB００４D・SB００５D・SB０１５D・SB０１６D・SB０１７D・SB０１８D・SB０１９D

Ｆ群－SB０１０D

以上の分類から、建物はＢ・Ｃ・Ｄ群に分類されるものが多く、他は極めて少ないことが分かる。

以下、建物の先後関係・柱穴の出土遺物の時期を参考に各群の時期について考察する。

�期にはＡ群の SB００３D、Ｂ群の SB００９Dが出現し、少し遅れてＣ群の SB００８D、�期のＣ群 SB００７D

が出現する。

SB００３Dは床面積１２８．２６m２、SB００８Dは床面積１８８．１６m２と大きく、それぞれが中心的建物であったと

考えられる。

Ｄ地区では柱穴から建物の時期を決定することが難しく、建物群の多くを占めるＤ群については時期

を決定する資料を持たない。但し、Ｄ群 SB００５Dは�期に入るＡ群の SB００３Dに切られており、�期も

しくはそれより古くＤ群の建物が存在した可能性も考えられる。

それは、Ｄ地区の時期を概観した場合、建物に復元できない柱穴からは、�期の遺物の出土が多く、

SK１５４D・SK２１３D・SK２２６D・SF１８７D・SK１０３D・SS１０８D・SS００７Dなど�期の遺構が大半を占めてお

り（墓 ST２１５Dもまた�期～�期にかけての副葬品を持っている。）、Ｄ地区では盛期が�期にあったこ

とが確実と考えられるからで、Ｄ群の建物の大半は�期に建てられた可能性が高いと考えられるのであ

る。

加えて包含層出土の遺物の時期は、�期に入る遺物が圧倒的に多く�期に入る遺物は極少ない。この

ことからもＤ地区では�期に急速に集落が発展し、�期に入って急速に衰微した可能性が考えられる。

また、�期の遺物が出土しており、�期の集落の萌芽が�期に遡る可能性もある。

Ｄ地区では�期・�期の遺構・遺物は乏しく�期に入ってＦ群 SB０１０Dが出現する。この建物はＤ地

区内では前代からの継続性はなく。次に述べるＥ・Ｆ地区の遺構と関連すると考えられる。
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第６表 田ノ口遺跡掘立柱建物・柵一覧（１）

遺構名 建物形式
規模

床面積（㎡） 軸方位 時期 備考
桁行×梁行（間） 桁行×梁行（m）

Ａ地区
SB００１A 総柱建物 ３×３以上 ５．８×６．３５ ３６．８３以上 N２５°E �期 Ｃ群
SB００２A 総柱建物 ３×２以上 ９．０×５．７ ５１．３０以上 N２５°E Ｃ群
SB００３A 総柱建物 ３×２ ６．５×５．３ ３４．４５ N２５°E Ｃ群
SB００４A 総柱建物 ３×２ ６．９×５．２５ ３６．２３ N２９°E �期 Ｄ群
SB００５A 総柱建物 ２以上×１以上 ４．６×２．０ ９．２０以上 N２６°E �期カ Ｃ群
SB００６A ２以上×１以上 ３．４×－ N１７°E Ｂ群
SB００７A １×１ １．４×２．２ ３．０８ N１２°E Ａ群
SB００８A １以上×２以上 ２．５×３．７ ９．２５以上 N２５°E Ｃ群
SB００９A ２×２ ５．１×４．２ ２１．４２ N２３°E Ｃ群
SA０１０A 柵列 東西２ ３．６ N２８°E Ｄ群
Ｂ地区
SB００１B 総柱建物 ３以上×３ ６．４×６．３ ４０．３２以上 N３０°E Ｄ群
SB００２B 総柱建物 ２×４ ６．７×９．２ ６１．６４ N２７°E �～�期 Ｃ群
SB００３B 総柱建物 ２×２以上 ５．５×４．８ ２６．４０以上 N２８°E �期 Ｄ群
SB００４B 総柱建物 １以上×３以上 ２．６×６．９ １７．９４以上 N２６°E Ｃ群
SB００５B 総柱建物 ３×４ ７．３×１０．０ ７３．００ N２８°E �期 Ｄ群
SB００６B 総柱建物 ２×３ ４．４×７．２ ３１．６８ N３０°E Ｄ群
SB００７B 総柱建物 ３×２ ８．０×５．４ ４３．２０ N２７°E Ｃ群
SB００８B 総柱建物 ３×２ ６．８×５．５ ３７．４０ N３２°E �期 Ｄ群
SB００９B 総柱建物 ２×３ ２．８×３．１ ８．６８ N２９°E �期 Ｄ群
SB０１０B 総柱建物 ２×４ ４．５×８．７ ３９．１５ N３０°E Ｄ群
SB０１１B 総柱建物 ３×４ ７．０×８．０ ５６．００ N２２°E �期 Ｃ群
SB０１２B 総柱建物 ２×３ ４．６×６．３ ２８．９８ N２８°E Ｄ群
SB０１３B 総柱建物 ２×３ ５．１×７．３ ３７．２３ N２６°E Ｃ群
SB０１４B 総柱建物 ２×３ ４．５×６．５ ２９．２５ N２８°E Ｄ群
SB０１５B 総柱建物 ３×３ ７．０×８．０ ５６．００ N３２°E �期 Ｄ群
SB０１６B 総柱建物 ３×３ ７．３５×６．９ ５０．７２ N４０°E �期 Ｆ群
SB０１７B 総柱建物 ５×３ １０．２×５．８ ５９．１６ N３２°E Ｄ群
SB０１８B 総柱建物 １以上×３以上 ２．２×６．０ １３．２０以上 N３０°E Ｄ群
SB０１９B 総柱建物 ３以上×２以上 ６．７×７．２ ４８．２４以上 N２７°E Ｃ群
SB０２０B 総柱建物 ３×３ ７．２×６．９ ４９．６８ N３２°E Ｄ群
SB０２１B 総柱建物 ２×３ ４．０×５．４ ２１．６０ N３０°E Ｄ群
SB０２２B 総柱建物 ３×４ ６．２×８．４ ５２．０８ N２９°E �期 Ｄ群
SB０２３B 総柱建物 ３×４ ４．９×８．１ ３９．６９ N３４°E �期 Ｅ群
SB０２４B 総柱建物 ２×３ ４．１×６．２ ２５．４２ N３５°E �期 Ｅ群
Ｄ地区
SB００１D 総柱建物 ３×２ ８．３×５．４ ４４．８２ N１８°E Ｂ群
SB００２D 総柱建物 ４×４ １０．８×９．９ １０６．９２ N１７°E Ｂ群
SB００３D 総柱建物 ４×４ １２．１×１０．６ １２８．２６ N１４°E �期 Ａ群
SB００４D 総柱建物 ２×３ ４．９×６．６ ３２．３４ N２８°E Ｄ群
SB００５D 総柱建物 ２×３ ６．１×６．７ ４０．８７ N２８°E Ｄ群
SB００６D 総柱建物 １以上×３ ２．１×７．８ １６．３８以上 N１７°E Ｂ群
SB００７D 総柱建物 ４×３ １０．８×８．０ ８６．４０ N２３°E �期 Ｃ群
SB００８D 総柱建物 ５×５ １４．７×１２．８ １８８．１６ N２４°E �～�期 Ｃ群
SB００９D 総柱建物 ４×３ １１．４×７．８ ８８．９２ N１９°E �期 Ｂ群
SB０１０D 総柱建物 ３×５ ６．２×１０．０ ６２．００ N４１°E �期 Ｆ群
SB０１１D 総柱建物 ４×３ １０．６×７．０ ７４．２０ N２４°E �期カ Ｃ群
SB０１２D 総柱建物 ２以上×５ ５．０×１０．３ ５１．５０以上 N２４°E Ｃ群
SB０１３D １以上×３ ―×８．０ N２７°E Ｃ群
SB０１４D 総柱建物 １以上×２ １．９×５．０ ９．５０以上 N１７°E Ｂ群
SB０１５D 総柱建物 ２以上×１以上 ４．３×２．２ ９．４６以上 N２９°E Ｄ群
SB０１６D 総柱建物 ３×２ ９．３×４．５ ４１．８５ N２８°E Ｄ群
SB０１７D 総柱建物 ３×４ ８．４×９．７ ８１．４８ N３０°E Ｄ群
SB０１８D 総柱建物 ３×４ １０．２×１１．９ １２１．３８ N３０°E Ｄ群
SB０１９D 総柱建物 ２×３ ５．５×７．０ ３８．５０ N２８°E Ｄ群
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第６表 田ノ口遺跡掘立柱建物・柵一覧（２）

遺構名 建物形式
規模

床面積（㎡） 軸方位 時期 備考
桁行×梁行（間） 桁行×梁行（m）

Ｅ地区
SB００１E 側柱建物 ３×２ ６．８×４．５ ３０．６０ N５５°E Ｇ群
SB００２E 側柱建物 ２×２ ５．０×４．８ ２４．００ N３９°E Ｆ群
SB００３E 総柱建物 ５×２ ７．７×３．７ ２８．４９ N６２°W Ｄ群
SB００４E 側柱建物 ３×１ ６．３×３．２ ２２．６０ N６２°W Ｄ群
SB００５E 総柱建物 ４以上×４ ６．１以上×５．２ ３１．７２以上 N６４°W Ｃ群
SB００６E 側柱建物 ３×３ ５．４×４．５ ２４．３０ N７９°W Ａ群
SB００７E 側柱建物 ３×２ ５．６×４．０ ２２．４０ N２３°E Ｃ群
SB００８E ５×２ ５．３×５．０ ２６．５０ N５２°W Ｆ群
SB００９E 総柱建物 ４×３ ５．９×５．１ ３０．０９ N５２°W Ｆ群
SB０１０E 側柱建物 ４×３ ７．４×３．０ ２２．２０ N３２°E Ｄ群
SB０１１E 側柱建物 ２×２ ６．０×４．３ ２５．８０ N６０°W Ｄ群
SB０１２E 側柱建物 ２×３ ６．０×５．５ ３３．００ N６０°W Ｄ群
SB０１３E 総柱建物 ５×４ １０．５×８．２ ８６．１０ N８３°E Ⅰ群
SB０１４E 側柱建物 ６×２ １１．５×２．９ ３３．３５ N７０°W Ｂ群
SB０１５E 側柱建物 ２×１ ７．７×５．０ ３８．５０ N６５°W Ｃ群
SB０１６E ２×２ ４．７×４．１ １９．２７ N２２°E Ｃ群
SB０１７E 総柱建物 ３×２ ５．８×４．２ ２４．３６ N６２°W Ｄ群
SB０１８E 側柱建物 ３×２ ５．３×３．９ ２０．６７ N８７°E Ⅰ群
SB０１９E 総柱建物 ３×２ ６．６×４．８ ３１．６８ N６０°W Ｄ群
SB０２０E 側柱建物 ３×２ ７．４×５．５ ４０．７０ N６１°W Ｄ群
SB０２１E 側柱建物 ３×１ ８．５×３．１ ２７．２０ N３１°E Ｄ群
SB０２２E 総柱建物 ３×３ ７．０×６．５ ４５．５０ N２８°E Ｄ群
SB０２３E 総柱建物 ２×２ ５．２×４．２ ２１．８４ N６８°W �期 Ｂ群
SB０２４E 総柱建物 ４×３ ９．６×７．０ ６７．２０ N２１°E �期 Ｂ群
SB０２５E 総柱建物 ４×３ ９．３×７．８ ７２．５４ N２０°E Ｂ群
SB０２６E ４×４ ５．７×５．４ ３０．７８ N７０°W �期 Ｂ群
SB０２７E 総柱建物 ２×２ ４．５×４．５ ２０．２５ N１８°E �期 Ｂ群
SB０２８E 総柱建物 ４×４ ９．１×８．２ ７４．６２ N１９°E �期 Ｂ群
SB０２９E 総柱建物 ４×３ ８．５５×７．０ ５９．８５ N１９°E �期 Ｂ群
SB０３０E 側柱建物 ４×１以上 ９．０×１．６５以上 １４．８５以上 N２３°E Ｃ群
SB０３１E 側柱建物 ３×１ ４．５×２．０ ９．００ N６６°W Ｃ群
SB０３２E 側柱建物 ３以上×２ ４．５以上×３．６ １６．２０以上 N８０°E Ａ群
SB０３３E 側柱建物 １×２ ３．０×４．２ １２．６０ N６６°W Ｃ群
SA００１E 柵列 全長５ 全長７．０ N５９°W Ｄ群
SA００２E 柵列 全長４ 全長７．６ N４２°W Ｇ群
Ｆ地区
SB０３４F 総柱建物 ４×３ ８．２×６．０ ４９．２０ N７１°E �期 Ｈ群
SB０３５F 側柱建物 ３×２ ５．９×３．４ ２０．０６ N７１°W Ｂ群
SB０３６F 総柱建物 ３×３ ６．２×５．４ ３３．４８ N１７°E Ｂ群
SB０３７F 総柱建物 ３×２ ６．０×３．５ ２１．００ N７０°E Ｈ群
SB０３８F 総柱建物 ２×３ ４．０×４．４ １７．６０ N７０°W Ｂ群
SB０３９F ７×２ ８．８×３．４ ２９．９２ N２１°E Ｂ群
SB０４０F 側柱建物 １×２ ３．５×３．１ １０．８５ N２６°E Ｃ群
SB０４１F 側柱建物 ４×２ ６．６×４．４ ２９．０４ N６°W Ⅰ群
SB０４２F 総柱建物 ２以上×２ ５．０以上×３．８ １９．００以上 N８°W Ⅰ群
SB０４３F 総柱建物 ２×２ ３．６×３．２ １１．５２ N２２°W Ｈ群
SB０４４F 側柱建物 ２以上×２ ３．２以上×３．６ １１．５２以上 N５６°E Ｇ群
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４．Ｅ・Ｆ地区の建物群

Ｅ・Ｆ地区では、掘立柱建物４４棟を復元しており、１９棟が総柱建物である。

Ａ群－SB００６E・SB０３２E

Ｂ群－SB０１４E・SB０２３E・SB０２４E・SB０２５E・SB０２６E・SB０２７E・SB０２８E・SB０２９E・SB０３５F・

SB０３６F・SB０３８F・SB０３９F

Ｃ群－SB００５E・SB００７E・SB０１５E・SB０１６E・SB０３０E・SB０３１E・SB０３３E・SB０４０F

Ｄ群－SB００３E・SB００４E・SB０１０E・SB０１１E・SB０１２E・SB０１７E・SB０１９E・SB０２０E・SB０２１E・

SB０２２E

Ｆ群－SB００２E・SB００８E・SB００９E

Ｇ群－SB００１E・SB０４４F

Ｈ群－SB０３４F・SB０３７F・SB０４３F

Ｉ群－SB０１８E・SB０４１F・SB０４２F

以上の分類から、建物はＢ・Ｃ・Ｄ群に分類されるものが多く、他は極めて少ないことが分かる。但

し、少数ながら、Ｇ・Ｈ・Ｉ群というＡ～Ｄ地区では出現しない建物群が存在する。

Ｅ・Ｆ地区では柱穴から建物の時期を決定することが難しく、時期が特定できた建物は６棟にとどま

る。これらは何れもＢ群に属するもので、�期には SB０２４E・SB０２７E・SB０２８E・SB０２９Eが存在し、

�期にはＢ群の SB０２３E・SB０２６Eに加えＨ群の SB０３４Fが出現する。

検出できた建物は�期では SB０２８Eが床面積７４．６２m２、�期では SB０３４Fが床面積４９．２０m２を測り、

Ａ・Ｂ地区とほぼ同規模の建物が存在したと考えられる。

Ｅ・Ｆ地区の時期は、建物以外の遺構では SK０２３Eから�期の黒色土器が出土している以外に�期に

遡る遺構はなく、包含層の遺物からも�期の須恵器椀が１点（６４０）出土する他はない。また、建物に復

元できない柱穴や土坑からも�期・�期更に�期の遺物が出土している。

また、時期が確定できない建物群のうち、Ｃ群・Ｄ群については棟数が多く、また多くの遺物が�～

�期に属している点から見て、�期～�期に建てられた可能性が高いと考えられる。

以上の点からＥ・Ｆ地区では�期に入って集落が形成され、�期まで継続する。�期には遺物は若干

出土するが、遺構は乏しく、�期に入って再び建物が建てられたと考えられる。

しかし、Ｆ地区の水田部分からは�期～�期にかけての遺物が出土しており、�期にも集落が存続し

耕作されていた可能性は残る。

５．遺跡の変遷

今回の調査結果では、各地区での建物群の時期については一様ではない可能性が残るが、概ねＣ・Ｄ

群が�期から�期を中心に一部�期にかかること、更にＢ群が�期・�期・�期に跨ること、Ｅ群が�

期にあること、Ｆ群が�期に下る可能性が高いことが指摘できる。

また、Ｅ・Ｆ地区のみに出現するＧ・Ｈ・Ⅰ群については、Ｈ群が�期に出現することから、概ね集

落の衰微する時期に出現する可能性が高いことが指摘できる。

各地区の建物の変遷から推して、Ａ・Ｂ地区及びＤ地区では�期に集落の形成が本格的に始まり、Ｄ

地区では大型の掘立柱建物が出現する。�期に入ってＡ・Ｂ地区では集落は成長するが、Ｄ地区では衰

退し、代わって東隣のＥ・Ｆ地区において建物群が形成され始め、Ａ・Ｂ地区、Ｅ・Ｆ地区ともに�期
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に入って衰退したと捉えることができる。

ここでは、遺物から導きだされた遺跡の時期区分をもとに建物に加え、墓・経塚・水田を加えた田ノ

口遺跡の古代末～近世の変遷をまとめておく。

�期（１０世紀～１１世紀）

Ｄ地区周辺に緑釉陶器など官衙的性格をもつ遺構が存在した可能性がある。

�期（１１世紀中頃～１２世紀前半）

Ａ・Ｂ地区及びＤ地区では集落の形成が本格的に始まる。

Ｄ地区では大型建物が出現する。

�期（１２世紀後半～１３世紀中頃）

Ｄ地区では SB００３Dに伴う屋敷墓が造られる。

Ｄ地区では集落が衰退してゆく。

Ｅ・Ｆ地区では�期に入って集落が形成され始める。

�期（１３世紀後半～１４世紀中頃）

Ｇ地区において経塚・中世墓地が営まれる。

Ａ・Ｂ地区、Ｅ・Ｆ地区において集落が営まれる。

Ｄ地区では集落が営まれなくなる。

Ｆ地区の旧河道が洪水砂で埋没する。

�期（１４世紀後半～１５世紀中頃）

Ａ・Ｂ地区において若干生活痕跡がある。

Ｆ地区において谷水田が耕作される。

�期（１５世紀後半～１６世紀末）

Ｄ・Ｅ・Ｆ地区において小規模な集落が形成される。

Ｆ地区において谷水田が耕作される。

�期（近世 １７～１８世紀）

Ａ～Ｆ地区が水田化する。

６．おわりに

今回の調査では、遠阪谷に存在する、扇状地に展開した大規模な集落遺跡を調査することができた。

青垣町域での律令期に出現する集落遺跡の例として、田ノ口遺跡のほか、土井遺跡・山垣地区の城ノ

腰遺跡、中佐治地区の平野遺跡があげられる。遺跡の規模の大小はあるが、立地の点からは、その何れ

もが、大規模な扇状地を避け、隣接する山麓に開いた小規模な扇状地にある点は興味深い。規模の大き

な扇状地は８世紀代に至っても安定せず、特に遠阪谷は急峻な山に囲まれ、洪水起源の土砂が活発に供

給されていたために、居住地としては適さなかったことがその要因と考えられる。

大規模な扇状地が安定し開発されるのは中世を待たなければならず、積極的な土地利用は段丘化が終

了した遠阪川周辺の低地から（例えば山垣館周辺）と捉えることもできよう。

例えば、城ノ腰遺跡が存在するヲニ山の山麓には、古代の遺物が採取される小規模な扇状地がもう１

箇所在する。大規模な扇状地を挟み、山垣城を西側にみる地点にある無名の古代遺物散布地は氷上郡埋

蔵文化財分布調査（１９９６年）によってその存在が明らかとなったが、城ノ腰遺跡と同様の小規模な律令期
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の集落が存在する可能性は高い。少し推測を広げてみるならば、遠阪谷に存在した律令期の集落遺跡は、

山麓に点在する小規模な扇状地に立地しており、その多くが複合遺跡として、前代からの立地を引き継

いで存在していると捉えることができる。これらの遺跡は一様に（途中で途絶える期間があっても）１０世

紀代まで存続し、廃絶あるいは１０世紀を境に拡大してゆくのである。

今回報告した田ノ口遺跡や土井遺跡は１０世紀代－�期に入って拡大、あるいは遺跡の始まりを迎え、

中世へと継続してゆく遺跡であり、これらの遺跡は佐治郷の再開発に関わった開発領主や有力農民（田

堵や富豪層）の住居・集落と考えられる。

この様な有力な集落に対して小規模な、城ノ腰遺跡の様な集落は有力者に従属する立場となり、吸収

されるか、廃絶して早い時期に廃絶する。

例えば、初期に官衙的な遺物を伴う平野遺跡は、城ノ腰遺跡に比べ規模が大きく、中世に入る直前ま

で続くが、最終的には廃絶する集落と捉えられるのである。

田ノ口遺跡は、復元できた建物が１００棟近くあり大規模な古代・中世集落である。遺構・遺物の考察

から、集落の本格的な稼働は１１世紀中頃から１２世紀中頃－�期と考えられ、そのピークは�期から１２世

紀後半から１３世紀中頃－�期であることが明らかとなった。

この田ノ口遺跡の性格については、立地・搬入される遺物から「宿」の可能性が調査時から指摘されて

いた。近接する地点に古代山陰道の佐治駅家の存在を考えた場合、田ノ口遺跡の役割を駅家廃絶後の「宿」

と捉えることも不可能ではない。今後考慮すべき視点の一つであろう。

次に建物の規模から集落の性格を推測すると、田ノ口遺跡が構成する集落の中でもＤ地区では床面積

約１０７m２の SB００２Dや床面積１８８m２の SB００８Dや床面積１２１m２の SB０１８Dといった非常に大きな総柱建物

が各時期に出現している。広瀬和雄・橘田正徳の研究を考慮するならば、そこからは、非常に有力な（郷

全体に影響力が及ぶ）在地領主クラスの存在が想定できる。

また、在地領主クラスの存在は、SB００３Dと重複する屋敷墓 ST２１５Dの存在からも考えることができ

る。丹波地域における屋敷墓の導入は、これまでの研究から造墓主体が在地領主層であり、導入時期が

おおよそ１１世紀後半から１２世紀ということが明らかとなっている。ST２１５Dの時期は�期もしくは�期

であり、齟齬をきたさない。

また、屋敷墓を構築した在地領主の多くは次の段階に一族墓を経塚とともに営んでいる例がある。そ

の点についても、今回の調査例はその標識的な例として捉えることができる。

大型建物をもつＤ地区に対して、Ａ・Ｂ地区では各時期に床面積が６０～７０m２前後の建物が１棟ずつ

出現しており、建物規模の点からは有力百姓クラスを考えることができる。

Ｅ・Ｆ地区では７０～８０m２の建物が建て替えを伴って出現しているが、集落全体では総柱建物が少な

く、側柱建物が多い点はＡ・Ｂ地区よりも更に規模の小さい集落の存在が想定される。

Ｅ・Ｆ地区の棟数が多い点については、遺跡の継続期間が長く、Ｇ・Ｈ・Ｉ群といった他の地区では

存在しない建物群が、Ａ～Ｄ地区が衰弱した後において出現し、集落が継続したために起こった可能性

も残る。

さて、この集落は１３世紀後半から１４世紀中頃（�期）を境に急速に衰退するが、その原因として２つの

可能性を指摘して本稿の終わりとしたい。

１つは、西遷御家人足立氏の佐治郷への登場である。時期的に符合しており、今後更に考察を加えな

ければならない事柄である。
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今１つは、遠坂川の段丘化である。今回、青木哲哉氏に考察をいただいているが、Ｆ地区の調査結果

から、遠坂川に流れ込むＦ地区の小河川が、１３世紀代のおそらく後半、�期を境に埋没し以降水田化し

てゆく状況が明らかとなっている。

水田化した時期の遺構は、Ｅ・Ｆ地区に限定されていった可能性が高く、Ｇ・Ｈ・Ｉ群といった建物

群が水田に伴う小規模な集落として機能していた可能性が考えられるのである。

今回明らかとなった段丘化は少なくとも遠坂地区における水利灌漑システムに大きな影響をもたらし

たと考えられ、用水路の再構築や労働力集約に伴う集村化の必要といった現象を含め、田ノ口遺跡の衰

退に影響した可能性が考えられるのではないだろうか。これは以後の課題としておきたい。

�期に出現するＦ群の建物は背後の田ノ口城跡の存在を含め在地勢力足立氏との関わりが考えられ

る。周辺には同時代の足立（堀）正利の位牌（位牌は近世のもの）を守る平等寺の存在や同氏に由来すると

考えられる「堀殿」の小字名が存在しており足立氏の当地への影響の強さが考古資料以外からも感じとる

ことができるのである。

参考文献

橘田正徳 １９９１「屋敷墓試論」『中近世土器の基礎研究』 日本中世土器研究会

西口圭介 ２００９「近畿の中世墓」『日本の中世墓』 高志書院

広瀬和雄 １９８６「中世への胎動」『岩波講座 日本考古学６ 変化と画期』 岩波書店
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第３節 田ノ口遺跡Ｇ地区のまとめ

１．Ｇ－１区の検討

当地区では、土坑内から土師器の堝が３個体

（７５０～７５２）出土した。３個体の堝はいずれも同タイ

プに分類されるもので、３個体が押し潰された状態

で出土している。

これら３個体の堝をその出土状況をもとに当初の

状態を復元すると、第２３図のようになる。２個の堝

（７５１・７５２）を正位に重ね、さらにその上に堝（７５０）

が蓋として重ねられている。また、２段に重ねられ

た堝のうち、上段の堝（７５２）の底部には穿孔が認め

られる。

なお、これら３段に重ねられた堝の周囲は、礫に

より固定されていたものと考えられる。

上記のように復元される堝については、骨蔵器と

して使用されたものと考えられる。しかし、上記の

ように復元される類例は管見の限り認められない。

なお、この骨蔵器の時期については、土師器の堝

の特徴から、１４世紀前半に位置付けられる。これは、

後述するＧ－２区と時期的に同時期である。

２．Ｇ－２区の検討

�遺構の性格

当地区で検出した遺構は、内側に和鏡が入れ

られた須恵器甕の存在から、経塚と考えられ

る。須恵器甕を経筒に、捏鉢をその蓋に転用し

たものである（第２４図）。須恵器甕・捏鉢ともに

東播系に分類されるもので、その特徴から１４世

紀前半に位置付けられる。

�和鏡について

須恵器甕内から出土した和鏡（第２５図）は、山

吹蝶鳥鏡に分類されるもので、副納品として入

れられたものと考えられる。この和鏡について

は、以下の特徴が認められる（第２５図）。

①鳥が左下に描かれているが、この構図は１３

世紀後半に確立するものである。②水波文が形

第２３図 骨蔵器の復元

第２４図 経塚容器の復元
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１０cm０

M４０

骸化している、つまり波表現の幅が狭まっている。これは、１３世紀末に見られる特徴である。③鈕が直

立鈕縁である。つまり、鏡面から鈕への立ち上がりが急である。花蕊座鈕に分類されるもので、蕊頭が

連珠文化している。つまり、縦線がない。以上の特徴から、１３世紀末～１４世紀初頭と考えられる。④蝶

が大きく表現されているが、これは１３世紀後半～１４世紀にみられるものである。⑤山吹を小ぶりな輪郭

で表現し、折枝散らし文構図となっている。これは１１世紀後半以降にみられる特徴である。

以上の点から、１３世紀末～１４世紀初頭に位置付けられるものと考えられる。なお、構図には古い要素

が認められるが、天地がある構図で、これは新しい要素と考えられる。

�まとめ

このように、経筒に転用された須恵器甕・捏鉢、中に収められた和鏡ともに、ほぼ同様の年代観を示

すものである。したがって、当地区で検出した経塚の年代は、１４世紀前半に位置付けることができる。

第２５図 出土和鏡
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この年代は、丹波においては最終末に位置付けられるものと考えられる。

ところで、今回報告する経塚については、杉原和雄の経塚分類によると、土坑内に須恵器甕を容器と

して据えるＥ類型に該当するものである。Ｅ類型のなかでも、須恵器甕を容器とし須恵器捏鉢で蓋をす

るタイプの類例としては、江ノ上経塚（兵庫県加西市）・大道寺遺跡（京都府福知山市）・薬師前遺跡（兵

庫県朝来市）などがあげられる。ただし、いずれも本遺跡例よりも古く位置付けられている。

註

�杉原和雄「経塚と墳墓－丹波・丹後を中心とした筒形容器出土の遺跡について－」『考古学雑誌』第７４巻

第４号 １９８９

�堤圭三郎他「豊富谷丘陵遺跡」『京都府遺跡調査報告書』第１冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター １９８３

�鎌木義昌・亀田修一・白石 純『播磨江ノ上経塚発掘調査報告書』瀬戸内考古学研究所 １９８８

�山上雅弘『薬師前遺跡』兵庫県教育委員会 ２００２

なお、和鏡の記述は、京都国立博物館久保智康氏の御教示によるものである。

第２６図 和鏡の復元
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第４節 田ノ口遺跡の総括

１．田ノ口遺跡の概要

田ノ口遺跡は丹波市青垣町遠阪字田ノ口に所在する。加古川支流の遠阪川の急峻な谷間に立地してい

る。このような谷間にありながらも、比較的日当たりの良好な場所に田ノ口遺跡は立地している。標高

は１８０m～２０７mを測る。

発掘調査は一般国道４８３号春日和田山道路Ⅰの建設に伴い、平成１３年度・１４年度・１５年度・１６年度に

本発掘調査を実施した。Ａ地区・Ｂ地区・Ｃ地区・Ｄ地区・Ｅ地区・Ｆ地区・Ｇ地区の大きく７地区に

分けられる。

各地区の調査概要は第３章で述べているので、ここでは田ノ口遺跡の時間的変遷をまとめて、総括と

する。田ノ口遺跡からは縄文時代後期から近世にわたる幅広い遺物が出土している。

以下、時代ごとに概要を述べる。弥生時代中期から古墳時代初頭にかけてと飛鳥時代から平安時代前

期にかけては、遺物も遺構も存在していない。

縄文時代後期

Ｅ地区の下層谷部で北白川下層式の土器が僅かに出土している。

縄文時代晩期

Ｅ地区の下層谷部で突帯文土器が出土しているが、突帯が退化しているため、弥生時代前期の土器と

共伴する可能性がある。

弥生時代前期

Ｅ地区の下層谷部で前期後半もしくは中期初頭の土器が僅かに出土している。

古墳時代前期

Ｂ地区の SB２０１Bとそれに伴う SF１１１Bが存在する。

Ｅ地区の竪穴住居 SH００１E・SH００２Eは遺物がほとんど無いが、この時期に位置付けられる。

古墳時代中期

Ｄ地区の土坑 SK２０７Dが存在する。

古墳時代後期

Ｅ地区で須恵器が出土している。

平安時代中期（古代・中世�期）

Ｄ地区で緑釉陶器などが出土しているが、この時期に確実に位置付けられる建物は不明である。

平安時代後期（古代・中世�期）

Ａ・Ｂ・Ｄ地区では新たに掘立柱建物が出現し、以後継続して掘立柱建物が作られ続ける。

鎌倉時代前期（古代・中世�期）

Ｅ・Ｆ地区では新たに掘立柱建物が出現し、Ａ・Ｂ・Ｄ地区では継続して掘立柱建物が存在する。Ｄ

地区では掘立柱建物の周囲に鍛冶炉群が存在し、屋敷墓 ST２１５Dが作られる。

鎌倉時代後期（古代・中世�期）

Ａ・Ｂ・Ｅ・Ｆ地区の掘立柱建物群が存在するが、Ｄ地区では作られなくなる。北側の尾根上のＧ地

区において経塚 SX００１G、墓 ST００１Gが営まれる。
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室町時代（古代・中世�期）

Ａ・Ｂ地区において遺物が出土しているが、この時期に確実に位置付けられる建物は不明である。Ｆ

地区の谷地形で水田が耕作される。

戦国・安土桃山時代（古代・中世�期）

Ｄ地区の SD０１０DをはじめとしてＤ・Ｅ・Ｆ地区において掘立柱建物が僅かに存在する。

このように、田ノ口遺跡は丹波地域最西端にあり、加古川水系最上部に位置付けられる遺跡である。

縄文時代から近世初頭にかけて幅広い遺物・遺構が出土している。

２．田ノ口遺跡周辺の遺跡動態

以上、田ノ口遺跡の時間的変遷を見てきたが、田ノ口遺跡周辺の遺跡も含めて遺跡の動態をまとめて

みる。対象とするのは遠阪川上流にある、調査が行われた、詳細がわかる遺跡である。田ノ口遺跡の他

には土井遺跡と伝平等寺跡が該当する。ただし、路線部分のみの調査のため、周囲に遺跡が広がってい

るが詳細は不明である。

一番古い痕跡は、土井遺跡で出土した縄文時代中期後半の土器である。縄文時代後期や晩期になると

田ノ口遺跡Ｅ地区と土井遺跡で土器が出土しているが、生活に関連する遺構は認められない。唯一、土

井遺跡で陥穴を検出しているが、遺物が出土していないため、時期は不明である。

弥生時代になると、田ノ口遺跡Ｅ地区で前期から中期初頭にかけての土器が出土しているが、遺構は

認められない。中期後半には土井遺跡で竪穴住居や土坑と木棺墓を検出している。

弥生時代後期は遺構・遺物ともに出土していない。

古墳時代前期は田ノ口遺跡Ｂ地区とＥ地区で遺構を検出している。Ｂ地区では鍛冶炉を伴う掘立柱建

物を検出し、Ｅ地区では竪穴住居を調査した。古墳時代中期はＤ地区で土坑を検出しているのみである。

古墳時代後期は土井遺跡で竪穴住居を検出している。田ノ口遺跡ではＥ地区で遺物が僅かに出土してい

る。

奈良時代に土井遺跡で竪穴住居や掘立柱建物を検出しており、以降小規模ながら平安時代中期まで継

続して掘立柱建物が作り続けられる。奈良時代から平安時代前期には田ノ口遺跡は遺構・遺物ともに空

白である。

平安時代後期には土井遺跡では掘立柱建物が建てられなくなり、土坑のみになる。変わって、田ノ口

遺跡Ａ・Ｂ地区やＤ地区で掘立柱建物が建てられるようになる。以後、鎌倉時代後期に至るまで田ノ口

遺跡内で中心を移動しながら、継続して掘立柱建物が建てられている。鎌倉時代前期には建物に加えて

Ｄ地区で屋敷墓 ST２１５Dが存在するとともに、Ｄ地区で鍛冶遺構が展開する。鎌倉時代後期には尾根

上のＤ地区で墓 ST００１Gと経塚 SX００１Gを検出している。建物は鎌倉時代後期までで、一旦途絶える。

室町時代にはＦ地区で水田を検出している以外は、僅かに遺物が出土しているが、居住にかかる遺構

は検出していない。

戦国時代から安土桃山時代にかけてはＤ地区とＥ地区で遺構を検出している。Ｄ地区では掘立柱建物

や土坑が存在しており、輸入磁器の出土量も多い。Ｅ地区でも掘立柱建物を検出しており、Ｆ地区は谷

地形に水田が存在している。

近世以降は江戸時代初期の土坑を土井遺跡で検出しているが、居住にかかる遺構は検出していない。
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第７表 田ノ口遺跡周辺の遺跡動態

縄文
中期

縄文
後期

縄文
晩期

弥生
前期

弥生
中期

弥生
後期

古墳
前期

古墳
中期

古墳
後期

奈良
平安
前期

平安
中期

平安
後期

鎌倉
前期

鎌倉
後期

室町
戦国
安土

�期 �期 �期 �期 �期 �期
田ノ口遺跡Ａ・Ｂ・Ｃ 住 住坑 住坑 住坑

田ノ口遺跡Ｄ 坑 住坑 住墓鍛 住坑

田ノ口遺跡Ｅ・Ｆ 住 住坑 住坑 田 住田

田ノ口遺跡Ｇ 墓経

土井遺跡 住墓坑 住 住 住 住坑 坑 坑

伝平等寺跡 寺

以上、加古川水系最上流の遠阪谷の遺跡動態を概観してきた。

縄文時代中期から弥生時代中期初頭にかけての遺物は出土しているが、遺構は検出していない。調査

区外に存在している可能性がある。弥生時代中期後半には住居と墓が存在しているが、一時的であり前

後の弥生時代中期前半や弥生時代後期には遺構・遺物ともに検出していない。

古墳時代前期になると僅かに住居は存在するが疎らであり、中期には土坑のみである。後期になると

住居が存在するが、疎らである。古墳時代の集落のあり方としては、遠阪流域の最奥部の古墳が土井遺

跡の約１km下流の堀殿古墳であることから、居住域の中心は平野が開けたやや下流に存在していたと

考えられる。

奈良時代から平安時代中期にかけて土井遺跡では継続して住居が存在している。遺跡の南側を通過し

ていた「山陰道」の影響であろう。以後、平安時代後期から鎌倉時代後期にかけては田ノ口遺跡で継続し

て住居が存在している。平安時代中期から後期にかけては、土井遺跡から田ノ口遺跡に住居が移動して

おり、土井遺跡と田ノ口遺跡は補完関係を持った遺跡であるといえよう。

室町時代に一旦途絶えていた居住の痕跡は、戦国時代から安土桃山時代にかけて再び出現する。これ

は田ノ口遺跡の北側の山上に存在する田ノ口城跡に伴うものであると考えられる。
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別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

１ １１ ４０ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００１A P０００８A （２３．６） ３．２＋ ０１８

２ １１ ３９ 土師器 椀 高台部 ２００１１００ Ａ地区 SB００１A P００１０A － １．７＋ （８．０） ０２１

３ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００１A P００１０A （９．７） １．７＋ ０２０

４ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００１A P００５６A １１．８ ２．０ ４．４ ０３０

５ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００２A P０００３A ８．３ １．３ ４．３ － ０１４

６ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００５A P０００３A ８．１ １．３ ４．９ － ０１５

７ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００５A P０００９A （６．８） ０．８ （６．２） ０１９

８ １１ ３９ 土師器 椀 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００７A P００２９A （１２．８） ３．７＋ ０２４

９ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００３A P００７０A ６．８ １．２＋ ０３２

１０ １１ ３９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００４A P００３０A （２６．５） ２．８＋ ０２５

１１ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 SB００９A P００４５A （１０．８） １．７ （６．１） ０２８

１２ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ａ地区 P０００４A ７．８ １．２ ５．３ － ０１７

１３ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 P０００４A ８．４ １．４＋ － ０１６

１４ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ａ地区 P００６２A ６．７ １．４ ３．８ ０３１

１５ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ａ地区 P００２８A ７．８ ２．０ ２．２ ０２３

１６ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 P００４７A （８．８） １．４＋ ０２９

１７ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 P００３８A （８．７） １．８＋ ０２７

１８ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 P００３８A （９．８） １．７ （５．１） ０２６

１９ １１ ３９ 土師器 皿 破片 ２００１１００ Ａ地区 P００８５A 長２．８ 幅２．９ 厚２．１ ０３３

２０ １１ ４０ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 P００８９A （１２．０） ２．２＋ ０３４

２１ １１ ４０ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ａ地区 P００１３A － １．６＋ ６．８ ０２２

２２ １１ ４０ 青磁 碗 高台部 ２００１１００ Ａ地区 P００４６A － ３．３＋ ５．６ ０３５

２３ １１ ３９ 土師器 椀 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 （１１．９） ３．８＋ － ００９

２４ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 （８．９） １．４ － ００６

２５ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 （１０．０） １．６＋ － ００７

２６ １１ ４０ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 － ３．０＋ （８．２） － ００１

２７ １１ ４０ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 － ２．１＋ （１１．０） ００５

２８ １１ ４０ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 （２９．０） ３．８＋ － ００３

２９ １１ ４０ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 包含層 （１１．８） ２．２＋ ００８

３０ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 撹乱 １３．９ ２．２＋ － ０１１

３１ １１ ３９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 撹乱 １２．８ ２．３＋ － ０１２

３２ １１ ４０ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 撹乱 （１３．６） ２．７＋ － ００２

３３ １１ ３９ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 撹乱 （２８．０） ３．０＋ － ０１０

３４ １１ ４０ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ａ地区 撹乱 （３５．０） ５．４＋ － ００４

３５ １１ ４０ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ａ地区 撹乱 － ２．２＋ ７．２ ０１３

３６ ３１ ６２ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００３B P０７２３B （９．８） １．８ （７．０） ０６７

３７ ３１ ６３ 土師器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００３B P０７２５B （１７．８） ３．３＋ － － １２３

３８ ３１ ６４ 瓦器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００３B P０７２５B ８．２ １．９＋ ０８３

３９ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P００１３B （７．８） ０．７ ０６０

４０ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P０２７８B （７．８） １．１＋ － １４４

４１ ３１ ６２ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P００１０B ７．８ １．４ ７．２ ０５８

４２ ３１ ６２ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P００１０B ８．０ １．５ ４．２ ０５７

４３ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P００１３B ９．４ １．５ ７．８ ０６１

４４ ３１ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P０３７４B ８．８ １．１＋ － １３５

４５ ３１ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P０２７８B １１．８ ２．３＋ － － １３１

４６ ３１ ６４ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P００１０B １６．８ ４．０＋ ０５９

４７ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００８B P０７４１B ９．０ １．５ ７．４ － １２５

４８ ３１ ６４ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００８B P００３７B － ３．４ ４．６ ０６６

４９ ３１ ６５ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００２B P０７２４B １６．４ ４．２ ６．７ － １２９

５０ ３１ ６５ 須恵器 鉢or壺 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００８B P０７４１B － ５．１＋ ８．６ － １２４

―１６３―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（２）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

５１ ３１ ４ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００８B P００３７B － ２．５＋ ５．９ １５２

５２ ３１ ４ 白磁 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００８B P０６０１B （１０．４） ２．２＋ － １５６

５３ ３１ ６３ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０７４４B － １．２＋ ９．２ １００

５４ ３１ ６４ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０７４９B １．８ ６．０ － ０９２

５５ ３１ ６５ 須恵器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０７５３B （７．８） ２．２ ４．４ １４３

５６ ３１ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０７４８B （１６．２） ３．０＋ － － １２７

５７ ３１ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０７４７B （３０．０） ７．３＋ － － １３０

５８ ３１ ６６ 須恵器 壺 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０７４３B （２３．８） ３．９＋ － － １２６

５９ ３１ ４ 白磁 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００５B P０１５１B （１２．０） １．１＋ － １５４

６０ ３１ ６１ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００６B P０７５１B （１４．８） ２．８＋ ０４６

６１ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００６B P０７５２B （１２．８） １．７＋ － １３６

６２ ３１ ７４ 須恵器 椀 口縁部～体部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００６B P０７５３B （１７．４） ４．８＋ － ０９４

６３ ３１ ７４ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｂ地区 SB００６B P０７５１B ４．３＋ １８６

６４ ３１ ６５ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００９B P０４９１B （２０．８） ４．９＋ － １１４

６５ ３１ ６２ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１２B P０５５２B （１２．８） ２．３ （８．４） － １２２

６６ ３１ ４ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１６B P０２６７B － １．６＋ ７．１ １５５

６７ ３１ ６０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１３B P００８２B ８．２ １．６ ０４４

６８ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１３B P０１００B ９．６ １．５＋ ０４１

６９ ３１ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１１B P０１０１B ８．８ １．６＋ ０４９

７０ ３１ ６０ 土師器 皿 ほぼ完存 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１１B P０１０１B １２．０ ２．３ ０５０

７１ ３１ ４ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１１B P０３６７B － ３．５＋ ７．０ １５３

７２ ３１ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１５B P０７６８B （１５．８） ３．４＋ － １４８

７３ ３１ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１５B P０７６８B （２８．６） ３．２＋ － １４７

７４ ３１ ６０ 須恵器 鉢 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１５B P０７６９B ２９．０ １１．５ １０．９ ０７２

７５ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１８B P０９０２B （１０．３） １．４ ０７５

７６ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０２０B P０３１６B ７．８ １．５＋ － － １３３

７７ ３２ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０２４B P０５１３B （２８．５） ３．５＋ － １１１

７８ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００７B P０２４２B １３．８ ２．６＋ － １０４

７９ ３２ ６３ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０２２B P０４９０B （１５．４） ３．７＋ － １１２

８０ ３２ ６２ 土師器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１９B P０１７９B １１．４ ３．３＋ ０８４

８１ ３２ ６０ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB００４B P００６２B １３．８ ２．６＋ ０４３

８２ ３２ ６３ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SB０２３B P０５１９B ２１．６ ４．４＋ － １１６

８３ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００６８B ７．８ １．５＋ （５．６） ０３９

８４ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０４４１B （７．８） １．７＋ － １０７

８５ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００９０B ７．８ １．５＋ ０３８

８６ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２９４B ７．７ １．３ ２７６

８７ ３２ ６０ 土師器 皿 完存 ２００１１００ Ｂ地区 P０３５３B ７．２ １．７ － １４５

８８ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０５４１B ７．９ １．５＋ ５．６ １１９

８９ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３５６B （７．８） １．５＋ － １３９

９０ ３２ ６０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００８８B ７．８ １．２＋ ３．８ ０４５

９１ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００８４B ７．８ １．３＋ ０３７

９２ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２０６B ７．８ １．４＋ ０８７

９３ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００８８B ７．４ １．３＋ ０４７

９４ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９２６B ７．８ １．２ ０７４

９５ ３２ ６０ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２２５B ８．４ １．３ ７．３ ０９７

９６ ３２ ６０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１３５B ７．４ １．５＋ ６．０ ０４０

９７ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２９０B ７．８ １．３ ６．４ － １３２

９８ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２２５B ７．８ １．６＋ ７．０ ０９６

９９ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P００４３B ７．８ １．５ ６．２ ０６８

１００ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００６６B ７．８ １．５ ０５１

―１６４―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（３）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

１０１ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２２７B ８．５ １．４ ７．０ ０９８

１０２ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９１４B ８．８ １．３ １ ０７８

１０３ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１３６B ８．０ １．５＋ ０３６

１０４ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００８８B ８．６ １．５＋ ０４２

１０５ ３２ ６０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００７５B ８．３ １．７＋ ０４８

１０６ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２２７B ８．１ １．３ ７．０ ０９９

１０７ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０５４７B ８．２ １．５ ６．７ － １２１

１０８ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０５４７B ８．２ １．４ ７．０ ２ １２０

１０９ ３２ ６１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２０９B １１．８ ２．５＋ ０８６

１１０ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００１６B １２．８ ２．７＋ ０６２

１１１ ３２ ６０ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１８０B １２．６ ３．２ ７．２ ０９０

１１２ ３２ ６２ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１８５B １１．６ ３．１＋ ０８５

１１３ ３２ ６２ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１８９B １１．８ ２．８＋ ０８８

１１４ ３２ ６０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０４４３B １４．２ ２．８＋ － １０９

１１５ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３５７B １３．８ ２．２＋ － － １３４

１１６ ３２ ６２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３８１B １３．９ １．８ ０７３

１１７ ３２ ６３ 土師器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２４０B （１４．６） ３．８＋ － １０１

１１８ ３２ ６３ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９０１B － ２．２＋ ７．６ ０７６

１１９ ３２ ６３ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３４１B － ３．７＋ ６．８ １３８

１２０ ３２ ６０ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３９３B ２１．２ １６．９＋ － ３ １１５

１２１ ３２ ６３ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００２２B （２２．０） ４．３＋ ０６４

１２２ ３２ ６３ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９０３B （２９．４） ４．５＋ ０８２

１２３ ３３ ６４ 黒色土器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００５３B ７．８ １．７＋ ０６９

１２４ ３３ ６４ 黒色土器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９０１B （９．９） １．６ ６．７ ０７７

１２５ ３３ ６０ 黒色土器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P００３２B
P００６０B １７．０ ４．８ ６．２ ０７０

１２６ ３３ ６４ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３４１B １５．８ ３．６＋ － １３７

１２７ ３３ ６４ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０５４６B － ３．６＋ ６．０ － １２８

１２８ ３３ ６４ 黒色土器 椀 体部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 P００５８B － ３．８＋ （５．９） ０７１

１２９ ３３ ６４ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２４１B － １．５＋ ５．８ １０３

１３０ ３３ ６４ 瓦器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００３３B ８．４ ２．０ ０６５

１３１ ３３ ６４ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１８４B １．７＋ ３．６ ０９１

１３２ ３３ ６４ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３９５B － ３．３＋ ６．７ １１０

１３３ ３３ ６４ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２７６B （１７．８） ３．５＋ － １４１

１３４ ３３ ６４ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２４３B １５．０ ４．２＋ － １０５

１３５ ３３ ６４ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０４５６B － １．９＋ ７．５ １０８

１３６ ３３ ６４ 須恵器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３４９B ７．８ １．３ ５．８ １４２

１３７ ３３ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００７３B １５．６ ３．８＋ ０５３

１３８ ３３ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２８１B （１５．８） ３．８＋ － １４９

１３９ ３３ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３９８B １６．３ ２．８＋ － １０６

１４０ ３３ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００９４B １５．８ ３．３＋ ０５４

１４１ ３３ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０２４１B １５．４ ２．４＋ － １０２

１４２ ３３ ６５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００１９B （２０．０） ３．５＋ ０６３

１４３ ３３ ６３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３５１B － ２．８＋ ６．２ １４０

１４４ ３３ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９１４B （２０．３） ４．１ ０７９

１４５ ３３ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P００７５B （２２．８） ２．７＋ ０５２

１４６ ３３ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９１３B （２９．９） ４．６＋ ０８０

１４７ ３３ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０１５６B （２４．３） ２．３＋ ０８９

１４８ ３３ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０９２０B （２６．０） ３．４＋ ０８１

１４９ ３３ ６６ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０４６０B － ５．０＋ － １１３

１５０ ３３ ６６ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３５８B － ５．２＋ ９．０ １４６

―１６５―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（４）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

１５１ ３３ ６６ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３７６B － ３．９＋ ９．９ １５０

１５２ ３３ ６６ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P０００４B － ５．９＋ １０．７ ０５６

１５３ ３３ ６６ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｂ地区 P００６６B － ２．２ ７．８ ０５５

１５４ ３３ ６５ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０５２５B （２３．６） ２．９＋ － １１７

１５５ ３３ ４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０３４９B （１４．９） ３．６＋ － １５７

１５６ ３３ ４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 P０４０１B （１５．９） ４．０＋ １６０

１５７ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ７．８ １．５ ７．０ １７２

１５８ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ８．４ １．７＋ １８７

１５９ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ７．２ １．４ ６．２ １７８

１６０ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ８．８ １．７ ６．６ １７９

１６１ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （９．８） ２．３＋ １８９

１６２ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B １０．６ ２．３ ２．７ １７７

１６３ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （１４．４） １．４ （９．８） １７１

１６４ ３４ ６８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （１７．１） ２．３ （１２．６） １８１

１６５ ３４ ６８ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （２２．０） ５．９＋ １９０

１６６ ３４ ６８ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （２９．２） ６．３＋ １９２

１６７ ３４ ６８ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （１８．９） ４．５＋ － １７５

１６８ ３４ ６８ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ２２．９ ６．０＋ １９３

１６９ ３４ ６８ 瓦質土器 羽釜 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （２７．８） ４．７ １９１

１７０ ３４ ６９ 黒色土器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ８．０ ２．０ ３．４ １７４

１７１ ３４ ６９ 瓦器 椀 高台部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B － １．５＋ ６．６ １８０

１７２ ３４ ６９ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B １７．０ ５．５ ４．６ １７３

１７３ ３４ ６８ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （２７．５） ３．３＋ １８８

１７４ ３４ ６９ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B １５．８ ４．１＋ － １７６

１７５ ３４ ６９ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B ２７．５ １０．３＋ １９４

１７６ ３４ ５ 施釉陶器 壺 頸部～肩部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B － ９．８＋ － １６１

１７７ ３４ ５ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B （１６．０） ２．８＋ － １５８

１７８ ３４ ５ 青磁 碗 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B － ３．８＋ ５．１ １５９

１７９ ３４ ６７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B １３．８ ２．７ ４ ２７２

１８０ ３４ ６７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ７．７ １．２ ２７８

１８１ ３４ ６７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ８．４ １．４ ２７３

１８２ ３４ ６７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ７．８ １．５ ２７４

１８３ ３４ ６７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ８．８ １．３ ２７７

１８４ ３４ ６７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ８．８ １．４ ２７５

１８５ ３４ ６７ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ２２．２ １０．２＋ ２７９

１８６ ３４ ６７ 須恵器 鉢 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B １９．２ ６．９ ７．０ ２７１

１８７ ３４ ６３ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK５３７B ２１．０ ５．０＋ － １１８

１８８ ３４ ６４ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SK２１３B （１４．２） ４．３＋ ５ ０９５

１８９ ３５ ６９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１３２B ７．２ １．５ ６．６ １６５

１９０ ３５ ６９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１３２B ７．６ １．４ ７．０ １６４

１９１ ３５ ６９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１３２B ８．８ １．９ ７．０ １６７

１９２ ３５ ６９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１３２B １０．９ ２．７ ７．４ １６６

１９３ ３５ ６９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１３２B ２１．０ ３．４＋ － １６２

１９４ ３５ ６９ 須恵器 壺 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１３２B － ３．０＋ ７．０ １６３

１９５ ３５ ６９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１４３B ２１．２ ８．９＋ － １７０

１９６ ３５ ６９ 須恵器 壺 底部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１４３B － ３．３＋ ５．６ １６８

１９７ ３５ ６９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 SD１４５B ７．２ １．０ ３．８ １６９

１９８ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．５ １．９ ２５７

１９９ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．６ １．９ ２５９

２００ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．０ ２．０＋ ２３８
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別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（５）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

２０１ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ６．８ １．６＋ ２８５

２０２ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．２ ２．２＋ ２３２

２０３ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ８．０ １．６ ２５６

２０４ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．８ １．９＋ ２３９

２０５ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ８．１ １．３ ２５２

２０６ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ８．０ １．６＋ ２２９

２０７ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．８ １．５＋ ２８２

２０８ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ８．３ １．３＋ ４．６ ２２８

２０９ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ８．５ ２．８ ２５３

２１０ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １１．８ ２．７＋ ２５５

２１１ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１１．６） ２．８＋ ２５４

２１２ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １２．０ ３．０＋ ２３０

２１３ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １０．８ ２．１＋ ２９３

２１４ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １１．８ ２．６＋ ２８４

２１５ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １２．８ ２．５＋ ２６３

２１６ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １１．４ ３．１ ２５８

２１７ ３５ ７０ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １２．４ ３．３＋ ２８８

２１８ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１２．８） ２．１＋ ２３３

２１９ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １３．２ ３．０＋ ２８３

２２０ ３５ ７１ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １３．０ ２．３ ２６２

２２１ ３５ ７０ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １３．８ ２．４＋ ２８６

２２２ ３５ ７２ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２３．８） ４．７＋ 頸径
（２２．１） ６ ２５０

２２３ ３５ ７２ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ２６．０ １６．２＋ 頸径
（２２．６） ２５１

２２４ ３５ ７２ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２２．７） ４．８＋ ２３５

２２５ ３５ ７２ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２２．０） ４．３＋ ２９８

２２６ ３５ ７２ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２６．０） ５．８＋ ２９５

２２７ ３５ ７２ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２５．６） ５．８＋ ２９６

２２８ ３５ ７１ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２８．０） ４．８＋ ２４５

２２９ ３５ ７１ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２１．８） ５．３＋ ３０１

２３０ ３５ ７２ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３５．８） ２．５＋ ２３４

２３１ ３５ ７２ 土師器 羽釜 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２６．８） ４．１＋ ２４７

２３２ ３６ ７２ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１５．８） ４．４ ２９０

２３３ ３６ ７２ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １４．８ ４．７＋ ７ ２３６

２３４ ３６ ７２ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１６．０） ２．７＋ ２４１

２３５ ３６ ７２ 瓦器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．８ １．８＋ ２８９

２３６ ３６ ７２ 瓦質土器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２４．４） ３．９＋ ３００

２３７ ３６ ７２ 瓦質土器 壺 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．４＋ ２６８

２３８ ３６ ７４ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － １．２＋ ７．８ ２８７

２３９ ３６ ７４ 須恵器 杯 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．６＋ １１．４ ２６０

２４０ ３６ ７４ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．５＋ （５．８） ２９４

２４１ ３６ ７４ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ３．０＋ ５．６ ２９１

２４２ ３６ ７４ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１５．６） ４．６＋ ５．６ ２４２

２４３ ３６ ７３ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ４．８＋ ８．８ ２９９

２４４ ３６ ７３ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ４．４＋ ８．２ ２６４

２４５ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．９＋ ９．０ ２４０

２４６ ３６ ７４ 須恵器 壺 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ３．１＋ ４．６ ２４９

２４７ ３６ ７２ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２０．２） ４．４＋ ２３１

２４８ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２８．０） ６．０＋ ２３７

２４９ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ２８．０ ５．８＋ ２４３

２５０ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３１．６） ５．３ ２９２
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別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（６）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

２５１ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２７．８） ５．７＋ ２４４

２５２ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２９．４） ５．０＋ ２６５

２５３ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２９．４） ５．２＋ ２６７

２５４ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３０．７） ４．６＋ ２６１

２５５ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２８．０） ５．５＋ ２９７

２５６ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３０．０） ６．２＋ ２６９

２５７ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３０．０） ３．７＋ ２７０

２５８ ３６ ７３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （２９．２） ５．９＋ ２６６

２５９ ３６ ７４ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１８．４） ３．８＋ ２４８

２６０ ３６ ７４ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ３．３＋ ２４６

２６１ ３６ ７４ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ３．１＋ １８５

２６２ ３６ ７４ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ５．７＋ １８３

２６３ ３６ ７４ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ４．６＋ １８４

２６４ ３６ ７４ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．０＋ １８２

２６５ ３６ ７４ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３４．８） ５．８＋ ３０２

２６６ ３７ ７４ 無釉陶器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （３５．８） ８．６＋ ３０３

２６７ ３７ ７ 緑釉陶器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ８．４ １．７＋ ２１０

２６８ ３７ ５ 灰釉陶器 壺 口縁部～底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １．１ ２．９ ２．６ ４．８ ２１７

２６９ ３７ ４ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ３．５＋ ７．２ ２２６

２７０ ３７ ４ 白磁 碗 高台部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．９＋ ６．８ ２０７

２７１ ３７ ４ 白磁 皿 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － １．９＋ ３．４ ２２７

２７２ ３７ ４ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．１＋ ５．０ ２１９

２７３ ３７ ４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１３．４） ２．７＋ ２１５

２７４ ３７ ４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１３．９） ２．８＋ ２１２

２７５ ３７ ４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １４．４ ４．２＋ ２１４

２７６ ３７ ４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１８．８） ３．２＋ ２２１

２７７ ３７ ４ 白磁 皿 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ９．６ ２．１＋ ２１３

２７８ ３７ ４ 白磁 皿 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ０．８＋ ６．１ ２０９

２７９ ３７ ４ 白磁 壺 高台部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ２．９＋ ５．５ ２１１

２８０ ３７ ６ 青白磁 水滴 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １．１ １．０＋ ２２０

２８１ ３７ ６ 青白磁 合子 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （５．４） １．６＋ ２２５

２８２ ３７ ７ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 １７．８ ２．７＋ ２２４

２８３ ３７ ７ 青磁 碗 体部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － ４．３ ２２３

２８４ ３７ ７ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１６．５） ２．６＋ ２１８

２８５ ３７ ７ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１７．８） ２．７＋ ２２２

２８６ ３７ ７ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 （１５．８） ２．０＋ ２１６

２８７ ３７ ４ 白磁 皿 底部 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 － １．７＋ ４．１ ２０８

２８８ ３７ ７０ 土師器 甕 口縁～体部 ２００１１００ Ｂ地区 SB２０１B SF１１１B ９．６＋ － ２４．０ ８ ０９３

２８９ ４０ ７７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （８．０） １．１＋ ２００

２９０ ４０ ７７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （９．０） １．４＋ ２０１

２９１ ４０ ７７ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （２４．６） ６．３＋ 頸径
（２５．４） ２０６

２９２ ４０ ７７ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （２４．２） ４．０＋ ２０５

２９３ ４０ ７７ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （１５．０） ２．５＋ １９９

２９４ ４０ ７７ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 － ４．３＋ ７．１ ２０４

２９５ ４０ ７７ 瓦質土器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （２４．２） ３．９＋ ２０２

２９６ ４０ ７７ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （１５．６） ３．４＋ ２０３

２９７ ４０ ７７ 施釉陶器 椀 底部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 － １．８＋ １９８

２９８ ４０ ７８ 無釉陶器 甕 底部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 ３１．３＋ ２０．６ ５５２

２９９ ４０ ７７ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （１６．０） ４．８＋ １９７

３００ ４０ ７７ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （１５．０） ５．１＋ １９６

―１６８―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（７）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

３０１ ４０ ７７ 染付磁器 碗 口縁部 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 （１２．０） ５．０＋ １９５

３０２ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００１D P００２４D ９．０ １．８ ５．４ ４３０

３０３ ６８ １００ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００１D P０３１８D （１４．８） ３．３＋ ９ ３７７

３０４ ６８ １１３ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｄ地区 SB００１D P０３１８D ６．５＋ ３８１

３０５ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P００７１D ７．８ １．６ ４．４ ４３７

３０６ ６８ ９６ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P００７１D ９．０ １．９ ５．０ ４３６

３０７ ６８ ９９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０２３１D ９．２ １．６ ６．２ ４０９

３０８ ６８ ９９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０３３４D ８．６ １．５ ５．４ ４０４

３０９ ６８ ９６ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０２１８D ８．６ ２．１ ４．８ ４０２

３１０ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P００７１D － １．９ － ４３８

３１１ ６８ ９６ 土師器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０３２６D １４．７ ４．２＋ ３７６

３１２ ６８ ９９ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０２１７D ４１．２ ７．２＋ ４０１

３１３ ６８ ９６ 土師器 鍋 頸部～体部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P００７１D ２５．０ 頸径
１６．８ ３４２

３１４ ６８ ９６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０３３４D １５．８ ５．１＋ － ４１０

３１５ ６８ １００ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０５８７D １３．６ ２．４＋ ３０９

３１６ ６８ １００ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P００７１D １５．２ ４．５＋ － ４３５

３１７ ６８ １００ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０２３５D － ３．５＋ ５．８ ３８７

３１８ ６８ １００ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０３２５D － ３．５＋ ６．８ １０ ３７１

３１９ ６８ １００ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０３３４D － １．７＋ ５．１ ４０３

３２０ ６８ １０２ 須恵器 長頸壺 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０２２８D １２．６ ３．７＋ ４０８

３２１ ６８ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００３D P０２３５D （１５．８） ４．９＋ ３８６

３２２ ６８ １０２ 須恵器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００９D P００９２D ９．４ １．６＋ － ４１９

３２３ ６８ ９９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００９D P０２５２D ２７．０ ６．４＋ － １１ ４２７

３２４ ６８ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB００９D P０２０４D １５．８ ４．５＋ ３３６

３２５ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００６３D （６．８） １．５＋ （５．４） ４３４

３２６ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００７５D （８．２） １．１＋ （７．０） ４３９

３２７ ６８ ９９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０１４６D （７．８） １．３ ５．４ ４２３

３２８ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０２５９D ８．４ １．０ ３９３

３２９ ６８ ９６ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０１３４D ８．２ １．３ ６．０ ４２２

３３０ ６８ ９６ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０３３９D ８．２ ２．２ ３６８

３３１ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００８７D ９．３ １．４ ６．２ ４１４

３３２ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００８７D （１３．６） ２．０ － １２ ４１３

３３３ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００７５D （１２．２） ３．１＋ （７．０） ４４０

３３４ ６８ １００ 土師器 脚部 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００９４D － ２．４＋ ４．６ ４２６

３３５ ６８ ９８ 土師器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P００８７D １３．７ ３．０＋ － ４１２

３３６ ６８ ９６ 黒色土器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０２５８D １６．０ ４．７ ５．６ ３８８

３３７ ６８ １０２ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０１９８D （１５．８） ４．５ ４．５ ３３７

３３８ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P００８９D （６．８） １．４＋ － ４１５

３３９ ６８ ９７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P００８９D ７．５ １．１ ５．２ ４１７

３４０ ６８ ９７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P００８９D ８．０ １．８ ５．２ ４４１

３４１ ６８ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P００８９D ８．８ １．３＋ － ４１１

３４２ ６８ ９９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P００８９D ８．６ １．８ ４．７ ４１６

３４３ ６８ ９９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P０５６３D ７．６ １．４ ５．０ ３１４

３４４ ６８ ９７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P０２５７D ８．２ １．６＋ ４．４ ３６９

３４５ ６８ １００ 瓦器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１２D P０１３９D － １．９＋ ６．０ ４２４

３４６ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０５５１D （８．６） １．５ （５．８） ３１２

３４７ ６９ １３ 青花磁器 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１０D P０１８４D １３．０ ５．３ ４．８ ３４９

３４８ ６９ １００ 土師器 壺 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１４D P０１９９D － ２．６＋ ６．０ ３３９

３４９ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１４D P０３９２D （１５．７） ４．３＋ ３８９

３５０ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１４D P０３８８D １３．６ ３．８＋ ３０６

―１６９―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（８）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

３５１ ６９ １０２ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１４D P０３８８D ２０．１ ７．６＋ ３０４

３５２ ６９ ９６ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１８D P０５７５D ８．４ １．８ ４．８ ３１５

３５３ ６９ ９９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SB０１３D P０５８０D ８．６ １．９ ５．２ ３１６

３５４ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０１７４D ７．０ １．５ ３４０

３５５ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３６８D ７．８ １．６＋ ３７２

３５６ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０１１４D （７．８） １．４＋ － ４２１

３５７ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３８９D ７．８ １．５ ６．４ ３０８

３５８ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０１１３D ８．３ １．３ － ４２０

３５９ ６９ １３・９７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０５４４D ８．４ １．７ ５．４ ３１１

３６０ ６９ ９９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０６０３D ８．０ ２．０ ５．１ ３１９

３６１ ６９ ９７ 土師器 皿 完存 ２００１１００ Ｄ地区 P０２３４D ９．４ １．７ ３８３

３６２ ６９ ９９ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３８９D １０．７ １．５ ７．８ ３０７

３６３ ６９ ９７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０２２７D ９．６ １．７ ５．０ １３ ４０７

３６４ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３４４D １４．４ ２．４＋ ３７０

３６５ ６９ ９８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００５７D （１５．６） ２．６＋ （１０．２） ４３２

３６６ ６９ １０２ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００３６D １５．６ ３．９＋ － １４ ４２８

３６７ ６９ １００ 土師器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３５０D １２．８ ４．８＋ ３７３

３６８ ６９ ９９ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００８１D １７．４ ５．０＋ － ４４３

３６９ ６９ ９９ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００３６D １６．２ ６．０＋ － ４２９

３７０ ６９ ９９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３１１D （２０．０） ４．５＋ － ３２７

３７１ ６９ ９９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０２３４D （２５．２） ８．０＋ ３９１

３７２ ６９ ９９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００５７D （２４．０） ６．０＋ － ４３１

３７３ ６９ ９９ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００５７D （２１．０） ５．２＋ － ４３３

３７４ ６９ １００ 瓦質土器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００８１D （２５．０） ５．６＋ － ４４２

３７５ ６９ １００ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３０１D （１４．８） ４．０＋ ３９２

３７６ ６９ １００ 黒色土器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０２４８D （１４．８） ３．５＋ ３８５

３７７ ６９ １００ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３６１D － ３．０＋ ６．０ ３８０

３７８ ６９ １０２ 瓦器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３６１D １０．４ ３．８ ５．６ ３７９

３７９ ６９ １００ 瓦器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０１７２D １４．６ ３．０＋ ３４１

３８０ ６９ １０１ 須恵器 杯 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０５９４D － １．７＋ １０．６ ３１７

３８１ ６９ １０１ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３６１D － １．６＋ ４．８ ３７５

３８２ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０１６０D １３．８ ４．８ ７．０ ３３５

３８３ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０５５７D （１７．２） ３．０＋ － ３１３

３８４ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０２９７D （１５．８） ５．５＋ ３６６

３８５ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３８４D （１５．２） ４．５＋ ３０５

３８６ ６９ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０５９８D １４．６ ８．３＋ ３１８

３８７ ６９ １０１ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０２３４D － ２．５＋ ６．０ ３９０

３８８ ６９ １０１ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３１６D － ２．５＋ ５．７ ３７８

３８９ ７０ １０２ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０３４４D ２４．４ ７．１＋ ３７４

３９０ ７０ １０２ 須恵器 広口壺 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０２５０D （３７．８） １０．０＋ ３９４

３９１ ７０ １０２ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P０５４３D （１８．８） ３．１＋ ３１０

３９２ ７０ １０２ 無釉陶器 甕 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０１７９D － ５．９＋ （２３．７） ３３８

３９３ ７０ １４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００６２D （１６．０） ４．１＋ ３４４

３９４ ７０ １４ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００９８D （１６．０） ３．０＋ ３４５

３９５ ７０ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 P０５５９D － ２．７＋ ５．６ ３５０

３９６ ７０ １４ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００１３D － １．９＋ ５．９ ３４３

３９７ ７０ １０６ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１５４D １５．４ ５．６ ６．５ ３３２

３９８ ７０ １０６ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１５４D １５．７ ４．７＋ ３３１

３９９ ７０ １０６ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK２１３D １３．８ ３．７ ７．４ ３９６

４００ ７０ １０３ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK２１４D １４．１ ４．４ ６．３ ３３４
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別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（９）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

４０１ ７０ １０６ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１６２D （１３．８） ２．９＋ － １５ ３２９

４０２ ７０ １４ 青磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１５３D － ２．５＋ ７．４ ３４７

４０３ ７０ １４ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１５３D － ２．５＋ ６．４ ３４８

４０４ ７０ １４ 青花磁器 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１５３D － １．０＋ （７．０） ３４６

４０５ ７０ ９９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK２２６D （２７．４） ６．０＋ ３８４

４０６ ７０ １０６ 土師器 皿 完存 ２００１１００ Ｄ地区 SK２２６D ９．６ １．７ ６．０ ３８２

４０７ ７０ １０６ 瓦器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK２２６D １０．２ １．８ ５．４ ４０６

４０８ ７０ １０１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK２２６D １５．２ ４．１＋ － ４０５

４０９ ７０ １０４ 土師器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SF１８７D ４０．６ １９．８ ４８９

４１０ ７０ １０４ 土師器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SF１８７D ５．８＋ （６．０） ４９０

４１１ ７０ １０１ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SF１８７D （１６．６） ６．１ ６．６ ３６７

４１２ ７１ １０３ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D ８．５ １．３ ３２１

４１３ ７１ １０３ 土師器 皿 完存 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D ９．５ １．８ ５．５ ３２２

４１４ ７１ １０３ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D １０．２ １．６ ６．８ ３２３

４１５ ７１ １０３ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D （４３．０） １５．８＋ － １６ ３２６

４１６ ７１ １０３ 黒色土器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D １５．２ １．９ ６．１ ３２４

４１７ ７１ １０３ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D （１５．０） ４．４＋ ３２５

４１８ ７１ １０３ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SK１０３D （２０．９） １．６＋ ３２０

４１９ ７１ １０５ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D １０．１ ２．２ ５．１ ４６３

４２０ ７１ １０５ 土師器 皿 ほぼ完存 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D ９．１ １．７ ５．３ ４６５

４２１ ７１ １０４ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D １０．４ １．２ ７．２ ４６７

４２２ ７１ １００ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D － ２．６＋ ５．８ ４２５

４２３ ７１ １０４ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D ４．８＋ ４６６

４２４ ７１ １０４ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D ４．２＋ ６．１ ４６８

４２５ ７１ １０４ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS１０８D （１５．６） ５．２＋ ４６４

４２６ ７１ １０４ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D １３．６ １０．２ ４６０

４２７ ７１ １０４ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D １３．３ ８．２＋ ４６１

４２８ ７１ １０５ 須恵器 杯 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D １２．８ ３．０ ７．８ ４５９

４２９ ７１ １０５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D １３．２ ３．５ ７．０ ４５８

４３０ ７１ １０５ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D １６．６ ５．１ ６．６ ４５６

４３１ ７１ １０５ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D ４．１＋ ７．２ ４５７

４３２ ７１ １０５ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D １６．２ ３．７＋ ４６２

４３３ ７１ １２・１０６ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D ７．３ ２．０ ３．０ ３９７

４３４ ７１ １２・１０６ 土師器 皿 完存 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D ８．３ １．８ ２．４ ４００

４３５ ７１ １２・１０６ 土師器 皿 ほぼ完存 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D ８．１ １．９ ２．８ ３９９

４３６ ７１ １２・１０６ 土師器 皿 完存 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D ８．２ ２．１ ４．０ ３９８

４３７ ７１ １０６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D （１４．７） ４．０＋ － ３３０

４３８ ７１ １０６ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D － ２．３＋ ７．４ ３３３

４３９ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ７．６ １．８ ４．０ ４９１

４４０ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．２ ２．０ ５．６ ４９８

４４１ ７２ １０８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ７．４ １．５ ４．６ ４９３

４４２ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ９．４ １．８ ４７２

４４３ ７２ １０８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．６ ２．０ ４．６ ４５１

４４４ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．８ １．５ ４．８ ４７０

４４５ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ９．０ １．７ ５．２ ４５０

４４６ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ４．８ ２．１ ６．０ ４８７

４４７ ７２ １０８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ９．４ １．９ ６．４ ４９５

４４８ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．９ １．４ ５．６ ４８８

４４９ ７２ １０８ 土師器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １０．１ ２．０ ６．４ ４９９

４５０ ７２ １０７ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ９．８ １．３ ５．２ ４６９

―１７１―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１０）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

４５１ ７２ １０８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １０．８ １．５ ６．０ ５０７

４５２ ７２ １０８ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．２＋ ７．１ ５２２

４５３ ７２ １０７ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １１．８ ３．５ ６．６ ５０８

４５４ ７２ １０８ 土師器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．７ ４．６ ６．３ ５２１

４５５ ７２ １０９ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．１＋ ７．０ ４７８

４５６ ７２ １０８ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．２＋ ６．４ ４７１

４５７ ７２ １０８ 土師器 椀 完存 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．５＋ ５．５ ５００

４５８ ７２ １０８ 土師器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３．２＋ ６．０ ４７９

４５９ ７２ １１４ 土師器 小壺 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．６＋ ５２４

４６０ ７２ １１４ 土製品 紡錘車 完存 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 長４．８ 幅４．９ 厚１．０ ５０４

４６１ ７２ １１０ 土師器 鍋 体部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （４１．０） ５．４＋ ５２６

４６２ ７２ １１０ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （３０．８） ９．６＋ ５１８

４６３ ７２ １０９ 土師器 鍋 体部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １２．５＋ ２８．８ １７ ５２８

４６４ ７２ １０９ 土師器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （２６．０） ６．７＋ ５１６

４６５ ７２ １０９ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２６．０ ７．７＋ ４７７

４６６ ７２ １０９ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３０．６ ５．２＋ ４９４

４６７ ７２ １０９ 土師器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２１．６ ４．９＋ ５０９

４６８ ７２ １０９ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （３２．４） ５．７＋ ４８２

４６９ ７２ １１０ 土師器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （２３．８） ４．９＋ ５２０

４７０ ７２ １１０ 土師器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （２４．６） ３．３＋ ５２３

４７１ ７２ １１０ 土師器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （２２．６） ３．６＋ ５１７

４７２ ７２ １１０ 土師器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．７＋ ５２５

４７３ ７３ １１１ 黒色土器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．４ ６．４ ４７３

４７４ ７３ １１１ 黒色土器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １７．０ ５．５ ６．４ ４５４

４７５ ７３ １０７ 黒色土器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．６ ４．７ ５．０ ４８１

４７６ ７３ １１１ 黒色土器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１４．２） ４．６＋ ４８４

４７７ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．１＋ ８．３ ４７６

４７８ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．９ ６．２ ５１３

４７９ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － １．０＋ ８．６ ３６５

４８０ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － １．６＋ ６．８ ３５２

４８１ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ３．３＋ ７．１ ３５７

４８２ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ３．３＋ ７．４ ３６２

４８３ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － １．９＋ ６．８ ３５１

４８４ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － １．１＋ ６．８ ３６１

４８５ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ２．９＋ ６．８ ３６４

４８６ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ２．１＋ ７．４ ３６３

４８７ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ２．２＋ （７．６） ３５９

４８８ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ２．５＋ ７．０ ３６０

４８９ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ２．６＋ ７．０ ３５８

４９０ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － １．６＋ ６．８ ３５４

４９１ ７３ １１３ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － １．６＋ ７．６ ３５３

４９２ ７３ １１２ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１４．４） ４．９ ６．４ ４４８

４９３ ７３ １１２ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １３．８ ４．８ ５．８ ４４５

４９４ ７３ １１２ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １６．０ ５．２ ６．０ ５０２

４９５ ７３ １１２ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．６ ４．０ ５．９ ４４７

４９６ ７３ １１２ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．２ ５．４ ５．０ ５０３

４９７ ７３ １１２ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３．７＋ ６．８ ５１１

４９８ ７３ １１２ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 － ２．７＋ ６．８ ４４４

４９９ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １５．８ ５．２＋ ４８６

５００ ７３ １１２ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．６ ５．１ ６．２ ４４６

―１７２―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１１）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

５０１ ７３ １１２ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ４．９＋ ６．８ ５１０

５０２ ７３ １１１ 須恵器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１７．２） ５．０ ７．０ ４４９

５０３ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１６．８） ５．２＋ ４８５

５０４ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１５．６） ２．８＋ ３５６

５０５ ７３ １１１ 須恵器 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１４．２） ４．３＋ ４８３

５０６ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．０ ４．０ ４７４

５０７ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．４ ４．３ ５１５

５０８ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１６．８） ３．０＋ ３５５

５０９ ７３ １１１ 須恵器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １３．３ ３．３＋ ５１２

５１０ ７３ １１２ 須恵器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．８ １．７ ４．８ ４９２

５１１ ７４ １１１ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １３．２ ３．５ ８．０ ５１４

５１２ ７４ １１３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２２．０ ７．６＋ ５０１

５１３ ７４ １１３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２４．９ ６．４＋ ４８０

５１４ ７４ １１３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （２１．９） ５．２ ５０６

５１５ ７４ １１３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．９ ４．２ ４５２

５１６ ７４ １１３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （３０．４） ７．４＋ ４９７

５１７ ７４ １１３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３０．４ ４．５＋ ４９６

５１８ ７４ １１０ 須恵器 鉢 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．７＋ （１３．６） ４７５

５１９ ７４ １１０ 須恵器 壺 体部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ５．０ ５０５

５２０ ７４ １１３ 須恵器 甕 破片 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ４．６＋ ４５５

５２１ ７４ １１３ 須恵器 甕 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３２．７ ７．８＋ ４５３

５２２ ７４ １１０ 無釉陶器 甕 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ６．４＋ １８．４ ５１９

５２３ ７４ １５ 施釉陶器 壺 体部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ６．２＋ ５４７

５２４ ７４ １５ 緑釉陶器 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．３＋ ５４５

５２５ ７４ １５ 施釉陶器 椀 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．４＋ ５４８

５２６ ７４ １５ 灰釉陶器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．６＋ ７．３ ５５０

５２７ ７４ １６ 青磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．４＋ ５．３ ５３１

５２８ ７４ １５ 緑釉陶器 椀 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．３＋ ７．２ ５４９

５２９ ７４ １３ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１６．０） ２．７＋ ５３８

５３０ ７４ １３ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １８．０ ２．８＋ ５２９

５３１ ７４ １３ 白磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１６．０） ２．０＋ ５３９

５３２ ７４ １３ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．５＋ ６．９ ５４６

５３３ ７４ １３ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．８＋ ６．１ ５４４

５３４ ７４ １３ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．２＋ ６．９ ５４３

５３５ ７４ １３ 白磁 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．２＋ ６．２ ５４２

５３６ ７５ １６ 青磁 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１２．０） ２．６＋ ５４０

５３７ ７５ １６ 青磁 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１０．０） １．６＋ ５５１

５３８ ７５ １６ 青磁 碗 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３．７＋ ５３７

５３９ ７５ １６ 青磁 皿 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １２．８ ２．２＋ ５３６

５４０ ７５ １７ 青花磁器 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．４＋ ４．４ ５３２

５４１ ７５ １７ 青花磁器 碗 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．４＋ ４．３ ５３０

５４２ ７５ １７ 青花磁器 皿 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．１＋ ４．８ ５４１

５４３ ７５ １７ 青花磁器 皿 口縁部～底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 （１２．８） ２．９ ７．２ ５３３

５４４ ７５ １７ 青花磁器 皿 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １．８＋ ６．８ ５３４

５４５ ７５ １７ 青花磁器 皿 底部 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．３＋ ６．０ ５３５

５４６ ７５ １１４ 土師器 小壺 口縁～体部 ２００１１００ Ｄ地区 SK２０７D ８．７ ８．３ ８．８ ３２８

５４７ ７５ １０２ 須恵器 杯蓋 口縁部 ２００１１００ Ｄ地区 P００８３D （１２．６） ３．７＋ － ４１８

５４８ １０６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２３E P４０１０E １６．８ ４．０＋ ６５７

５４９ １０６ １３４ 瓦質土器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２３E P０００３E （２３．９） ６．０＋ ６４０

５５０ １０６ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２３E P０００１E （１５．６） ４．０ ６３０

―１７３―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１２）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

５５１ １０６ １３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００２３E ７．８ １．２ ６．０ ６２３

５５２ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P４０１８E ７．８ １．０ ５．６ ６５４

５５３ １０６ １３４ 土師器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P０１１４E ２．３＋ ７．０ ６９４

５５４ １０６ １３４ 土師器 壺 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００１１E ６．２ ３．９＋ ６３６

５５５ １０６ １３６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００６９E
（P００７０E） ４．０＋ ６６４

５５６ １０６ １３６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P０００９E （１５．５） ３．０＋ ６２２

５５７ １０６ １３６ 瓦器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００６９E ８．３ １．１＋ ６６７

５５８ １０６ １３９ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００２３E （１６．８） ２．２＋ ６２４

５５９ １０６ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００６９E （１５．８） ３．１＋ ６６６

５６０ １０６ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００６９E （１５．８） ２．８＋ ６６２

５６１ １０６ １３７ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P００２３E （１４．６） ２．４＋ ６２６

５６２ １０６ １３７ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２４E P０００７E ４．３＋ ６．４ ６３７

５６３ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２５E P４０２３E １４．０ ３．２＋ ６５６

５６４ １０６ １３９ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２６E P０１０９E （１４．６） ３．２＋ ６９３

５６５ １０６ １３４ 無釉陶器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２６E P０１０６E ４．１＋ ６７２

５６６ １０６ １３５ 黒色土器 椀 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２６E P００１８E １６．８ ４．４ ７．０ ６２９

５６７ １０６ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２６E P００１８E （１５．８） ２．７＋ ６２０

５６８ １０６ １３４ 須恵器 甕 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２６E P００７１E １９．８ ３．２＋ ６６８

５６９ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２７E P００５４E ７．８ １．５＋ ６１８

５７０ １０６ １３５ 瓦器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２７E P４０２５E （８．０） １．７ ６．３ ６５９

５７１ １０６ １３７ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２７E P４０２５E １５．２ ２．６＋ ６５８

５７２ １０６ １３７ 青磁 碗 底部～体部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２７E P４０１９E ４．８ ６５５

５７３ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２８E P４１８０E １．６＋ ６８５

５７４ １０６ １３４ 土師器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２８E P４１８０E （１５．８） ２．８＋ ６９０

５７５ １０６ １３７ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２８E P４１８３E （１４．８） ２．５＋ ６８９

５７６ １０６ １３７ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０２９E P４１８２E （２９．４） ８．３＋ ７０７

５７７ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０３０E P００９８E ６．６ １．４ ８．１ ６８１

５７８ １０６ １３５ 須恵器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０３０E P００９８E ８．４ １．７ ５．０ ６８２

５７９ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００５９E ５．８ １．０＋ ６１９

５８０ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００６３E ７．８ １．４＋ ６３３

５８１ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００６４E （７．８） １．２＋ ６６０

５８２ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００６４E （７．８） １．３＋ ６６１

５８３ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００９６E （７．２） １．２＋ ６８０

５８４ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P３００３E ７．０ １．０ ７０１

５８５ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１０２E ７．９ １．２＋ ６７０

５８６ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P３０１４E ７．５ １．３ ６９１

５８７ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００５６E ８．０ １．４ ６．２ ７００

５８８ １０６ １３４ 土師器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００１７E １．４＋ ７．０ ６９７

５８９ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００４２E （１２．８） １．９＋ ６２７

５９０ １０６ １３４ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００４６E （１４．４） ２．５ ８．０ ６９２

５９１ １０６ １３４ 土師器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００５６E ５．３＋ ６９６

５９２ １０７ １３６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１０２E （１５．６） ４．２＋ ６６９

５９３ １０７ １３６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００２６E ４．２＋ ６３９

５９４ １０７ １３６ 黒色土器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P１０３４E ２．２＋ ６．７ ６７４

５９５ １０７ １３６ 黒色土器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００５６E １．１＋ ６．０ ７０３

５９６ １０７ １３４ 瓦器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００３９E １４．８ ４．２＋ ６３４

５９７ １０７ １３５ 瓦器 椀 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１０２E １４．４ ５．４ ６．４ ６７１

５９８ １０７ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１０２E （１５．８） ４．０ ６．０ ６７３

５９９ １０７ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００６４E １５．７ ２．９＋ ６６３

６００ １０７ １３９ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００１７E （１５．８） ４．５＋ ６２５

―１７４―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１３）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

６０１ １０７ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００２６E １５．８ ４．１＋ ６３８

６０２ １０７ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１００E １５．２ ３．７＋ ６８４

６０３ １０７ １３９ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００１７E １５．６ ３．５＋ ６３１

６０４ １０７ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１０２E １５．６ １５．６ ４．４ ６．５ ６６５

６０５ １０７ １３５ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１００E １５．６ ２．８＋ ６８３

６０６ １０７ １３４ 須恵器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 P００４８E ３．８＋ ７０５

６０７ １０７ １３７ 白磁 碗 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 Pit ２．２＋ ７．０ ６３２

６０８ １０７ １３７ 青花磁器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１４３E １１．６ ２．７ ６．８ ６８７

６０９ １０７ １３８ 黒色土器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK００６E １．３＋ ５．０ ６２８

６１０ １０７ １３６ 黒色土器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０２３E １．７＋ ６．４ １８ ６３５

６１１ １０７ １３８ 瓦器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０６５E （１６．０） ３．６＋ ６４９

６１２ １０７ １３８ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０５５E （１３．８） ２．４＋ ６８８

６１３ １０７ １３８ 黒色土器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０５５E ２．２＋ ５．２ ６４６

６１４ １０７ ２３・１３８ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０５５E （１６．６） ４．６＋ ６９９

６１５ １０７ ２３・１３８ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０５５E （２５．４） ４．２＋ ６４８

６１６ １０７ ２３・１３８ 施釉陶器 卸皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０５５E （２２．２） ４．６ （１１．０） ６４７

６１７ １０７ １３８ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０７２E （８．８） １．８ ５．７ ６５２

６１８ １０７ １３８ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０７２E ７．８ １．８ ６．７ ６５１

６１９ １０７ ２３・１３８ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０７２E （１６．８） ２．９＋ ６５０

６２０ １０７ ２３・１３８ 青花磁器 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０７７E ３．４＋ ６７９

６２１ １０７ １３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （７．８） １．４ ７１９

６２２ １０７ １３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ７．６ １．４ ７０９

６２３ １０７ １３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ８．７ １．６ ７１２

６２４ １０７ １３９ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １４．０ ２．１ ７１１

６２５ １０７ １３９ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １２．５ １．９＋ ７１６

６２６ １０７ １３９ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １３．８ ２．１＋ ６９８

６２７ １０７ １３９ 土師器 椀 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １４．８ ３．９ ６．８ ６７６

６２８ １０７ １３９ 土師器 皿 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．９＋ ７．０ ６２１

６２９ １０７ １４１ 土師器 鉢 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ７．１ ３．２ ７１０

６３０ １０８ １４５ 土師器 甕 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （２４．０） ４．６＋ ５７３

６３１ １０８ １４５ 土師器 壺 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （１３．２） ４．３＋ ５７７

６３２ １０８ １４５ 土師器 甕 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．６＋ ５７５

６３３ １０８ １４５ 土師器 壺 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．４＋ ５８０

６３４ １０８ １３９ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．７＋ ７０４

６３５ １０８ １３９ 土師器 鍋 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．８＋ ５８２

６３６ １０８ １３９ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （２０．０） ７．４＋ ６４５

６３７ １０８ １３６ 黒色土器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （１４．８） ３．６＋ ６４１

６３８ １０８ １３６ 瓦器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １５．６ ４．５＋ ７２０

６３９ １０８ １３６ 瓦質土器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （２３．１） ４．６＋ ７１５

６４０ １０８ １４１ 須恵器 椀 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．５＋ ７．８ ７２１

６４１ １０８ １４１ 須恵器 壺 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．７＋ ４．６ ６５３

６４２ １０８ １４１ 須恵器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ８．１ １．４ ６．５ ７１３

６４３ １０８ １３９ 須恵器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ８．０ １．４＋ ７１４

６４４ １０８ １３９ 須恵器 椀 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １５．９ ４．８＋ ７１８

６４５ １０８ １４１ 須恵器 椀 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １５．７ ４．６ ６．３ ７１７

６４６ １０８ １３９ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （２５．４） ６．８＋ ６４３

６４７ １０８ １４１ 施釉陶器 卸皿 口縁部 ２００２１５５ Ｅ地区 包含層 （１０．２） ２．０ （４．２） ７６８

６４８ １０８ １４１ 施釉陶器 卸皿 口縁部 ２００２１５５ Ｅ地区 包含層 １．５＋ ７６９

６４９ １０８ １４１ 施釉陶器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．６＋ ６７８

６５０ １０８ １４０ 無釉陶器 擂鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １９．６ ５．２＋ ６７５

―１７５―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１４）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

６５１ １０８ １４０ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （１３．７） ３．２＋ ７２２

６５２ １０８ １４０ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （１６．０） ３．４＋ ７２９

６５３ １０８ １４０ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １５．６ ４．０＋ ７２４

６５４ １０８ １４０ 白磁 碗 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．２＋ ６４４

６５５ １０８ １４０ 白磁 皿 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．２＋ ７．５ ７２８

６５６ １０８ １４０ 青磁 碗 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．８＋ ６．２ ７３０

６５７ １０８ １４０ 青磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （１３．６） ３．５＋ ７２５

６５８ １０８ ２３ 白磁 皿 口縁～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ９．１ ２．３ ３．０ ６８６

６５９ １０８ １４０ 白磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．６＋ ６４２

６６０ １０８ １４０ 白磁 碗 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．４＋ ３．０ ７２７

６６１ １０８ １４０ 白磁 紅皿 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．８ １．０ ７２６

６６２ １０８ １４１ 石製品 不明 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 長４．５ 幅２．２ 厚２．１ ７２３

６６３ １０８ １７ 青花磁器 碗 底部 ２００２１５６ Ｅ地区 包含層 ２．０＋ ４．０ ７６７

６６４ １０９ １４５ 土師器 甕 口縁部～頸部 ２００３０９０ Ｅ地区 SH００２E （１５．４） ５．７＋ １９ ６７７

６６５ １０９ １４５ 須恵器 杯 受部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．７＋ ７０８

６６６ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 口頸部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．２＋ ５８３

６６７ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．８＋ ５６１

６６８ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．０＋ ５６０

６６９ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．６＋ ６１６

６７０ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ６１７

６７１ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ５．６＋ ５６８

６７２ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ５．９＋ ５７０

６７３ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ７．１＋ ５６９

６７４ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １０．６＋ ９．５ ２０ ５６２

６７５ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．９＋ ４．６ ６０１

６７６ １０９ １４２ 縄文土器 深鉢 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．３＋ ５９３

６７７ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．１＋ ５６３

６７８ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．２＋ ５６４

６７９ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．６＋ ５８９

６８０ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．３＋ ５８５

６８１ １１０ １４３ 縄文土器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．０＋ ６０９

６８２ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．３＋ ６１４

６８３ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．６＋ ５９１

６８４ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．５＋ ５６６

６８５ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．９＋ ５９８

６８６ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．６＋ ６１５

６８７ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．０＋ ５９４

６８８ １１０ １４３ 縄文土器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ５．５＋ ６１０

６８９ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．４＋ ６００

６９０ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．６＋ ５９２

６９１ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 頸部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．４＋ ５８６

６９２ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．７＋ ５９９

６９３ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．７＋ ５９７

６９４ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．２＋ ６０２

６９５ １１０ １４３ 縄文土器 深鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．７＋ ６１３

６９６ １１０ １４３ 縄文土器 壺 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．４＋ ５６５

６９７ １１１ １４４ 弥生土器 壺 頸部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ５．３＋ ６０８

６９８ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ７．１＋ ６０５

６９９ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．２＋ ５７４

７００ １１１ １４４ 弥生土器 壺 口頸部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．６＋ ５７２

―１７６―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１５）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

７０１ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．７＋ ６０３

７０２ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．３＋ ５８４

７０３ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．８＋ ５７９

７０４ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．８＋ ５７６

７０５ １１１ １４４ 弥生土器 壺 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 （１９．４） １．６＋ ５９５

７０６ １１１ １４４ 弥生土器 壺 頸部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ５．７＋ ６０７

７０７ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ５．１＋ ６０４

７０８ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．３＋ ６０６

７０９ １１１ １４４ 弥生土器 壺 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．０＋ ５８１

７１０ １１１ １４４ 弥生土器 壺 体部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２．４＋ ５９６

７１１ １１１ １４４ 弥生土器 壺 肩部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．０＋ ５６７

７１２ １１１ １４５ 弥生土器 壺 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．４＋ ６１２

７１３ １１１ １４５ 弥生土器 壺 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ６．３＋ １０．３ ５８７

７１４ １１１ １４５ 弥生土器 甕 口縁部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２７．６ ５．０＋ ６１１

７１５ １１１ １４５ 弥生土器 甕 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．４＋ （７．８） ５７１

７１６ １１１ １４５ 弥生土器 甕 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．９＋ ７．６ ５９０

７１７ １１１ １４５ 弥生土器 壺 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 １．６＋ ６．６ ５７８

７１８ １１１ １４５ 弥生土器 壺 底部 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ３．２＋ ８．６ ５８８

７１９ １２２ １５２ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 SB０３７F P１０１４F （１２．０） １．５＋ ７４９

７２０ １２２ １５２ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 SB０３４F P２０２４F （２１．６） ３．２＋ ７５６

７２１ １２２ １５２ 土師器 皿 口縁～底部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０３４F （７．２） １．５ ４．６ ７４５

７２２ １２２ １３４ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１００５F ７．８ １．２＋ ７０２

７２３ １２２ １３４ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１００５F ２０．４ ４．１＋ ７０６

７２４ １２２ １３４ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０１１F ３．４＋ ６９５

７２５ １２２ １５２ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０２３F １３．０ １．８＋ ７４４

７２６ １２２ １５２ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０６０F （２２．２） ５．０＋ ７５１

７２７ １２２ １５２ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０７７F ？ ３．４＋ ７５４

７２８ １２２ １５２ 瓦器 椀 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０４２F
P１０４３F １５．７ ５．５ ７．２ ２１ ７４７

７２９ １２２ １５２ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０６９F （２５．２） ２．６＋ ７５３

７３０ １２２ １５２ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０３８F （２５．７） ２．８＋ ７４６

７３１ １２２ １５２ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０３８F （２０．０） ３．５＋ ７４８

７３２ １２２ １５２ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０３３F
P１０６６F ２２．８ ３．７＋ ７５２

７３３ １２２ １５２ 青磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P２０２９F （１５．０） ５．２＋ ７５８

７３４ １２２ １５２ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 P２０２２F （２７．０） ６．１＋ ７５７

７３５ １２２ １５２ 須恵器 鉢 体部 ２００３０９０ Ｆ地区 P１０５２F ７．０＋ ７５０

７３６ １２２ １５２ 白磁 碗or皿 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 旧河道 （１０．０） ２．０＋ ７５５

７３７ １２２ １５３ 須恵器 鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ３．３＋ ７３２

７３８ １２２ １５３ 無釉陶器 甕 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ４．０＋ ７３３

７３９ １２２ １５３ 染付磁器 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 （１２．０） ４．９＋ ７３１

７４０ １２２ １５３ 染付磁器 碗 底部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ２．５＋ ４．６ ７３４

７４１ １２２ １５３ 無釉陶器 盤 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ３．３＋ ７３５

７４２ １２２ １５３ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ２．４＋ ７３６

７４３ １２２ １５３ 土師器 擂鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ２．８＋ ７３７

７４４ １２２ １５３ 土師器 皿 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ９．０ ２．０ ７３９

７４５ １２２ １５３ 青磁 碗 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 ２．５＋ ７４０

７４６ １２２ １５３ 土師器 鍋 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 水田 （２４．０） ３．２＋ ７４３

７４７ １２２ １５３ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｆ地区 包含層 １２．６ ２．５ ７．８ ７４１

７４８ １２２ １５３ 土師器 皿 口縁部～底部 ２００３０９０ Ｆ地区 包含層 １６．０ ４．０ ９．０ ７４２

７４９ １２２ １５３ 無釉陶器 擂鉢 口縁部 ２００３０９０ Ｆ地区 包含層 ６．０＋ ７３８

７５０ １２６ ２６・１５９ 土師器 鍋 ほぼ完存 ２００４０１２ Ｇ地区 集石① ２１．７ １６．２ ２６．４ ７６３

―１７７―



別表１ 田ノ口遺跡土器一覧（１６）

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 部位 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量（cm） 胎土

分析
実測
№口径 器高 底径 腹径

７５１ １２６ ２６・１５９ 土師器 鍋 ほぼ完存 ２００４０１２ Ｇ地区 集石① ２２．５ １５．５ （頸径）
２２．３ ２６．６ ２２ ７６０

７５２ １２６ ２６・１５９ 土師器 鍋 ほぼ完存 ２００４０１２ Ｇ地区 集石① ２２．０ １６．４ （頸径）
２２．０ ２５．４ ７６２

７５３ １２６ － 土師器 小皿 口縁部 ２００４０１２ Ｇ地区 集石① ７．４ １．８ ７６５

７５４ １２６ － 須恵器 底部 底部 ２００４０１２ Ｇ地区 集石① １．７＋ ７．８ ７６４

７５５ １２６ ２７・２８・１６４ 須恵器 捏鉢 完存 ２００４０１２ Ｇ地区 集石① ２６．８ ２０．３ １０．４ ７６１

７５６ １２６ ２７・２８・１６４ 須恵器 甕 ほぼ完存 ２００４０１２ Ｇ地区 集石② １８．９ ２７．３ （頸径）
１７．３ ２７．７ ７６６

７５７ － ４０ 瓦質土器？ 擂鉢 ２００１１００ Ａ地区 包含層

７５８ － ４０ 青磁 ２００１１００ Ａ地区 包含層

７５９ － ６ 白磁 碗 ２００１１００ Ｂ地区 P０４０１B

７６０ － ６ 白磁 碗or皿 ２００１１００ Ｂ地区 P００５１B

７６１ － ６ 青磁 碗 ２００１１００ Ｂ地区 P００７６B

７６２ － ６ 青磁 碗 ２００１１００ Ｂ地区 P００５７B

７６３ － ６ 青磁 碗 ２００１１００ Ｂ地区 P０１４４B

７６４ － ６ 白磁 碗or皿 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３１B

７６５ － ６ 青磁 碗 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３０B

７６６ － ６ 白磁 壺 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３３B

７６７ － ６ 青磁 碗 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３２B

７６８ － １０５ 須恵器 椀 ２００１１００ Ｄ地区 SS００７D

７６９ － １１４ ？ ２００１１００ Ｄ地区 包含層

７７０ － １３９ 土師器 鍋 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１０３E

７７１ － １４０ 無釉陶器 擂鉢 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層

７７２ － １４０ 無釉陶器 擂鉢 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層

７７３ － １４０ 青磁 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層

７７４ － １４０ 青花磁器 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層

７７５ － １４０ 青花磁器 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層

７７６ － １５３ 須恵器 甕 ２００３０９０ Ｆ地区 旧河道

別表２ 田ノ口遺跡木器一覧

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 調査番号 調査区 遺構
法 量（cm） 分析

№
実測
№口径 器高 底径

W１ １２２ １５４ 木器 漆椀 ２００３０９０ Ｆ地区 包含層 １２．０ ８．７ ５．９ １ W１

別表３ 田ノ口遺跡石製品一覧

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 石材 調査番号 調査区 遺構 遺構2
法 量 実測

№長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重量（g）

S１ ３８ ７５ 石器 石鏃 サヌカイト ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ２．０ １．５ ０．４ ０．８ S４

S２ ３８ ７５ 石器 砥石 砂岩 ２００１１００ Ｂ地区 P０２７６B ３．３ ２．１ ０．４ ２．８ S８

S３ ３８ ７５ 石器 砥石 シルト岩 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ３．９ ２．３ １．３ １８．０ S３

S４ ３８ ７５ 石器 砥石 シルト岩 ２００１１００ Ｂ地区 SB０１９B P０１７９B ８．５ ４．３ ２．３ １１０．２ S５

S５ ３８ ７６ 石器 砥石 砂岩 ２００１１００ Ｂ地区 SB００３B P０７２２B １．３ １０．０ ８．５ １２４６．１ S６

S６ ４０ ７８ 石器 砥石 砂岩 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 ７．５ ３．０ １．０ ３６．８ S７

S７ ７６ １１４ 石器 石鏃 サヌカイト ２００１１００ Ｄ地区 P０１６０D ３．１ １．７ ０．５ ２．０ S１１

S８ ７６ １１４ 石器 砥石 砂岩 ２００１１００ Ｄ地区 P０５７０D １０．８＋ ５．８ ３．９ ２９２．９ S１２

S９ ７６ １１５ 石器 砥石 砂岩 ２００１１００ Ｄ地区 P００２１D P００２１D １５．０ ７．２ ５．２ ７１２．６ S１０

S１０ ７６ １１５ 石器 砥石 砂岩 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．２ ６．７ ５．５ ５２３．２ S９

S１１ １１０ １４５ 石器 石棒 結晶片岩 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ２２．０ ６．７ ５．６ １３４８．０ S１

S１２ １２２ １５４ 石器 砥石 シルト岩 ２００３０９０ Ｆ地区 SB０３９F P１０４８F ８．５ ３．９ １．０ ２８．２ S２

―１７８―



別表４ 田ノ口遺跡玉一覧

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 材質 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量

分析
実測
№長（cm） 幅（cm） 厚（cm）重量（g）

J１ ７６ １１４ 玉製品 丸玉 鉛硝子 ２００１１００ Ｄ地区 SB００８D P００７５D １．０ １．０ ０．９ １．３ ○ J１

別表５ 田ノ口遺跡金属器一覧

報告
№

図版 写真図版 種別 器種 調査番号 調査区 遺構 遺構２
法 量 実測

№長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重量（g）

M１ １１ ４０ 鉄器 不明 ２００１１００ Ａ地区 SB００５A P０００３A ９．９ ６．６ ０．７ ６３．９ １T３６

M２ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 SK１３１B ２．６＋ ０．７ ０．４ １．３ １T１４

M３ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ３．０＋ ０．８ ０．６ ３．５ １T０８

M４ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 SD１１３B ３．７＋ ０．７ ０．５ ３．０ １T１２

M５ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 P００１５B ４．８ １．５ ０．９ １０．１ １T１１

M６ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 P０９１１B ６．１ ０．８ ０．７ １４．４ １T１７

M７ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 SK１６１B ６．２＋ ０．８ ０．４ ３．６ １T１５

M８ ３９ ７６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ７．５＋ １．６ １．０ ３６．７ １T０７

M９ ３９ ７６ 鉄製品 鏃 ２００１１００ Ｂ地区 P０３９３B ８．０ ３．６ ０．６ １６．８ １T１６

M１０ ３９ ７６ 鉄製品 鏃 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ５．３＋ ２．９ ０．５ １２．９ １T０９

M１１ ３９ ７６ 鉄製品 不明 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ５．０ ２．８ ０．６ １５．５ １T１０

M１２ ３９ ７６ 銅銭 景徳元寳 ２００１１００ Ｂ地区 P０１３６B ２．５ ２．５ ０．２ ２．３ １T０２

M１３ ３９ ７６ 銅銭 景祐元寳 ２００１１００ Ｂ地区 包含層 ２．６ １．７５＋ ０．１ １．３ １T０１

M１４ ４０ ７８ 鉄器 鍋 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 口径
４０．０

器高
７．０＋ ８０．３ １T２０

M１５ ４０ ７８ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 ４．７ １．０ ０．６ ３．０ １T１９

M１６ ４０ ７８ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｃ地区 包含層 ３．０ ０．４ ０．４ ０．７ １T１８

M１７ ７７ １１６ 鉄器 釘 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ３．５＋ ０．９ ０．４ １．３ １T３５

M１８ ７７ １１６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｄ地区 P０２５３D ３．４＋ ０．５ ０．４ １．５ １T３０

M１９ ７７ １１６ 鉄製品 釘 ２００１１００ Ｄ地区 P０２６３D ２．９＋ ０．７ ０．５ ２．２ １T２９

M２０ ７７ １１６ 鉄製品 刀子 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ５．５＋ １．２ ０．４ ５．１ １T２６

M２１ ７７ １１６ 鉄器 刀子 ２００１１００ Ｄ地区 P０２９７D ９．１＋ １．９ ５．０ １３．７ １T３１

M２２ ７７ １１６ 鉄製品 鍬 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ６．１＋ ４．８＋ １．８ ６３．８ １T２３

M２３ ７７ １１６ 鉄器 鎌or包丁 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ５．８＋ ３．１ ０．３ １２．５ １T２２

M２４ ７７ １１６ 鉄器 不明 ２００１１００ Ｄ地区 P０３５７D ７．２＋ ２．３ ０．５ ２１．３ １T３３

M２５ ７７ １１６ 鉄器 鉄滓 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ４．３ ３．８ ３．１ ８３．１ １T３９

M２６ ７７ １１６ 鉄器 鉄滓 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２．５ １．９ １．７ ８．８ １T４０

M２７ ７７ １１６ 鉄器 鉄滓 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ５．５ ６．５ ２．０ ８４．４ １T３８

M２８ ７７ １１６ 鉄器 椀形滓 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １１．０ １１．７ ４．１ ５２９．５ １T３７

M２９ ７７ １１６ 鉄器 椀形滓 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ８．５ １１．７ ４．２ ３７４．５ １T４５

M３０ ７８ １２・１１７ 鉄器 刀子 ２００１１００ Ｄ地区 ST２１５D ２４．２＋ ２．５ １．０ １００．３ １T２８

M３１ ７８ １１７ 鉄器 刀子 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 １４．９＋ ３．２ ０．８ １０４．３ １T２７

M３２ ７８ １１７ 鉄器 鎌 ２００１１００ Ｄ地区 包含層 ２５．３＋ ３．４ ７７．６ １T２５

M３３ １０８ １４１ 鉄製品 釘 ２００３０９０ Ｅ地区 SB０１５E P５１１７E ６．７ ０．６ ０．４ ３．６ ３T０８

M３４ １０８ １４１ 鉄製品 釘 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０７７E ３．３＋ ０．４ ０．４ １．２ ３T１１

M３５ １０８ １４１ 鉄製品 不明 ２００３０９０ Ｅ地区 P０１１０E ６．２＋ １．７ １．２ ２８．０ ３T１３

M３６ １０８ １４１ 鉄製品 小札 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ６．０＋ ２．４ ０．３ ６．１ ３T０５

M３７ １０８ １４１ 鉄製品 小札 ２００３０９０ Ｅ地区 包含層 ４．４＋ ２．４ ０．３ ５．１ ３T０３

M３８ １０８ １４１ 鉄製品 不明 ２００３０９０ Ｅ地区 SK０７６E ４．０＋ ２．９＋ ０．４ ６．９ ３T０９

M３９ １２２ １５４ 銅銭 寛永通寳 ２００３０９０ Ｆ地区 包含層 ２．４ ２．４ ０．１ ２．０ ３T０１

M４０ 第２５図 ２７・２８ 銅製品 鏡 ２００４０１２ Ｇ－２地区 経筒 １０．３ １０．３ １．０ ９７．６ ４T０１
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所収遺跡名 所在地
コード

遺跡番号 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村

田ノ口遺跡

ひょう ご けん

兵庫県
たん ば し

丹波市
あおがきちょう

青垣町
とおさか

遠阪

２８２２３ ７８００５７
３５度
１７分
２６秒

１３４度
５８分
２３秒

確認調査
２０００年１１月６日～

２００１年１月１９日
５２０㎡

一般国道
４８３号 北
近畿豊岡
自動車道
（春日和
田山道路
�）建設

本発掘調査・確認
２００１年８月２９日～

１２月８日
４，１１３㎡

本発掘調査・確認
２００１年８月２９日～

１２月８日
３２４㎡

本発掘調査・確認
２００３年８月２２日～

２００４年２月２５日
４，４１０㎡

本発掘調査
２００４年７月１２日～

８月１４日
２９６㎡

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

田ノ口遺跡 集落

縄文～
弥生時代
古墳時代

平安時代～
安土桃山時
代

落ち込み

竪 穴 住 居・土
坑・掘立柱建物
掘立柱建物・土
坑・集石・溝・
鍛冶炉・墓・経
塚・水田

縄文土器（後期・晩期）・石鏃・石棒
弥生土器（前期）
土師器・須恵器

土師器・黒色土器・瓦器・須恵器・緑釉陶
器・灰釉陶器・陶器・磁器
木器（漆椀）
石器（砥石）
鉄器（鍋・刀子・鋤先・釘・小札）
青銅器（山吹蝶鳥鏡・銭）

調査概要

田ノ口遺跡は主として１１世紀から１６世紀にかけて継続する集落で、平地部分では掘立柱建物 棟、
土坑、集石、溝、鍛冶炉、墓と水田、山の尾根部分では経塚、墓を検出した。特に掘立柱建物の重複
が著しい。経塚からは東播系須恵器甕と鉢の外容器から和鏡が出土した。古代山陰道沿いの丹波国最
西端の集落の位置づけができる。
古墳時代の遺構は希薄であるが竪穴住居と土坑を検出した。
縄文時代晩期から弥生時代にかけての落ち込みからは、最終末の突帯文土器と弥生前期土器が伴っ
て出土している。加古川水系の最も上流である。

＊緯度・経度は平成１４年４月１日施行の測量法改正による世界測地系にもとづく値である。

報 告 書 抄 録
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１兵庫県の位置 ２丹波市の位置 ３田ノ口遺跡の位置（１/２００，０００）
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図版3 遺跡番号 遺跡の名称 遺跡の所在地 時代 種類
1 780054 遠阪城跡 丹波市青垣町遠阪 中世 城館
2 780055 鶏足寺経塚 丹波市青垣町遠阪 中世 経塚
3 780056 町上･町並遺跡 丹波市青垣町遠阪 近世 散布地
4 780057 田ノ口遺跡 丹波市青垣町遠阪 縄文～中世 集落・墳墓・経塚
5 780037 田ノ口城跡 丹波市青垣町遠阪字田ノ口奥山 中世 城館
6 780058 ザイノ遺跡 丹波市青垣町遠阪 中世～近世 散布地
7 780059 湯落城跡 丹波市青垣町遠阪 中世 城館
8 780060 土井遺跡 丹波市青垣町遠阪 縄文～近世 集落・墳墓
9 伝平等寺跡 丹波市青垣町遠阪 中世 集落
10 780061 西ノ上遺跡 丹波市青垣町遠阪 中世 散布地
11 780063 中ヶ谷城跡 丹波市青垣町山垣 古墳～近世 城館
12 丹波市青垣町山垣 中世 散布地
13 780036 松倉城跡 丹波市青垣町山垣寺奥山 中世 城館
14 780017 堀殿古墳 丹波市青垣町山垣字堀殿 古墳 古墳
15 780016 唐鍬古墳 丹波市青垣町山垣字唐鍬 古墳 古墳
16 780064 遠阪遺跡 丹波市青垣町山垣 古墳～近世 散布地
17 780013 横薮古墳 丹波市青垣町山垣字横薮 古墳 古墳
18 780014 上地前古墳 丹波市青垣町山垣字上地前 古墳 古墳
19 780015 西落古墳 丹波市青垣町山垣字西落 古墳 古墳
20 780068 荒神ヶ谷古墳 丹波市青垣町山垣 古墳 古墳
21 780028 天福寺跡 丹波市青垣町山垣字白石 中世 寺院
22 780065 山垣遺跡 丹波市青垣町山垣 奈良～近世 散布地
23 780035 山垣城跡 丹波市青垣町山垣字城山 中世 城館
24 780012 鉢ノ木田古墳 丹波市青垣町山垣字針ノ木田 古墳 古墳
25 780066 東寺古墳 丹波市青垣町山垣 古墳 古墳
26 780062 鳥帽子山城跡 丹波市青垣町山垣 中世 城館
27 丹波市青垣町山垣 奈良 散布地
28 780067 城ノ腰遺跡 丹波市青垣町山垣 奈良～中世 集落
29 780042 山垣館跡 丹波市青垣町山垣字堀の内 中世 城館
30 780070 見勢ノ尾古墳 丹波市青垣町中佐治 古墳 古墳
31 780071 東寺遺跡 丹波市青垣町中佐治 古墳～中世 散布地
32 780072・780137・780138 中佐治1～3号墳 丹波市青垣町中佐治 古墳 古墳
33 780073 中佐治城跡 丹波市青垣町中佐治 中世 城館
34 780069 中佐治遺跡 丹波市青垣町中佐治 奈良～近世 散布地
35 780039 中佐治条里 丹波市青垣町中佐治 中世 条里
36 780074・780139 ビハクビ1・2号墳 丹波市青垣町中佐治 古墳 古墳
37 780053 応相寺遺跡 丹波市青垣町応相寺 古墳・中世 集落
38 780027 応相寺跡 丹波市青垣町中佐治字応相寺 近世 寺院
39 780003・780128～780133 応相寺1～7号墳 丹波市青垣町中佐治応相寺 古墳 古墳
40 780041 代官屋敷跡 丹波市青垣町中佐治字田辺 中世 城館
41 780011 早坂古墳 丹波市青垣町山垣字早坂 古墳 古墳
42 780075 有河内遺跡 丹波市青垣町中佐治 奈良～近世 散布地
43 780076・780140～780142 平野1～4号墳 丹波市青垣町中佐治 古墳 古墳
44 780077 針ノ木田古墳 丹波市青垣町中佐治 古墳 古墳
45 780078 平野遺跡 丹波市青垣町中佐治 奈良・平安 散布地
46 780034 寺内城跡（小和田城跡） 丹波市青垣町澤野字谷替 中世 城館
47 780026 極楽寺跡 丹波市青垣町澤野字寺山 近世 寺院
48 780086 小和田遺跡 丹波市青垣町沢野 奈良～近世 散布地
49 780038 沢野条里 丹波市青垣町澤野条里 中世 条里
50 780088 沢野城跡 丹波市青垣町沢野 中世 城館
51 780087 今村谷古墳 丹波市青垣町沢野 古墳 古墳
52 780089 沢野奥古墳 丹波市青垣町沢野 古墳 古墳
53 780090 オオサルタ城跡 丹波市青垣町沢野 中世 城館
54 780091 オオサルタ古墳 丹波市青垣町沢野 古墳 古墳
55 780052 沢野遺跡 丹波市青垣町沢野 奈良～中世 集落
56 780079 大海遺跡 丹波市青垣町沢野 古墳～平安 散布地
57 780080 中市場遺跡 丹波市青垣町沢野 奈良～中世 散布地
58 780081 カシヤカイ遺跡 丹波市青垣町沢野 奈良・平安 散布地
59 780018 佐治丸山古墳 丹波市青垣町佐治字丸山 古墳 古墳
60 780033 佐治城跡 丹波市青垣町佐治字丸山 中世 城館
61 780029 常光院跡 丹波市青垣町稲土字香野 近世 寺院
62 780121 稲土城跡 丹波市青垣町稲土 中世 城館
63 780122 稲土遺跡 丹波市青垣町稲土 奈良～近世 散布地
64 780123 文室遺跡 丹波市青垣町文室 奈良・平安 散布地
65 780043 檜倉製銅遺跡 丹波市青垣町檜倉字大道端 近世 製銅
66 780082 佐治神社祭祀遺跡 丹波市青垣町小倉 奈良～近世 祭祀
67 780010 段ヶ谷古墳 丹波市青垣町小倉字段ヶ谷 古墳 古墳
68 780084 石仏山大通寺跡 丹波市青垣町小倉 近世 寺院
69 780083 段ヶ端古墳 丹波市青垣町小倉 古墳 古墳
70 780023 光明寺跡 丹波市青垣町小倉字ボウケ谷 近世 寺院
71 780085 梅ノ本遺跡 丹波市青垣町佐治 奈良～中世 散布地

田ノ口遺跡周辺の主要遺跡一覧
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田ノ口遺跡

土井遺跡

伝平等寺跡

４００m０

遺
跡
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１暗褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫・炭含む） ４黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む）
２黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫・炭含む） ５黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐土粒・中礫～大礫・炭含む）
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１褐灰 シルト質極細砂～細粒砂（中礫少量含む） ７にぶい黄褐 シルト質極細砂（黄褐土粒多量含む） １３褐灰 シルト質極細砂～細粒砂（黄褐土粒・中礫少量含む）
２褐灰 シルト質極細砂～細粒砂（細礫～中礫少量含む） ８暗褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫少量含む） １４灰黄褐 シルト質極細砂（黄褐土粒・中礫少量含む）
３褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（中礫少量含む） ９黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐色土粒少量・中礫含む） １５灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐土粒・中礫少量含む）
４灰黄褐 シルト質極細砂～中砂 １０黒褐 シルト質極細砂～細粒砂（中礫少量含む） １６灰黄褐 シルト質極細砂～細粒砂（黄褐土粒・中礫含む）
５灰黄褐 シルト質極細砂（中礫少量含む） １１黒褐 シルト質極細砂～細粒砂（中礫・炭含む） １７黒褐 シルト質極細砂～細粒砂（中礫少量含む）
６灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫含む） １２褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐土粒・中礫含む） １８にぶい黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐・褐灰土粒・細礫～中礫・炭含む）
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１褐灰 シルト質極細砂～細粒砂 ６褐灰 シルト質極細砂～細粒砂（黄褐色土粒・細礫～中礫・炭含む）
２褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫含む） ７褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐色土粒・中礫含む）
３褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐色土粒・中礫含む） ８褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む）
４灰黄褐 シルト質極細砂～細粒砂（中礫・炭含む） ９灰黄褐 シルト質極細砂～細粒砂
５灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む） １０灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（黄褐色土粒・中礫・炭含む）
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掘立柱建物SB０２３B（１/１００） 掘立柱建物SB０２４B（１/１００）
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１極暗赤褐 シルト質～極細砂（中礫僅かに含む）

１黒褐 小礫混じり、シルト質極細砂（炭含む）
２暗褐 シルト質極細砂（炭含む）
３暗褐 シルト質極細砂

１暗褐 シルト質極細砂（炭少量含む）［SD１３２B］
２暗褐 シルト質極細砂［SD１３２B］
３灰黄褐 シルト質極細砂（小礫含む）

土坑SK２１３B（１/２０） 土坑SK５３７B（１/２０） 土坑SK１３１B（１/４０） 土坑SK１４８B（１/４０）

図
版
２７



SD１３２B

SK１６１B

SK１６０B

２m０

１８０．２m

１８０．２m

１８０
．２
m

４

３

１８
０
．２
m

３
３

１
２

２

１

２ ２

Ｂ
地
区

遺
構

１黒褐 シルト質極細砂（炭含む）
２褐 シルト質極細砂（小礫含む）
３黒褐 極細砂（小礫含む）
４暗褐 シルト質極細砂（炭僅かに含む）［P０３５７B］

１暗褐 シルト質極細砂（中礫含む）［ピット］
２暗褐 シルト質極細砂（中礫～大礫含む）

土坑SK１６０B（１/４０） 土坑SK１６１B（１/４０）
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掘立柱建物SB０１１D（１/１００） 掘立柱建物SB０１２D（１/１００）
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掘立柱建物SB０１５D（１/１００） 掘立柱建物SB０１６D（１/１００）
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１褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫含む） ８褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫少量含む）
２褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む） ９灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫含む）
３褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～大礫含む） １０灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む）
４灰褐 シルト質極細砂～粗粒砂（中礫～大礫含む） １１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫含む）
５灰褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む） １２灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫・炭含む）
６灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む） １３にぶい黄褐 シルト質極細砂～中粒砂
７灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫少量含む）
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図
版
５３



SB０１８D

SB０１９D

５m０

１８１.７m

１８
１
.７
m

１８１.４m

１８
１
.７
m

P０４３８D

P０５７７D

P０５７５D

P０１６７D

P０５７４D P０１６９D

P０１６６D

P０５８１D

P０１７３D

P０５７８D P０５８０D

P０１８２D P０２５６D

Ｄ
地
区

遺
構

掘立柱建物SB０１８D（１/１００） 掘立柱建物SB０１９D（１/１００）
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１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む）
２黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～大礫多量に含む）

１褐灰 細粒砂～粗粒砂（中礫含む）
２灰褐 シルト～粗粒砂

１褐灰 シルト質極細砂～細礫（中礫・炭僅かに含む）
１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫含む）
２灰黄褐（１より明るめ）シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む）

１褐灰 シルト質極細砂～中砂

土坑SK００５D（１/４０） 土坑SK６１７D（１/２０） 土坑SK２６２D（１/２０） 土坑SK１００D（１/２０） 土坑SK１５４D（１/２０）
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１褐灰 中粒砂～粗粒砂（中礫含む）
２にぶい橙 細粒砂～極細粒砂（細礫～中礫礫含む）

１黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む）

１黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫含む）

１褐 中粒砂～細粒砂（細礫～中礫・炭化物含む）

１灰黄褐 細粒砂～中粒砂（中礫～大礫含む）

１黒褐 シルト質極細砂～粗粒砂（中礫含む）

土坑SK２１２D（１/２０） 土坑SK２１３D（１/２０） 土坑SK２１４D（１/２０）
土坑SK２１８D（１/２０） 土坑SK２１７D（１/２０） 土坑SK０５３D（１/２０）
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１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～大礫・炭含む）
２黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫・炭含む）

１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫多量・炭含む）
２にぶい黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む）
３灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む）

１灰褐 シルト質極細砂～中砂（焼土ブロック含む）

１褐灰 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭多く含む）
２黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫・炭含む）
３灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫多量・炭少量含む）
４灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫多量・炭含む）
５褐灰 シルト質極細砂～細粒砂（中礫～大礫含む）

１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫多量・炭含む）
２暗褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫多量に含む）

土坑SK１２３・１６１D（１/２０） 土坑SK１２２D（１/２０） 土坑SK１６２D（１/２０） 土坑SK１５３D（１/５０）
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１暗褐 シルト質細砂（中礫～大礫含む）
２黒褐 シルト質細砂（炭化物少量含む）［SB００３DP０００D］

１灰黄褐 シルト～細砂
２にぶい橙 シルト質極細砂
３暗灰 シルト～細砂（炭多く含む）
４灰褐 シルト～細砂
５にぶい橙 シルト質極細砂
６暗灰 シルト質極細砂（炭多く含む）

土坑SK２２６D（１/２０） 土坑SK004D（１/２０）
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１灰黄褐 シルト～細粒砂（中礫含む）
２灰黄褐 細砂～粗砂（炭化物含む）［焼土］
３橙 シルト～極細砂［焼土］
４灰褐 細砂～中砂（中礫～大礫含む）
５灰褐 細砂～中砂（中礫含む）［ピット］

鍛冶炉群SF００１D（１/２０）
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１にぶい黒褐 シルト質極細砂（炭含む）
２黒 被熱黒変
３赤褐 被熱赤変
４褐灰 シルト質極細砂（中礫含む）
５褐灰 シルト質極細砂（中礫含む）
６褐灰 シルト質極細砂（中礫含む）
７黒 シルト質極細砂（炭含む）
８にぶい黒褐 シルト質極細砂
９黒 シルト質極細砂（炭含む）
１０赤褐 被熱赤変
１１にぶい黒褐 シルト質極細砂
１２にぶい橙 極細砂～粗粒砂［焼土］
１３黒 シルト質極細砂（炭含む）
１４灰黄褐 シルト質極細砂（中礫含む）
１５にぶい黒褐 シルト質極細砂（炭含む）
１６黒 被熱黒変
１７赤褐 被熱赤変
１８灰黄褐 シルト質極細砂
１９にぶい褐 細砂（Pit）
２０褐灰 シルト質極細砂
２１にぶい黒褐 シルト質極細砂（炭含む）
２２（炭多量に含む）
２３にぶい赤褐 シルト質極細砂
２４赤褐 被熱赤変
２５にぶい褐 シルト質極細砂（炭含む）
２６にぶい褐 シルト質極細砂
２７にぶい黄橙 細砂～粗粒砂
２８灰黄褐 シルト質極細砂
２９灰黄褐 細砂

鍛冶炉群SF００２D（１/２０）

図
版
６０



SF２７４D

SF９９９D

１m０

１

２

１７９.１m １７９.１m
１

１

１８０.２m

SF２７５D

Ｄ
地
区

遺
構

１［焼土］
２灰黄褐 シルト～細粒砂（中礫含む）

１シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む）［焼土］１橙 シルト質極細砂（細礫～中礫多く含む）［焼土］

焼土SF２７４D（１/２０） 焼土SF９９９D（１/２０） 焼土SF２７５D（１/２０）
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１灰黄褐 極細砂～中粒砂（中礫・炭・焼土含む）
２褐灰 極細砂～粗粒砂（中礫含む）
３にぶい赤褐 シルト質極細砂［焼土］
４灰褐 極細砂～中粒砂（中礫含む）

１にぶい赤褐 極細砂～粗粒砂［焼土］
２灰黄 褐極細砂～細砂

焼土SF２９７D・土坑SK１０３D（１/２０） 焼土SF２７１D（１/２０）
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１橙 シルト質極細砂～粗砂［焼土］
２黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫・炭含む）
３明赤褐 シルト質極細砂［焼土］
４黒褐 シルト質極細砂～中粒砂（炭多く含む）
５暗灰黄 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫・炭含む）
６黄褐 シルト質極細砂～粗砂（上部に中礫多く含む）

１灰黄褐 シルト質極細砂～細砂（細礫～中礫・炭含む）
２シルト質極細砂～細砂（細礫～中礫多量・炭塊含む）
３灰褐 シルト質極細砂～細砂（中礫・炭含む）

焼土SF２６６D（１/２０） 焼土SF２７９D（１/２０）
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焼土SF２７２D（１/２０） 集石SS１０８D（１/２０）
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集石SS００７D（１/２０） 集石SS００６D（１/２０）
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１灰黄褐 細粒砂～粗粒砂（中礫多量に含む）
２灰黄褐 シルト～粗粒砂（中礫少量含む）
３にぶい黄橙 細粒砂～粗粒砂（中礫～大礫多量含む）

木棺墓ST２１５D（１/２０）
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１暗褐 シルト質極細砂（細礫～中礫少量・炭僅かに含む） １灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫炭少量含む）
２灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫含む）

１暗褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～大礫多量に含む）
２褐 シルト質極細砂～中粒砂（細礫～中礫多量に含む）
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１灰黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫含む）
２にぶい黄褐 シルト質極細砂～中粒砂（中礫～大礫多く含む）

１にぶい褐 シルト～細砂（細礫～中礫含む）
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溝SD１５２D（１/２０） 溝SD１８９D（１/２０） 溝SD３７６D（１/２０） 土坑SK２０７D（１/１０）
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１灰オリーブ シルト質埴壌土 細礫 中礫少量含む［現耕土］
２オリーブ シルト質埴壌土 中礫２％含む［旧耕土］
３橙 シルト質埴土 微砂 均一層［床土］
４にぶい黄褐 シルト質埴土 細砂～中礫多量に含む ２０暗赤褐 砂質埴壌土 細砂 中礫２０％含む
５褐 壌質砂土 微砂 中礫多量に含む ２１暗赤褐 砂壌土 粗砂 中礫４％含む
６黄灰 砂土 粗砂 細礫～中礫含む ２２黒 埴壌土 中礫若干含む
７にぶい黄褐 シルト質埴土 細礫少量含む ２３褐 シルト質壌土 細砂 石多量［地山］
８褐 シルト質埴土 細砂（均一） ２４褐灰 砂壌土 細砂 中礫含む
９褐灰 シルト質埴土 細砂 中礫２％含む ２５灰褐 壌質砂土 中礫少量含む
１０にぶい黄褐 シルト質埴土 細砂～粗砂 中礫多量に含む ２６灰褐 砂壌土 極細砂 中礫多量に含む
１１灰黄褐 シルト質埴土 細砂（ほぼ均一） ２７にぶ黄褐 シルト質埴土 細砂 中礫１０％含む
１２シルト質埴土 細砂 炭化材少量含む ２８にぶ黄褐 シルト質埴土 細砂 中礫１０％含む
１３灰黄褐 シルト質埴土 細砂 中礫少量含む ２９にぶ黄褐 シルト質埴土 細砂 中礫１０％含む
１４褐灰 砂質埴壌土 中礫３０％含む ３０褐灰 砂壌土 粗砂 中礫～大礫多量に含む
１５暗褐 砂壌土 細礫～中礫多量に含む ３１褐灰 砂土 粗砂 均一層
１６黒褐 シルト質埴土 細礫 細礫～中礫多量に含む ３２灰黄褐 砂壌土 粗砂 細礫～大礫多量に含む［砂礫層］
１７黒 埴壌土 細砂均一土 ３３黒褐 シルト質埴壌土 細砂 均一層
１８黒褐 壌質砂土 細礫～中礫多量に含む ３４褐 砂壌土 粗砂 中礫多量に含む
１９黒褐 シルト質埴土 細砂 中礫４％程含む ３５褐灰 シルト質埴壌土 中礫多量に含む

１盛土［現代水田層］
２にぶい黄褐 細砂 小礫～中礫 多量に含む 砂壌土［旧耕土］
３床土
４にぶい黄褐 粘土質 極細砂［旧水路］
５暗褐 極細砂 中礫含む
６暗褐 極細砂 細礫多量に含む
７灰黄褐 極細砂 中礫少量混じる しまりよい 密
８にぶい黄 極細砂 礫少量混じる しまりよい 密
９にぶい黄褐 細砂 中礫少量含む
１０にぶい黄褐 極細砂 礫少量混じる
１１褐 細砂 中礫少量混じる しまりよい 密
１２暗褐 極細砂 礫少量混じる
１３にぶい黄褐 極細砂 細礫～大礫少量混じる

土層断面（１/２００・１/４０）

図
版
８１



１０m０

SB００１E

SB００２E

SB００４E

SB００７E

SB００８E

SB００３E

SB００５E

SB００６E

SB００9E

SB０１０E

SF００３F

Ｅ
地
区

遺
構

遺構配置図（１/２００）

図
版
８２



１０m０

SB０１１E

SB０１２E

SB０１３E

SB０１４E

SF００２E

Ｅ
地
区

遺
構

遺構配置図（１/２００）

図
版
８３



１０m０

SB０１６E

SB０２２E

SB０１５E

１４３

SH００２E

SH００１E

SB０１９E
SB０１７E

SB０２０E

SB０２４E

SB０２７E
SB０２３E

２６

１７５６

１０２

６４
３９

４０１４

４２

４８
４６

SB０２５E

SB０２６E

SB０１８E

SB０２１E

Ｅ
地
区

遺
構

遺構配置図（１/２００）

図
版
８４



１０m０

SB０３３E

SF００１E

SB０３２E

SB０３１E
SB０２９E

SB０２８E

１０３

SB０３０E
９６

１００

Ｅ
地
区

遺
構

遺構配置図（１/２００）

図
版
８５



P４１７４E

５m０

１８２.６m

１８
２
.６
m

SB００１E

P４１７１E

P４１７５E
P４１７２E

P４１７６E P４１７３E

P４１６８E

P４１７０E

P４１６６E

P４１６７E

SB００２E

P４２１９E

１８２.４m

１８
２
.４
m

Ｅ
地
区

遺
構

掘立柱建物SB００１E（１/１００） 掘立柱建物SB００２E（１/１００）

図
版
８６



５m０

１８
２
.５
m

１８２.５m

P４２１０E P４２１１E

SB００３E

１８２.５m

１８２
.５
m

P４２１３E P４２２０E

P４２１５E P４２２１E

P４２１２E

P４２１４E

P４２１６E

SB００４E

１８２.３m

１８２
.３
m

Ｅ
地
区

遺
構

掘立柱建物SB００３E（１/１００） 掘立柱建物SB００４E（１/１００）

図
版
８７



５m０

１８２.７m

P４０６９E

P４０７３E

SB００５E

１８２
.７
m

P４０６８E P４０７２E

P４０６７E P４０７１E P４０７６E

P４０７５E

P４０７４E

SB００６E

P４０６７E

１８２.７m

１８
２
.７
m

Ｅ
地
区

遺
構

掘立柱建物SB００５E（１/１００） 掘立柱建物SB００６E（１/１００）

図
版
８８



ÁA
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１灰 砂質埴壌土 細砂 中礫若干混じる（１a層） １０灰オリーブ 軽埴土 シルト～細砂 中礫多量に含む（３b層）
２暗緑灰 重埴土 粘土 砂細 中礫少量含む（２a層） １１暗緑灰 軽埴土 粗砂 砂細 中礫少量含む（３b層）
３オリーブ黒 軽埴土 細砂 中礫少量混じる １２オリーブ黒 重埴土 粗砂 大礫少量混じる（３b層）
４オリーブ褐 砂質 粗砂 中礫多量に混じる １３オリーブ黒 砂質埴土 砂細 中礫少量含む（４a層）
５オリーブ黒 重埴土 粘土 中礫（２b層） １４緑灰 重埴土 シルト～極細砂 中礫若干混じる［水田土壌化］
６暗緑灰 軽埴土 シルト 中礫（２b層） １５暗緑灰 重埴土 シルト 粘土
７オリーブ灰 砂質植土 シルト～細砂 中礫少量含む（２b層） １６オリーブ黒 礫層 粗砂 中礫（b層）
８オリーブ黒 重埴土 シルト～極細砂 中礫混じる（３a層） １７暗緑灰 軽埴土 シルト～細砂 中礫
９オリーブ黒 重埴土 シルト～細砂 中礫若干混じる（３a層）

１暗緑灰 重埴土 粘土 砂細 中礫少量含む（１a層） １０暗オリーブ 砂質埴壌土 細砂 中礫多く含む（b層）
２オリーブ黒 重埴土 粘土 中礫（１b層） １１オリーブ黒 砂質埴土 シルト～細砂 細礫～中礫含む（a層）
３オリーブ灰 砂質植土 シルト～細砂 中礫少量含む（２a層） １２オリーブ褐 軽埴土 シルト～細砂 中礫若干含む（b層）
４オリーブ灰 砂質植土 シルト～細砂 中礫少量含む（２b層） １３暗オリーブ 軽埴土 シルト 中礫若干含む（b層）
５灰オリーブ 軽埴土 シルト～細砂 中礫多量に含む（３b層） １４オリーブ褐 軽埴土 シルト～極細砂 中礫若干含む しまりよい
６灰オリーブ シルト質埴壌土 シルト質極細砂 中礫少量含む（４a層） １５暗オリーブ 軽埴土 シルト 中礫若干含む しまりよい（a層）
７灰オリーブ 砂壌土 細砂 砂礫～中礫含む（a）［土壌化］（４b） １６褐灰 砂質埴壌土 粗砂
８灰 軽埴土 シルト～極細砂 中礫含む（上段）中礫以下の礫若干含む（下段）（a層） １７褐灰 砂質埴壌土 中礫多量
９オリーブ黒 重埴土 シルト～極細砂 粘着力強し 中礫若干含（a層）

水田土層断面１（１/５０） 水田・旧河道土層断面２（１/５０）
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１灰 砂質埴壌土 細砂 中礫若干混じる（１a層） ８灰オリーブ 砂壌土（砂礫に近い）細砂 中礫多量に含む しまり悪い（b層）
２暗緑灰 重埴土 粘土 砂細 中礫少量含む（２a層） ９オリーブ灰 砂質埴壌土 細砂～粗砂 中礫多量に含む（b層）
３暗緑灰 軽埴土 シルト 中礫（b層） １０灰 埴壌土 シルト～細砂 中礫含む しまりよい（b層）
４オリーブ黒 重埴土 シルト～極細砂 中礫混じる（３a層） １１オリーブ灰 砂礫層 細砂 中礫多量に含む（b層）
５暗緑灰 軽埴土 粗砂 砂細 中礫少量含む（３b層） １２灰オリーブ 礫層 細礫に若干粘土が混じる 大礫少量含む（b層）
６灰オリーブ シルト質埴壌土 シルト質極細砂 中礫少量含む（４a層） １３褐 砂埴土 細砂 中礫多量に含む（鉄多し）（b層）
７オリーブ灰 シルト質埴壌土 シルト質極細砂 中礫含む 緑色の砂岩礫を含む（a層）

１オリーブ黒 砂質埴土 シルト～極細砂 中礫若干混じる
２オリーブ黒 重埴土 シルト質極細砂 中礫若干混じる 有機物が堆積
３オリーブ黒 重埴土 シルト質細砂 中礫含む
４オリーブ灰 砂土 細粒砂 中礫含む
５灰オリーブ 砂壌土 細砂～粗砂 中礫若干含む（流水含む）
６オリーブ黒 砂質埴壌土 細砂 中礫多量に含む しまりよい
７オリーブ黒 埴壌土 細砂 中礫やや多く含む
８暗緑灰 軽埴土 シルト～極細砂 中礫若干含む
９暗オリーブ灰 粘土 シルト 砂礫のようなザラつきは感じられない
１０暗緑灰 粘土 シルト質極細砂 中礫若干含む
１１暗緑灰 重埴土 シルト質極細砂 中礫少量含む
１２オリーブ黒 砂礫層 粗砂 中礫～大礫多量に含む［流路］［土壌化］
１３オリーブ黒 砂質壌土 細砂～粗砂 中礫含む
１４灰 砂土 細砂～粗砂 中礫含む しまり悪い（b層）
１５暗緑灰 軽埴土 シルト～細砂 中礫少量含む
１６暗緑灰 砂礫層 細砂 中礫多量に含む
１７暗緑灰 重埴土 シルト質極細砂 中礫～大礫含む
１８暗オリーブ灰 軽埴土 シルト～細砂中礫 ブロック状に所々見られる
１９灰 シルト質埴土 シルト～細砂 中礫多量に含む 黄色の砂岩礫がブロックであり
２０暗オリーブ 壌質砂土 細砂 中礫多量に含む しまり悪い
２１暗オリーブ 砂礫 細砂 中礫含む（粘性無し）

凡例
１a層 近世の水田土壌
２a層 中世～近世の間の水田土壌
３a層 中世～近世の間の水田土壌
４a層 中世の水田土壌（調査対象水田）
b 層 洪水砂層

水田・旧河道土層断面３（１/５０） 旧河道土層断面４（１/５０）
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１田ノ口遺跡 遠景（南東から）

２田ノ口遺跡 遠景（南西から）

遺
跡

写
真
図
版
１



３田ノ口遺跡 近景（南東から）

４Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（北西から）
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区
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図
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２



５Ａ地区全景（上が北東）

６Ｂ・Ｃ地区全景（上が北東）
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３
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１５６

５１

５２

６６

２７４

２７２

２７３

７１

２７６

２７９

２７５

２６９

２７１

２７０

２７８

２７７

２８７

土器（白磁）
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物
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１７７

１７８

１７６

１７７

１７８

１７６

２６８

土器（白磁・青磁・施釉陶器）

Ｂ
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区

遺
物
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図
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５



２８１
２８０

７５９

７６０

７６１

７６２ ７６３

７６６

７６７

７６５

７６４

土器（白磁・青白磁・青磁）

Ｂ
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区

遺
物
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真
図
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６



２８５

２８６

２８４

２８３
２８２

２６７

２８５

２８６ ２８４

２８３

２８２

２６７

土器（青磁・緑釉陶器）

Ｂ
地
区

遺
物

写
真
図
版
７



７Ｄ・Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（南東から）

８Ｄ地区全景（西から）
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９全景（上が北西）
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１０鍛冶炉群SF００２D（北西から）

１１鍛冶炉群SF００２D断面（北西から）
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区

遺
構

写
真
図
版
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１２柱穴P０５６２D（南西から） １３鍛冶炉SF００２DSF９０３D（南西から）

１４柱穴P０５６２D断面（南西から） １５鍛冶炉SF００２DSF９０３D断面（南西から）

１６鍛冶炉SF００２DSF９０５D断面（南東から） １７鍛冶炉SF５８９D断面（南東から）

１８焼土SF２６６D（南から） １９焼土SF００１DSF１８７D（南西から）
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４３４

４３３

４３５

４３６

M30

２０木棺墓ST２１５D（西から）

木棺墓ST２１５D出土遺物
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３５９

３４７

３５９

３４７

５２９

５３１
５３０

５３２

５３３
５３４

５３５

土器（白磁・青花）
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３９４

３９３

４０３

３９６

４０２

４０４

３９４

３９３

４０３

３９６

４０２

４０４

土器（白磁・青磁・青花）
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遺
物
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５２８

５２６

５２４

５２８

５２６

５２４

５２５

５２３

土器（施釉陶器）
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５３６５３８

５３７

５３９

５２７

５３６
５３８

５３７

５３９

５２７

土器（青磁）
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遺
物
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真
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５４１６６３

５４０

５４４

５４５

５４２

５４３

５４１
６６３

５４０

５４４５４５

５４２

５４３

土器（青花）
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物
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２１田ノ口遺跡全景（南西から）

２２Ｅ・Ｆ地区全景（西から）
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２３Ｅ地区全景（西から）

２４Ｅ地区全景（南西から）
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２５Ｅ地区全景（上が北東）
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２６焼土SF００１E検出状況
（北から）

２７焼土SF００１E（南から）

２８焼土SF００１E断割り
（北西から）

Ｅ
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図
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２９焼土SF００１E埋土土層断面（南から） ３０焼土SF００１E（東から）

３１焼土SF００２E（北東から） ３２焼土SF００３E（北から）

３３焼土SF００２E断割り（南西から） ３４焼土SF００３E断割り（南西から）

３５土坑SK００６E土層断面（東から） ３６土坑SK０８２E土層断面（南東から）

Ｅ
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６１５

６１９

６１４

６１６
６２０

６５８

土器（白磁・陶器・青花）

Ｅ
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遺
物
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真
図
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３７Ｆ地区全景（西から）

３８Ｆ地区全景（上が南東）
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３９Ｇ地区遠景（南東から）

４０Ｇ地区全景（南西から）
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７５１

７５０

７５２

４１Ｇ‐１区 墓ST００１G検出状況（南西から）
Ｇ‐１区 墓ST００１G出土土器

Ｇ
地
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遺
構
・
遺
物
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図
版
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７５５

７５６

M40

４２Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒検出状況（南西から）
Ｇ‐２区 経塚SX００１G出土土器・鏡

Ｇ
地
区

遺
構
・
遺
物

写
真
図
版
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７５５
７５６

M４０

M４０

Ｇ‐２区 経塚SX００１G出土土器・鏡

Ｇ
地
区

遺
物

写
真
図
版
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KfKf

GrGr

Qz

CheChe

PI

PI

Qz

FeOFeO

PIPI

QzQz

RyRy

Ho

Vg

QzQz

GrGr

Ho

Vg

PI

１．資料No.１（報告No.１０２土師器 皿 中世）

２．資料No.２（報告No.１０８土師器 皿 中世）

３．資料No.３（報告No.１２０土師器 鍋 中世）

４．資料No.４（報告No.１７９土師器 皿 中世）

Qz：石英．Kf：カリ長石．PI：斜長石．Ho：角閃石．Che：チャート．Ry：流紋岩．
Gr：花崗岩．Vg：火山ガラス．FeO：酸化鉄結核．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

胎土薄片（１）

分
析

０．５mm

写
真
図
版
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Ho

P-Qz

PI

VgPI

Po
P-Qz

PI

QzQz
CheChe

P-Qz

PI

Qz

CheChe

PI

GrGr

KfKf

Ep
Qz

５．資料No.５（報告No.１８８瓦器 椀 中世）

６．資料No.６（報告No.２２２土師器 甕 中世）

７．資料No.７（報告No.２３３瓦器 椀 中世）

８．資料No.８（報告No.２８８土師器 甕 古墳）

Qz：石英．Kf：カリ長石．PI：斜長石．Ho：角閃石．Ep：緑レン石．Che：チャート．
P-Qz：多結晶石英．Gr：花崗岩．Vg：火山ガラス．Po：植物珪酸体．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

胎土薄片（２）

分
析

０．５mm

写
真
図
版
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GrGr

GrGr

PIPI

KfKf

Sh

P-Qz

CheChe

Qz

Bi

Qz

TfTf

TfTf

TfTfQzQz QzQz

PIPI

Vg

OpOp

PI

Qz

Vg

PI

９．資料No.９（報告No.３０３土師器 皿 中世）

１０．資料No.１０（報告No.３１８黒色土器 椀 中世）

１１．資料No.１１（報告No.３２３土師器 鍋 中世）

１２．資料No.１２（報告No.３３２土師器 皿 中世）

Qz：石英．Kf：カリ長石．PI：斜長石．Bi：黒雲母．Op：不透明鉱物．Che：チャート．
Sh：頁岩．Tf：凝灰岩．P-Qz：多結晶石英．Gr：花崗岩．Vg：火山ガラス．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

胎土薄片（３）

分
析

０．５mm

写
真
図
版
３１



QzQz
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Qz

Bi

Tf

Oxho

GrGr
Kf

Ho

Qz
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OpOp

SISI

QzQz

Ep

Ho

１３．資料No.１３（報告No.３６３土師器 皿 中世）

１４．資料No.１４（報告No.３６６土師器 皿 中世）

１５．資料No.１５（報告No.４０１土師器 皿 中世）

１６．資料No.１６（報告No.４１５土師器 鍋 中世）

Qz：石英．Kf：カリ長石．PI：斜長石．Ho：角閃石．Oxho：酸化角閃石．Ep：緑レン石．
Bi：黒雲母．Op：不透明鉱物．Tf：凝灰岩．P-Qz：多結晶石英．Gr：花崗岩．SI：粘板岩．Alt：変質岩．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

胎土薄片（４）

分
析

０．５mm

写
真
図
版
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PI
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PI

１７．資料No.１７（報告No.４６３土師器 鍋 中世）

１８．資料No.１８（報告No.６１０黒色土器 椀 中世）

１９．資料No.１９（報告No.６６４土師器 甕 古墳）

２０．資料No.２０（報告No.６７４縄文土器 深鉢 縄文後期）

Qz：石英．Kf：カリ長石．PI：斜長石．Ho：角閃石．Bi：黒雲母．Che：チャート．Sh：頁岩．
Tf：凝灰岩．P-Qz：多結晶石英．Gr：花崗岩．Hf：ホルンフェルス．SI：粘板岩．Vg：火山ガラス．
Po：植物珪酸体．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

胎土薄片（５）

分
析

０．５mm

写
真
図
版
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GrGr

QzQz
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PI

Ho
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CheCheTfTf
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Oxho

２１．資料No.２１（報告No.７２８瓦器 椀 中世）

２２．資料No.２２（報告No.７５１土師器 鍋 中世）

Qz：石英．Kf：カリ長石．PI：斜長石．Ho：角閃石．Oxho：酸化角閃石．Che：チャート．
０．５mm

Tf：凝灰岩．Gr：花崗岩．Vg：火山ガラス．
写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

胎土薄片（６）

ガラス玉全体像

分
析
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真
図
版
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４３Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（上が北西）
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４４Ａ・Ｂ・Ｃ地区全景（南西から）

４５Ａ地区全景（南東から）
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４６Ａ地区全景（南から）

４７Ａ地区全景（南西から）
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図
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４８東半部全景（北東から）

４９柱穴P００５７A（南東から） ５０柱穴P００４６A遺物出土状況（南東から）

５１掘立柱建物SB００６A 柱穴P００５３A
土層断面（北西から）

５２溝SD００２A土層断面（南西から）
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写
真
図
版
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土器（１）
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２０
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２８

２７ ３４

７５７

２２
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２９

７５８

M１

土器（２）・金属器
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５３Ｂ・Ａ地区全景（東から）
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５４Ｂ地区全景（南から）

５５Ｂ地区全景（北東から）

Ｂ
地
区

遺
構

写
真
図
版
４２



５６Ｂ地区全景（南西から）

５７Ｂ地区全景（西から）
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図
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５８Ｂ地区全景（東から）

５９Ｂ地区全景（南から）
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６０掘立柱建物SB０１０B～SB０１９B（東から）

６１掘立柱建物SB００１B～SB０１６B（南から）

Ｂ
地
区

遺
構

写
真
図
版
４５



６２掘立柱建物SB０１０B～SB０１６B（南西から）

６３掘立柱建物SB０１７B～SB０２４B（南から）
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真
図
版
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６４掘立柱建物SB００１B～SB００９B、土坑SK１３０B（北東から）

６５掘立柱建物SB００１B～SB００９B（北東から）

Ｂ
地
区

遺
構

写
真
図
版
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６６掘立柱建物SB００７B（北東から）

６７掘立柱建物SB００１B～SB００３B（西から）
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図
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６８掘立柱建物SB０１２B・SB０１３B（北東から）

６９掘立柱建物SB０１１B～SB０１３B（北東から）
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図
版
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７０柱穴P０４５７B（北西から） ７１柱穴P００９３B（南西から）

７２柱穴P０３９３B遺物出土状況（北西から） ７３柱穴P０１０５B遺物出土状況（北西から）

７４柱穴P０１８０B遺物出土状況（北から） ７５柱穴P０３５２B遺物出土状況（北東から）

７６掘立柱建物SB０１７B 柱穴P０１８５B
遺物出土状況（北から）

７７掘立柱建物SB０１９B 柱穴P０１７９B
遺物出土状況（北から）
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区

遺
構

写
真
図
版
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７８掘立柱建物SB００６B 柱穴P０７５３B（南東から） ７９掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７６６B（南西から）

８０掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７６８B（南東から） ８１掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７６９B（南東から）

８２掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７０B（東から） ８３掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７１B（北東から）

８４掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７４B（北東から） ８５掘立柱建物SB０１５B 柱穴P０７７５B（北東から）
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遺
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真
図
版
５１



８６掘立柱建物SB００９B 柱穴P０２８３B（南東から） ８７掘立柱建物SB００９B 柱穴P０４７５B（南東から）

８８掘立柱建物SB００９B 柱穴P０２７２B（南西から） ８９掘立柱建物SB００９B 柱穴P０４７６B（南西から）

９０掘立柱建物SB００９B 柱穴P０４９１B（南西から） ９１掘立柱建物SB００９B 柱穴P０１６５B（北西から）

９２掘立柱建物SB０１３B 柱穴P０１１８B（南西から） ９３掘立柱建物SB０１４B 柱穴P０２６０B（南西から）

Ｂ
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区

遺
構

写
真
図
版
５２



９４掘立柱建物SB０１６B 柱穴P０３６４B（南西から） ９５掘立柱建物SB０２３B 柱穴P０５４０B（北西から）

９６柱穴P０４６７B（北東から） ９７柱穴P０２９７B（南西から）

９８柱穴P０１８１B（北西から） ９９柱穴P０５３９B（北西から）

１００柱穴P０５３８B（南東から） １０１柱穴P０４７２B（北東から）

Ｂ
地
区

遺
構

写
真
図
版
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１０２土坑SK１３０B・SK１６０B、溝SD１２８B（北から）

１０３土坑SK１３０B・SK１６０B・SK２１３B（北西から）

Ｂ
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区

遺
構

写
真
図
版
５４



１０４土坑SK１３０B・SK１６０B・SK１６１B、溝SD１２８B（東から）

１０５土坑SK１３０B・SK２１３B（南東から）

Ｂ
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区

遺
構

写
真
図
版
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１０６土坑SK１６１B（北東から）

１０７土坑SK１６１B 遺物出土状況（北東から）
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遺
構

写
真
図
版
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１０８土坑SK２１３B（南東から）

１０９土坑SK２１３B北端下層
（南西から）

１１０土坑SK２１３B北端上層
（南西から）

Ｂ
地
区

遺
構

写
真
図
版
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１１１溝SD１１３B土層断面（南西から） １１２溝SD１２８B土層断面（南東から）

１１３溝SD１３２B土層断面（南西から） １１４溝SD１４３B土層断面（南東から）

１１５溝SD１７１B土層断面（南東から） １１６鍛冶炉SF１１１B（北東から）

１１７土坑SK５３７B（南西から） １１８鍛冶炉SF１１１B土層断面（南西から）

Ｂ
地
区

遺
構

写
真
図
版
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１１９Ｂ‐２地区全景（西から）

１２０Ｂ‐２地区全景（南から）
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図
版
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２９９ ３０１
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１２１Ｃ地区全景（南東から）

土器（１）
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２９８
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１２２Ｄ地区全景（南西から）
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写
真
図
版
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１２３Ｄ地区全景（北から）

１２４Ｄ地区全景（北から）
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遺
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写
真
図
版
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１２５Ｄ地区全景（南東から）

１２６Ｄ地区全景（南東から）
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写
真
図
版
８１



１２７掘立柱建物SB００７D・SB００８D・SB００９D・SB０１１D（北東から）

１２８掘立柱建物SB００７D・SB００８D・SB００９D・SB０１１D（南東から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８２



１２９掘立柱建物SB００８D～SB０１９D（西から）

１３０掘立柱建物SB００８D～SB０１９D（南東から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
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１３１掘立柱建物SB０１５D～SB０１９D（北西から）

１３２掘立柱建物SB０１６D～SB０１９D（南西から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８４



１３３掘立柱建物SB００１D・SB００２D、鍛冶炉群（北西から）

１３４鍛冶炉群（南東から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８５



１３５柱穴P０１２２D遺物出土状況（北西から） １３６柱穴P００７５D遺物出土状況（南西から）

１３７柱穴P０１３７D（南西から） １３８柱穴P００２８D（北西から）

１３９柱穴P０１０１D土層断面（南東から） １４０柱穴P００８９D遺物出土状況（北西から）

１４１柱穴P０３４１D土層断面（南東から） １４２柱穴P０３２７D土層断面（北西から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８６



１４３土坑SK００５D検出状況（南から） １４４土坑SK１５４D遺物出土状況（南から）

１４５土坑SK２１２D土層断面（南から） １４６土坑SK２１３D土層断面（南東から）

１４７土坑SK２１４D土層断面（北西から） １４８土坑SK２１８D土層断面（北西から）

１４９土坑SK２６２D土層断面（南東から） １５０土坑SK６１７D土層断面（北東から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８７



１５１土坑SK２１７D土層断面（南西から） １５２土坑SK２２６D遺物出土状況（西から）

１５３土坑SK１２３D・SK１６１D・SK１６２D（西から） １５４土坑SK１６２D土層断面（西から）

１５５土坑SK００４D土層断面（南から） １５６土坑SK１５３D土層断面（南から）

１５７集石SS１０８D（東から） １５８集石SS１０８D（北東から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８８



１５９土坑SK１０３D（西から）

１６０焼土SF２７１D検出状況（南西から） １６１焼土SF００１DSF１８７D検出状況（南西から）

１６２焼土SF２７１D土層断面（南西から） １６３焼土SF２７９D土層断面（北西から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
８９



１６４集石SS００６D（南東から）

１６５集石SS００７D（南西から）

Ｄ
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区

遺
構

写
真
図
版
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１６６木棺墓ST２１５D検出状況（北から）

１６７木棺墓ST２１５D（北から）

Ｄ
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遺
構

写
真
図
版
９１



１６８木棺墓ST２１５D（西から）

１６９木棺墓ST２１５D遺物出土状況（北から）
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区

遺
構

写
真
図
版
９２



１７０木棺墓ST２１５D（北西から）

１７１木棺墓ST２１５D遺物出土状況（東から）
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区

遺
構

写
真
図
版
９３



１７２溝SD１８９D土層断面（北西から） １７３溝SD２０９D土層断面（南西から）

１７４溝SD２１０D土層断面（南西から） １７５溝SD３７４D土層断面（南西から）

１７６溝SD３７５D土層断面（南西から） １７７溝SD３７６D土層断面（北西から）

１７８土坑SK２０７D検出状況（南西から）

Ｄ
地
区

遺
構

写
真
図
版
９４



１７９Ｄ‐３区遠景（西から）

１８０Ｄ‐３区全景（北東から） １８１Ｄ‐３区全景（西から）
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図
版
９５



３０９ ３５２

３０６ ３２９

３１１ ３３０

３１４ ３３６

３１３ ３３６

土器（１）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
９６



３３９

３４０

３６１

３６３

３４４ ３５９

土器（２）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
９７



３２５

３４６

３０５

３５７ ３５４

３３８

３３８
３２８

３３１

３５６

３４１

３２６

３３２

３０２

３５５

３３３

３６５
３５８

３６４ ３３５

３１０

土器（３）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
９８



３４３

３５３

３６０ ３２７

３４２ ３０７

３６２ ３０８

４０５

３７１

３２３ ３７２

３７０

３７３ ３６９

３１２ ３６８

土器（４）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
９９



３１７
３７７ ３１８

３０３ ３４８

３３４

３７６
３１６

３１５

３７９

３６７ ３７４

４２２

３４５

３１９

３７５

土器（５）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１００



３２１

４０８

４１１

３８４

３５０

３８３

３８５

３４９

３２４

３８８ ３８１

３８７

３８２

３８０
３８６

土器（６）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１０１



３９０

３３７

３２２

３８９

５４７
３２０

３５１

３９２

３９１

３７８

３６６

土器（７）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１０２



４１６

４１７

４１８

４１５

４１２

４１３

４００４１４

土器（８）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１０３



４０９

４２７

４１０

４２６

４２３
４２４

４２５

４２１

土器（９）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１０４



７６８

４３１４２９

４３２

４２０

４１９

４２８

４３０

土器（１０）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１０５



４３７

３９８
４３８

４０１

４０６ ４０７

３９９ ３９７

４３３ ４３５

４３４ ４３６

土器（１１）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１０６



４３９ ４４０
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図
版
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４４１

４５８
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土器（１３）
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図
版
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４５５

４６８
４６７

４６４

４６５

４６３

４６６

土器（１４）
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地
区

遺
物

写
真
図
版
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４７２

５２２

４６２

４６１

４６９

５１８
４７１

４７０ ４７１

５１９

土器（１５）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
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４７３

４７６

４７４

５０４
５０８

５０９

５０７５０６

５０２

５１１

５０３

４９９

５１１

５０９

５０５

土器（１６）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１１



４９６

４９７４９８

４９５

４９２

５０１

４９４ ４９３

５００ ５１０

土器（１７）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１２



４８０

４９０４８７

４８８
４８５

４８３

４８２

４８６
４８４

４７９

４７７ ４７８
４８１

４８９

５１２

５１７
５１５

５１３
５１４

５１６

３０４

５２０

４９１

５２１

土器（１８）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１３



４６０
４５９

７６９

５４６

S７ J１

S８

土器（１９）・石器（１）・玉

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１４



S９

S１０

石器（２）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１５



M19

M24

M22

M17 M18

M23

M27

M26

M25

M20

M21

M２８ M２９

金属器（１）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１６



M３０

M３１

M３２

金属器（２）

Ｄ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１１７



１８２Ｅ地区全景（南東から）

１８３Ｅ地区全景（北東から）

Ｅ
・
Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１１８



１８４全景（上が北西）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１１９



１８５全景（北から）

１８６全景（北西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２０



１８７全景（南東から）

１８８北部の掘立柱建物群（北西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２１



１８９北部の柱穴群
（西から）

１９０中部の柱穴群
（北西から）

１９１南部の柱穴群
（東から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２２



１９２掘立柱建物SB００１E～
SB００３E（北西から）

１９３掘立柱建物SB００３E・
SB００５E・SB００９E
（北西から）

１９４掘立柱建物SB００３E・
SB００５E・SB００９E

（南から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２３



１９５掘立柱建物SB０１３E（南から）

１９６掘立柱建物SB０１３E・SB０１４E（南から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２４



１９７掘立柱建物SB０１５E～SB０２２E（南西から）

１９８掘立柱建物SB０１６E（南西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２５



１９９掘立柱建物SB０２５E～SB０２７E（南西から）

２００掘立柱建物SB０２８E（北から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２６



２０１掘立柱建物SB０１５E（南西から）

２０２柱穴P４１１４E土層断面（北東から） ２０３柱穴P４１１５E土層断面（北東から）

２０４柱穴P４１１６E土層断面（北東から） ２０５柱穴P４１１８E土層断面（南西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２７



２０６掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０７７E土層断面（北から） ２０７掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０８４E土層断面（南から）

２０８掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０８５E土層断面（南から） ２０９掘立柱建物SB０１８E 柱穴P４０８６E土層断面（南から）

２１０掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４１２１E土層断面（北東から）２１１掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４１２３E土層断面（北西から）

２１２掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４１３０E土層断面（南西から）２１３掘立柱建物SB０２２E 柱穴P４２００E土層断面（西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２８



２１４掘立柱建物SB０１９E 柱穴P４１０２E遺物出土状況（南東から）２１５掘立柱建物SB００５E 柱穴P４０７１E土層断面（南東から）

２１６掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１７９E土層断面（北東から）２１７掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８０E土層断面（北東から）

２１８掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８４E土層断面（南東から）２１９掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８９E土層断面（南東から）

２２０掘立柱建物SB０２８E 柱穴P４１８８E土層断面（北東から） ２２１柱穴P４２０３E土層断面（南西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１２９



２２２竪穴住居
SH００１E・SH００２E（北東から）

２２３ SH００１Eに伴う
土器出土状況

２２４ SH００１Eに伴う
土器出土状況（近接）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１３０



２２５下層 谷部の土層堆積トレンチＡ（南東から）

２２６下層 谷部の土層堆積トレンチＢ（南東から）

２２７作業風景（北西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１３１



２２８Ｅ‐２区全景（上が北西）

２２９Ｅ‐２区全景（南西から）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１３２



２３０Ｅ‐３区全景（北から）

２３１Ｅ‐３区全景（上が南西）

Ｅ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１３３
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５８３
５８６

５６９

５８５

５８２

５５３

５８１

５８７

５９０
５８９

５８０

５９１

５８４ ５７９

５５２
７２２

５６３

５７３

５８８

７２３

５７４

７２４

５５４

５９６

５４９

５６８

６０６
５６５

土器（１）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１３４



５９８ ６０４

５９９

６０２
６０１

５５０

６０５

５５９

５６０

５６７

５７０

５７８

５９７

５６６

土器（２）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１３５



５５６
５９３

５９２

５５５
５９５

５５７

６３７

５９４
６１０

６３８
６３９

５５６

５９３
５９２

５５５

５９５

５５７

土器（３）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１３６



５６１

６０７

５６２
６０８

５７５

５７１
５７２

５６１

６０７

５６２ ６０８

５７６

土器（４）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１３７



６１９

６１５

６１６

６１４

６２０

６１８
６１７

６１２

６１１

６０９

６１３

６１８

６１７

６１２

６１１

６０９

６１３

土器（５）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１３８



６２８ ６２１

６２３
６２４

５５１

６２２

６２５

５６４

６３５
６２６

６２７ ６３６

６３４
７７０

６４４

５５８

６００

６４３

６０３

６４６

土器（６）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１３９



６５０
７７２ ７７１

６５１
６５３

６５９

６５４

６５２

６５５

６５６

６５７

７７４

６６０

７７３

６６１

７７５

土器（７）

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１４０



６４１

６４９

６４０

６６２

M34

M33

６４７

６４８

M35

M38

M37

M36

６２９

６４２

６４５

土器（８）・金属器

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１４１



６６６

６６７

６６８

６７１

６７２

６６９

６７０

６７５

６７６６７３

６７４

土器（９）縄文土器

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１４２



６８１

６８０

６８５

６７９

６８２

６８７

６８６

６７７

６８４

６９４

６９３

６９５

６９２

６９１

６９６

６９０

６８９

６７８

６８３

６８８

土器（１０）縄文土器

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１４３



６９９

７０４

７０３

７００

７０１ ７０２

６９８

６９７

７１０

７０９

７１１

７０７

７０８

７０５

７０６

土器（１１）弥生土器

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１４４



６３２６３３

６３０

６３１

６６５

６６４

７１７

７１３

７１６

７１５

７１４

７１８

７１２

S１１

土器（１２）弥生土器・石器

Ｅ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１４５



２３２全景（南西から）

２３３全景（北東から）

Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１４６



２３４全景（北から）

２３５南半の遺構群（北から）

Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１４７



２３６井戸SE００１F
（南西から）

２３７井戸SE００１F断割り
（南西から）

２３８井戸SE００１F根太
出土状況（南西から）

Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１４８



２３９北半 水田遺構（南から）

２４１水田遺構面より上層の堆積（北から）

２４０水田遺構（北から） ２４２水田遺構面より上層の堆積（北から）

Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１４９



２４３下層 旧河道の全景（南から）

２４４下層 旧河道の状況（北から）

Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１５０



２４５下層 旧河道の状況（南から）

２４６旧河道の堆積（１） ２４７旧河道の堆積（２）

２４８旧河道の堆積（３） ２４９学識経験者 青木哲哉氏による調査

Ｆ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１５１



７１９ ７２５
７２９

７３０

７２８

７２１

７２８

７２８
７３１７２８

７２６

７２０

７２７

７３３

７３５

７３６

７３４

７３２

土器（１）

Ｆ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１５２



７４９

７３８７４１

７４５

７４０

７３９

７４９

７３８

７４１

７４５

７４０

７３９

７４４

７４７
７４２

７４８

７７６
７３７

７４３

７４６

土器（２）

Ｆ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１５３



W１

S１２

M３９

木器・石器・金属器

Ｆ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１５４



２５０調査前全景（南上空から）

２５１調査前近景（南東から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１５５



２５２Ｇ‐１区 表土掘削後（南西から）

２５３Ｇ‐１区 墓ST００１G上層検出状況（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１５６



２５４Ｇ‐１区 墓ST００１G中層検出状況（１）（南西から）

２５５Ｇ‐１区 墓ST００１G中層検出状況（２）（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１５７



２５６Ｇ‐１区 墓ST００１G中層検出状況（３）（南西から）

２５７Ｇ‐１区 墓ST００１G下層検出状況（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１５８



７５０ ７５１

７５２

７５０
７５２
７５１

Ｇ‐１区 墓ST００１G出土土器

Ｇ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１５９



２５８Ｇ‐２区 表土掘削後（南西から）

２５９Ｇ‐２区 経塚SX００１G上層検出状況（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１６０



２６０Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒被覆状況（南西から） ２６１Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒検出状況（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１６１



２６２Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒被覆状況（南西から）

２６３Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒全景（１）（南西から） ２６４Ｇ‐２区 経塚SX００１G経筒全景（２）（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１６２



２６５G‐２区経塚SX００１G経筒全景（１）
（南西から）

２６６Ｇ‐２区経塚SX００１G経筒全景（２）
（南西から）

２６７Ｇ‐２区経塚SX００１G経筒近景
（南西から）

Ｇ
地
区

遺
構

写
真
図
版
１６３



７５５ ７５６

Ｇ‐２区 経塚SX００１G出土土器

Ｇ
地
区

遺
物

写
真
図
版
１６４
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